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《~墓天理悪~》基本理念

周産期・小児医療の総合施設として、母とこどもの高度

専門医療を通じて、親と地域社会と一体になってこどもた

ちの健やかな成長を目指します。

《藍王方罫重

1患者の権利を尊重した医療の実践

2安全・安心と信頼の医療の遂行

3高度に専門化されたチーム医療の推進

4地域の医療・保健。福祉・教育機関との連携

5親とこどもが一体となった治療の推進

6 こどもへの愛とまことに満ちた医療人の育成

7医療ボランティアとの協調による患者サービスの向上

8継続的な高度専門医療提供のための経営の効率化



－℃

患者の権利

あなたはひとりの人間として尊重され、おもい

やりのある医療を受ける権利があります。

あなたとご家族は、理解しやすい言葉や方法で

十分な説明と情報を得て、治療計画に参加する

権利があります。

あなたとご家族には、治療方針について同意や

拒否する権利及びセカンドオピニオンを受ける

権利があります。

あなたとご家族のプライバシーは守られます。

1

2

3

4

みなさまと私たちがお互いを尊重しあい、良質な医療を

実現していけるよう次のことにご協力ください。

●病気について理解し、安心して医療が受けら

れるよう。今までの経過。病状の変化や問題に

ついて詳しく正確にお知らせください。

●病院のきまりや約束ごとをお守りください。

qp



はじめに

兵庫県立こども病院

2016年度病院長 長嶋達也

はじめに、兵庫県立こども病院に期待を寄せ、見守り応援してくださるすべての皆様に

感謝申し上げます。2016年度の歩みを記録した年報をお届けいたします。年報を通じて

当院の活動へのご理解が深まり、一層のご支援、ご指導を賜ることができれば幸いに存じ

ます。

2016年5月1日に無事に新病院への移転・開院を完了いたしました。移転開院に際し

ましては、多くの医関係者の皆様にご支援いただきました。心より感謝申し上げます。新

しい土地に新しい病院施設、新しく導入した電子カルテ、大量の新人・新卒看護師を抱え

ての船出となり、まさしく薄氷を踏む思いで臨んだ1年間でした。おかげさまで、すべて

の職員が力を合わせて、無事に新しい年を迎えることができました。

新病院でも、総合周産期母子医療センター、小児救急医療センター、小児がんセンター

(小児がん拠点病院)、小児心臓センターの4分野を大きな柱とする小児の高度専門医療を

担ってまいります。総合周産期母子医療センターはNICUを21床に増床し、高度な機器

も導入いたしました。兵庫県下の総合周産期医療センターが6カ所になった状況の中でも、

ほぼ満床の状態が続いています。当院では極めてリスクの高い新生児の治療やあらゆる困

難な外科的治療が可能であるという、他にはない特性を生かして、広域を支える「最後の

砦」として機能してまいります。小児がんセンターも順調に患者数が増加しつつあります。

西播磨の粒子線治療センターと共同で開始した小児がんに対する陽子線治療も、鎮静を要

する例の治療が可能になり、小児の治療チーム作りが進んでいます。こども病院に隣接し

て建設中の「神戸陽子線センター（仮称)」は2017年12月開院予定であり、2016年4月

の小児がんに対する陽子線治療の保険適用にともない、小児がん患者の長期予後の改善に

大きな期待が集まっています。

小児救急医療センターは、新病院の開院とともに「断らない救急」を旗印にして、より



広い範囲からの救急受け入れに取り組んでいます。ヘリコプター搬送による重症救急患者

の搬送も軌道に乗り、診療開始から10か月で42例を受け入れています。救急患者数は旧

病院の2倍、救急車の応需率は98％を記録しています。今後、より広い地域から、より

重症の患者を受け入れるとともに、受診しやすい小児救急医療センターとして機能を充実

してまいります。小児心臓センターは、新たに整備した集中治療科がCICUを24時間体

制で受け持つことになり、心臓外科医が手術に集中できるようになりました。新生児、乳

児の困難な心臓手術を引き受けるとともに、移行期医療にも力を入れてまいります。

「神戸ハウス」と名付けられた家族滞在施設は、（財）「ドナルド･マクドナルド･ハウス・

チャリティーズ」にその運営を委託し、多くの皆様からのご寄附とボランティアによって

24時間体制で運営されています。常に満室に近い状態が続いており、ご家族を支える心

強い味方となっています。

2016年度は、新病院で迎える特別な1年となりました。高度な専門医療であるととも

に「安全な医療」を肝に銘じて、こども達の「最後の砦」であり続けることをお約束いた

します。こども病院は、多くの方々の温かい支援を得ることにより初めてその力を発揮い

たします。一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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I 病院概要



I 病院概要

1．兵庫県立こども病院の設立目的

こども病院は、小児治療が内科疾患を除いては、成人と同じ環境で診療が行われている現状と、

ますます進展しつつある専門化、細分化した医学を基礎とした小児特有の検査、診断、治療を行いうる小

児専門病院の設置を望む社会的要請に応えて、県政100年の記念事業の一環として、昭和45年に開設され

ました。これは、小児病院の業務に加え、異常児の出生予防、小児の精神保健、各科医療に伴う訓練部門等

の医療行政もあわせて行う、小児メディカルセンターでもあります。

具体的には、

（1）近代小児医療の進歩、在り方に則し、小児疾患の診断と治療に関する高度に専門化、細分化した機能

を総合的に発揮できること。

（2）小児に関する医療相談機関であること。

（3）小児の保健衛生に関する行政分野に対して、あらゆる面で協力機関であること。

（4）小児医療従事者の育成研修期間であること。

などであります。

平成6年10月には､ハイリスク母子の救命を図ることを目的とし､ハイリスク母子の24時間体制受け入れ、

妊産婦、胎児、新生児の管理を連続かつ一体的に行うことのできる周産期医療センターをオープンしました。

また、平成14年10月より県下の第3次小児救急の拠点として救急医療室を開設し、その後、平成19年

10月に、機能を一層充実させた小児救急医療センターを新たにオープンしました。

さらに、平成25年2月には小児がん拠点病院に指定され、平成26年4月に小児がん医療センターを設置

しました。

平成28年5月には、須磨からポートアイランドに移転開院しました。

革2．沿

称
設
地
目

兵庫県立こども病院

昭和45年4月1日（現管理者 長嶋達也）

神戸市中央区港島南町1丁目6番7 TELO78-945-7300 (代表）

循環器内科腎臓内科脳神経内科血液・腫瘍内科代謝・内分泌内科

周産期内科新生児内科心臓血管外科脳神経外科小児外科

整形外科形成外科精神科アレルギー科リウマチ科小児科

泌尿器科産科眼科耳鼻咽喉科リハビリテーション科放射線科

麻酔科病理診断科救急科小児歯科

一般290床（稼働267床）

(1)

(2)

(3)

(4)

名
開
所
診

在

療科

(5)病

(6)沿

床 数

革

昭和45年4月1日

昭和45年4月30日

昭和45年5月8日

昭和45年7月23日

昭和45年9月17日

病院開設（管理者 平田美穂）

日病院本館完成

診療開始

基準寝具実施（寝第295号）

基準給食実施（食第307号）基準看護実施（看第130号）

－1－



昭和46年12月

昭和47年2月

昭和47年12月

昭和49年10月

母と子の指導教室完成現在は母と子の教室と呼称

基準看護一般特類変更承認（険第98号）

基準看護精神特類変更承認（険第219号）

基準看護一般特二類変更承認（険第108号）基準看護精神特一類変更承

認（険第108号）

管理者変更受理（管理者 児嶋喜八郎）

全館防災設備工事完成

日本脳神経外科学会認定医制度による指定訓練場所として認定される

昭和55年3月26日兵庫県条例第11号兵庫県病院事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例により診療科目改正、形成外科、脳神経

外科、心臓血管外科を追加

シアトル小児整形外科病院医療センターとの間に姉妹病院提携

日本外科学会認定医制度による指定訓練場所として認定される

日本麻酔学会認定医制度による指導病院として認定される

日本胸部外科学会認定医認定制度による指定訓練場所として認定される

日本小児外科学会認定医制度による認定医育成施設として認定される

日本病理学会認定病理医制度による認定病院として認定される

日本整形外科学会認定医制度研修施設として認定される

日本眼科学会専門医制度による研修施設として認定される

プリンセス・マーガレット小児病院との間に姉妹提携

日帰り手術棟完成

日本形成外科学会認定医研修施設として認定される

日帰り手術棟手術開始

日本小児科学会認定医制度による研修施設として認定される

管理者変更受理（管理者 玉木健雄）

日本泌尿器科学会専門医教育施設として認定される

日本医学放射線学会専門医制度規定による修練機関として認定される

自家発電設備改良工事完成

外国医師臨床習練制度による研修施設として認定される

基準看護一般特三類（一部）変更承認（険第220号）

基準看護一般特三類（260床に）変更承認（険第363号）医事会計シス

テムの電算化開始、医療業務・事務当直・警備の全面委託開始

週40時間制試行

病床数260床に変更承認（精神病棟廃止）

病床数290床に変更承認（兵庫県指令医第1－67号）

周産期医療センター安全祈願祭

週40時間制本格実施

管理者変更受理（管理者竹峰久雄）

周産期医療センター定礎式

管理者変更受理（管理者小川恭一）

ドクターズカー購入

日
日
日
日

８
１
１
１

２

昭和50年

昭和54年

昭和54年

昭和55年

月
月
月
月

４
３
８
４

日
日
日
日

１
１
２
１

３

昭和56年5月

昭和56年10月

昭和56年10月

昭和56年12月

昭和57年4月

昭和58年4月

昭和58年4月

昭和58年10月

昭和60年3月

昭和60年3月

昭和60年4月

昭和60年4月

昭和61年3月

昭和61年4月

昭和61年4月

昭和61年10月

昭和62年1月

平成元年2月

平成3年5月

平成4年4月

5日

7日

12日

6日

1日

1日

11日

1日

18日

28日

3日

15日

31日

1日

1日

1日

22日

1日

1日

1日

平成4年

平成4年

平成4年

平成4年

平成4年

平成5年

平成6年

平成6年

平成6年

月
月
月
月
月
月
月
月
月

５
５
７
７
１
４
７
９
９

１

9日

18日

6日

29日

7日

1日

20日

1日

30日

－2－



I 病院概要

周産期医療センター完成

行政組織規則の改正（兵庫県規則第66号）により、周産期医療

を設置

周産期医療センター開設記念式典

周産期医療センター診療開始

阪神・淡路大震災

本館改修工事に着手

日本産科婦人科学会認定医制度による卒後研修指導施設として指

本館改修工事完了

管理者変更受理（管理者山本節）

総合周産期母子総合医療センターとして指定される

慢性疾患児家族宿泊施設（ファミリーハウス）を開設

駐車場立体化工事に着手

立体駐車場完成

臨床研修病院指定（厚生労働省発医政第0401006）

地方公営企業法の財務適用から全部適用に移行

第3次小児救急開設（稼働病床260床）

管理者変更（管理者中村肇）

臨床研修病院指定（厚生労働省医政発第1030005号-511,519,52（

臨床研修病院指定（厚生労働省医政発第1128007号-330）

(財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定(ver.31)

アレルギー科追加

日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設として認定される

日本気管食道科学会専門医研修施設（咽喉系）として認定される

小児救急医療センターを開設（稼働病床266床）

管理者変更（管理者丸尾猛）

医療法施行令の改正に伴う診療科目標傍名変更

(財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定(ver'5.0)

地域医療支援病院の名称使用承認

｢母と子の指導教室」を「研修センター」に改修して供用開始

駐車場の拡張（北駐車場増設）と有料化

本館玄関周辺及び玄関ロビーを改修して供用開始

日本精神神経学会精神科専門医研修施設として認定される

中国福利会国際和平婦幼保健院と交流協定締結

小児がん拠点病院として指定される

管理者変更（管理者長嶋達也）

小児がん医療センター設置

新生児専用ドクターズカー運行開始

ポートアイランドに移転開院

リハビリテーション科追加

周産期医療

して指

1030005号-511,519,526

平成6年9月30日

平成6年10月1日 センター

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

０
０
１
９
４
６
４
３
４
０
２
４
４
０
４
０
１
３
４
４
４
０
４
４
７
２
１
４
１
４
４
２
４
４
２
５

１
１

１

１
１
１

１

１

１

年
年
年
年
年
岬
畔
脾
脾
畔
岬
岬
岬
蝉
碑
碑
碑
碑
碑
畔
碑
畔
咋
畔
岬
岬
岬
脚
畔
畔
岼
碑
碑
碑
碑
脾

６
６
７
７
８
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成

平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平

3日

4日

17日

1日

1日

30日

2日

1日

24日

10日

28日

1日

1日

15日

2日

30日

28日

22日

1日

1日

1日

1日

1日

1日

3日

16日

4日

1日

4日

1日

9日

8日

1日

1日

8日

1日

定される

,533）

－3－



3．業務図

（1）機構一覧表（20161231現在）

－管理局長 総務部長 総務課

医事企画課

経理課

新病院担当

－副院長(診療担当） 診療部長 (科部長） 循環器内科

腎臓内科

脳神経内科

血液･腫瘍内科

代謝･内分泌内科

心臓血管外科

脳神経外科

小児外科

整形外科

形成外科

精神科

アレルギー科

リウマチ科

小児科

泌尿器科

眼科

耳鼻咽喉科

リハビリテーション科

放射線科

麻酔科

病理診断科

小児歯科

｜
｜
｜
｜
’
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
’

部長(手術調整担当）

医療安全部長 医療安全課長

部長(麻酔担当）

部長(集中治療担当）

検査･放射線部長

E薦撫長
検杏宰

放射線検査室

薬剤部

「薬剤部長 薬剤部次長副院長

(診療支援新病院整備担当)~L栄養管理部長 栄養管理課長一

鶴……T鰯謄農繩篝~繍鯛…

院長一
－副院長

栄養管理課

家族支援･地域医療連携部－副院長

－副院長(看護･連携調轄ｷ日当）－看護部長 看護部次長 看護部長室

病棟

外来

手術室

Ｌ
Ｌ
Ｌ

一参事(小児心疾患医療担当）

一小児がん医療センター長 (科部長） 血液･腫瘍内科

放射線科

小児外科

脳神経外科

病理診断科

｜
｜
｜
’

一周産期医療センター長一周産期医療センター次長 (科部長） 周産期内科

新生児内科

産科

小児外科

■
■

■

－小児救急医療センター長 (科部長） 救急科

小児外科L

－4－



I病院概要

(2016.12.31現在）(2)担当医師表（201（

（1）救急総合診療科 上谷良行、宅見晃子、竹田洋樹、山口善道、神田杏子、林卓郎、

梶原伸介、楠元真由美、藤田杏子、松井鋭

笠井正志

森貞直哉

中尾秀人、芳本誠司、坂井仁美、秋田大輔、大久保沙紀、玉置祥子、

松井紗智子、武岡恵美子、浅野貴大（非常勤）

丸山あずさ、豊嶋大作

城戸佐知子、田中敏克、藤田秀樹、富永健太、小川禎治、亀井直哉、

松岡道生

田中亮二郎、中川拓

郷司克己、尾崎佳代

小阪嘉之、川崎圭一郎、長谷川大一郎、石田敏章、岸本健治、神前愛子、

齋藤敦郎、田村彰広

長谷川智巳、黒澤寛史、椎間優子、青木一憲、制野勇介

中岸保夫、笠井和子、三好麻里（非常勤）

前田貢作、横井暁子、中尾真福澤宏明、久松千恵子、大片祐一、

森田圭一

大嶋義博、松久弘典、日隈智憲

長嶋達也、河村淳史、小山淳二、阿久津宣行

小野田素大、池村光之介

薩摩眞一、坂田亮介、衣笠真紀

小林大介

杉多良文、春名晶子

大津雅秀、勝沼紗矢香、阪本浩一（非常勤）

野村耕治、柳沢翠芳

関口典子、玉岡文子

小本由美子

船越徹、佐本崇、喜吉賢二、高松祐幸、牧志綾、森下紀、河崎あさひ

赤坂好宣、杉岡勇典

香川哲郎、鈴木毅、高辻小枝子、大西広泰、池島典之、三浦由紀子

末田グリンドロド彩、森悠、黒田光朗、藤原孝志、田中康智

吉田牧子

伊藤雄介、生田寿彦、山内貴未、李進剛、田中司、石田悠介、

谷口由記、平海良美、瓦野昌大、上村和也、白烏孝俊、日外祐理、

二野菜々子、植村優、横井健人、太原鉄平、平田旭、楠本耕平、

増井美苗、高寺侑、染谷真紀、神納幸治、祖父江俊樹、山口宏、

稲熊洋祐、上月愛瑠、谷澤直子、永尾宏之、大野茜子、飯塚理、

村田剛士、花房広昭、三星あかり、田中俊光、幸伏寛和、

大西理史、山田優里子（救急総合診療科)、

菱谷好洋（アレルギー・リウマチ科）三島泰彦、山木聡史、矢部清晃、

三浦紫津、関根沙知（小児外科）岩城隆馬、松島峻介、

村上優（心臓血管外科)､山下俊輔（脳神経外科)､杉尾勇太（形成外科)、

山中理菜、山本哲也（整形外科)、加來秦大（泌尿器科)、福永とも子、

中野由美子（眼科)、鷲尾佳一（産科)、松永卓明（放射線科)、

飯塚勇介、横田有里、池田真悠実、西部伊千恵、白川尚隆、

平井優哉（麻酔科）

感染症内科

臨床遺伝科

新生児内科

(2)
(3)
(4)

(5)脳神経内科

(6)循環器内科

(7)腎臓内科

(8)代謝内分泌内科

(9)血液・腫瘍内科

集中治療科

アレルギー

小児外科

(10）

(11）

(12）

リウマチ科

心臓血管外科

脳神経外科

形成外科

整形外科

リハビリテーション科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

眼科

精神科

小児歯科

産科

放射線科

麻酔科

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

く
ｌ
ｌ
く
く
く
く
く
ｌ
く
く
ｌ
く

(26）病理診断科

(27）フエロー．専攻医

－5－



(3)外来診療スケジュール(2016.12.1)

月 火 水 木

午前 午後 午前 午後

◎神田 担当医◎担当医 キ日当医

◎笠井

中岸 中岸 ◎中岸 中岸

◎笠井(正）

◎森貞 ◎森貞

金

午前｜午後
◎藤田(杏)’

午前
一

．森貞 医
後
井

当
午
笠

担

輸
砿
砺
蒋

午後

ｷ日当医

笠井

◎中岸

救急総合診療

アレルギー

リウマチ

感染症内科

臨床遺伝科

’
◎菱谷

◎森貞｜◎森貞

ｊ
嶋
同

豊
中田

◎田中(司）

児玉
神 経 ◎豊嶋 丸山 ◎丸山

田中(敏) ’ ｜◎田中(敏)|田中(敏)｜ 城戸｜
◎亀井｜ 亀井 ｜◎松岡’ ｜◎藤田｜ 藤田

◎城戸｜ 城戸 ｜◎富永｜ 富永
’ ｜◎小川’

循環器

内

城戸
(思春期）

城戸
(成人先天性）

小川
(自律神経）

田中
(カテ）

担当医
(シナジス）

小川

(不整脈）
循環器特殊

科 ◎神田 ｜担当医｜◎田中(亮)｜担当医 ｜◎田中(亮)｜ 神田 ｷ日当医｜◎田中(亮）

腎 臓 ◎中川
◎白鳥

◎神田
◎白鳥

◎白鳥
◎中川

◎中川 損当疾

代謝内分泌 検査 ｜◎日外 ◎郷司｜郷司 ｜◎郷司｜郷司 ｜◎尾崎｜ 尾崎

3週

O芳本三村
1,3,5週

大久保
2，4週

玉置

◎松井(紗）
1,3,5週

武岡
2，‘I過

生田

◎中尾

秋田

◎中尾
芳本

新生児

◎小阪

長谷川

川崎
一

田村

岸本
－

長谷川

◎小阪
化学療法のみ

◎川崎
化学療法のみ

血液・腫瘍 ◎石田 斉藤

横井
森田

一 般 ◎森田

1.3.5imO前田
2.4mO横井

◎福澤 福澤 ◎大片 大片 ◎前田 前田 ◎横井 横井

13.5""(2)
2.4imO福澤

ヘルニア外来

在宅
中尾（真）

ストマ

尾藤
特殊外来

◎大l鳴
松久
日隈

◎大嶋

日隈
松島

◎大嶋
松島
松久

心 臓

外

◎河村
1．3週

二符（長嶋）

2．4週
二脊(相当腰）

◎長嶋

◎阿久津
脳神経 ◎小山 小山 ◎阿久津 ◎河村

科

◎小野田
池村
杉尾

言語療法

◎小野田
池村
杉尾

言語療法

形 成

◎小林｜◎薩摩 ◎小林

◎衣笠

2週側湾ﾀ味

◎薩摩

◎小林

◎才日当医

整 形 二分脊椎
◎坂田 ◎坂田

放射線科 副島

◎野村
柳沢
福永
中野

◎野村
柳沢
福永
中野

◎野村
柳沢
福永
中野

コンタクト

外来
眼科 検査 検査

◎杉多
春名
賀來

◎春名
杉多
賀來

泌尿器科 ◎担当医 検査 ◎相当疾 検査 二分脊椎

大津
1週・2週

補聴器

◎勝沼

3週・4週
補聴器

阪本｜阪本
◎大津 ◎勝沼 ◎大津 大津

耳鼻咽喉科 ◎勝沼 ◎勝沼

言語聴覚 覚聴壷
叩

一

一

一

一

口 言語聴覚 言語聴覚 言語聴覚

◎本郷
(1週のみ休診）

本郷

(1週のみ休診）
歯 科 ◎担当医 担当医 ◎石原 石原

◎関口

◎玉岡

関口

◎玉岡

関口

玉岡

◎松j|｜
－

玉岡

◎関口
一

◎玉岡

関口｜関口｜関口
’ ｜◎玉岡

精神洞
◎玉岡｜◎長谷川
休診 ’卒煙外来

志
越
谷

牧
船
南

。
◎船越

佐本
超音波
検査

◎高松
喜吉

超音波
外来

本
志

佐
牧

◎ 超音波
検査

吉
松

一
晉
菅
向

。 超音波
外来

超音波

検査
産科

＊急な学会・出張等で休診・代診になる場合がありますのでご了承下さい。◎印は新患受付ilm日となります。

〒650-0047神戸市中央区港島南町1-6-7
代 表TELO78-945-7300

予約センター直通TELO78-945-7329 (平日9 :00～17:00)
予約センター直通IMXO78-945-7330 (24時間対応）

兵庫県命こども病院
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I 病院概要

4．職員

（1）職種別人員表（20161231現在）

現 員［人］職 種 別

事 務 職 19

医師 ・ 歯科医師 98（61）

薬 剤 師 18

13（1）診療放射線技師

18（1）臨床検査技師技

2（1）栄 養 士

－
官 護 師 564（3）

視 能 訓 練 士 3

術 心 理 判 定 員 2

精神保健福祉士 1

2（1）医療福祉相談員

育保 士 4

職 聴 覚 士
二
一
口

壼
函 4

臨床工学技士 8

理 学 療 法 士 2

計 758（68）小

技能

労務職
員調 理 9

767（68）
谷
口 計

｢医師・歯科医師」の現員数は、非常勤医師、研修医師を除く。
（ ）外書きは、臨時的任用職員

１
２

注
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5.近畿厚生局長への届出に関する事項（平成28年4月1日現在）

当院は診療報酬|の請求に関し､近畿厚生局長へ以下の事項について届出を行っています。

【入院基本料等の施設基準】

一般病棟(7対1)入院基本料

【入院基本料等加算の施設基準】

臨床研修病院入院診療加算(協力型）

救急医療管理加算

妊産婦救急搬送入院加算

診療録管理体制加算2

医師事務作業補助体制加算2(25対1）

急性期看護補助体制加算(25対1,5割以上）

看護職員夜間配置加算

無菌治療室管理加算1

重症者等療養環境特別加算

医療安全対策加算1

感染防止対策加算1

感染防止対策加算地域連携加算

患者サポート体制充実加算

褥そうハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

新生児特定集中治療室退院調整加算1,2,3

救急搬送患者地域連携紹介加算

救急搬送患者地域連携受入加算

データ提出加算2

【特定入院料の施設基準】

特定集中治療室管理料1

特定集中治療室管理料2

総合周産期特定集中治療室管理料

母体･胎児集中治療室管理料

新生児特定集中治療室管理料

小児入院医療管理料1

食事療養費1

【医学管理等】

高度難聴指導管理料

がん性瘻痛緩和指導料

がん患者指導管理料1

がん患者指導管理料2

夜間休日救急搬送医学管理料

開放型病院共同指導料

薬剤管理指導料

医療機器安全管理料1

持続血糖測定器加算

【検査】

造血器腫瘍遺伝子検査

検体検査管理加算(Ⅳ）

埋込型心電図検査 （埋心電)第44号

胎児心エコー法 （胎心エコ)第16号

ヘッドアップテイルト試験 （ヘッド)第44号

皮下連続式グルコース測定 （皮グル)第23号

補聴器適合検査 （補聴)第15号

小児食物アレルギー負荷検査 （小検)第45号

【画像診断】

画像診断管理加算2 （画2)第82号

CT撮影(64列以上)及びMRI撮影(1.5以上3テスラ未満）

(C･M)第487号

冠動脈CT撮影加算 （冠動C)第54号

大腸CT撮影加算 （大腸C)第5号

心臓MRI撮影加算 （心臓M)第5号

【投薬】

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 （抗悪処方)第54号

【注射】

外来化学療法加算1 （外化1)第99号

無菌製剤処理料 （菌)第55号

【リハビリテーション】

脳血管疾患等リハビリテーション料(1)(脳I)第332号

集団コミュニケーション療法料 （集．)第38号

【処置】

一酸化窒素吸入療法 (NO)第5号

【手術】

頭蓋骨形成手術 （頭移)第4号

上顎骨形成術･下顎骨形成術 （顎移)第2号

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

（ぺ)第85号

埋込型心電図記録計移植術及び埋込型心電図記録計摘出術

（埋記録)第36号

大動脈バルーンパンピング法 （大)第53号

経皮的大動脈遮断術 （大遮)第13号

ダメージコントロール手術 （ダメ)第17号

胎児胸腔･羊水腔シャント術 （胎羊)第1号

手術の通則の5及び6に掲げる手術 （通手)第23号

胄瘻造設術 （胃瘻造)第28号

輸血管理料I (輸血I)第269号

人工肛門｡人口膀胱造設術前処置加算 （造設前)第39号

【麻酔】

麻酔管理料(1) (麻管I)第15号

麻酔管理料(Ⅱ） （麻管11)第2号

【放射線治療】

高エネルギー放射線治療 （高放)第83号

【歯科関係】

歯科外来診療環境体制加算 （外来環)第303号

歯科矯正診断料 （矯診)第131号

(一般入院)第32号

(臨床研修)第95号

(救急加算)第46号

(妊産婦)第41号

(診療録)第52号

(事務補助)第63号

(急性看護)第100号

(看夜配)第12号

(無菌1)第8号

(重)第30号

(医療安全)第428号

(感染防止1)第5号

(感染防止1)第5号

(患サポ)第25号

(褥創ケア)第35号

(ハイ妊娠)第36号

(ハイ分娩)第3号

(新生児退院)第13号

(救急紹介)第152号

(救急受入)第151号

(データ提)第10号

(集1)第11号

(集1)第6号

(周)第1号

(周)第1号

(周)第1号

(小入1)第1号

(食)第119075号

(高)第124号

(がん湾)第276号

(がん指1)第55号

(がん指2)第8号

(夜救管)第169号

(開)第58号

(薬)第253号

(機安1)第93号

(持血測)第16号

(血)第34号

(検Ⅳ)第43号

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

（血内)第2号
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I 病院概要

6．研修・教育認定施設内容

L

鑑
識

》
｛
」
窪

◆［厚生労働省認定］

厚生労働省認定臨床研修指定病院（小児）

厚生労働省認定外国医師臨床研修施設

◆［専門医教育病院学会指定］

日本小児科学会専門医研修施設

日本外科学会外科専門医訓練施設

日本脳神経外科学会専門医訓練施設

日本泌尿器科学会専門医教育施設

日本整形外科学会専門医研修施設

日本眼科学会専門医研修施設

日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設

日本病理学会登録施設

日本麻酔学会麻酔指導病院

日本医学放射線学会専門医修練機関

日本胸部外科学会認定医指定施設

日本アレルギー学会認定教育施設

日本リウマチ学会認定教育施設

日本腎臓学会認定研修施設

日本形成外科学会認定医指導施設

日本小児外科学会認定施設

日本産科婦人科学会専門医研修指導施設

日本内分泌代謝科専門医認定教育施設

日本気管食道科学会認定日本気管食道科専門医研修施設

日本周産期新生児医学会専門医研修施設

日本小児循環器学会専門医修練施設

日本血液学会認定血液研修施設

日本がん治療認定医機構認定研修施設

日本小児血液・がん専門医研修施設

日本小児神経学会専門医研修施設

日本集中治療医学会集中治療専門医研修施設

日本心臓血管麻酔学会専門医認定施設

日本精神神経学会精神科専門医研修施設
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鵠謹雷~~W… シアトル小児病院（アメリカ合衆国）

プリンセスマーガレット小児病院（オーストラリア）

国福利会国際和平婦幼保健院（中華人民共和国）

姉妹提携・交流協定病院
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7．委員会一覧（平成28年4月～平成29年3月）

活動内容と結果

病院の管理及び運営に関する基本方針等を審議

幹部会からの指示事項の調査、検討と職員への周知

減点内容の検討、返戻に対する対応の検討

委員会名 開催回数

毎月第2月曜日

毎月第4月曜日

毎月第4金曜日

幹部会

運営協議会・経営計画推進委員会

保険診療対策委員会

リスクマネジメント部会からの報告、事故等案件の状
況報告

医療事故防止対策委員会 毎月第4月曜日

①各部門の毎月のヒヤリハット発生状況の報告

②医療安全研修会の開催

③医療安全推進週間の啓蒙
④重点取り組み課題の決定と実施、評価

毎月第2火曜日リスクマネジメント部会

①事故原因の追及
②再発防止策の策定

医療事故対策部会 事故発生時

①病院の感染対策に関する審議
②院内外における感染微生物の発生状況の把握
③院内発生時の早急な対応と拡大防止

院内感染対策委員会 毎月第2金曜日

①院内感染に関する情報収集・相談・対策検討・評価
②感染予防における職員への教育
③院内ラウンド

毎週木曜日ICT

衛生委員会

情報システム管理委員会

職員の健康障害の防止対策等について審議

情報システムの効果的な運用、整備を推進する

朋
一
叩

①新規診療材料採用申請の審議
②JITSシステムデータに基づく診療材料変更提案の審議

採用・中止薬品の検討、後発医薬品への切替え薬品の
検討

新規採用医薬品（20品目）、中止医薬品（42品目）、
後発への切替え薬品（47品目）
①手術件数報告

②効率的な手術室運営について
③機種保守点検、更新について
④安全、感染について

診療材料委員会 6回

薬事委員会 3回

手術運営委員会 第4水曜日

医療用ガス安全管理委員会 ’1回 医療用ガス設備に係る定期点検の報告

①放射線業務従事者管理状況について
②放射線安全研修会開催について

放射線安全委員会 1回

倫理委員会 6回 詳細は別紙のとおり

年間事例の報告
処遇検討

3回及び

事例発生時
虐待防止委員会

治験審査委員会 詳細は別紙のとおり5回

①新規化学療法レジメンの承認等について
②がん化学療法レジメン管理要項変更について
③抗がん剤曝露対策について

化学療法レジメン委員会 2回

①院内の褥瘡に関する状況の報告
②褥瘡に関する研修
③褥瘡対策患者対象の回診
④褥瘡に関するデータの共有とケアの評価や対策の検討。
①血液製剤の使用状況報告
②輸血に関連した副作用報告
③安全な輸血に関する取り決め
④輸血に関する諸問題の対応

褥瘡対策委員会 12回

輸血療法委員会 隔月第1水曜日

①検査項目、運用等の変更に関する承認
②検査に関する諸問題の解決
③検査に関する要望

検査委員会 2回不定期
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I 病院概要

①平成27年度給食及び栄養指導実施状況報告

②平成27年度栄養サポート件数及び特殊食品提供数

③電子カルテ運用いついて
④院内約束食事基準の改定について
⑤その他

栄養給食委員会
1回

NST部会

防災対策委員会 防災対策の推進について審議

日常の省エネルギー活動の推進と活動結果の検証

負担軽減計画の策定

1回

省エネルギー推進委員会

医師の負担軽減等推進委員会 1回

①ニュースレター「がんきカエル」の発行（年4回）

②2015年報の発行
③新病院ホームページのアップ

④診療のご案内2016の発行
⑤ホームページ更新方法の研修会3回

広報委員会 4回

①症例検討会について
②地域医療支援病院について

研修教育委員会 2回

診療録記載ガイドラインの改定
看護記録などの様式変更

診療記録等管理委員会 2回

耳鼻科外来の午後枠の造設

ヘッドアップティルト試験の運用

循環器移行期外来などの診察枠の増設

外来運営委員会 3回

①夏休みのベッドコントロールについて
・各診療科のめやすベッドについて

・入院キャンセル等の対応について

②新病室での病床利用の考え方の整理
③集中室でのベットコントロール

病棟運営委員会 1回

①クリニカルパスの広報・作成・運用・管理
②院内クリニカルパス大会1回開催
③新規クリニカルパス作成

④電子パス適応に関する運用決定

クリニカルパス委員会 11回

①シアトル小児病院研修派遣について

．第9回シアトル小児病院派遣研修について

・シアトル小児病院派遣研修申請・報告について

①シアトル小児病院研修派遣について

・第8回シアトル小児病院派遣研修について

・シアトル小児病院派遣研修申請・報告について

緩和ケアチームの立ち上げ

緩和ケアマニュアルの作成、ポスター作成

症例検討

こども病院・神戸中央市民病院・理研ジョイレトシン
ポジウムについて

①在宅推進委員会の立ち上げ
②在宅推進委員会の活動内容の検討・計画実施

・地域関係機関との連携、在宅医療の情報整理
・退院支援システムの周知に関連する業務整理
・地域連携パス委員会との連携

国際交流推進委員会 5回

国際交流推進委員会 9回

緩和ケア委員会 13回

臨床研究支援室 2回

在宅推進委員会 5回

－11－



各種委員会（別紙）

名 称 委員長 開催日時 場所 出席者数 議 題

先天性食道閉鎖症に対する胸腔鏡手術ならびにフォガティーカテーテルに

よる術中食道気管瘻のブロック＜福澤小児外科医長＞

先天性食道閉鎖症に対するフォガテイーカテーテルによる術中食道気管瘻

のブロック＜香川麻酔科部長＞

先天性ミオパチーの児に対するL-チロシン製剤の使用国内未承認薬の使

用く生田新生児科フェロー＞

小児血液・腫瘍疾患の疾患関連遺伝子解析く小阪血液・腫瘍科部長＞

1

2

倫理委員会 上谷良行 7月28日 9:30～ 会議室 8

3

4

多項目迅速ウイルスPCR法を用いた免疫不全患者におけるウイルス感染

症の早期診断の有用性に関する研究く長谷川血液・腫瘍科部長＞

小児心肺蘇生の質に関する多施設共同観察研究(pediRES-Q)<黒澤小児

集中治療科医長＞

プロポフォールの小児集中治療科における限定使用についてく黒澤小児集

中治療科医長＞

1

2ｌ
』
い
Ｉ

倫理委員会 上谷良行 8月25日 9:30～ 会議室 6

3

’
1左異所性尿管瘤にともなう上腎無機能腎の患者に対する腹腔鏡下左上腎摘

除術の実施く杉多泌尿器科部長＞
倫理委員会 ~上谷良行 9月26日 9:00～ 会議室 9

人工肛門造設術後の極低出生体重児における肛門側腸管機能の維持および

栄養状態の改善を目的とした肛門側人工肛門への便およびGlutamin-Fiber-

Oligosaccaride(GFO@)の注入療法く玉置新生児科医長＞

1

倫理委員会 上谷良行 会議室10月20日 9:00～ 7

I

1 日本光電換気モニター(RFM-X)を使用した小児呼吸機能検査の基準

値に関する研究く染谷小児集中治療科フェロー＞
倫理委員会 上谷良行 会議室1月26日 9:30～ 8

倫理委員会 上谷良行 2月23日 9:30～ 会議室 1 医療行為の妥当性についてく松井新生児科医長＞12



Horai試験の実施の適否について審議、また現在進行中の治験1課題の継続に

ついて審議した
治験審査委員会 中尾秀人 会議室6月24日 16:30～ 9

retosiban試験2件およびKRN23試験の実施の適否について審議した.。また2

課題の終了と1課題の中止を報告した
治験審査委員会 会議室中尾秀人 8月26日 16:30～ 9

FHLO試験の実施の適否について審議、また現在進行中の治験3課題の継続に

ついて審議した。また、2課題の終了を報告した
会議室治験審査委員会 中尾秀人 10月21日 16:30～ 8

ボルテゾミブ試験の実施の適否について審議、また現在進行中の治験3課題の

継続について審議した。また、1課題の終了を報告した
会議室治験審査委員会 中尾秀人 12月16日 16:30～ 9

現在進行中の治験6課題の継続について審議した会議室中尾秀人治験審査委員会 2月17日 16:30～ 9

Ｉ
胃
四
Ｉ

胃
罰
罰
菫
燗
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11 医事経理関係

第1節患者数統計

1．総括

(1)年度別

27年度 28鐸度2潔年度 25年度 26謝年度

診療 日 数 日 245 244 244 243 243a

新患者 数 人 7,687 7↓3477,631 8,032 7,744b

外
一日平均新患者数 人 31．1 31．6 30232．9 31．7C

延 患者数 人 86,902 87,254 85,527 86,135 84,099．
来

一日平均延患者数 人 346.1354.7 350.5 354.5357.6e

平均通院日数 11．4日 11.4 10．9 11.0 11．2f

稼働 日 数 366 365日 365 365 3659

稼動病床数 床 266 266 266 267h 266

入院患者数 人 5,406 5,546 5,681I 5,290 5,271

一日平均入院患者数 人 14.8 15．2 15．614．5 14．4｣

退院患者数 人 5,6515,302 5,279 5,392 5,580k

一日平均退院患者数 人 15.2 15．5I 14.5 14.5 14.8

延入院患者数 人 83,583 7673388,036 86,385 83,845入 r、

一日平均延患者数 人 210.2241.2 236.7 229.7 228‘4、

院 病床利用率 788％ 90.7 89．0 86.4 85．90

病床回転数 回 20，9 21219．9 19．8 20．3P

日帰入院患者数 人 36988 120 237 371r

NICU･ GCU

入院患者数
人 933 720963 1,009 961S

平均在院日数 日 12．515．6 15．4 14.5 14．0t

外来入院比率 109.6％ 101.0 1020 103.198．7u

入 院 率 77.3％ 69.3 65.6 698 72．1V

平均通院日数

病床利用率

病床回転率

平均在院日数

外来入院比率

入院率

侭
工
Ｏ
ｐ
ｔ
ｕ
ｖ

=d/b

=(m/(h×g) ×100

=((I+k)/2)/h

=(m-k)/((I+k)/2)

=(d/m) ×100

=(I/b)×100

計
算
式

－15－



(2)月別患者統計

H28年度

懲蕊蝿．､･炎
‘法.闇 .･ 冠窕.冬．‐

溌奮?､鳥
垂晶鐸郵 ま

d

7月 9月 2月分 4月 5月 6月 年度計区 8月
如月i'1g

12月 1愚 3月

診 療 日 数 日 20 19 22 20 22 20 243201 20 19 19 20 22a

新 患 者 数b 人 391 480 695 648 574 6281 6331 643 606 747 7,347757 545

外
一日平均新患者数 人 196 25.3 31．6 32．4 34．4 28.7 31．4 30.231．7 33．8 31．9 27．3 34．0C

延 患 者 数 人． 6,109 4,806 6,620 7,003 8,830 7,083 6,925 6,818 7,484 7,013 6,742 8,666 84,099
来

一日平均延患者数 人 252.9 300.9 350.2 401.4 354.2 346.3 346.1305.5 340.9 393.9 369.1 3371 393.9e

平均通院日数 日f 156 10.0 9．5 10．8 11．7 12.3 11．0 10.8 11．6 11．6 12．4 11．6 11．4

稼 働 日 数 日 30 31 30 31 31 30 365311 30 31 31 28 319

稼動病床数 床h 266 267 267 267 267 267 267 267 267 267 3,203267 267

入院患者数 人 299 382 467 502I 546 483 481 486 487 510 498 540 5,681

一日平均入院患者数 人 10．0 12．3 15．6 16．2 17．6 16．1 17．4 15.615．5 162 15．7 16．5 17．8』

退院患者数 人k 437 276 423 486 550 483 478 489 543 5,651455 484 547

一日平均退院患者数I 人 14.6 8.9 141 15．7 17．7 16．1 15．4 163 17．5 14．7 17．3 17．6 15．5

延入院患者数 人 4,432 4,093 5,721 6,852 7,125 6,882 7》180 6,974 6,925 6,677 6,442 7,430 76,733入 I、

一日平均延患者数 人 190.7147.7 132.0 221.(）229.8 229.4 231.6 232.5 223.4 215,4 230.1 239.7 210.2、

院 病床利用率 ％ 49.5 71.4 82.8 86．1 85.9 86.7 78.755．5 87．1 837 807 86．2 89．80

病床回転数 回 1.2 1.81.4 1.7 1.9 2.1 1.8 1.8 1.8 1.9 1.8 1.8 20p

日帰入院患者数 人 33 19 23 39 28 36941 30 27 30 18 41 40r

NICU ・ GCU

入院患者数
人 26 37 47 65 83 65 戸公

DC 66 86 63 49 72077S

平均在院日数 日 10．9 11．6 11．9 12．9 12．0 13．2 14.0 13.3 12．4112．9 12．1 12．7 12．5t

外来入院比率 ％ 109.6137.8 117.4 115.7 102.2 123.9 102.9 96.4 97.8 108.1 105.0 104.7 116.6u

入 院 率 ％ 76.5 79.6 67.2 77．5 72．1 84.1 76.6 76.8 75.7 84.2 91.4 72.3 77.3V

f平均通院日数

o病床利用率

p病床回転率

t平均在院日数

u外来入院比率

v入院率

d/b

(m/(h×g)×100
((I+k)/2)/h

(m-k)/((I+k)/2)

(d/m)×100

(I/b) ×100

ﾛ■■■

:＝＝

計
算
式

1＝＝

1＝＝

二目＝

＝＝

－16－



Ⅱ医事経理関係

2．月別科別外来患者数

H28年度

3月

巴
血 .

9月： 11月
灘
篭
｜

痙
丞
蓉
煙

ま
罰

辞
④
男

君

陣

』
ロ
全
一
→

』
上

手

5月
r

－6月 10月 2月1月
合計12月

一

4月 7月 8月

1－■

新患者数 54 53623 48 49 37 43 41 4144 55 46 55

再来患者数 907 8,525循環器内科 654 727 683 645709 490 676 635 1,008 717 674

延患者数 961 9,061534 681 1,056 766 729 691 770 724 686732 731

新患者数 135戸

0 56 8 28 37 9 8 5 11 75

再来患者数腎臓内科 328 3103269 343 232 245 225 296 276 252241 171 225

延患者数 259 333 3,238246 233 297 380 241 253 230 307 282177

新患者数 1108 128 8 11 9 10 8 13 5 7 11

神経内科 再来患者数 296 2,916276 238 266 254 284 238234 175 218 212 225

延患者数 246 308 1 3,026242 183 229 221 286 2331 251 271 261 295

新患者数 71 6610 4 3 2 7 8 1 8 4 5 7

再来患者数血液内科 4,122332 262 493 358 312 313 340 318 313 443274 364

延患者数 320 450 4,188342 266 277 366 500 366 313 321 344 323

新患者数 1688 20 16 13 11 20 6 1412 17 14 17

代謝. 内

分泌内科
再来患者数 563 5,373374 295 456 449 509 461 “5 428 46(） 463 470

延患者数 476 5,541382 307 476 466 525 475 462 441 471 483 577

新患者数 2 352 7 3 5 3 1 1 7 1 3 0

再来患者数新生児内科 2,200231 191 186 209 208 215125 178 156 164 165 172

延患者数 215 2,235233 132 181 161 167 166 173 198 187 212 210

新患者数 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1

再来患者数心臓血管外科 120 1,330142 73 94 98 105 130 120 133 116 98101

延患者数 98 120 1,331142 73 94 101 98 105 130 120 134 116

新患者数 33816 34 28 38 35 29 20 23 2824 27 36

再来患者数脳神経外科 410 4,048317 222 270 471 346 315 296 348 357 286410

延患者数 438 4,386333 246 297 “6 505 374 353 331 377 377 309

新患者数 53932 38 81 45 56 35 37 43 32 43 50 47

再来患者数小児外科 5,360421 363 465 567 447 391 402 445 386 423 562488

延患者数 609 5,899453 401 546 533 623 482 428 445 477 429 473

新患者数 91060 88 72 52 87 105 103 72 60 10057 54

整形外科 再来患者数’ 400 625 5,649333 401 439 698 450 436 466 573 443 385

延患者数 725 6,559457 393 489 493 770 502 523 571 676 515 445

新患者数 38721 38 33 30 32 37 31 28 4034 30 33

再来患者数形成外科 3001 2,858211 185 262 309 257 231 193 259 213 227211

延患者数 232 219 261 296 244 255 340 3,245300 241 342 290 225

新患者数 9 12 14 1086 3 12 7 9 6
F

D 11 14

精神科 再来患者数 286 382 3,782272 252 323 336 370 302 295 328 327 309

延患者数 396 3,890278 255 335 343 379 308 300 339 341 318 298

新患者数 3 5410 2 2 65 6 5 5 7 2 1

アレルギ

ー 内科
再来患者数 69 117 1,328119 95 141 137 184 120 139 64 79 64

延患者数 120 1,382124 101 146 142 194 127 141 66 80 66 75

新患者数 0 0 0 0 3 0
F

D 140 0 1 4 1

再来患者数リウマチ科 52499 88 83 1330 1 0 0 0 6 20 94

延患者数 53897 89 83 1380 1 0 0 0 6 21 103

－17－



3月5月一 10月8月
霊・輯雫

鶴
4月 6月 7月 9月 合計11月 12月 '月’2月P晩！

…翌 ＝

新患者数 0 0 0 0 1 1 0 2 01 0 60 0 3

感染症内科 再来患者数 0 0 4 4 22 0 2 2 1 2 19ﾛ

延患者数 0H 4 4 3 2 2 2 2 1 0 5 25

新患者数 0 0 21 3 4 1 1 4 2 211 2

臨床遺伝科 再来患者数 0 6 9 8 12 23 22 19 24 23 20 29 195

延患者数 70 0
J 10 15 27 23 20 28 25 21 21631

新患者数 45 26 56 63 87 62 61 81 62 69 51 66 729

泌尿器科 再来患者数 291 215 312 377 450 389 408 4,407388 399 379 371 428

延患者数 336 241 368 440 537 451 469 469 461 448 422 494 5』36

新患者数 7 13 21 12 17 22 18 14 14 11 16 18 183

産 科 再来患者数 57 90 133 144 185 203 162 179 1,779151 187 158 130

延患者数 64 103 154 156 202 225 169 201 176 190 174 148 1,962

新患者数 30 34 40 29 3845 45 38 36 33 35 48 451

科 再来患者数眼 669 616394 698 836 760 757 690 796 702 715 823 8,456

延患者数 699 428 656 727 881 798 802 8,907728 832 735 750 871

新患者数 18 31 43 52 44 32 35 24 42 40 40 35 436

耳鼻咽喉科 再来患者数 380 232 417 473 568 411 412 347 439 407 440 495 5,021

延患者数 398 263 460 525 443 5,457612 447 371 481 447 480 530

新患者数 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

リハビリテ

ーション科
再来患者数 0 15 43 39 60 54 34 29 44833 35 47 59

延患者数 4480 15 43 39 60 54 34 33 35 29 47 59

新患者数 01 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

放射線科 再来患者数 0 1 0 0 0 1 2 4 2 2 2 151

延患者数 0 0 151 0 0 1 1 2 4 2 2 2

新患者数 1 0 0 0 0 0 0 30 0 0 1 1

麻酔科 再来患者数 68 68 6658 88 65 64 69 62 67 73 94 842

延患者数 69 68 58 66 88 65 64 69 63 68 73 94 845

新患者数 8 16 20 22 31 16 21825 15 14 14 17 20

総合診療科 再来患者数 93 62 115 106 131 106 115 123 98 125 105 124 1,303

延患者数 101 78 135 128 162 122 140 139 122 1,521138 112 144

新患者数 22 73 97 99 128 92

171

102 97 110 103 96 135 1,154

救急科 再来患者数 114 110 1,84648 129 153 185 174 2()1 186 178 197

延患者数 70 187 207 228 281 263 287 289 274 3,000271 311 332

新患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

小児集中

治療科
再来患者数 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

延患者数 0 0 0 10 0 0 0 0 0 1 0 0

新患者数 67 40 67 85 66 58 68 39 91 74444 57 62

歯 科 再来患者数 109 87 125 104 98 133 98 105 1,303105 111 93 135

延患者数 176 127 189 191 166 2,047192 164 149 168 155 144 226

新患者数 480 648391 695 757 574 628 633 643 606 545 747 7,347

合 計 再来患者数 5,718 4,326 5,925 6,355 8,073 6,509 6,297 6,185 6,841 6,407 6,197 7,919 76,752

延患者数 6,109 4,806 6,620 7,003 8,830 1 7,083 6,925 6,818 7,0131 6,742 8,666 84,0997,484

－18－



Ⅱ医事経理関係

3月別科別入院患者数

H28年度

繍噌．‘ ､誰 " ､泌雑, ［勲』 、，［

舟h

罰『月‘’
･・ r 7

駒男 江 1

2月 合計

叩
開
明
Ｉ
野

鯛
辮
瀧 鶴鍵

4 通

,8月蝋
哩 強

10月、.11月
4

．』 、

12月
誰

7月4月 5凋 6月 3月9月
『

新規入院患者数 20 36 38319 30 29 41 36 30 39 41 30 32

退院患者数循環器内科 31 17 35 29 42 34 28 52 30 33 46 42043

延患者数 555 309 374 450 358 459 480 608 5,456378 462 510 513

新規入院患者数 6 6 8 14 6 12 13 7 14 1024 5 7

退院患者数腎臓内科 9 6 1366 9 13 12 9 8 20 14 9 21

延患者数 119 130 85 1,74677 215 169 165 166 160 157 96 207

新規入院患者数 3 3 7 0
J 785 4 10 11 6 2 8 10

退院患者数神経内科 7 ハ
宝 8 15 15 16 9 13 19 23 16316 18

延患者数 52 49 115 172 147 165 211 121 157 183 261 1,847214

新規入院患者数 49 70 64 67 67 63 64 69754 49 46 45 59

血液内科 退院患者数 71 46 61 57 70 65 58 53 66 69754 42 54

延患者数 713 725 978 1000 1,007 1,007 959 914 931 996 1,030 lj260 llj520

新規入院患者数 1 2 6 8 10 663 3 5 9 7 8 4

代謝・ 内

分泌内科
退院患者数

n

‘ 3 5 4 8 Q
も」 5 11 7 7 4 694

延患者数 15 14 34 22 41 57 31 42 45 38 48 33 420

新規入院患者数 16 22 30 43 51 38 43 32 37 50 35 26 423

新生児内科 退院患者数 44 13 17 3433 41 33 30 41 43 30 28 387

延患者数 636 860915 1,247 1,493 1,490 1,510 1,467 1,547 1,383 1,206 1,267 15,021

新規入院患者数 5 91l ll 15 12 15 15 12 13 13 13 1“

心臓血管外科 退院患者数 15 6 9 14 19 16 16 1118 19 12 19 174

延患者数 373 143 220 271 300 279 297 226 227 152 178 228 2,894

新規入院患者数 13 12 15 23 21 13 18 17 241 25 1 27 18 226

脳神経外科 退院患者数 24 8 16 2321 20 15 22 31 22 28 23 253

延患者数 167 71 91 139 177 223 188 24(） 293 280 209 199 2,277

新規入院患者数 55 52 71 85 85 64 髄
一
例

46 57 56 76645 84

退院患者数小児外科 73 44 74 88 91 69 54 56 56 59 84 809

延患者数 500 427 599 658 534 586 42(） 520 487 513 5()8 627 6,379

新規入院患者数 13 1814 16 20 21 21 22 24 23 21 31 244

整形外科 退院患者数 28 ９ 14 16 28 22 25 29 27 18 24 26 266

延患者数 161 166 294 398 384 274 3,497349 348 203 311 333 276

新規入院患者数 1 15 26 23 25 1914 21 14 12 19 28 217

退院患者数形成外科 8 12 26 24 25 15 24 1l 18 17 19 24 223

延患者数 24 81 147 179 144 116 80137 101 109 102 180 1,400

新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0

精神科 退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0

延患者数 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

新規入院患者数 6 0 1 4 6 2 7 6 8 8 10 6 64

アレルギ

ー 内科
退院患者数 7 0 1 9 7 3 6 9 8 81l.1 12 8

延患者数 54 0 1 ６
２

２ 1034 23 7 17 15 19 22 228

新規入院患者数 0 4 1 0 4 1 1 2 2 1 4 22

リウマチ科 退院患者数 0
「

｡ 2 1 2 3 4 3 4 ハ
宝 3 6 37

延患者数 0 28 8 4 18 60 66 17 17 25 68 32312
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繕 耀鱗蕊灘職 9月 11月 1，月.
黒

3月”6月

g

ｻ

10月4月
1 土

5月“
4

灘
課
罰

7月 8月 合計12月 2月

新規入院患者数 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

感染症内科 退院患者数 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延患者数 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規入院患者数 00 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

臨床遺伝科 退院患者数 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延患者数 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

新規入院患者数 26418 16 18 20 23 23 23 25 24 26 26 22

泌尿器科 退院患者数 28 27720 12 22 17 22 29 25 26 29 21 26

延患者数 1,412104 107 137 109 123 10984 67 157 137 157 121

新規入院患者数 33123 29 37 32 32 33 25 27 27 30 315

産 科 退院患者数 28 31919 12 13 37 31 33 34 31 29 28 24
｜
順
一

915延患者数 7,626509 911 669 685 572 781144 191 829 821 599

新規入院患者数 42536 27 38 43 4426 28 29 42 36 41 35

科 退院患者数眼 34 42 42 42330 28 34 46 32 42 40 2825

延患者数 1,828119 156 198 136 169 161 111 155 184 185137 117

新規入院患者数 1040
J 86 6 9 10 7 8 10 10 11 10

耳鼻咽喉科 退院患者数 8 1028 10 12 8 108 4 11 7 11 5

延患者数 70 72562 38 71 62 71 64 6953 29 65 71

新規入院患者数 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 00

リハビリテ

ーション科
退院患者数 00 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

延患者数 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

新規入院患者数 00 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線科 退院患者数 00 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延患者数 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0

新規入院患者数 0 00 0 0 0 0 0 00 0 0 0

麻酔科 退院患者数 00 0 00 0 0 0 0 0 0 00

延患者数 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 00

新規入院患者数 14225 13 19 6 ９ 40 8 16 18 12 12

退院患者数 153総合診療科 618 17 20 11 13 14 21 13 151 4

延患者数 129 2,487247 262 244 271 286 222 19589 92 224 226

776新規入院患者数 67 68 7258 59 53 43 55 80 84 8057
’
１
’救急科 退院患者数 5704640 44 48 44 29 4(） 54 62 63 47 53

延患者数 3,447368 288 309 310277 320 359 215 148 191 298 364

新規入院患者数 20719 26 16 16 210 12 27 16 21 14 19

小児集中

治療科
退院患者数 9210 8 7 9 9 8 5 1l0 2 9 14

延患者数 610 6,2000 496 537 571 524 539 532 593 629 596 573

新規入院患者数 00 0 00 0 0 0 0 0 0 00

歯 退院患者数科 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 00

延患者数 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規入院患者数 540 5,681502 546 483 481 486 487 510 498299 382 467

谷
口 計 退院患者数 5,651547437 276 423 486 550 483 478 489 543 455 484

延患者数 76,7336,677 6,442 7,4304,432 4,093 5,721 6,852 7,125 6,882 7,180 6,974 6,925
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II 医事経理関係

4．年度別科別外来患者数

職溌
争轟蕊蕊蕊蕊灘蕊難

含

24年度
！

蕊灘鍾 27年度 28年度25年度 26年度
壱
軸
や
Ｆ
幸

新患者数 519 536430 454 512

再来患者数循環器内科 8,5257,301 7749 8,451 8,638

延患者数 9,157 9,0617,731 8,203 8,963

新患者数 135 135152 157 138

腎臓内科 再来患者数 3,197 3,1032,896 3,124 3,168

延患者数 3,332 3,2383,048 3,281 3,306

新患者数 11(）185 174 138 149

再来患者数神経内科 3,134 2,9163,512 3,515 3,573

延患者数 3,0263,2833，697 3,689 3,711

新患者数 89 6670 64 80

再来患者数血液内科 3,716 4,1223,721 3,763 3,567

延患者数 4,1883,791 3,647 3,8053,827

新患者数 168142 156 167 141

再来患者数代謝・内分泌内科 5,3735,1484,668 5,091 4,933

延患者数 5,100 5,289 5,5414，810 5,247

新患者数 35598 617 541 531

新生児内科 再来患者数 2,2002,7093,213 3,160 2,653

延患者数 2,2353,811 3,194 3,2403,777

新患者数 13 5 5 7

心臓血管外科 再来患者数 1,3301,6101,530 1,509 1,509

延患者数 1,3311,6171,533 1,514 1,514

新患者数 338328 394223 301

再来患者数脳神経外科 3,829 4,0483,712 3,573 3,812

延患者数 4,223 4,3863,935 3,874 4,140

新患者数 539634 6376()6 634

再来患者数小児外科 5,463 5,3605,486 5,239 5,223

延患者数 5,8995,857 6,1006,092 5,873

新患者数 910835 868 871 807

整形外科 再来患者数 5,028 5,6495,336 5,313 5,167

延患者数 5,835 6,5596,171 6,181 6,038

新患者数 387437 433482 449

再来患者数形成外科 3,467 2,8583,620 3,272 2,976

延患者数 3,900 3,2454102 3,721 3,413

新患者数 1()887 1191(〕6 79

精 神 科 再来患者数 3,686 3,7822,859 3,273 3,598

延患者数 3,8903,685 3,8052,965 3,352
I

新患者数 54 5473 62 72

再来患者数 1,328アレルギー内科 1,5051,447 1,383 1,424

延患者数 1,559 1,3821,520 1,445 1,496

新患者数 14
一

524リ ウマチ科 再来患者数

延患者数 53800 0 0
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議溌譲議 鍵蕊繍鶏 26隼度 《24年度 25年度 22年度 28年度

新患者数 6

感染症内科 再来患者数 19

延患者数 0 0 250 0

新患者数 21

臨床遺伝科 再来患者数 195

延患者数 0 0 0 0 216

新患者数 724 710 714 684 729

泌尿器科 再来患者数 5,060 4,844 4,694 4,463 4,407

延患者数 5,784 5,554 5,408 5,147 5,136

新患者数 515 536 539 434 183

産 科 再来患者数 2,773 2,987 2,526 1,7792,148

延患者数 3,288 3,523 3,065 2,582 1,962

新患者数 565 587 517 502 451

科眼 再来患者数 10,502 10,049 9888 10,036 8,456

延患者数 11,067 10,636 10,405 10,538 8,907

新患者数 436 437 436 441 436

耳鼻咽喉科 再来患者数 5,438 5,602 5,720 6,017 5,021

延患者数 5,874 6,039 6,156 6,458 5,457

新患者数 0
リハビリ

ーション

テ
科 再来患者数 448

延患者数 0 0 0 0 蛾
－
０新患者数 0 0 0 0

放射線科 再来患者数 0 0 0 0 15

延患者数 0 0 0 0 15

新患者数 8 3 10 16 3

麻 酔 科 再来患者数 952 952 976 1,026 842

延患者数

新患者数

960 955 986 1,042 845

255 228 164 198 218

総合診療科 再来患者数 1,556 1,614 1,280 1,271 1,303

延患者数 1,811 1,842 1,444 1,469 1,521

新患者数 632 591 586 616 1‘154

救 急 科 再来患者数 1,008 795 825 1,846852

延患者数 1640 1,386 1,411 1,468 3,000

新患者数 1

小児集中治療科 再来患者数 0

延患者数 0 0 0 0 1

新患者数 591 920 768 781 744

歯 科 再来患者数 2,681 2,415 1820 1,3031,505

延患者数 3,272 3,335 2,588 2,286 2,047

新患者数 7,631 8,032 7,744 7,687 7,347
へ
ロ 計 再来患者数 79,271 79,222 77,783 78,448 76,752

延患者数 86,902 87,254 85,527 86．135 84,099
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11 医事経理関係

5．年度別科別入院患者数

蕊蕊 鍵蕊蕊識 議識篝議鐵 25錐度 26年度

◆
も
屯

麓
，
轟
聯

28年度24年度 27年度
ｬ

脚十

新規入院患者数 321 327 440367 383
I

退院患者数循環器内科 369 391 443 495 420

延患者数 9,198 8,880 8,993 5,4568,519

新規入院患者数 84 81 63 76 102

腎臓内科 退院患者数 100 87 8(） 88 136

延患者数 1,302 1,238 1,394 1,7461，591

新規入院患者数 42 56 45 24 78

神経内科 退院患者数 120 138 135 90 163

延患者数 2,102 1,833 1,8471,961 1,722

新規入院患者数 581 606 569 672 697

血液内科 退院患者数 634 650 697591 717

延患者数 10,881 10,736 10,559 12,166 11,520

新規入院患者数 29 45 41 35 66

退院患者数代謝・内分泌内科 35 51 48 51 69

延患者数 306 357 447 420337

新規入院患者数 631 650 542 517 423

退院患者数新生児内科 582 595 539 526 387

延患者数 22,868 22,769 19,549 17,900 15,021

新規入院患者数 145 138 136 133 144

心臓血管外科 退院患者数 165 155 150 143 174

延患者数 3,845 3,850 3,654 4,436 2,894

新規入院患者数 165 150 180 171 226

脳神経外科 退院患者数 221 213 247 216 253

延患者数 3,353 3,382 3,399 2,868 2,277

新規入院患者数 586 541 741 856 766

退院患者数小児外科 687 669 833 954 809

延患者数 9,073 8,273 8,035 8,214 6,379

新規入院患者数 239 228 249 239 244

整形外科 退院患者数 247 236 256 240 266

延患者数 2,998 2↓950 3,5823,500 3,497

新規入院患者数 259 242 257 269 217

退院患者数形成外科 268 248 278 223265

延患者数 1,563 1,607 1,7221,747 1,400

新規入院患者数 0 0 0 0 0

精 神 科 退院患者数 0 0 0 00

延患者数 0 0 0 0 0

新規入院患者数 29 22 40 6416

アレルギー内科 退院患者数 28 24 48 56 81

延患者数 354 152 374 343 228

新規入院患者数 22

リ ウマチ科 退院患者数 37

延患者数 323
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28年度24年度§鍵繍 25年度 26年度 27年度

新規入院患者数 0

感染症内科 退院患者数 0

延患者数 0

新規入院患者数 0

臨床遺伝科 退院患者数 0

延患者数 0

新規入院患者数 260 272 266 264 264

泌尿器科 退院患者数 263 279 276 270 277

延患者数 1,316 1,508 1,4121,408 1,394

新規入院患者数 524 523 331508 415

産 科 退院患者数 319519 534 509 422

延患者数 11,345 10,848 9,916 7,6269,900

新規入院患者数 478 436 436 407 425

科 退院患者数眼 477 433 423438 407

延患者数 2,193 2,002 1,954 1,790 1,828

新規入院患者数 104112 138 128 128

耳鼻咽喉科 退院患者数 113 102137 131 130

延患者数 836 960 948 893 725

新規入院患者数 0

リハビリ

ーション

テ
科 退院患者数 0

延患者数 0

新規入院患者数 0 00 0 0

放射線科 退院患者数 0 0 0 00

延患者数 0 0 0 0 0

新規入院患者数 00 0 0 0

麻 酔 科 退院患者数 0 0 0 0 0

延患者数 0 0 00 0

新規入院患者数 1423 5 7 5

総合診療科 退院患者数 1534
戸

、 6 8

延患者数 32 53 1,839 1,469 2,487

新規入院患者数 802 817 849 855 776

救 急 科 退院患者数 470 434 397 489 570

延患者数 4,471 3,4474,714 4,432 4,824

新規入院患者数 207

小児集中治療科 退院患者数 92

延患者数 6,200

新規入院患者数 0 00 0 0

歯 退院患者数科 0 0 0 0 0

延患者数 0 00 0 0

新規入院患者数 5,290 5,271 5,406 5,546 5,681

’合 計 退院患者数 5,302 5,279 5,6515,392 5’580

延患者数 88,036 86,465 83,843 83,583 76,733
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n医事経理関係

6．年齢別患者状況

H28年度
ﾛ

牌

一 碇

年齢区分

銅
』;

入 院 ;‘蝋外 来
矛f

構成比（％）患者数（人）患者数（人） 構成比（％）
霊
．

蕊

舞
鐸
些

鑿
琴
認

0歳～1歳未満 20.0％8392,519 104％

1歳以上～3歳未満 18．2％7623,675 151％

18.6％3歳～6歳未満 77918.4％4,465

6歳～13歳未満 1,060 25.3％35．4％8,593

13歳以上～16歳未満 6.4％10.8％ 2682,622

16歳以上 484 11.5％9.9％2,410

計 100.0％合 100.0％ 4,19224,284

7地域別患者状況

(1)外来 (1)入院

28年度
篭

28年度
声

27年度27年度27
－

患者数
区 分区分

患者数 構成比構成比 患者数構成比 患者数 構成比

神戸市 50.4％神戸市’ 11，1841 472％ 48.6％ 2，11148.4％ 1,97211,753

姫路市 3.9％姫路市 3.9％ 1641,053 4.3％ 1601,156 4．9％

尼崎市 19％尼崎市 1.0％ 8142315 1.3％ 656 2.7％

明石市明石市 311 74％357 8．8％9.9％ 2,038 8.4％2,334

西宮市 150 36％西宮市 149 3．7％3．4％ 808 33％814

洲本市 68 16％洲本市 30 0．8％0.7％ 548 2．3％169

芦屋市芦屋市 1.2％41 1.0％ 51225 0.9％ 375 15%

伊丹市 31 0.8％伊丹市 25 0．6％0.9％ 210 09％203
斤

〆、

斤
／、

相生市 9 0.2％相生市 0．2％0.3% 0.3％ 1060 75

豊岡市 1.0％豊岡市 1.2％ 4147262 1.1％ 259 1.1％

加古川市加古川市 92 22％119 2.9％3.4％ 605 2.5％802

赤穂市庫 03％赤穂市 0．4％ 11庫 0.5％ 146 0.6％ 17125

西脇市西脇市 39 09％26 0．7％0.7% 271 1.1％158

宝塚市 40 10％宝塚市 53 1.3％319 1.3％ 299 1.2％

三木市 14％三木市 17% 58321 1.3％ 69385 1.6％
県県

高砂市 0．8％高砂市 0‘9％ 330.9％ 35281 1.2％ 218

川西市川西市 0.3％ 20 0.5％0.6％ 13106 0.4％ 152

小野市 40 1.0％小野市 0.9％265 1.1％ 37231 1.0％

三田市 69 1.6％三田市 104 2.6％518 2.2％ 483 2.0％
I

加西市 26 06％加西市 06％0.5％ 23138 0.6％ 114

篠山市 30 0．7％篠山市 32 0.8％0.7％ 175 0.7％175
1

養父市 0.4％養父市 0.2％ 171086 0.4％ 156 0.6％

丹波市 1.3％丹波市 1.1％ 531.3％ 46321 1.4％ 306
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128年度
･

区 分
27年度

Ｔ

Ｆ

糺

牡
１
１，27年度 28年度

患者数 構成比患者数患者数 構成比 患者数 構成比 構成比

南あわじ市

朝来市

淡路市

宍粟市

加東市

たつの市

丘猪名川町
／、

多可町

稲美町

播磨町
庫

市川町

福崎町

神河町

県太子町

南あわじ市

朝来市

淡路市

宍粟市

加東市

たつの市

猪名川町

多可町

稲美町

播磨町

市川町

福崎町

神河町

太子町

南あわじ市190 0.8％ 195 0．8％ 35 09％ 39 0.9％

’朝来市115 0．5％ 105 04% 16 04% 37 0.9％

淡路市234 1.0％ 187 0．8％ 37 0.9％ 18 0.4%

宍粟市81 0．3％ 73 0．3％ 7 0.2％ 7 0.2％

加東市2()1 0.8％ 155 06％ 27 0.7％ 07％31

たつの市165 0．7％ 139 0．6％ 25 0.5％0.6％ 22

猪名川町16 0．1％ 25 0．1％ 6 0.1%0.1％ 5斤
〆、

多可町65 0.3% 59 0.2% 13 0.3% 13 ()3％

稲美町117 0．5％ 84 0．4％ 16 0.4％ 13 0.3％

播磨町146 0．6％ 106 0．4％ 22 0.6％ 19 0.5％

庫
市川町26 0．1％ 19 01% 2 0.0% 5 0.1%

福崎町47 02％ 61 03% 8 0.2％ 8 02％

神河町25 01％ 33 0.1% 3 0.1％ 6 0.2％

県 太子町70 0.3％ 61 0.3% 10 0.2％ 12 03%

上郡町 上郡町26 0．1％ 20 0.1％ 6 00%0.1％ 2

佐用町 佐用町24 0．1％ 24 0．1％ 5 0.1％ 0 0.0％

香美町 香美町45 0．2％ 40 0.2％ 9 0.2% 6 0.2％

新温泉町 新温泉町25 01％ 35 01％ 5 01％ 10 0.2％

その他 その他4 0.0% 80 0.3％ 0 00％ 0.5％19

計 計21,989 92．8％ 22,787 93．8％ 3,669 90．3％ 3,817 911%

近畿圏 近畿圏881 3.7％ 735 3.0％ 176 3.5％4.3％ 146

近畿圏外 近畿圏外816 3.4％ 762 3.2％ 218 54％5.4％ 229

総計 総計23,686 100.0％ 24,284 100．0％ 4,063 1 100.0％ 4,192 100.0%

※実患者数

8．公費負担患者状況

H28年度

公費負担制度 件数 構成比

1.小児慢性特定疾患 1,134 47.6％

2.育成医療 72 3.0％

3.養育医療 156 6.5％

4.児童福祉（措置） 47 2.0％

5.特定疾患 65 2.7％

6.生活保護 57 2.4％

7.精神保健 65 2.7％

8.自 費 788 33．1％

〈
ロ 計 2,384 100.0%
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I1 医事経理関係

9．時間外患者状況

H28年度

灘譲
鰭籍欝l 溺蘆

4月 3月 合計5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
識

旬

外来 1 0 0 0 0 0 1 0 0 20 0 0

入院循環器内科 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 1 0

計 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 30 1

外来 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0

入院腎臓内科 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0

計 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外来 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0

入院神経内科 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 1

計 0 21 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

外来 4 0 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0

入院血液内科 0 0 0 1 0 1 0 70 0 2 2 1

計 0 2 0 5 0 1 0 110 0 0 2 1

外来 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0

代 謝 ・

内分泌内科
入院 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

計 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0

新生児内科 入院 21 19 12 1735 9 15 22 14 16 11 1811

計 21 19 12 1735 9 15 22 14 16 11 1811

外来 00 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0

入院心臓血管外科 0 00 0 0 0 0 0 0 00 0 0

計 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0

入院脳神経外科 0 20 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

計 0 1 0 31 0 0 0 0 0 0 0 1

外来 0 0 0 0 0 0 31 0 1 1 0 0

入院小児外科 2 1 130 3 2 0 0 1 1 1 11

計 2 1 161 1 4 3 0 0 1 1 1 1

外来 0 0 0 21 0 0 1 0 0 0 0 0

入院整形外科 60 0 0 0 1 1 0 10 1 1 1

二L
同I 1 0 1 81 0 0 2 0 1 1 0 1

外来 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0

形成外科 入院 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

入院精神科 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00 0

計 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

アレルギ

ー 内科
入院 0 0 0 30 0 0 0 1 0 1 0 1

計 0 0 30 0 0 1 0 1 0 1 00

外来 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0
I

入院リウマチ科 00 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0

計 00 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅱ I
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篝瀧鍵灘鍵 4月 5月

1

9月 3月8月 12月蔦灘織罵‘､‘
響蕊惑‘澱離職： ．‐ “

1月 ト
エ
雪
咋
Ｍ合7月6月 10月 11月 2月

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0
I

感染症内科 入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

臨床遺伝科 入院 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0

計 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外来 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 入院 0 0 0 0 0 0 0 0 20 2 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2
I

’
一
一

外来 1 0 1 3 0 2 1 3 3 3 2 2 21

産 科 入院 0 6 2 4 6 7 3 6 3 525 5 5

計 731 6 3 7 6 9 4 9 8 8 5 7

外来 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0 0

眼 科 入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
I

外来 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

耳鼻咽喉科 入院 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

リハビリテ

ーション科
入院 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線科 入院 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0

麻酔科 入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

外来 0 0 0 0 0 0 21 1 0 0 0 0

総合診療科 入院 6 440 1 7 6 4 5 3 10 0 11

計 0 1 8 6 6 465 5 3 10 0 1 1

外来 43 110 132 144 187 172 196 184 226 199 172 1,982217

入院急 18 20 20 19 13 19 23 20 30 22 20 24 248救 科

計 61 130 152 163 200 191 219 204 221 192 241 2,230256

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0

小児集中

治療科
入院 0 5 8 10 6 778 5 4 13 5 6 7

計 780 5 8 10 6 Q
Qノ 5 4 613 5 7

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 ’
歯 科 入院 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0

外来 49 110 135 149 187 177 197 174 219 2,020187 233 203

〈
ロ 計 入院 23 44 49 59 54 55 56 47 83 55 53 51 629

-

2,649計 72 154 184 208 241 232 253 234 316 258 227 270

10．小児がん患者入院延べ日数 平成28年度［総計］11,573日
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n医事経理関係

決算評価27年度

決算

28年度
単位区分

計画 決算 計画対比 前年対比 計画対比 前年対比

床許可病床数 290 290 29(） 0 0
オ

稼働病床数 床 266 267 267 0 1
字

病床利用 率 △10 △71％ 85．9 79.8 78.8 × ×

延入院患者数 人 △1,012 △6,85077,745 76,73383,583 ××
入
院 1日当たり患者数 人／日 210 △3 △18228 213 × ×

○ ○新規入院患者数 人 5,500 5,681 1355,546 181

○ ○平均在院日数 △0．3 △1．5日 14．0 12．8 12．5業
務
量

○入 院 単 価 円 △36 4,95686,189 91,181 91,145 ×

延外来患者数 人 △2,036 △2,03686,135 86,135 84,099 × ×

1日当たり患者数 人／日 △8 △8354 346354 ××

外
来 外 来 単 価 △2,318円 △2,31820,689 20,689 18,371 × ×

○新規外来患者数 人 △3407,687 7,200 7,347 147 ×

△0．9率 98.0 95.8 △2．2麺
帽 介 ％ 96．7 ××

○ ○件手 術 件 数 2604,052 4,200 4,312 112

○○人救急車搬送患者数 秘
一
一
粋

1081 987621 1,500

入 院 収 益 △95 △210百万円 7,0897,204 × ×

外 来 収 益 △237百万円 △2371,782 1,782 1,545 × ×
一
○
｜
×

×
○

×

○その他医業収益 百万円 23102 112 125 13

＊ 医業収益 ＊ △320 △425百万円 8,983 8,6639,088 ×

○医 業 外 収 益 △23百万円 133 106 110 4 ×

長期前受金戻入額 百万円 249 295 295 0 46

＊経常収益計①＊ 百万円 △314 △4019,383 9,0699,470 × ×

口
費 百万円 △18 808与 6,740 7,566 7,548給

(うち退職給与金） 百万円 185 200 15 35165

(うち退職給付引当金） 百万円 0 0157 157 157

△219 △210費 百万円 2,102料 2,312 2,321材

(うち薬品費） △229百万円 △2031,459 1,433 1,230

姿L

収支

(うち診療材料費） △10百万円 808 26782 818

I蒋熱費 百万円 △72 479経 1,493 2,0“ 1,972
由

り凸
脾．減 価 償 却 賀 △194百万円 243 243 0437

151その他の医業費用 △16百万円 9655 167

＊ 医業費用 ＊ 百万円 △325 97911,038 12,342 12,017

医 業 外 費 用
R

●●百万円 △4254 250 81169

△329
， 1 好

＊経常費用計②＊ 百万円 1,05912,595 12,26611,207

○繰入前経常損益③（①－②） △3,197
J

△1,460百万円 △1,737 △3,212 15 ×

：稠
彰
へ
珂
此

岬
隣

宇

１

１

．

１
邪
‐
″一般会計繰入金④ 百万円 5281,768

,i悪; 'j 82
h ：』 b :. 】 . .. ,

2,296 2,296 ０
－
》
狸繍, ．△916

ト ケ

ⅦｒｔＢ寺姻

肥叩解函酎岬浄星和

｡△934 ○､‘経常損益⑤(③＋④） ′△902
ｲ

百万円 ×,， ‘
・嬢

1特 別 利 益 ⑥ △2百万円 △1063 107

‘ 2,783特 別 損 失 ⑦ 百万円 △100 2,77211 2,883
甥．鑓

百万円1 ’23
％ 74．274.2

○当期純損益⑤＋⑥一⑦ △3,692 △3,707△3,684 8 ×

＃
j●

秤

給与費比率 87.11 2．9 12．984.2

25.8

16.0

× ×
I

医
業
収
益
比
率

職’1

m ○○材料費比率 △1．5 △1．1％ 25.4
-

16.1

24．3

経
営
指
標

経
営
指
標

期 ○○(うち薬品費比率） △18 △1．914.2％

(うち診療材料費比率） 9.1 9．3 02 0．7％ 8.6 ××

○6．4経 費 比 率 22.8

72.8

22.8 00％ 16．4 ×

A10.2医業収支比率 △0772.1％ 82．3 ××

経常収支比率経常収支比率 △76△0192．7 92.7％ 100.3 ××

※紹介率＝地域支援病院の紹介率
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決算の推移
入院日数

外来日数

日
日

365

244

365

244

365

245

366

243

365

243 (単位床､％､人､千円）

度拝
識
一
一
一

２
医

成
６
７
６

平
算
沁
弧
過

平成25年度

算医業比

266 -
89.0 －

15．4 －

平成26年度

算医業比

266 -

86.4 －

14．5 一

平成27年度

算医業比

266 －

85．9 -
14.0 －

平成28年度

医業比前年比

100.4
91．7

89．3

区分
決 前年比決

100.0
99．3

101．3

前年比決

1000
98．1

98．7

前年比決

1000

97．1

94．2

前年比決

100.0
99．4

96．6

算

267
78.8
12.5

前年度差引

1

△7．1

△1．5

稼働病床数

病床利用率

平均在院日数

床
一
％
｜
日

業
務
量

延入院患者数

(1日当り）

人
一
人

88,036
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益 その他医業収益千円 119,905

鑛医業収益計率:：千円:19;1n)559

医業外収益 千円 138,529
特別利益 千円 43,082
**収益合計*＊ 千円9,293,170

詔一輻
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うち退職給与金
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Ⅲ診療統計

1．救急総合診療科（総合）

総合診療科は(1)専門各科における診療になじまない紹介患者への対応､(2)院内各科からの相談対応､(3)

セカンドオピニオンに準じた相談に応じることなどが主な業務である。症例としては発育・発達障害や感染

症を中心に、各診療科にまたがるような疾患の全身管理や、様々な特殊な問題を抱えたcommondisease症

例が数多く紹介されてくる。

担当スタッフは2名である。研修医や専攻医の研修の受け皿となり、研修計画の立案や実際の研修を担当

し、コーディネートする役割も担っている。

旧病院では、入院患者はスタッフの関係上、救急集中治療科スタッフが担当する体制になっていた。多く

が基礎疾患を持った児の合併症、特に感染症である。

新しい病院では、総合診療科は救急部門と連携して、救急総合診療という大きな枠組みの中で救急外来対

応と院内の患者の内科的管理を担当している。入院患者の管理に関しては、スタッフが不足していることか

ら、神経内科、腎臓内科、アレルギー科、リウマチ科、代謝内分泌科、臨床遺伝科、感染症科のスタッフと

ともに実施する体制で臨んでいる。

我が国のみならず世界中の小児科が抱えている大きな問題として小児期に発症した疾患が治癒せずそのま

ま成人まで医療を必要とする患者が年々増加しており、所謂小児期発症疾患を有する患者の移行期医療の問

題が深刻になっている。成人の内科で管理するにしても全くこれまで経験がなく、小児科が継続して管理す

るにしても成人期に特有の疾患についての経験がほとんどないことから、どこでだれが管理するのが最も良

いのか答えの出ない状況である。おそらく全く新しい分野として取り組んでいかねばならない問題である。

いずれにしてもその受け皿を整備する必要があり、そこに総合診療科がタッチしていくことが求められてい

る。そのための環境整備を進めていくことが喫緊の課題である。

また在宅移行支援も大きな問題であり、そこにも総合診療としての大きな枠組みの中で多くの診療科がタ

ッチしていく必要がある。

当院は各専門診療科に細分化されており、各々の診療科でのサブスペシャリティー研修を目的に応募する

専攻医が多くを占めるが、専門医制度の大幅な改革に対応するためにも専攻医はまず小児医療の基礎を身に

着けることが先決であり、その意味で総合診療の重要性をアピールし、研修体制を充実する必要がある。

外来担当スタッフ：上谷良行、藤田杏子、竹田洋樹、森永杏子、森貞直哉
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2．救急総合診療科（救急）

1 ．診療活動

1）救急集中治療科

小児救急医療センターが平成19年10月1日に開設以来8年、当センターの前身である救急医療室が

平成14年10月に開設され、三次救急医療がスタートしてから13年が経過した。当センターで診療の中

心を担ってきたのは救急集中治療科である。

平成28年4月30日をもって旧病院での診療を終了するに伴って、新たに救急総合診療科と集中治療科

に分けて小児救急医療センターを運営することになった。主に救急外来と救急外来からの比較的軽症の患

者を対象にする救急総合診療科と、院内の重症患者を集めてすべて管理する集中治療科である。従って4

月までの実績で救急集中治療科としての締めくくりを行った。

当センターは院外からの重症患者の受入や院内の急変患者、術後患者の受入など、多岐にわたる分野の

患者を受け入れて、他院の医師をはじめ各関連診療科との連携と調整を行いながら対応してきた。これら

の実績を踏まえて、新しい病院での救急・集中治療分野の新しい体制がスタートし、ステップアップでき

ることを信じている。

2）救急総合診療科（救急）

新病院に移転してからは、救急外来部門を新たに2名のスタッフを迎えて6名で担当している。

救急患者の受け入れを積極的に行うために、救急車の依頼を断らないことを徹底し、2次の患者や初期

の患者も来院すれば受け入れることで対応し、平日の日勤帯も救急担当を配置することとした。

その結果、救急搬送件数は旧病院のほぼ15倍に増加し、神戸市の救急隊からの応需率はほぼ100％と

なっている。

軽症の外傷も多く、できるだけ救急医が縫合や骨折の固定なども実施するように外科系各科からの指導

を仰いでいる。

近隣の医療施設からの出迎え搬送の依頼にもできるだけ対応するようにしているが、ナースや医師が常

に搬送に出ることができる体制を組めていない現状を何とか改善したい。

今後は病院が掲げている「断らない救急」を実現すべく、初期患者にも対応するように体制を作る予定

である。

2．スタッフ

救急集中治療科：上谷良行、竹田洋樹、福原信一、山口善道、中岸保夫、神田杏子、楠元真由美、

梶原伸介、藤田杏子

兼任：田中亮二郎（腎臓内科)、長谷川大一郎（血液腫瘍科)、尾崎佳代（代謝内分泌科)、

丸山あずさ（脳神経内科)、笠井和子（免疫アレルギー科)、中川拓（腎臓内科）

救急総合診療科（救急）：上谷良行、竹田洋樹、山口善道、楠元真由美、梶原伸介、林卓郎、松井鋭
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Ⅲ診療統計

小児外科、脳神経外科、整形外科、形成外科など外科系各科はoncauでbackup体制をとっている。新

病院では小児外科が救急対応のために当直体制を組んでおり、その他の診療科はoncall体制を継続して

いる。

3．診療統計

旧病院（1月～4月）

新病院（5月～12月）
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兵庫県立こども病院小児救急医療センター統計2016年1月～4月

【1】救急医療センター来院患者全体統計

救急センター入院
小計外来のみ 本館入院

入院 転棟
合計2016年1月～4月

時間内 時間外

再診

時間内 時間外

胴

時間内 時間外 時間内 時間外 時間内

而謬~｢意再

時間外

参~｢再診

時間外

再診 初診 初診 再診 初診初診 再診 初診 再診 初診 再診 初診 再診 診 初診

救急科Dr外来診察
(救急科以外に入院）

126 32850 37 75 124 8 12 63 16527 60 46 185 5 5 7 31
救急集中

治療科Dr

外来診察

87 231 55 12 68 199 2(） 672

小計 67 218 454318
287

385

口
小児外科 7 279 7 0 Q

J 0 1 18 11 1 0

脳外科 9 0 3 130 4 0 3 5 0 0 11
’
四
ト
ー

外科系 泌尿器科 2 0 6 102 1 0 4 0 1 0 2 2

形成外科 0 6 221 0 0 160 15 0 5 0 1

その他 0 1 30 0 0 21 0 1 0 1 0
他科Dr

外来診察
131

心外・循環器科 23 0 6 290 17 0 6 0 6 0 0 0

新生児科 1 0 20 0 0 1 0 0 0 0 11

他の内科系 0 2 0 0 0 4 2515 0 4 4 2 19

、
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Ⅲ診療統計

【2】救急センター外来・入院患者の内訳（救急集中治療科診察）2016年1月～4月

1）総内訳
’

死亡 8
PICU 102

最重症 98
入院患者

重症 救急病棟183 187

計 計289 289

2）来院患者重症度別

①重症度 ②事故・疾病別重痒度

初診 再診 計 事故 疾病 計％ ％ ％％

死亡 1 7 8 1.3 死亡 0．0 100.0 8 1.30 8

最重症 最重症49 49 98 15.3 13．3 86.7 98 15313 85
来院患者 来院患者

重症 重症56 127 183 28.6

54．8

183 28.621 11．5 162 88．5

外来 268 外来83 351 54.863 17‘9 288 82．1 351

計 451 640 1 100 計189 640 100.097 15．2 543 84．8

3）来院方法別（全体） 4）主な症例

小計 計 ％

自家用車・タクシー・徒歩 66.4514 514

公共 228

当院 1

災害医療救急車 233 30．11
Drcar

中央市民 1

その他 ’ 2

ヘリ 7 7 0.9

転棟 20 2620

計 774 100.0
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外来患者 385（本館入院67帰宅318）

1

2

消化器系

脳神経系

3

4

5

6

人工換気療法

緊急手術

交通外傷

脳低温。平温療法

血液浄化

到着時心肺停止

19

32

20

6

5

12

2
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6）救急センター入院最重症患者住所5）外科系緊急協力科(含重複）

2016年小児外科 泌尿器科 1380

放射線科 数脳外科 25 ％34

耳鼻利 神戸・三田麻酔科 3 60 56.621

阪神形成外科 眼科 5 4．712 1

精神科・指導相談 東播磨整形外科 2 18 17012

歯科 北播磨心外循環器 0 4 3．827

西播磨 1.92

但馬 4 3．8

丹波 2 19

淡路 8 7.5

県外 3 2.8

不明 0 0．0

計 106 100.0

小児救急医療センター救急外来統計2016年5月～12月

1．救急患者数 3．住所地別患者数

帰宅 244 入院 帰宅｜総計
初診

入院 143 兵庫県 892 28631971
平日昼間

帰宅 423 神戸 584 1516 2100
再診

入院 253 阪神南 44 91 135

帰宅 212 阪神北 8936 53
初診

入院 105 東播磨 114 175 289
平日夜間

帰宅 369 北播磨 47 58 105
再診

入院 145 中播磨 15 4328

帰宅 321 西播磨 11 14 25
初診

入院 119 但馬 8 4 12
休日

帰宅 516 丹波 13 18 31
再診

入院 179 淡路 20 14 34

合計 3029 県外 52 166114

合計 944 2085 3029

2．救急車、

当院救急車

公的救急車

他救急車

ヘリ

ヘリコプター搬送

8

890

22

35
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Ⅲ診療統計

3．代謝内分泌科

1 ．スタッフ

部長（科長） 郷司克己

部長 尾崎佳代

フェロー 日外祐理

本年はスタッフ2名、フェロー1名の3名体制で診療をおこなった。また、専攻医8名が1～2ヶ月間の

サイクルで研修を行った。

2．診療活動

代謝内分泌科は小児における大きな特性である成長と成熟にかかわる疾患、すなわち低身長症、肥満、糖

尿病、甲状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患、思春期発来異常、性分化異常などを対象としている。本年度

の新規外来患者数は236名であった。施設としては日本内分泌学会の認定教育施設に認定され、内分泌専門

医を目指す小児科医の研修支援を行っている。

当科においては遺伝工学的手法を駆使して診療にあたることが社会的要請に合致することと考え分子生物

学的技術を用いた解析に努めている。今後も神戸大学小児科とも協力しながら、分子生物学的手法を用いた

解析、研究を臨床の場に役立てたいと考えている。

近年、病気の原因の解明、病気の予防・診断・治療の改善、患者さんの生活の質の向上を目的とした臨床

研究が推進されている。当科においても本年度は低リン血症性くる病における腎石灰化のリスク因子につい

ての検討を行い、臨床と直結する成果が得られた。また、最先端の治療を取り入れるために、治験にも積極

的に参加している。本年度は1型糖尿病、低リン血症性くる病の治験に参加した。

外来患者（新患） 入院患者

患者数

低身長症

甲状腺疾患

性腺疾患

副 腎

糖代謝異常

肥 満

マススクリーニング

クレチン症

先天代謝異常症

先天性副腎過形成

そ の 他

醐
一
昭
一
卿
－
０
－
媚
－
７

皿
９
８
－
鉦

計 236
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低身長症

糖代謝異常

性腺疾患

甲状腺疾患

副 腎疾患
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4．リウマチ科

1 ．人事異動

【スタッフ】

科長

医長

中岸保夫

笠井和子

2．診療活動

16歳未満で発症した小児の膠原病・リウマチ性疾患を対象に診察している。具体的には、昔は若年性関

節リウマチ(JRA) と呼ばれていた若年性特発性関節炎(JIA)、全身性エリテマトーデス(SLE)、若年性

皮虐筋炎(JDM)、全身性強皮症、混合性結合固有組織病(MCTD)、シェーグレン症候群、ベーチェット病、

他にはクリオピリン関連周期熱症候群(CAPS)、家族性地中海熱などの自己炎症性疾患、川崎病や高安動脈

炎を含めた血管炎症候群などが対象になる。

こどもの膠原病・リウマチ性疾患に対しては、標準的な医療のみならず、重症度に応じて適切な免疫抑制

薬や生物学的製剤を用いて積極的な治療を行っている。難治性の川崎病に対しては、集中治療科と連携して

血漿交換療法を行っている。

3．特色

外来診療にあたっては、小児施設には数少ない日本リウマチ財団登録リウマチケア看護師（リウマチケア

看護師）が在籍している。患児の気持ちを理解し、患児自身が理解・納得できるようにサポートしている。

当院は日本リウマチ学会で認定された教育病院であり、日本リウマチ学会の専門医が常勤している。小児

リウマチ専門医研修施設認定も受けており、全国でも有数の小児のリウマチ性疾患の診療ができる医師を育

成する病院である。

4.診療実績

外来初診66名

内訳診断確定したもの

入院患者のべ36名

内訳

診断がつかなかったもの

－38－

関節型若年性特発性関節炎 8名

全身型若年性特発性関節炎 1名

全身性エリテマトーデス 1名

シェーグレン症候群 2名

ベーチェット病 1名

IgA血管炎 1名

ブドウ膜炎 2名

家族性地中海熱 2名

全身型若年性特発性関節炎

(初発時および生物学的製剤導入のため）

関節型若年性特発性関節炎

若年性皮膚筋炎

(初発時および定期治療のため）

全身性エリテマトーデス

川崎病

高安動脈炎の増悪

結節性紅斑他

13名

1名

6名

3名

10名

1名

2名
関節痛 15名

不明熱 9名

CAPS疑い 2名

他口内炎など
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5．アレルギー科

1 ．人事異動

【スタッフ】

科長 中岸保夫

日本リウマチ学会専門医

笠井和子

日本アレルギー学会専門医。指導医

日本リウマチ学会専門医

医長

2診療活動

外来は月曜日・木曜日の午後。火曜日の午前を基本外来としている。食物負荷試験は外来・入院両方で行

っている。再診患者の疾患内訳は､食物アレルギー75.2％､気管支喘息53.5％､アレルギー性鼻炎457％、

アトピー性皮層炎41.8％であった。アレルギー疾患の総合的なコントロールを心がけており、スギ・ダニ

への皮下・舌下免疫療法患者が増加している。また重症喘息への生物学的製剤投与を開始した。アレルギー

専門看護師（日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会認定の小児アレルギーエデュケーター）2名を中心に

したコメディカルが食物アレルギーでのエピペン指導や喘息の吸入指導、アトピー性皮層炎の皮層ケア、舌

下免疫療法の指導などを行い、より患者に寄り添った医療を行うよう努めている。

当科は日本アレルギー学会で認定された教育病院であり、若手医師への教育を行っている。

3診療実績

（7月～12月半年）

●食物負荷試験

●新規患者

内訳（重複あり）

食物アレルギー

気管支喘息

アトピー性皮層炎

アレルギー性鼻炎

その他

87件（外来52件・入院35件）

66名

名
名
名
名
名

７
８
５
２
５

２
２
２
２
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6．脳神経内科

1 ．スタッフ

医長（科長）

医長

フェロー

あずさ

大作

司

悠介(2016年4月一）

丸山

豊|鳴

田中

石田

【2016年専攻医】

1月

4－5月

7－9月

祐
瑠

宏
洋
愛

山口

稲熊

上月

本年は4月から神戸大学連携大学院生の石田がフェローとなり、スタッフ2名と合わせ4名体制で診療を

担当した。また児玉荘一先生と永瀬裕朗先生に月2回ずつ診療応援や専攻医教育、臨床研究のアドバイスな

どをお願いしている。

2．活動状況

診療活動は、神経内科外来初診290名、外来延べ人数2936名であった。また入院患者延べ人数は1399

名であった。県内の中核機関としての役割を引き続き担っていきたいと考えている。

当科で重点的に取り組んでいる集中治療領域における連続脳波モニタリングは155例に対して行った。救

急外来やPICUにおいて意識障害やけいれん重積の小児の脳波をリアルタイムでモニタリング体制が24時

間365日とれるのは兵庫県下では当院だけであり、全国的にみてもその実施件数はトップレベルである。引

き続きけいれん重積症例の急性期管理の質の向上に取り組んでいく予定である。

小児神経専門医研修認定にくわえて､H.28度から日本てんかん学会研修施設にも認定された。新病院では、

ビデオ脳波が出来る環境が整ったこともあり、積極的に発作時脳波を行うことができるようになった。今後

もてんかん診療を中心とした小児神経疾患全般の診療と、小児神経専門医を目指す小児科医の育成にも引き

続き尽力していく方針である。

学術活動については、急性脳症に対する臨床研究を神戸大学と連携して行っており、こども病院のデータ

を神戸大学で解析し、学会報告やpublicationの準備をしている。
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神経外来初診患者 290名

(疾患名には疑いも含む、一部重複あり）

発作性疾患 178

感染性・炎症性疾患 21

自己免疫性神経疾患 10

発達障害 40

心身症等 31

－41－

てんかん

ウエスト症候群

熱性けいれん

失神

憤怒けいれん

不随意運動

92

4

67

12

3

5

急性脳症・脳炎 21

多発性硬化症・clS

急性散在性脳脊髄炎

ギランバレー症候群

2

2

1

精神遅滞

広汎性発達障害

ADHD

37

4

4

チック

頭痛

身体表現性障害

4

11

13



7。血液・腫瘍内科

【人事】

2016年3月にフェローの高藤哲医師が退職し神戸大学大学院に進学した。4月から岸本健治医師と田村彰

広医師が正規となり、太原鉄平医師がフェロー採用となった。6月中旬から神前愛子医師が産休に入ったた

め実働体制としては1人増であり、2015年4月時点で1人減となった状況から旧に復する形で新病院での

診療を開始できた。短期ローテーターは割愛する。

部長（小児がん医療センター長）

部長（科長）

部長

医長

医長

医長

医長

医長

フェロー

フェロー

フェロー

フェロー

小阪嘉之

川崎圭一郎

長谷川大一郎

石田敏章

岸本健治

神前愛子

斎藤敦郎

田村彰広

太原鉄平

植村優

二野菜々子

横井健人

【診療活動】

新患数と造血細胞移植数に関してはそれぞれ表1、表2を参照されたい。2016年は5月に新病院への移転

があることから様々な面での安全を最大限に勘案し、この前後の時期には新患の受け入れや造血細胞移植の

実施を制限せざるを得なかった。そのため例年に比較すると新患数は腫瘍性疾患、非悪性の血液疾患ともに

若干減少している感は否めない。しかしそれでもやはり腫瘍性疾患に関しては全国屈指の症例数であり、移

植数も小児科単科の施設のものとしては多い。新病院移転後も新患の紹介数は順調に伸びており、また移転

前後にやむを得ずお断りした施設からも再び症例の紹介や相談を受けている。移転1ヵ月後に自家移植から

再開した造血細胞移植の件数の伸びも順調であり、移転の影響は最小限に留められたのではないかと考えら

れる。新病院ではフロアー全体がラミナールフローとなった病棟が整備され､無菌室も4室に増床となった。

新しい環境の下でスタッフー同、なお一層の熱意をもって小児血液腫瘍性疾患の診療に邇進していく所存で

ある。

月1回（第1月曜日午後）の長期フォローアップ外来は神前愛子医師が、主にフォローが長期に及んでい

る造血細胞移植後の症例を対象に代謝・内分泌科や循環器内科他の協力を得て行っていたが、神前愛子医師

が産休に入った後は斎藤敦郎医師が引き継いで担当している。小児がん拠点病院としてこの分野も当院への

期待は大きく、今後も徐々に対象疾患を広げる等、拡充に努めたい。また毎週金曜日の午前には造血細胞移

植後外来を開設し、長谷川大一郎医師が比較的最近移植した症例の免疫抑制剤の調節や食事指導、軽微な感

染等の診療にあたっている。

また2017年度に小児がんに重点を置いた新粒子線治療施設が整備されるのに先立ち、たつの市の兵庫県

粒子線医療センターと協力して2016年末までに計10例の鎮静の不要な小児例に対して陽子線治療を実施し
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Ⅲ診療統計

た。双方のコメデイカルスタッフを含めた総員の協力体制の下、全例に陽子線治療は安全裏に施行できた。

この実績を踏まえ2017年には鎮静を要する症例の陽子線治療を計画している。これまでとは格段に介入の

程度やリスクが上がることが予想されるが、是非とも成功裏に治療を施行し、これを基に問題点を抽出・検

討して新粒子線治療施設でのよりよい陽子線治療に結びつけていきたい。

このような多忙な臨床の業務と並行して、積極的に内外の学会。研究会で発表を行っている。詳細は業績

の項目を参照されたい。また当該外科系科、放射線科、病理科と合同で毎週腫瘍カンファレンスを開催し各

科と一体になった集学的医療を推進している。対外的には県内の小児がん診療病院会議、近畿ブロックの小

児がん拠点病院会議、中国四国ネットワーク会議等を通して各施設との緊密な連携を図るとともに、兵庫県

がん診療連携協議会に参加するなどして成人領域のがん拠点病院とも連携を深めている。

－43－



2016年1月～12月新患

｜ 血液腫瘍性疾患 急性リンパ性白血病
BCP

T

急性骨髄性白血病

AML(M1)

AML(M5a)
AML(M6)

まれな白血病

悪性リンパ腫

nodalMZT｣

骨髄異形性症候群(MDS)

RCC

RCMD

Down症'IAM

ランケルハンス細胞組織球症

血球貧食性リンパ増殖性疾患(HLH)

０
３

１

３
’
１
１
１

1

２
１
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
１
ｌ
皿

｜ 固形腫瘍性疾患 髄芽腫

頭蓋内胚細胞腫瘍

神経膠芽腫

神経芽腫

２
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
５
－
６
ｌ
１

網膜芽細胞種

肝芽腫

肝細胞性線腫

腎腫瘍

wilm9腫瘍

副腎皮質癌

ユーイング肉腫

横紋筋肉腫

頭蓋外胚細胞腫瘍

immatureteratoma

lnamreteratoIna

卵黄のう腫瘍＋成熟奇形腫

過誤腫

卵巣腫瘍

固形その他

２
１
２
’
２

１
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
｜
昭
一
幻

｜ 血 液 疾 患 慢性肉芽腫症(CGD)

サラセミア

特発性血小板減少性紫斑病

血友病A

再生不良性貧血

赤芽球ろう

巨赤芽球性貧血

自己免疫性好中球減少症

好中球減少症

血液その他

（ドナー）

1

3

11

1

２
’
１
８
’
３
｜
弘
一
過
一
門

｜ セカンドオピニオン 7 1
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造血細胞移植一覧

疾患 病期 移植種別 転帰年齢 性別番号

急性リンパ性白血病 第2寛解 非血縁者間骨髄移植 腫瘍死1(） F1

第1寛解 自家末梢血幹細胞移植 腫瘍死網膜芽細胞腫2 1 F

第1寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存未分化肉腫3 ' | F |第’寛解

19IM|部分寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存横紋筋肉腫4

部分寛解 自家末梢血幹細胞移植 担癌生存神経芽腫 2 M5

部分寛解 自家末梢血幹細胞移植 相癌隼存非定型奇形腫様／ラブドイド腫瘍6 4 M

担癌生存部分寛解 自家末梢血幹細胞移植神経芽腫 3 M7

血縁者間骨髄移植 無病生存小児不応性血球減少 12 M8

非血縁者間謄帯血移植 無病生存家族性血球貧食症候群 M9 1

無病生存X連鎖リンパ増殖症候群 非血縁者間骨髄移植10 1 M

無病生存第2寛解 血縁者間骨髄移植急性骨髄性白血病 5 M11

無病生存骨髄異形成症候群 血縁者間骨髄移植５
ｌ
６
－
ｕ
ｌ
２

F12

第2寛解 非血縁者間骨髄移植 無病生存急性骨髄性白血病 F13

無病生存第2寛解 血縁者間末梢血幹細胞移植急性リンパ性白血病 Ｆ
一
Ｆ

14

無病生存EBI7イルス関連血球負食性リンパ組織球症 非血縁者間膀帯血移植15
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8．循環器内科

【スタッフ・フェロー】

スタッフ城戸佐知子

田中敏克

藤田秀樹

富永健太

小川禎治

亀井直哉

松岡道生（2016年4月から）

三木康'陽

祖父江俊樹

福田旭伸

平海良美

谷口由記

上村和也

瓦野昌大

ｊ
ｊ
ｊ

で
で
で

ま
ま
ま

月
月
月

３
３
３

年
年
年

６
６
６

１
１
１

０
０
０

２
２
２

ｌ
く
く

フェロー

(2016年4月から）

(2016年4月から）

非常勤 佐藤有美

スタッフ7名、フェロー4名､他に専攻医数名。専攻医は2か月ごとのローテーションで､主に入院患者管理、

カテーテル検査の補助などに従事｡心疾患患者の扱いに慣れ､心疾患の診断技術として主として心エコーの

基礎を習得し、カテーテル検査の結果を読み､軽症では診断から手術適応の判断ができることを主なる目的

とする。またフェローは1年単位の比較的長期間循環器診療に携わり、できる限りカテーテル検査､心エコー

検査を単独でこなし､軽症から重症の疾患までの治療方針を自身の判断で立てられること、小児循環器学会

専門医を取得すること、などが目標である。

【診療活動】

（1）外来：月曜日から金曜日まで週5日、旧病院では午前・午後、基本1診であったが、 新病院移転後

は基本2診体制とした。外来総患者数はのべ8933名で昨年に比べやや減少、新規患数は毎日受け入れ

ており、総新規患者数は659名で昨年に比べ増加傾向であった。2診体制が定着すれば、今後は再診

患者数の増加が期待できると考えている。新患患者の主体は比較的軽症の疾患であり、内訳は心室中

隔欠損（122)､心房中隔欠損（83)､肺動脈狭窄（27)､動脈管開存（22)､川11l奇病（既往含む) (11)､フア

ロー四徴症(3)、不整脈（95)、意識消失（28)、自律神経調節障害（45）などであった。カテーテル

治療相談外来（木曜午前、担当：田中医師）や移行期外来（月曜午前、担当：城戸)、成人先天性心疾

患外来（月曜午後、担当：城戸)、OD外来（火曜午後、担当：小川)、不整脈外来（金曜午後、担当：

小川）など専門外来も紹介患者が増加傾向である。成人に達した患者については、地域との医療連携

の必要性を考慮に入れ、兵庫県立姫路循環器病センターなどでの診療応援（外来応援）を続ける一方、

2013年1月からは神戸大学附属病院循環器内科において成人先天性心疾患部門を立ち上げ、協力体制

を強化している。また胎児心疾患診断についても、産科外来において胎児心エコーを行っているほか、

他院にて診療の応援を行い、医療連携にも重点を置いて取り組んでいる。

（2）入院；1年間の総入院患者数は391名で、昨年と比べ減少傾向であったが、移転に伴う入院制限の

影響を受けたと考える。また、心疾患の他に他疾患を合併する症例も多く、CICuICU滞在期間・入

院期間は必然的に長くなっており、昨年に引き続き病棟運営上の問題となっている。

（3）生理検査:総心電図件数4697件、Master負荷心電図件数1357件、Holter心電図件数325件、トレツ

ドミル負荷心電図は255件と昨年までと比べやや減少傾向であった。心エコーは6767件と毎年増加

傾向が続いている。新病院では6W病棟にエコー室が設置されたため、入院中のエコー件数は今後さ
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らに増加すると予想される。胎児心エコーは205件（担当：佐藤医師、亀井医師主として木曜日)。

また、2017年から心肺機能検査(CPX)を導入予定である。

(4)心臓カテーテル検査・治療：総件数279件、カテーテル治療の件数は101件と、昨年に比べ約10％

減であった。移転に伴い、3週間アンギオ装置を使用できない期間があったことが影響していると考

えられるが、移転後は昨年と同等の症例数となっている。麻酔科医増員に伴うカテーテル検査枠の増

加により、今後は300-330/年の件数が見込まれる。

【その他の活動】

（1） カンファレンス：月曜日に心臓外科との合同カンファレンス、木曜日にカテーテル検査および心エ

コー検討会、木曜日朝に心臓外科と合同の抄読会・検討会を行い、討議の時間をもっている。

（2）学会参加:小児循環器病学会､JPIC研究会､胎児循環器学会､成人先天性心疾患研究会､HOT研究会、

川崎病研究会、日本循環器学会などへの参加。

【新規患者内訳】

入院患者総数391

全入院患者の疾患内訳（カテーテル

含む同一患者の重複あり）
フォンタン型手術関連疾患（いわゆ

型心臓）

ファロー四徴症

肺動脈閉鎖・心室中隔欠損
心室中隔欠損

心房中隔欠損
動脈管開存

両大血管右室起始

大動脈弓離断・大動脈縮窄
房室中隔欠損

大血管転位

心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖

肺動脈狭窄
心膜・心筋疾患

大動脈弁疾患（狭窄・逆流）

川崎病・冠動脈後遺症
総肺静脈環流異常

両大血管右室起始．房室中隔欠損

感染性心内膜炎

不整脈

エプスタイン奇形

総動脈幹症

僧帽弁閉鎖不全
肺動脈弁欠損

肺高血圧

大動脈・肺動脈瘻
修正大血管転位

その他

(カテーテル カテーテル治療（カテーテル総数件279）

弁形成（大動脈弁・肺動脈弁）
血管形成

ステント留置術

コイル塞栓術（動脈管開存）

コイル塞栓術（側副血管・動静脈瘻）

バルーン心房中隔裂開術

心房中隔欠損閉鎖術(AmplatzenFF-II)

検査入院

'）
そ患（いわゆる単心室

１
５
４
３
５
０
４
５
５

０
３
２
１
１

１
391

９
６
０
９
８
０
５
８
５
７
１
６
２
３
５
８
０
１
９
０
２
１
２
０
０
７
５

５
２
２
２
１
２
１
１
１
１
１

１

動脈管開存閉鎖術(Amplatzer)
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9．腎臓内科

外来／入院診療については、白鳥孝俊医師（フェロー)、中川拓医師、神田杏子医師（救急科兼務）と田

中亮二郎医師が担当した。また専攻医の山口宏医師(4,5月)､稲熊洋祐医師（6月一8月)､飯塚理医師（9月)、

上月愛瑠医師（10､11月)､松田百代医師（11-2月市立豊中病院)､田中俊光医師（12月）が当科で研修した。

また2016年度の外来初診患者数は212名、入院患者数は124名であった。

【活動状況】

ネフローゼ症候群、急性腎炎、IgA腎症、紫斑病性腎炎、遺伝性腎炎、その他慢性腎炎、全身性エリテマ

トーデス、溶血性尿毒症症候群などの急性腎不全、慢性腎不全、高血圧、尿路感染症、先天性尿路奇形、腎

臓移植後のフォロー、夜尿症等を対象としている。本年度はネフローゼ症候群や腎炎などに対して22例の

腎生検を施行した。急性腎不全の患児に対しては集中治療科と協力して診療にあたった。低形成腎、低形成

腎+IgA腎症、腎血管性高血圧による慢性腎不全の計3名の患児に対して新規に腹膜透析を導入し、現在6

名の慢性腎不全患児が外来維持腹膜透析を受けている。腎移植に関しては他院にお願いし、現在計7名の患

者さんが外来にてフォロー中である。今後急性腎不全に対する血液浄化や慢性腎不全に対する在宅腹膜透析

を積極的に推し進めたいと考えている。2008年より厚生労働科学研究「小児保存期慢性腎臓病患者の長期

予後の解明と腎不全進行抑制の治療法の確立」に参加し、「本邦小児の新たな診断基準による小児慢性腎臓

病(CKD)の実態把握のための調査研究」や「保存期の小児慢性腎臓病を対象とした多施設共同非盲検ラン

ダム化比較試験」を行ってきた。また2008年より「小児期発症の難治性ネフローゼ症候群に対するIDEC-

C2B8の多施設共同二重盲検プラセボ対照ランダム化比較試験」を医師主導治験として実施し、治験を終了

した。治験結果に基づき2014年8月にリツキシマブが難治性頻回再発型／ステロイド依存性ネフローゼ症

候群に対して保険適用薬として承認された。現在は、「初発寛解後早期に再発する小児ステロイド感受性ネ

フローゼ症候群を対象とした標準治療と標準治療十高用量ミゾリビン併用治療の多施設共同オープンランダ

ム化比較試験」と「頻回再発型小児ネフローゼ症候群を対象としたタクロリムス治療とシクロスポリン治療

の多施設共同非盲検ランダム化比較試験｣、また先進医療Bとして「小児難治性頻回再発型／ステロイド依

存性ネフローゼ症候群を対象としたリツキシマブ治療併用下でのミコフェノール酸モフェチルの多施設共同

二重盲検プラセボ対照ランダム化比較試験」と「小児難治性頻回再発型／ステロイド依存性ネフローゼ症候

群を対象としたリツキシマブ治療併用下でのミコフェノール酸モフェチルの薬物動態試験」の臨床研究に参

加している。さらに2013年より神戸市と協力して、「3歳児検尿の効果的方法と腎尿路奇形の早期発見に関

する研究」を行っている。先天性腎尿路奇形は小児期腎不全の60％を占める重要な疾患である。また2017

年度から小児治験ネットワークを通じて「6歳以上16歳未満の小児高血圧患者を対象としたTAK-536 (7

ジルサルタン）の第I11相長期投与試験」を開始した。このように当科では臨床研究・治験と疫学的研究を

通して新しいエビデンス構築に向けて貢献している。院内活動としては、週1回英文抄読会を行い、最新の

情報の収集に努めている。さらに2006年より日本腎臓学会の研修教育施設にも指定されている。臨床研究

のできる小児腎臓医を育てることを目標にしている。
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2016年入院患者内訳

ネフローゼ症候群

IgA腎症

IgM腎症

膜性腎症

C3腎症

IgA血管炎

HSPN

急性糸球体腎炎

SLE

溶血性尿毒症症候群

ARPKD

尿路感染症

腎移植後

急性腎不全

高血圧

ネフロンろう

慢性腎不全（腹膜透析）

CKD

合計
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10．感染症科

･概要

2016年4月より感染症科が正式に設立された。人員は、科長笠井正志、フェロー伊藤雄介の2名体制

である。

主な業務

1．感染症コンサルテーション、2．チーム医療(ICTなど)、3.予防接種センター、 4．教育、

1．コンサルテーション数

世界標準の感染症診療を24時間365日実践する。

コンサルテーション数524件（2016年1月～12月）

休日対応率50％（休日呼び出し日数／全休日日数）

発疹対応（入院トリアージナースより直接相談）：2017年1月までで110件

小児感染症学会認定専門医指導施設；西日本では当施設を含めて5施設のみ

2．チーム医療の推進

患者中心の病院になるために多職種連携チームのロールモデルを目指して活動

感染対策(ICT):感染管理加算1、アウトブレイク発生なく病棟閉鎖ゼロ、集中治療領域でデバイス関連

サーベイランス開始、「無駄を無くす感染対策」

抗菌薬適性使用(ASP):超広域抗菌薬（カルバペネム系薬）は半減以下、院内ガイドライン作成（周術期、

無脾症予防、抗菌薬標準使用量、抗インフルエンザ薬の指針）

微生物検査：培養検査の最適化を行い、約4000検体減少。

3．予防接種センター

2016年10月設立（上谷副院長センター長)。相談業務、接種業務、教育活動。

相談業務は地域保健師や開業医師よりあり、ワクチン関連の外来受診増加

4．教育

院内後期研修医受け入れ2016年度1名、共同研究で学術発表7本、論文2編

院外より短期研修受け入れ2016年4名：派遣元、和歌山赤-|一宇病院、豊岡病院、六甲アイランド病院、

神戸市立医療センター中央市民病院

5．その他（他団体、施設との連携など）

厚労省「AMR対策」小委員会作業部会メンバー（厚労科研研究で地域AMRモデル構築）

一般社団法人こどものみかた：医学教育、小児科医教育者との連携

小児医療のための医学生・研修医ネットこどもどこ：医学生との連携

神戸市立医療センター中央市民病院との合同自主勉強会：毎月1回（宿泊合宿1回含む）

Microbiologyround(微生物勉強会）を毎月1回主催

その他主催セミナー）神戸小児超音波セミナー54名（院内27人、院外27人)、バンクーバー小児病院

GOLDMAN教授招膀参加者20名

今後のビジョン

院内）感染管理加算1＋地域連携加算（＝500点／新入院）の維持

数値化・文書化し、患者安全を守り、感染診療・感染管理の無理無駄を削減する

アウトブレイク予防・早期対応で、ベッドコントロールに貢献する

チーム医療のロールモデルとなり、職員モチベーション向上し病院機能向上させる
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研修医教育を通じた病院の診療レベルアップさせる

感染症専門医として診療の質向上に務める

院外）地域医療・県民の安心安全に貢献する。

病院の価値を高める活動・広報を行い、患者紹介数向上に貢献する。

－51－



11．臨床遺伝科

臨床遺伝科は2016年の病院移転にあわせて開設された新しい診療科で、森貞直哉（部長）が診療を担当

した。

【診療活動】

臨床遺伝科は当院を受診している遺伝性疾患の患者（疑いを含む）の診療を行っている。外来日は火曜日

と木曜日の終日であるが、そのほかにも入院中の患者や他科診療患者の突発的な依頼にも、可能な限り応じ

ることとしている。

具体的な診療内容

・遺伝性疾患のトータル管理（ダウン症候群、神経線維腫症1型、滑脳症など）

．すでに臨床診断されている疾患の原因遺伝子解析（結節性硬化症、アペール症候群など）

・他施設で解析された事例の遺伝学的説明（染色体異常、心筋症家系など）

・原因不明患者の網羅的遺伝子解析（神戸大学小児科、IRUD-Pとの共同研究）

・神戸大学遺伝子診療部などへの出生前遺伝カウンセリングの橋渡し

受診症例、具体的な解析数は別表のとおりである。

【遺伝子解析】

当院症例の遺伝子解析は主に神戸大学小児科との共同研究として行っている。直接シークエンスは結節

性硬化症(TSC2)、Apert症候群(FGFR2)、LEOPARD症候群(PTEN11)、腎コロボーマ症候群(HX2)、

発作性運動誘発性ジスキネジア(PRRT2)、Multicentriccarpotarsalosteolysissyndrome(MAFB)で行った。

MLP盗法では22q11.2欠失症候群(FISH法では同定できないタイプ）の診断ができた。網羅的解析は保険

診療で行えるGバンド法以外に、アレイCGH、次世代シークエンサー(nextgenerationsequencing、NGS)

による解析を研究目的で行っている。本年はアレイCGHでの20番染色体長腕部分欠失症候群や、NGSで

WDR35によるcranioectodermaldysplasiaを診断できた。外部研究機関にも、当院の倫理委員会の承認を得

た上で検体を送付している。大阪府立母子保健総合医療センター、名古屋市立大学、広島大学、神戸大学疫

学などである。これら解析でも診断が同定できない場合は､国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED)

が主導している未診断疾患イニシアチブ(IRUD-P)に検体を送付している。本年は4検体を送付した。

【研究活動】

論文・著書は腎臓、神経、遺伝関係の雑誌で執筆、投稿し掲載された。また、以下のような各種学会での

発表や外部研究会での講演を行った。

【学会活動

2016.4

2016.5

2016.6

2016．7

2016.10

2016.12

(森貞が演題発表したもののみ)】

Thel3thlnternationalCongressofHumanGenetics(Kyoto)

日本小児科学会（札幌）

日本腎臓学会（横浜）

日本小児腎臓病学会（名古屋）

AmericanSocietyofHumanGenetics2016 (Vancouver)

日本小児遺伝学会（東京）
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【院外講演】

2016．9

2016．9

2016．12

第24回中部日本小児腎臓病研究会（松本）

南阪神小児神経疾患研究会（西宮）

第27回Dysmorphologyの夕べ（大阪）

【今後の課題】

当科の課題としては、まだ新しい診療科でなじみが薄いことから、院内外の医療者、患者に対して臨床遺

伝科を受診することの利点について知っていただくことが挙げられる。兵庫県全体に遺伝診療を普及するた

めに各県立病院などにサテライト外来を開設することも検討している。

現在は研究目的での解析事例が多いが、近年保険診療として遺伝子解析が可能な疾患が増加していること

から、持続可能な遺伝医療を行うために保険診療としての遺伝診療を確立する必要がある。この点について

は現在当院医事科とも連携し検討中である。

現在は臨床遺伝専門医1名のみで診療をしていることから、今後は認定遺伝カウンセラー、臨床心理士な

どと連携して本格的な遺伝カウンセリング体制を構築する必要がある。さらに、遺伝性疾患は研究対象とも

なり得ることから、倫理的に適切な形で神戸大学や理研CDBなどとの基礎研究へつなげて行きたいと考え

ている。
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疾患名

神経線維腫症1型

ダウン症候群

22q11.2欠失症候群

13番染色体長腕部分欠失症候群

先天性ミオパチー

Klippel-Feil症候群

大理石骨病

Sturge-Weber症候群

結節性硬化症

先天性関節拘縮症候群

Sotos症候群

滑脳症

家族性拡張型心筋症

Beckwith-Wiedemann症候群

常染色体劣性多発性襄胞腎

脊髄性筋萎縮症

Charcot-Marie-Tooth病

Dandy-Walker症候群

白血病

異数性モザイク症候群

LEOPARD症候群

1q21.1重複症候群

Apert症候群

20q11.2欠失症候群

患者数 疾患名

てんかん性脳症

Alagille症候群

家族性不整脈

内臓逆位症候群

後頭葉てんかん

僧帽弁狭窄

発作性運動誘発性ジスキネジア

腎コロボーマ症候群

均衡型染色体転座

Beals症候群

Kniest異形成

Waardenburg症候群

15qテトラソミー

Y染色体同腕二動原体

MCTO

Cranioectodermaldysplasia
軟骨無形成症候群

片側腎無発生

6q中間部欠失症候群

22ql3重複症候群

皮膚まだら症

原因不明先天異常症候群

原因不明知的障害

》
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
－
１
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
－
１
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
’
１
１
－
１
５
８

８
’
４

３
’
３
’
２
２
－
１
’
１
’
１
１
－
１
１
’
１
’
１
１
’
１
’
１
１
’
１
’
１
１
’
１
１
１

手法 数例症
６
１
必
１
四
４
４

析解

直接シークエンス

MLI弘法

アレイCGH

次世代シークエンサー（腎疾患解析パネル）

次世代シークエンサー（メディカルエクソーム）

外部への依頼事例

IRUD-P
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12．精神神経科

【スタッフ】

部長

医長

非常勤医師

関口典子

玉岡文子

長谷川弘子（神戸市こども家庭センター）

松川悦之（松川神経科診療所）

宮崎美知恵藤井美有淀裕美子

3名

野呂朝子

心理士

非常勤心理士

精神保健福祉士

常勤医師2名、非常勤医師2名で診療を行った。非常勤医師は長谷川（木曜日)、松川（火曜日）が週1

回半コマ外来を担当している。

病院移転に伴う組織改編により、心理士、精神保健福祉士が地域連携部門から診療部精神科の所属となっ

た。

【活動内容】

1）対象疾患は、身体疾患など器質に由来する精神障害から、発達障害、ストレス関連障害を中心として

多岐に渡る。年齢は小学生から中学生の学齢期を中心としている。

2）診療活動は外来診療が主であり、初診予約待ちは2週間程度である。病院移転後は、新たに総合診療

科とともに発達行動外来を担当している。

3）入院患者に対するリエゾンでは、虐待、産後うつなど精神科医が必要とされている分野は多く、小児

がんや救急患者の家族への支援を期待されることもある。心理士､精神保健福祉士が精神科所属となっ

たことで、病棟との連携は以前よりとりやすくなった。今後、より細やかで緊密な関係をとることは

課題である。

4）児童精神科領域での啓蒙、教育研修として聖和短期大学での講義を行った。児童精神科領域に興味を

持つ精神科医の見学を受けいれている。

5）兵庫県の子どものこころの診療ネットワーク事業に参加し、兵庫県内の関連施設と連携している。
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平成28年新患分布

1-2 3－5 6－8 9－11 12-17

’ 幼児
前期

幼児
後期

学童
前期

学童
後期

学
校

中
高

18歳
以上

計

脳損傷、脳機能不全および身体疾患によ
る他の精神障害

FO FO6 1 1

他の不安障害F4 F41 1 2 3

強迫性障害F42 44

重度ストレス反応[重度ストレスへの反
応]および適応障害

F43 3 2 12 3311 5

解離性[転換性]障害F44 4 207 9

身体表現性障害F45 14 367 14 1

摂食障害F5 F50 11

F51 1非器質性睡眠障害 1 1 2

習慣および衝動の障害F6 F63 4 1 5

軽度精神遅滞[知的障害］F7 F70 4 3 122 3

中度[中等度]精神遅滞[知的障害］F71 1 1 2 2 6

重度精神遅滞[知的障害］F72 11

会話および言語の特異的発達障害F8 F80 1 1

広汎性発達障害F84 4 12 23 5910 9 1

多動性障害F9 F90 1 2 2 1 6

行為障害F91 1 4 2 7

行為および情緒の混合性障害F92 1 1

小児期に特異的に発症する社会的機能の
障害

F93 1 1

小児期および青年期に特異的に発症する
社会的機能の障害

F94 1 4 2 7

チック障害F95 3 3

小児期および青年期に通常発症する他の
行動および情緒の障害

F98 1 3 1 5

他| G40 1てんかん他 G40 1てんかん 1 2 33
一

計 7 22 62 57 61 8 217217
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Ⅲ診療統計

【こどもとおやの相談室について】

心理士、精神保健福祉士は、こどもとおやの相談室として活動を開始した。他科からのコンサルテーショ

ンに対し、精神科医師、心理士、精神保健福祉士でチームとしての相談対応も行っている。今後もより広い

診療科と連携を深め、こどもと家族の療養支援を実施していく予定である。

①心理士

外来では、複数の科と連携し、心理アセスメントや心理治療を中心に行っている。

入院では、小児がん拠点病院の認定に伴い、血液腫瘍科との連携を継続している。

②精神保健福祉士

外来、入院において、医療福祉相談、発達相談、療養の相談など様々な相談に対応している。また、

患者だけでなく家族や学校、関係機関からの相談にも対応し、院内外との連携の中心として活動してい

る。

心理士

本人 家族アセスメント
項目

その他 新患ｗ
圭
一

プ
セ

ガ
ロ

呪
云
一

刈
り
ン

カウン

セリン
グ

心理

サポー
ト

結果
報告

知能
発達

診療科 性格 その他 相談

救急総合診療科

代謝内分泌科

神経内科

血液腫瘍科

循環器科

腎臓内科

臨床遺伝科

新生児科

精神科

脳神経外科

一般外科

リウマチ科

救急集中治療科

耳鼻咽喉科

合計

”
｜
翅
一
羽
一
ｎ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
加
一
妬
一
妬
－
１
’
２
－
２
｜
Ⅳ
｜
麺

弘
一
畑
妬
－
７
’
３

8 1 ７
’
２
｜
廻
一
岨
－
１

６
卿
－
２
’
１

1 １
ｌ
３
ｌ
ｕ
ｌ
８

４
’
８
｜
弧
一
調

6601

４
｜
調
一
配
一
”
’
１
’
２

１
’
昭
－
４

1

３
’
１

1331 691 991 138 型
－
１
８

2

2９
’
２
汚

２
－
ｍ

24

412

7

150

１
｜
” 291251 991 138 601
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PSW相談内容別

学校・

園・

教育関係

こども

家庭

センター

本人・

家族

蝿
跨

福祉

事務所

訪問

看識

児童福祉

施設
相談内容／対象 院内 その他 計

福祉･経済問題 60 165 0 37 16 3 8 15 7 311

療養問題

教育問題

120 298 3 6 22 25 52839 13 2

7 14 0 10 21 0 1 0 “

家庭問題
『一

｡ 66 2 11 13 1083 4 4 0

心理情緒的問題 69 023 0 1 0 0 0 93 0

養育問題 23 84 5 13 31 3 3 4 0 166

受診援助 44 98 1 3 5 2 1721 10 8

その他 0 13 1 0 1 1 0 0 0 16

計 328 12 70761 9(） 58 55 47 17 1438

支援方法別

面接 267 630 0 3 19 96415 5 21 4

電話 61 130 12 65 70 42 24 44833 11

文書 0 0 2 261 1 1 17 2 2

計 328 761 12 70 90 58 55 47 143817

初回相談依頼者

院内 院外

－58－

精神科

救急総合診療科

代謝内分泌内科

腎臓内

小児外

脳神経外科

整形外科

その他の科

38

19

2

2

2

2

2

1

市町村

家族

こども家庭センター

学校

その他

6

5

5

2

1



Ⅲ診療統計

13．小児外科

小児外科スタッフ

副院長（科長）前田貢作（昭和54年卒）

部長 横井暁子（平成2年卒）

部長 中尾真（平成3年卒）

医長 福澤宏明 （平成11年卒）

医長 久松千恵子（平成12年卒）

医長 大片祐一（平成16年卒）

医長 森田圭一（平成17年卒）

小児外科フェロー・専攻医

フェロー 三浦紫津

フェロー 山木聡史

フェロー 三島泰彦

フェロー 矢部清晃

フェロー 關根沙知

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

卒
卒
卒
卒
卒

年
年
年
年
年

７
８
２
３
３

１
１
２
２
２

成
成
成
成
成

平
平
平
平
平

ｌ
ｌ
く
く
く

【人事異動】

4月に中尾真医師が大分県立病院小児外科よ4月に中尾真医師が大分県立病院小児外科より赴任された。また、三浦紫津医師が京都府立医科大学小児

外科より、山木聡史医師が宮城県立こども病院小児外科より、矢部清晃医師が東京女子医科大学八千代医療

センター小児外科より、關根沙知医師が自治医科大学小児外科よりそれぞれ赴任された。

【診療活動】

入院手術は866件、日帰り手術は219件であった。全手術件数は1085件であった。カンファレンスにつ

いては、昨年同様に術前・術後カンファレンス（各1回／週)、抄読会（1回／週)、クリニカルカンファレ

ンス（2回／週）を行った。

【教育活動】

例年通り神戸大学4年生のBSLを2週間毎に6－7名を受け入れた。熊本大学からは5年生を臨床実習

生として受け入れた。海外からは短期留学生としてタイChulalongkon大学よりOradaSa-nguantrakul医師

を受け入れた（平成26年10月より1か月間)。

【学会活動】

日本小児外科学会、小児血液がん学会、日本周産期新生児学会、日本内視鏡手術手技研究会、日本小児呼

吸器科研究会など多数の学会・研究会で発表した。発表論文は邦文12編、英文10編であった。
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入院手術866例 Hirschsprung病／類縁疾患
腹腔鏡補助下Swenson手術

腹腔鏡補助下DuhRmel手術

開腹Swenson手術

直腸・結腸生検
人工肛門造設・再造設術

腸瘻造設・閉鎖・吻合

謄腸管遺残

特発性消化管穿孔
壊死性腸炎

先天性回腸狭窄

胎便性イレウス

腸管膜裂孔ヘルニア

外傷性消化管穿孔縫合閉鎖
腹腔鏡下虫垂切除術

人工肛門ポリープ切除

’
１
１
１
６
３
－
１
１
２
２
３
１
１
０
２

２

頭頚部 舌切除術（巨大舌リンパ管種）

頚部褒胞摘出術

甲状舌管嚢腫摘出術

梨状窩瘻摘出術

経口的梨状窩瘻摘出(梨状窩瘻再発）
側頸痩手術

喉頭食道裂手術

１
１
２
２
１
２
１

気道 声帯外方移動術(Ejnell法）
声門下腔狭窄症

喉頭前方切開、T-mbe留置

肋軟骨グラフト、前方切開、T-tube

留置

肋軟骨グラフト、前後方切開､T-tube

留置

気管狭窄症

スライド気管形成術

縫合不全・再形成
その他の気管形成
気管バルーン拡張術

気管軟化症

気管つり上げ術

喉頭嚢胞切除
気管切開術

気管切開孔形成術

気管切開孔閉鎖術

喉頭気管分離術
腕頭動脈離断術

腕頭動脈胸骨固定術（つり上げ術）
ビデオ喉頭鏡下処置(腫瘤生検など）

１
－
３

1

1

’
８
１
２
３
’
１
１
９
１
７
２
１
２
２

２

直腸肛門 直腸肛門奇形／鎖肛
PSARP

仙骨会陰式鎖肛根治術(SP)

肛門移動術(Potts法）

カットバック

直腸前庭痔瘻閉鎖術
人工肛門造設術

人工肛門閉鎖術

人工肛門再造設

人工肛門ポリープ切除

根治術後再肛門形成術
総排泄腔遺残症根治術

膣形成

便失禁に対する肛門管形成術

痔核・痔瘻手術

肛門粘膜脱切除・Gant三輪法

肛門周囲膿瘍手術（切開排膿など）

摘便

’
３
１
１
２
１
５
７
２
２
５
１
１
１
３
１
１
３

肺 肺部分切除

肺葉切除
胸腔鏡下肺生検
肺剥皮術

８
４
１
２

肝胆膵脾 先天性胆道拡張症

肝外胆管切除肝管空腸吻合術
腹腔鏡下肝外胆管切除肝管空腸吻合術

胆蕊砿造設

腹腔鏡下胆嚢瘻造設
胆道閉鎖症葛西手術

逆行性門脈造影・肝生検
腹腔鏡下／開腹胆嚢摘出術
REXシャント手術

胸壁・縦隔 漏斗胸

Nussbar挿入術

Nussbar抜去術

RaVitch法

胸腔鏡下縦隔腫瘍摘出術

’
４
２
３
１
３
１
２
１

’
１
２
１
１

横隔膜 先天性横隔膜ヘルニア

開腹直接閉鎖

胸腔鏡下直接閉鎖

’
４
２

食道 食道閉鎖症

TEF離断食道食道吻合術
食道食道吻合術
TEF離断冑瘻造設術

胸壁外食道延長術

胸腔鏡下H型食道閉鎖根治術

’
４
１
１
１
１

腹壁 膳帯・謄帯内ヘルニア

一期的閉鎖
腹壁破裂

腹壁閉鎖術

鼠径ヘルニア根治術／陰壷水腫手術
腹腔鏡下鼠径ヘルニア根治術(LPEC)

腹腔鏡補助下両側内鼠径ヘルニア根治術
謄ヘルニア手術
白線ヘルニア手術

－
２
－
１
鯉
７
１
５
１

開腹胃瘻造設術

腹腔鏡下胃瘻造設術
胃瘻再造設

胄瘻閉鎖術

開腹噴門形成術

腹腔鏡下噴門形成術
肥厚性幽門狭窄症手術
胄軸捻転に対する胃固定術

胃 ４
４
３
３
７
７
５
１

泌尿・生殖器 尿膜管遺残摘出術

卵巣腫瘍

腫瘍摘出術／付属器切除術
腫瘍核出術
卵巣腫瘍再発に対する核出術

１
’
２
２
１十二指腸

小腸・大腸

-'一二指腸閉鎖・狭窄症手術

腸回転異常症手術
空腸閉鎖・狭窄症根治術
観血的腸重積整復術
腹腔鏡補助下／メッケル憩室切除術
イレウス解除術・腸管切除術
腸管膜褒腫摘出術

６
’
３
４
６
１
０
１
１

腫瘍 肝芽腫

開腹腫瘍生検
腫瘍摘出術
神経芽腫

腫瘍生検

腫瘍摘出術

’
３
４
’
２
５
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長期留置型CVカテーテル抜去

中心静脈ポート留置・ 抜去
テンコフカテーテル留置

テンコフカテーテル抜去

テンコフカテーテル位置変更・再固定術

気管支鏡検査・処置

気管支鏡下肉芽切除・レーザー焼灼
気管支鏡下異物摘出

上部消化管内視鏡検査
異物摘出
バルーン拡張
ERCP

下部消化管内視鏡
ポリペクトミー

腎芽腫

腫瘍摘出術

その他の腫瘍生検

その他の腫瘍切除
リンパ管腫硬化療法
リンパ管腫切除

皮層。皮下腫瘍摘出術
処置．検査胸腔ドレナージ・ドレーン留置

縦隔洗浄ドレナージ

切開排膿・デブリードメント

試験開腹術

開腹止血術
長期留置型CVカテーテル留置

４
３
５
２
４
７
１
１
８
７
４
１
２
３

７
８
２
２
１

１

’
１
６
９
２
１
６
’
２
１
２
３
４
５７

日帰り手術219例

鼠径ヘルニア手術

膳ヘルニア手術

上部消化管内視鏡

精巣固定術

陰唇癒合剥離術
腹壁ヘルニア手術

皮下腫瘍切除
肛門ポリープ切除

膳ポリープ切除

肛門刺激装置を用いた肛門位置の確認

蠅
一
昭
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
－
１
－
２
１

新生児手術

病名 術式

左下咽頭梨状窩瘻切除

襄胞ドレナージ

襄胞開窓術

肺部分切除術

気管食道瘻離断、食道食道吻合（一期的吻合）

気管食道瘻離断十胄瘻造設

開腹横隔膜ヘルニア修復術

胸腔鏡下横隔膜ヘルニア修復術

気管バルーン拡張術

ダイアモンド吻合術

癒着剥離術

腸切除吻合

Ladd手術

腸瘻造設術

腸切除・腸瘻造設術

腸瘻造設術

再腸瘻造設・腸瘻閉鎖術

開腹止血術

人工肛門造設術

肛門形成術

cutb2(Tk

鶴
－
１
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
－
２
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
１
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
－
２
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
２

左下咽頭梨状窩瘻

左頚部襄胞

咽頭襄胞

気胸

先天性食道閉鎖症

先天性左横隔膜ヘルニア

先天性気管狭窄症

先天性十二指腸閉鎖症・狭窄症

十二指腸閉鎖術後通過障害

先天性小腸閉鎖症

腸回転異常症

ヒルシュスプルング病類縁疾患

新生児壊死性腸炎

胎便性イレウス

膳腸痔瘻術後、縫合不全

腹腔内出血

鎖肛
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胆道閉鎖症 葛西手術

肝管空腸吻合術

胆雲瘻造設術

一期的根治術

腹壁閉鎖術（回腸閉鎖に対する腸管切除吻合）

腹壁閉鎖術

尿膜管摘出術

人工肛門造設術

気管切開術

ヒックマンカテーテル留置術

計

１
’
１
－
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
団

先天性胆道拡張症

膳帯ヘルニア

腹壁破裂

尿膜管瘻

総排泄腔遺残
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ⅡI診療統計

14．心臓血管外科

【スタッフ紹介】

部長（手術部長兼任）大嶋義博（昭和57年神戸大卒)、

神戸大学医学研究科医科学専攻外科系講座客員教授、

心臓血管外科専門医、同修練指導者

医長松久弘典（平成’'年神戸大卒）心臓血管外科専門医

医長日隈智憲（平成12年神戸大卒）心臓血管外科専門医

フェロー

松島 ｜唆介（平成20年大阪大卒）心臓血管外科専門医

岩城隆馬（平成'9年愛媛大卒）心臓血管外科専門医

専攻医（心臓血管外科修練医）

村上優 （平成23年神戸大卒）

【診療体制】

外来：月、水、金の午後2診

手術：月～金。

心臓センター開設後、外科・内科のより緊密な連携に加え、加古川中央市民病院や神戸大学との地域連携、

救急医療の強化も含め、新たな体制づくりが進んでいる。圓尾文子先生は27年4月に加古川中央市民へ、山

本真由子先生が高砂市民病院へ転任、入れ替わりに日隈智憲先生が富山大学より、村上優先生が沖縄県立

南部医療センターより赴任した。また、新病院移転後5月からは長谷川智巳先生が集中治療科スタッフと

して、CICuPICulCUの診療に従事している。新病院移転後は、術前・術後管理を集中治療医に委ねるよ

うになり、心臓外科医、循環器医の業務内容が大きく変化している。

移転による周産期部門の入院制限、手術制限の影響は多少みられ、新生児の症例は例年を下回ったが、全

体の手術件数はほぼ横ばいであった。2016年の体外循環を用いた手術は185例（新生児15例)、体外循環非

使用の心臓手術は52例（新生児30例)、その他41例であった。術後30日未満の手術死亡は3例で、胎児期

からの高度房室弁逆流例や多臓器不全を伴った未熟児動脈管症例など、救命困難例であった。毎朝のCICU

カンファレンス、麻酔科との術前カンファレンス、毎週月曜朝の術前検討会、夕方の循環器カンファレンス、

金曜の術後検討会に加え、循環器科および複数科とのauditmeetingも定期的に行っている。

学会活動:Sprmg8における他施設共同研究では、科研費取得や複数の英文掲載、さらに全国学会で最優

秀演題に選出されるなど成果を上げている。その他、英文、邦文論文が掲載あるいは投稿中で、海外学会、

胸部外科学会、心臓血管外科学会、小児循環器学会、その他、多数の学会、研究会にて発表した。
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28日未満 ｜ ～1歳未満 ’ 1歳～17歳 | 18歳以上 ｜ 総数
症例｜死亡駐院死d症例｜死亡腱院死亡|症例｜死亡権院死亡|症例1死亡雁院死亡|症例｜死亡催院死亡

術式（疾患）

PDA

CoA(simple)
+VSD
+DORV
+AVSD
+TGA
+SV
+others

１
１

１
４

1 〔
Ｚ
Ｐ
ｂ

1

2 2

11

IAA(sinmple)
+VSD

+DORV

+'Iruncus

+TGA

+SV

+others

１
２

1

1

11

VascularrinR
PS

PPAorcriticalPS

１
’
１
－
１

１
’
２
－
１

1

TAPVR

asplenia

３
２

３
３1 1 1

PAPVR±ASD

ASD

Cortriatriah]m

AVSD(partial)

２
｜
調

２
｜
羽

21 1

AVSD(complete)
+TForDORV

+others

32 1

VSD(1)

VSD(norlV)
VSD(111)
VSD+PS

DCRV±VSD

AneurVsmofsmusValsalva

１
妬
－
４

２
｜
、

３
｜
幻

4

TF 4

1

5 9

1(SPshunt)
IM+VSD(Rastelli)

(SPshunt)
(UFztshunt)

１
１

１
１

DORV 1 4 5

TGA(simple)
+VSD

+VSD+PS

１
２

１
２

correctedTGA

Truncusarteriosus

1 1

(SPshunt)
(BDG)
(Fontan)

SV ３
８

３
０
６

１２
６

(SPshunt)
(BDG)
(Fontan)

T独

2 2

(Norwood)
(BDG)
(Fontan)

HLHS ４
６

1 ５
６
１

１
１

Aorticvalvelesion (形成）
（弁置換）

SAS
supraAS

２
１

２
１

Mitralvalvelesion(MR形成）
(MR弁置換）
(MS形成）
(MS弁置換）

2
1

２
１

Ebstem

CoronarVdisease

その他 1 1

再手術 VSD再閉鎖
PS解除
RVL肌導管再置換
(PⅥ孔を伴う）
その他

1 1 『
上
７５

４
２
１3 8

総数 15 1 1 1 92 21 75 185 1 33

－64－



Ⅲ診療統計

｢禦
一

1

～1歳未満

藝 菰罐誠
28日未満

症例｜死亡胚院死亡
17 1 1

術式（疾患） 庇院死亡
1

症例｜死亡胚院死亡
4

趣
幻PDA

CoA(simple)
+VSD

+DORV

+AVSD

+TGA

+SV

+others

１
１
１

1

１
１

1

IAA(smmple)
+VSD

+DORV

+Tifuncus

+TGA

+SV
+others

11

11

22VascularrinR
PS

PPAorcriticalPS

TAPVR

asplema
０
’
０
’
０
－
０
ｌ
６
０
０
ｌ
０
－
２
－
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
－
１
２
－
０
ｌ
０
４
０
ｌ
０
ｌ
０

６
０
０

０
４
０

正弘PVR±ASD

ASD
Cortri月friat''m

AVSD(partial)
AVSD(complete)

+TForDORV
+others

1 5

の
皿
而
一
畷

VSD(1)

VSD(norlV)
VSD(111)
VSD+PS

DCRV±VSD

AneurvsmofsmusValsalva
TF

PA+VSD
DORV

2

１
－
２

TGA(simple)
+VSD
+VSD+PS

3 1

correctedTGA
Truncusarteriosus

０
２

(SPshunt)
(HB)

SV

1 12 1 1

０
０
０

(SPshmt)
(BDG)
(Fontan)

T強

３
０

HLHS (bn.PAB)
(SPshunt追加）

3

０
０
０
０

Aorticvalvelesion (形成）
（弁置換）

SAS
supraAS

Mitralvalvelesion(MR形成）
(MR弁置換）
(MS形成）
(MS弁置換）

０
０
０
０
0Ebstein

Coronarvdisease

その他

０
０

０
０
０
０

VSD再閉鎖
PS解除
RVE脳導管再置換
(PVRを伴う）

再手術

I

０
－
砲

その他
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

総数

２
－
３ 20 0 230 2 21 19 0 0 0 0 0

|横隔膜縫縮
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気管腕頭動脈瘻
縦隔炎手術
鋤癖
罰鱸團im

m剛罰鋸彊

…価

総言

那雨麺

1
1

2
3

41 2 2

皮下膿瘍、デブリードメント
ペースメーカー植え込み
ペースメーカー電池交換
心嚢ドレナージ
ECMO装着（ショック）
ECMO装着(気管形成術等）

朧翻甑

3
7
4
4

10
5

死疸

2

涌鵬爾而目

2

1



15．脳神経外科

2016年度の脳神経外科スタッフは長嶋達也(院長)､河村淳史(診療科長)､小山淳二（医長)､阿久津宣行(医

長)、の指導医とローテーション医師とで診療に従事した。

専攻医として、2015年10月1日-2016年3月31日は山口陽二（医員)、2016年4月1日－9月30日は

橋口充（医員)、2016年10月1日から山下俊輔（医員）が脳神経外科専門医研修の一環として着任した。

診療活動では2016年5月の病院移転に伴い外来患者数の増加と共に、兵庫県下のみならず他府県からの

紹介及びセカンドオピニオン例も増加している。当施設脳神経外科の特色は複数科との連携によるチーム医

療であり、血液腫瘍内科・放射線治療科・臨床病理部との集学的治療を必要とする脳脊髄腫瘍症例、整形外

科・泌尿器科・育児内科との治療および管理は必要な二分脊椎症例、形成外科合同の外科的治療を要する頭

蓋顔面奇形症例、救急集中治療科をはじめ多数科との協力が必要な頭部外傷・多発外傷症例などを中心に積

極的な治療に取り組んでいる。

特に小児脳腫瘍に関しては小児がん拠点病院として全人的医療を実施するために必要な部署と連携して治

療チームを編成し、時間を取って診療に従事している。

また正常組織への侵襲の少ない陽子線治療にも対応可能な体制を構築し、鎮静が必要な症例も含め既に

11例を経験した。

各症例においては地域小児医療各方面と密な連絡・連携を保ちながら長期の追跡を行ない、成人した時点

でのQOLの向上を目指しており、神経奇形、頭部外傷、脳腫瘍を中心に国際的な水準を維持する手術・治

療成績を積み重ねていく所存である。

脳神経外科手術ナピゲーションが順調に稼働し、新型顕微鏡も導入したので困難な手術を支える施設面も

充実した。今後も24時間365日、あらゆる小児の脳神経外科手術に対応するという体制を維持し続けたい。

その他の活動

（1）カンファレンス；毎週水曜日腫瘍治療検討会、月1回二分脊椎カンファレンス、随時頭部外傷

カンファレンス、陽子線治療検討会

（2）学会参加j日本小児神経外科学会、脳神経外科学会学術総会、日本脳神経外科コングレス、日本脳神

経外科学会近畿支部学術集会、日本二分脊椎研究会、日本こども病院神経外科医会、日本脳卒中学会

学術総会、日本脳腫瘍学会､小児血液･がん学会学術集会、日本脳腫瘍病理学会、日本神経内視鏡学会、

日本粒子線臨床研究会などへの参加
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Ⅲ診療統計

2016年入院患者内訳 2016年度脳神経外科手術件数

件数ネフローゼ症候群

IgA腎症

IgM腎症

膜性腎症

“
’
６
２
ｌ
１
－
１
ｌ
６
ｌ
５
２
ｌ
５
１
ｌ
２
妬
４
’
３
２
１
珀
一
２

脳神経外科的手術の総数”

1 ，脳腫瘍､《

摘出術 10
開頭生検術 0
経蝶形骨洞手術 3

2 脳血管障害

バイパス手術 12
開頭血腫除去術 0
脳血管奇形手術 3

3 ‘外傷 ゞ

急性硬膜外血腫 l
急性硬膜下血腫 3
減圧開頭術 1
慢性硬膜下血腫 2

4 奇形

頭蓋・脳 14
脊髄・脊椎 30

5 水頭症

脳室シャント術 36
内視鏡手術 2

6 脊髄・脊椎

腫瘍 12
脊髄空洞症 0

7 その他 12
8 血管内手術． 0
9 定位放射線治療 0
10陽子線治療 5

146

7

C3腎症

IgA血管炎
HSPN

急性糸球体腎炎

SLE

溶血性尿毒症症候群

ARPKD

尿路感染症

腎移植後

急性腎不全

高血圧

ネフロンろう

慢性腎不全（腹膜透析）
CKD

〈
ロ 計 124名

日本脳神経外科学会の分類に準ずる
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16．形成外科

2016年は3月末に長い期間にわたり多大な貢献のあった大山知樹医師が退職し、交代で大阪労災病院か

ら小野田素大医師が4月より赴任した。スタッフの構成は池村光之介医師(2015年3月～）と杉尾勇太医師

(2016年1月～）の三名体制で診療に従事した。診療面では、病院の移転に伴い前年度に比べ手術件数の減

少となったが、ルビーレーザーとVbeamレーザーでの色素性疾患の治療実績が地域に浸透し、治療件数・

紹介患者数ともに順調な伸張が見られたのと、依然として唇顎口蓋裂の治療実績に対する評価は変わらず、

一定の紹介患者数を確保している。今後は小耳症や先天性眼瞼下垂、瞼裂狭小などの比較的稀な先天性疾患

の治療実績を蓄積し、他施設との差別化をさらに推進していく予定である。

年間の患者数及び手術件数

2016年1月1日～12月31日

392名

244名（延べ人数ではない）

形成外科新患者数

形成外科入院患者数

形成外科手術件数

入院手術 全身麻酔

腰麻・伝達麻酔

局所麻酔・その他＊

外来手術 全身麻酔

腰麻・伝達麻酔

局所麻酔・その他＊

手術内容区分

236件（合計237件）

0件

0件

131件（合計445件）

0件

314件＊その他には無麻酔や分類不明を入れる

件 数

入院手術

全身麻酔 ｜腰麻･伝達麻酔|局所麻酔･その他’
9 1

－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

2 1
2 1
1 1

－－－一一一一一一一一一一一

外来手術

全身麻酔 ｜溺孫･伝達麻酔|局所麻酔･その他
1 1

区 分区 分
計

I .外傷

雑‘藤僧‘化学損傷･電撃傷で全身認を要する非手術例

熱傷・凍傷・化学損傷・電撃傷の手術例

顔面軟部組織損傷

顔面骨折

頭部・頚部・体幹の外傷

上肢の外傷

下肢の外傷

外傷後の組織欠損（2次再建）

10

一一一一一一－一一一一一一－－一－
３
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
０
－
３
ｌ
１
－
０
－
”
｜
拓
一
鯛
－
２
｜
蛆
－
８
｜
血
一
閖
一
２
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
０
ｌ
妬
－
１
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
－
０
ｌ
獅
一
却
一
０

1

３
’
１

Ⅱ先天異常

唇裂・口蓋裂

頭蓋・顎・顔面の先天異常

頚部の先天異常

四肢の先天異常

体幹（その他）の先天異常

蝿
一
的
一
妬
－
１
｜
卿
７
｜
娼
調
－
１
’
１
’
２

“
’
４
一
説
１
’
１
１
｜
盟
一
麺

４
’
２
’
１

1

Ⅲ、腫蕩

良性腫鰯（レーザー治療を除く）

悪性腫蕩

腫蛎の続発症

腫蕩切除後の組織欠損（一次再建）

腫瘍切除後の組織欠損（二次再建）

１
’
１

４
’
４

Ⅳ、疲痕・疲痕拘縮・ケロイド 岨
－
１
’
１

2 2

V.難治性潰瘍

褥瘡

その他の潰瘍

炎症・変性疾患

美容（手術）

その他

Ⅵ
｜
Ⅶ
一
Ⅷ

I

Rxtra.レーザー治療

良性胆蛎でのレーザー治療例

美容処侭でのレーザー治療例

鉈
一
詑

１
’
１

304
－

304

大分類計 314 1 682236 0 1311 0
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17．整形外科

2016年度の整形外科は茨木一行医師が転出し、新に山本哲也医師が赴任した。さらに琉球大学より山中

理菜医師（フェロー）を国内留学医として迎えた。これにより、薩摩眞一（部長）小林大介（リハビリテー

ション部長と兼任)、坂田亮介（医長)、衣笠真紀（医長）に上記2名を加えた6人の体制にて、診療に従事

した。

従来より、股関節、足部疾患を中心に、兵庫県内のみならず他府県よりの紹介患児を幅広く受け入れ、多

彩な小児整形外科疾患の診療を行ってきた。本年度より、外来枠を従来の月曜日午後、火曜日終日、水曜日

午前に加え、金曜日午前を新に開設し、増加する外来患児の診療にあたっている。また、他院では手術困難

な全身状態を含めたハイリスク患児の手術も、集中治療部や麻酔科、外科、循環器内科などの関係各科との

連携に支えられ、多数行っている。これらの診療経験及び実績を蓄積し、専攻医を含めた後進の指導を行う

一方で、本年度は第58回近畿小児整形外科懇話会を当院で主催するなど学術研究を推進している。

2016年度は兵庫県立こども病院として、新病院への移転という大きな転換点を迎えたが、同時にこれま

で以上の救急診療の充実を目指す方針となり、救急診療に大きく関わる当科としても診療体制の再構築を迫

られた。麻酔科の強力なバックアップを得て、整形外科単科として、救急診療、緊急手術を行う体制を整え

るだけではなく、救急診療部との連携の確立を研修会や症例検討会を通して行ってきた。これにより、今後

の兵庫県立こども病院における救急診療体制に大きく寄与できるものと考えている。

新病院に移転した本年度の手術実績は、下記の通り261件と新病院移転後増加している。これに対応する

ため、スタッフの教育、確保を含めた診療体制のさらなる整備が今後の課題となっていく。県内、近隣の小

児整形外科患児のため、より一層の努力を進めていく所存である。
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手術

計
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２
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０
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術
２

手

9
23
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病名 術式

切腱術

矯正術、ロッド延長、病巣掻爬など

頸椎固定術ハロー装着など

観血的整復術

大腿骨骨きり術など

臼蓋形成術（ソルター骨盤骨切り術以外）

ソルター骨盤骨切り術
大腿骨骨きり術

大腿骨骨切り術

ピンニング

筋解離術（観血的整復術含む）

骨盤骨切り術など（大腿骨切り合併含む）
観血整復

鏡視下手術など

アキレス腱皮下切腱術(Ponseti)

斜 頚

側弩症 後弩症

脊椎疾患（側弩を除く）

体 幹

先天性股関節脱臼など

（麻癖性除 く ）

股 関 節 ス 病テペ ル
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麻陣性股関節脱臼など、

先天性股関節脱臼以外の疾患
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関節炎、円板状半月板など
膝 関 節

軟部組織解離術腱移行術

エバンス手術アキレス腱延長術など

先天性内反足
17

足根骨骨切り（トリプル骨切り術など）
軟部組織解離術腱移行術など

それ以外の変形矯正(創外固定､骨切り術含む）
変形矯正術など

形成術など

その他骨接合、骨移植など

脚延長,変形矯正（創外固定使用）
成長抑止術（8プレート）

短管骨延長

変形矯正(創外固定使用以外）
癒合部切除
摘出など

矯正、切断など

観血的整復術

上肢骨延長術（上腕、前腕）
回旋骨切り術

整復固定術

整復固定

骨接合術など

鋼線牽引
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18．リハビリテーション科

リハビリテーション科は2016年5月より当院が移転された際に新設された科である。病院の規模、性質

を考えると遅すぎた感はあるがまずは第一歩と考えている。施設基準としては、開設時、脳血管疾患リハビ

リテーション料Ⅱ、運動器疾患リハビリテーション料Ⅱ、呼吸器疾患リハビリテーション料I、廃用症候群

リハビリテーション料Ⅱに加えて、9月には障害児リハビリテーション料を取得した。新病院の2階に念願

の理学療法室が設置され入院、外来患者のリハビリテーションを行っている。全国的にも小児のリハビリテ

ーションを専門的に行う施設は少なく我々の担う役割は非常に大きいと認識している。病院の性格上急性期

のリハビリテーションがメインとなるが余裕があれば当院に多く通院する二分脊椎などの先天性疾患の患者

の外来リハビリテーションも充実させたい。また2017年1月に医師、看護師、セラピストがグループとな

りがんリハビリテーション講習を受講しがんリハビリテーションとしての申請が可能になった。当院に多く

入院する小児がん患者のリハビリテーションを今後さらに充実させていきたいと考えている。今回のリハビ

リテーション科新設に際しセラピストの増員はあったものの同規模の他病院と比べるとまだまだその人数は

少なくどうしても仕事に限界が出てきてしまう。今後粘り強く人員増要求をしていきたい。

スタッフ

平成28年5月こども病院移設とともに開設◎

作業療法士1名、言語聴覚士1名の増員となり、

となる。

開設に伴い小林大介医師が部長に就任。理学療法士1名、

理学療法士2名、作業療法士1名、言語聴覚士4名の体制

平成28年度施設基準別患者数および単位数（平成28年5月～12月）

1理学療法

施設基準

脳血管疾患等リハ料(11)

運動器疾患リハ料(11)

呼吸器疾患リハ料(1)

障害児リハ料6歳未満

障害児リハ料6歳以上18歳未満

障害児リハ料18歳以上

廃用症候群リハ料

がんリハ料

脳血管疾患等リハ料(Ⅱ）

運動器疾患リハ料(Ⅱ）

呼吸器疾患リハ料(1)

障害児リハ料6歳未満

障害児リハ料6歳以上18歳未満

障害児リハ料18歳以上

患者数

1,085
520

416

135

51

39

111

0

81

102

1

14

9

1

2,565

単位数

1,744

1,043
692

220

105

66

191

0

175

253

1

33

19

3

4，545

入院

外来

計
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2作業療法

施設基準

脳血管疾患等リハ料(Ⅱ）

運動器疾患リハ料(Ⅱ）

呼吸器疾患リハ料(1)

障害児リハ料6歳未満

障害児リハ料6歳以上18歳未満

障害児リハ料18歳以上

廃用症候群リハ料

がんリハ料

脳血管疾患等リハ料(I1)

運動器疾患リハ料(Ⅱ）

呼吸器疾患リハ料(1)

障害児リハ料6歳未満

障害児リハ料6歳以上18歳未満

障害児リハ料18歳以上

患者数

638

92

6

194

34

23

287

0

41

7

0

18

2

0

1,342

単位数

1,038
169

13

323

65

42

623

0

95

20

0

44

6

0

2,438

入院

外来

計

3.言語聴覚療法

施設基準

脳血管疾患等リハ料(Ⅱ）

障害児リハ料6歳未満

障害児リハ料6歳以上18歳未満

障害児リハ料18歳以上

がんリハ料

脳血管疾患等リハ料(Ⅱ）

障害児リハ料6歳未満

障害児リハ料6歳以上18歳未満

障害児リハ料18歳以上

患者数

1,290
180

20

0

0

446

3

0

0

1，939

単位数

2,661
342

34

0

0

1,118
5

0

0

4，160

入院

外来

計

4.言語聴覚士耳鼻咽頭科関連業務件数
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検査項目

標準純音聴力検査

標準語音】

気道純音1

遊戯聴力検査

補聴器適合検査1回目

補聴器適合検査2回目以降

計

力検査

力検査

件数

487

46

255

2,870

39

249

3,946
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19．眼科

本年度の眼科医師の異動は以下の通り。3月末に前田祥史専攻医が1年間の研修を終え、三菱神戸病院に

異動、後任として4月に中野由美子専攻医が着任した。

新病院への移転に際して大きな懸案事項であった電子カルテの導入については、眼科部門システムの作り

込みや手入力が必要となる検査の多くについてテンプレートを用意するなど､事前の作業が奏を功した結果、

心配された様な大きな混乱はなかった。電子カルテへの記載や閲覧の慣れ、実際の稼働に伴う部門システム

各所の手直しなどを経て、当初、大きな制限をかけていた外来の予約枠も、順次、広げていくことが出来、

秋頃には移転前と同様の患者数で外来診療を行える状況となった。

移転と同時に長年の要望が叶った静的視野計、光干渉断層計(OCT:OpticalCoherenceTbmography)な

ど検査機器の新規導入も診療に弾みをつける結果となった。特に、後者、平たく言うと眼底の三次元画像解

析装置であるが、この導入により、従来、限られた疾患のみに行っていた眼底画像検査の件数が大きく伸び

た。対象となる患者の増加のみならず、これまで推察するしかなかった眼底深部の評価が可能となったこと

で、各種網膜変性など先天性疾患の診断精度が向上するとともに、より若年例での診断に繋がるものと期待

している。

2016年眼科新患統計

乳児 幼児 学童 思春期
病名 新生児 合計

1～3歳1～5ヶ月6～11ヶ月 4～6歳 7～9歳 10～12歳 13歳以上

屈折異常 0 8 29 191 171 75 47 20 541

弱 視 0 0 0 47 39 7 3 3 99

斜視及び疑い 0 3 44 135 83 32 23 8 328

未熟眼底 0 0 0 0 0 0 0 0 0

未熟児網膜症 0 6 2 2 8 4 0 0 22

眼瞼疾患 2 19 20 50 23 13 1292 0

涙器疾患 0 6 6 20 0 1 1 0 34

結膜疾患 0 1 1 7 0 I 4 0 14

角膜・強膜疾患 1 7 5 15 1 6 6 465

ブドウ膜疾患 0 9 3 5 6 1 1 0 25

網膜・硝子体疾患 6 10 22 14 8 0 6 737

水晶体疾患 3 7 8 26 9 1 5 3 62

眼窩疾患 0 0 0 2 0 1 0 30

遺伝性疾患 0 0 0 0 1 2 2 0 5

視神経・視路疾患 0 2 3 7 9 12 6 4 43

眼 振 0 5 3 2 1 2 0 130

緑 内 障 0 2 2 18 4 7 13 7 53

外 傷 0 0 0 1 1 1 0 30

｜
｜
｜
’

症 候 群 0 0 1 6 0 81 0 0

心因性視力障害 0 0 0 0 0 12 141 1

腫 瘍 0 8 0 7 3 0 0 0 18

そ の 他 1 5 8 3 貝
U 9 2 0 33

小 計 13 98 157 558 372 188 122 58 1566
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(2)入院手術

学童乳児 幼児
新生児 思春期 計

前期 後期 前期 後期 前期 後期

視斜 90 25 2530 0 5 20 37 76

内 反 症 520 0 0 8 13 14 14 3
z

0： 00 1.::‐
Z 一

眼瞼下垂 00 0 0 1

眼瞼・眼窩疾患 3 3 0 140 0 0 5 3

結膜疾患（腫瘍） 0 60 0 1 1 0 1 3

0 0 雪、0i｡｡ - -･0 こ 0角 膜疾患 0 0 0 0

網膜疾患（腫瘍） 0 0 0 1 0 0 20 1

硝 子 体 0 0 10 1 0 0 0 0
塁

‘5 鐸I

零‐峯=彦謡1諺篭 ．0鼻涙管閉鎖及び異常 0 0 1 0 9、2

眼瞼形成 0 00 0 0 0 0 0 0

緑 内 障 0 4 0 0 0 0 3 1 8

．、 0 、雲"6 ､義箕"4
軍 一 国翁令 . .

画嘩

白 内 障 0 3 2 2 20~'密" .≦3鱸：
…

未熟児網膜症 00 3 0 0 0 0 0 3

眼球振鎧症 0 0 0 0 0 3 0 0 3

0 織鍵 灘灘3 鶴蘂’
嶺 幽…温』､ ‐

点:壜‘魁慰2－ 霊‘ 、，＃‘ ．Oも 刺
、 Fk

10”外傷・検査・その他 1 18］

計
〈
ロ 56 62 34 3900 12 7 104 115

2016年訓練及び検査人数（合計828名）

－75－

f戒r（プリズム検査）

矯正・その他の検査

PL検査．T強C

弱視訓練

視野検査（GP） 1～12月

視野検査（ハンフリー）5～12月

141名

26名

401名

1名

198名389眼

61名119眼



20．耳鼻咽喉科

1．外来診療

10年以上にわたり加古川医療センターと兼任勤務を続けていただいた阪本医師は、本年4月大阪市立大

学准教授として転出した。引き続き2017年3月まで週1回外来を担当する予定である。代わって5月ポー

トアイランドへの病院移転と共に、神戸大学乳幼児難聴外来を担当していた勝沼紗矢香医師が赴任した。42

年ぶりに常勤医2人体制となり、今後診療面の充実が図られる。

新患数は768名､延べ患者数は5629人と､移転期の受け入れ制限の影響もありやや減少した｡内訳としては、

例年同様、難聴疑い、惨出性中耳炎、反復性中耳炎、扁桃・アデノイド肥大、言葉の遅れの精査依頼などが

多い。新生児聴覚スクリーニング検査の普及に伴い新生児の聴力精査依頼は56名と前年より約1割増えた。

高度難聴のみならず軽中等度難聴児も早期発見されるようになり、乳児期からの補聴器装用開始児が増えて

きている。早期からの聴覚支援学校との連携がますます重要となってきた。年長の感音難聴児の聴覚管理に

ついて、地域の医療機関との役割分担が今後の課題である。

聴力図の電子カルテへの登録方法に現時点で適切なものは開発されていない。当院の様に聴力検査件数の

多い施設では、診療効率を維持するために電子カルテ導入後も10年以上紙カルテでの聴力検査結果閲覧を

続ける施設もある。過去の聴力検査結果の閲覧性をどう維持していくかは耳鼻科外来診療の最大の課題であ

る。

2．手術・入院診療

移転前後に入院手術制限を行ったため、手術件数は減少したが、他科入院中の併施症例や日帰り手術を合

わせると、6年連続300件を超えた。阪神間、神戸市東部からの手術症例の紹介も徐々に増えてきている。

年少児の重症睡眠時無呼吸症候群に対する扁桃摘出、アデノイド切除術は周術期の呼吸管理が重要であり術

後数日間挿管管理を要することもあり、麻酔科各医師と救急HCU病棟看護スタッフの多大の協力に支えら

れている。医療安全に十分配慮しつつ手術治療に取り組みたい。

入院手術（併施含む） 日帰り手術（併施を含む）

鼓膜チューブ挿入術

鼓膜穿孔閉鎖術・鼓膜形成術

鼓膜肉芽切除術、鼓膜切開等

耳良性腫瘍切除術

舌小帯形成術

合計症例数

扁桃摘出術

アデノイド切除術

鼓膜チューブ挿入術

鼓膜穿孔閉鎖術・鼓膜形成術

鼻副鼻腔内視鏡手術

異物摘出術

鼻涙管チューブ挿入

その他

合計症例数（他科入院31名含）
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Ⅲ診療統計

3．言語聴覚療法について

【人員】

言語聴覚士（以下、ST)は1名増となり、正規職員4名であった。平成28年5月の移転に伴い、STの

所属はリハビリテーション科となったが、耳鼻科診察日は2名が外来業務に従事した。

【主な業務】

耳鼻科外来では①聴力検査、②補聴器外来を行った。健診でことばの遅れが指摘された児についてはその

場で医師がリハビリテーション科のST処方を出し、耳鼻科外来で対応した。

【業務詳細】

①聴力検査

一般病院では行うことの難しい聴性行動反応聴力検査や条件詮索反応聴力検査、遊戯聴力検査などをケー

スに合わせて実施している。

②補聴器外来

週一度実施している。新生児聴覚スクリーニング検査の普及により、早期からの補聴器装着ケースが増え

ているのにくわえ、これまで補聴器装用の適応とは考えられてこなかった軽度の難聴であっても学習面での

困難さが指摘されるようになり、補聴器適応となる患者は増加傾向にある。各人の予約時間を長めに設定し、

慎重な評価、親への心理面を含めたサポート、難聴児通園施設や聴覚特別支援学校など適切な機関への橋渡

しがタイミングよく行えるように心がけている。

表1 [H28年聴力検査件数】

件数（件）

487

46

255

2870

39

249

3946

検査項目

標準純音聴力検査

標準語音聴力検査

気導聴力検査

遊戯聴力検査

補聴器1回目

補聴器2回目以降

計
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2016年耳鼻咽喉科新患集計
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Ⅲ診療統計

21．泌尿器科

2016年3月に中川賀清が退職し､4月に専攻医の賀來泰大が入職した。2016年度は3人体制（杉多､春名、

賀來）で診療を行った。医師数の減少（2015年9月から4人→3人)、新病院への移転による外来・入院診

療制限があったにも関わらず、前年度並みの手術件数を維持することができた。

新病院では機器の整備が進み、Ho-YAGレーザーによる尿管瘤穿刺や尿路結石治療、最新のウロダイナミ

クス機器による膀胱機能評価、トイレでの尿流量検査、精索静脈瘤に対する深部温測定が可能となり、診療

が充実した。

入院手術は約4か月待ちとなっており、この待機患者数をいかに減少させるかが重要課題となっている。

次年度は4人体制で診療を行うので、他科の空いた手術枠を有効利用するなどして、待機患者数の減少を図

りたい。

学術活動に関しては、杉多がAsia-PacificAssociationofPediatricUrologists (クアラルンプール）でライ

ブサージェリーおよび口演を行った。また、日本泌尿器科学会総会（仙台)、日本小児外科学会総会（福岡)、

日本小児泌尿器科学会総会（京都)､日本泌尿器科学会中部総会（四日市)､日本泌尿器内視鏡学会総会（大阪）

等において、小児泌尿器科疾患に関する教育講演、当科の手術成績等を発表した。次年度も高度かつ安全な

医療を提供し、積極的に学術活動を行いたい。

2016年度手術実績

尿路系

405

性器系

VUR手術（開腹）

VUR手術（気膀胱）

デフラックス注入

膀胱尿管新吻合

尿管カテーテル抜去

腎孟形成

腹腔鏡下腎孟形成

内視尿道切開

腹腔鏡下腎摘出

腎瘻造設

内視鏡（膀胱鏡、腫鏡）

下部尿管尿管吻合

PNL

開腹切石

尿管瘤開窓

膀胱瘻造設

経尿道的凝血塊除去

腸管利用膀胱拡大

尿膜管遺残切除

上半腎摘除

計

外陰部形成

包茎手術

尿道下裂形成

ヘルニア手術

腹腔鏡下ヘルニア手術

陰嚢水腫根治術

顕微鏡下精巣静脈低位結紮術

精巣固定術

精巣捻転

停留精巣摘除

腹腔鏡下精巣血管結紮(F-S1期目）

腹腔鏡下精巣固定術(F-S2期目）

包皮形成術（逆Byarsflap)

尿道下裂術後瘻孔閉鎖

外尿道口形成、切開

外陰部腫瘤切除

陰嚢形成

陰嚢内腫瘤摘出

精巣生検

膣形成

計
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22．小児歯科

診療内容として、全身疾患を有する患児や心身障害児の顛蝕予防・治療を行うことが大きな柱となってい

ることに変化はない。特に院内において先天性の疾患を有する患児に対しては低年齢（乳前歯萌出時期）か

らの定期受診により歯科疾患予防を積極的に行っている。また、周術期における口腔管理が保険に組み込ま

れ数年たち周知されたことにより、歯科衛生士による口腔ケア介入症例は増加傾向にある。一方、摂食嚥下

外来については現在休診中である。

人事面に変わりはなく、小児歯科は常勤歯科医師一名（曽根由美子）の体制をとっているが、2016年8

月下旬より2017年2月まで休職（産休）し、外来診療は本郷孝子歯科医師、石原順子歯科医師による非常

勤体制となり、外来診察枠の縮小、手術実施困難となり大幅な患者数。手術件数の減となった。

院外紹介
新患内訳（2015） 院内紹介 紹介なし 計

榊
一
３
詔
１
’
１
－
２
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
砲

酌
－
１
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
３
０

口腔内検診希望

蝿 蝕

歯科関連 乳歯晩期残存

先天性歯

そ の 他

不正咬合
歯科関連

術前顎矯正

外 傷
外科関連

埋伏歯・過剰歯

周術期口腔機能管理

その他（小児歯科以外）

計

配
－
９
’
２
０
’
３
’
６
２
’
２
’
０
｜
“
’
２
妬

銘
鉛
３
４

０
’
０
－
０
’
０
０
－
０
’
０
Ｏ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

小児歯科関連

5

1 ７
’
２
’
３
－
５
｜
虹
－
２
－
噸

矯正歯科関連
０
’
０
’
０
０
－
０
－
６

口腔外科関連

－80－

全身麻酔下処置

入院手術

外来手術
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Ⅲ診療統計

23．麻酔科

1．2016年の人事異動

常勤医である三浦医師が岡山榊原病院に転出した。豊富な心臓麻酔経験を活かし、当院の特に循環器。心

臓外科の麻酔、さらに専攻医の教育に貢献していただいたことに感謝したい。

各大学所属医師の異動としては、神戸大学から横田医師、白川医師を迎え、香川大学からは京鴫医師，つ

いで西部医師を迎えた。舟井医師は大阪市大に、松波医師は大阪医大に転出した。中央市民病院から池田医

師を迎えた。また､兵庫県立病院麻酔科総合研修システムにおいては田中医師(尼崎医療センターから転入)、

平井医師（がんセンターから転入)、の異動があった。

公募採用医師は、JA広島総合病院から藤野医師を、聖路加国際病院から飯塚医師を迎えた。当院小児科

から短期研修として瓦野医師、山口宏医師を迎えた。

2016年12月の時点では香川、鈴木、高辻、大西、池島、末田（産休中)、森（産休中)、藤原、黒田、横田、

池田、飯塚、田中、白川、西部、平井、山口宏、が従事している。

2．活動状況と反省

2016年は､新病院への移転に向けて、そして移転後の立ち上げおよび安定した手術室運営に向けて､様々な

取り組みを行った。特に移転前後の手術受け入れについては入念な計画･対応を行った。移転前後の2週間は

予定手術を行わないこととなったが、この間も緊急手術には対応する必要があった。このため旧病院では患

者搬送が終了する5月1日正午まで､新病院では5月1日患者搬送直後(午前5時半頃)から手術可能な状態とな

るよう、医療資源を旧・新病院に分配し、いずれの科の緊急手術にも対応できるように両病院の手術室を整備

することとし、旧病院から3部屋分の麻酔関連器材を先に新病院へ搬送し､麻酔科医は手術受け入れのために

点検｡整備を含めた準備を行った。加えて新病院では新たに電子カルテの導入も行ったため､手術前後の手順

を確かめるために看護師､外科医師と共に一般外科手術､緊急産科手術､日帰り手術のシミュレーションなど

を行った。実際には､4月27日に1件､5月2日に1件の緊急手術に問題なく対応できた。

移転当日は患者搬送にも参加し､最重症の患者2名の搬送時に麻酔科医がそれぞれの高規格救急車に同乗し

た。また搬送とは別に､当日の緊急事態に対応するための緊急対応チームにも麻酔科として加わり、実際搬送

直前に呼吸状態が一時的に増悪した患者の対応に当たった。結果として多くの麻酔科医が移転当日の業務に

関与し、また移転に際して準備､計画､役割分担､シミュレーションなどのためにも相当なエネルギーを要し

たが､結果的に大きな問題なく移転を終えることができたとともに､手術室が一丸となって取り組むことができ、

貴重な経験であったと考えている。

新病院では手術室は10室となり、うち1室は産科専用､1室は血管造影室､2室は日帰り手術用としている。各

手術室はこれまでよりも広くなり、患者搬送､準備､動線､収納､清潔度など様々な面で業務が改善された。血

管造影室が手術室と同じエリアに入ったことで､心臓手術との連携､緊急時の対応がスムーズになった。また

旧病院の時代から､血液腫瘍疾患などに対する骨髄採取､髄液採取など痛みを伴う処置のための全身麻酔を病

棟で行っていたが、より安全で快適な麻酔環境を整えるべく、新病院の血液内科病棟の処置室に麻酔器､昇降

式処置台に加えて無影灯､余剰ガス排出､ヘパフィルター付き空調などを新たに整備していただくことができた。

3．展望

移転前後の手術制限の影響などにより、2016年の総麻酔件数は4298件となり、前年よりも減少したが､次年

度はマンパワーの増強を見込んでおり、必要な手術はすみやかに受け入れることができる体制を目指したい
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と考えている。

2018年10月に当院麻酔科が日本小児麻酔学会学術集会を主幹することになり、その準備を鋭意進めていく

予定である。麻酔科医はもちろん小児医療･手術に関わる医療従事者の交流や情報交換のチャンスであり、こ

うした機会を通じて当院のみならず広く小児麻酔の安全性や質の向上に寄与できると確信している。

診療統計

総麻酔件数（麻酔科管理症例数） 201611～12.31

4298件

麻酔の場所による内訳

2016/01/01～4/30

（旧病院）

2016/05/01～12/31

（新病院）
件数 件数 合計

旧1室

旧2室

旧3室

旧5室

建
一
璋
一
璋
一
樫
一
璋
睦
睦
一
睦
一
曄
曄
一
皿
一
郡
一
癖

82

219

151

196

畑
一
蠅
一
狸
一
班
一
那
一
麹
一
兜
一
過
一
邪
一
如
一
７
｜
ｕ
｜
麺
一
郷

燕
一
畑
一
邪
一
副
一
邪
一
知
一
哩
一
妬
一
”
｜
池
－
９
｜
型
一
卸
一
郷

旧7室

旧6室

旧日帰り2

旧日帰り

旧放(アンギオ）

旧MRI

旧透視室

旧病棟

合計

”
鉛
一
理
一
恕
一
皿
－
２
－
ｍ
｜
池
一
睡 合計

旧病院ではアンギオ検査が手術室外であったが､新病院では10番手術室で施行されるようになった。

手術室内で行われた麻酔は3641件(うち日帰り手術は約24％)､手術室外で行われた麻酔は657件であった。

また上表にあるように、アンギオ室で行われた全麻検査は304件､MRI検査の麻酔は9件､病棟で行われた麻酔

は520件であった。

麻酔法による内訳 年齢別内訳

全身麻酔・吸入麻酔

全身麻酔・静脈麻酔

全身麻酔・吸入麻酔十硬膜外麻酔

全身麻酔・静脈麻酔十硬膜外麻酔

脊椎麻酔（脊髄くも膜下麻酔）

硬膜外麻酔

硬膜外麻酔十脊椎麻酔

その他

全身麻酔小計

合計

”
｜
唖
一
秘
一
皿
一
睡
－
１
－
０
’
９
｜
岬
一
郷

1ヶ月まで

12ヶ月まで

5歳まで

18歳まで

65歳まで

66歳以上

計

その他

全身麻酔小計

合計

119

609

1751

1618

201

0

4298

9

4160

4298
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Ⅲ診療統計

24．新生児内科

1 ．医師の異動

前年より引き続いて玉置祥子，大久保沙紀，秋田大輔，三村仁美芳本誠司，中尾秀人が在任した産婦

人科専門医である角健司医師は新生児研修を終え産婦人科医師として異動したフェローとして勤務中であ

った武岡恵美子医師，および，他施設NICUより新生児専門医，松井紗智子医師がスタッフとして着任し即

戦力として活躍している．フェローの生田寿彦医師は神戸大学大学院生としての研究も開始した．山内貴未

医師，李進剛医師が新たにフェローとして着任した．岡山大学産婦人科より谷和祐医師が6ヶ月間新生児管

理研修をおこなった．新病院移転を機に地域周産期医療施設との連携を深めるため西神戸医療センター小児

科から後期研修医の田坂佳資医師，永井貞之医師が2か月ずつ新生児管理研修をおこなった．ローテート専

攻医（後期研修医）として村田剛士，永尾宏之，山田優里子，三星アカリ，花房宏昭各医師が3－4か月研

修をおこなった．

当科の特徴として女性医師も活躍できる診療体制をめざしているが，産休，育休，育児とのライフワーク

バランスという現実の課題に直面しており，24時間365日の診療業務とフェロー，専攻医の研修教育とい

う当施設に課せられた使命を全うするにはスタッフの負担はやはり過剰と言わざるをえず，持続可能な診療

教育体制の確保が急務である．

2．診療活動

新生児病棟の診療統計は別表の通り，移転準備のための診療制限と移転後の院内出生数の回復期の3か月

を除くと入院数は前年並みであった．新生児病棟全体としては45床でのオープンで)NICUは15床から21

床へ増床となりMCU満床による入院制限の危倶が減少した．移転後新生児搬送依頼していただく医療機

関の多くは遠距離になり当院ドクターカーによる搬送時間が延長した．一方，距離が短縮した施設からの入

院例は明らかに増加した．

新病院での新な取り組みとしてMCU内手術室を設置し，最重症児のNICU内手術を開始した．重篤な児

に対し手術室への移動の負荷を避け至適な時期の手術的介入をめざす目的に3例実施し，いずれも救命可能

であったまた，同室を使用した膜型人工肺療法も2例に施行し救命できた．

急性期以降も医療的ケアを必要とする児の継続的管理については，新病院において在宅支援病棟の設置，

総合診療科の協力を得て，新生児病棟から当該病棟への橋渡しをめざし症例毎にカンファレンスを重ねてい

る．在宅医療へのスムーズな移行のために引き続き病院全体，地域医療機関，福祉施設，行政機関などとの

連携を図っていきたい．

3．研究学会活動

日常診療における疑問の解決，稀有な疾患管理，治療法の工夫などを臨床研究として医療チーム全体で取

り組んでいる．それらの結果は順次，国内外の多くの学会で発表をおこなっており，日常診療の限られた時

間の中で論文化し当院での成果を世界に発信する努力を続けている．

－83－



2016年新生児科統計

I.新生児病棟統計

1）月別入院数

計
亜

明
兎

租
萌

明
而

明
薊

10月

43

11月

31

12月

38
咽
頭

明
万

翠
而

蝸
而

明
而

2）診療科別入院数

新生児科入院 467 新生児科からの転科 54
集中治療科 22循環器内科 6

整形外科 循環器内科 121

総合診療科 5
一般外科 9
脳神経外科 3
血液腫瘍科 1

泌尿器科 1

形成外科 1

3）入院形態と紹介医療機関地域

神戸阪神南阪神北東播磨中播磨西播磨北播磨淡路丹波但馬県外

院外出生 168 116 4 0 30 1 0 1 2 3 3 0

一次搬送

(14日以上）

二次搬送

鯛
０
詔

３
０
１

０
０
０

鯛
０
７

０
０
１

０
０
０

０
０
１

１
０
１

１
０
２

０
０
３

０
０
８

１
７

皿
０
４

院内出生 256 178 9 1 30 3 0 5 6 6 1 17

緊急母体

非緊急母体

院内出生

３
皿
０

２
晩
０

７
１

３
妬
０

５
１

３
６
０

０
１
０

５
妬
０

０
３
０

０
０
０

３
２
０

４
２
０

１
５
０

０
１
０

日齢14未満一次搬送＋院内出生 377 271 12 1 53 3 0 5 7 7 1 17

II新生児科統計

対象：新生児科入院（日齢14未満一次搬送入院及び院内出生377症例，転科例を含む）

1）院内出生と院外出生

率 帰院産科出生体重 患者数院内 率 帰院産科 週数患者数院内

5009未満 3 3 100% 0 0 22，23 1 1 100％ 0 0
24，25 9 9 100％ 0 0500-7499 8 8 100％ 0 0

10 10 100% 0 0 26，27 11 11 100％ 0 0750-9999

28，29 8 8 100％ 0 01,000-1,4999 25 22 88％ 0 0

1,500=1,9999 54 45 83.3％ 0 1 30，31 12 12 100％ 0 0
32，33 26 26 100％ 0 02,000-2,4999 83 66 79．5％ 1 14

2,5009以上 194 98 50.5% 10 47 34-36 95 76 80．0％ 1 8

37以上215 114 53.0％ 10 54計 377 252 66．8％ 11 62

計 377 257 68.2％ 11 62

2）分娩方法・出生前ステロイド

週数患者数帝切 率 ANS 率出生体重 患者数帝切 率 ANS 率

5009未満 3 3 100% 2 67% 22，23 1 0 0．0％ 1 100％

24，25 9 8 89％ 6 67％500-7499 8 5 62．5％ 5 63％

26，27 11 8 73％ 8 73％750-9999 10 8 80% 9 90%

28，29 8 6 75.0％ 5 63％1,000-1,4999 25 21 84．0％ 16 64％

30，31 12 8 66．7％ 11 92％1,500-1,9999 54 39 72．2％ 13 24％

32，33 26 21 80.8％ 11 42％2,000-2,4999 83 49 590％ 4 5％

2,5009以上 194 84 43.3% 3 2% 34-36 95 67 70．5％ 8 8％

計 37以上215 91 42.3％ 2 1％377 209 55．4％ 52 14％

計 377 209 554％ 52 14％
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Ⅲ診療統計

3）生存率，死亡率

週数 患者数 死亡数 生存率出生体重 患者数 死亡数 生存率

5009未満 1 0％0 100％ 22，23 13

0 100％1 88％ 24，25 9500-7499 8

91％0 100％ 26，27 11 1750-9999 10

0 100％1 96％ 28，29 81,000-1,4999 25

100％0 100％ 30，31 12 01,500-1,9999 54

100％99％ 32，33 26 02,000-2,4999 83 1

2,5009以上 194 99％0 100％ 34-36 95 1

37以上 215二1

旨T 0 100％3 99.2％377

計 99.2％377 3

4）多胎割合（品胎2組）

週数 患者数 多胎 率 品胎率出生体重 患者数 多胎 品胎

5009未満 0 0．0％ 01 33．3％ 0 22，23 13

2 22．2％ 02 25．0％ 0 24，25 9500-7499 8

0 0．0％ 00 0.0% O 26，27 11750-9999 10

2 25.0％ 08 32．0％ 3 28，29 81000-1,4999 25

5 41.7％ 313 24．1% O 30，31 121,500-1,9999 54

6 23．1％ 023 27．7％ 0 32，33 262,000-2,4999 83

2,5009以上 194 19 9.8% 0 31 32．6％ 034-36 95

37以上 215 20 93％ 0計 377 66 17．5％ 3

計 377 66 17.5％ 3

5）人工呼吸管理の割合

週数患者数MV 率 HFO CPAP出生体重 患者数MV 率 HFO CPAP

5009未満 3 3 100% 3 3 22，23 1 1 100％ 1 0
24，25 9 9 100％ 7 9500-7499 8 8 100％ 6 7

10 7 70％ 2 9 26，27 11 11 100％ 5 9750-9999
28，29 8 8 100％ 1 81,000-1,4999 25 15 60．0％ 3 21

1,500-1,9999 54 14 25.9％ 0 20 30, 31 12 7 58.3% 0 11
32，33 26 8 30.8％ 0 172,000-2,4999 83 21 25.3％ 1 14

2,5009以上 194 31 16.0% 3 33 34-36 95 23 24.2％ 1 27

37以上215 32 14.9％ 3 26計 377 99 26．3％ 18 107

計 377 99 263％ 18 107

6）特殊治療
PDA閉鎖術

NO吸入療法

NICU内手術
ECMO

CHDF

PD

生後ステロイド全身投与

ステロイド吸入

在宅酸素療法

ROPレーザー

例
例
例
例

６
０
７
１

２
２

13例（＋二次搬送6例）

16例

3例

2例

0例

0例

7）新生児搬送出動回数110回

8）多胎生存率，死亡率

週数 患者数死亡数生存率出生体重 患者数死亡数生存率 品胎

15009未満 000 100％ 0 22，23 0
0 100％ 00 100％ 0 24，25 2500-7499 2

0 00 26，27 0750-9999 0 0

28，29 2 0 100％ 00 100％ 31,000-1,4999 8

0 100％ 31,500-1,9999 13 0 100％ 0 30，31 5
0 100% 032，33 62,000-2,4999 23 0 100% O

2,5009以上 19 0 100％ 00 100％ 0 34-36 31

37以上 20 0 100％ 0計 0 100％ 366

計 0 100％ 366
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分娩立合い

時間外搬送

1

37

入院

転院

非搬送

89

18

3



25．産科

当科は2016年5月1日の病院移転時にベビーセンター入院患者を可能な限り減らしかつ産科の入院患者

を「0」にするよう要請を受けておりましたため、移転数ヶ月前から移転後1週間には外来患者ならびに搬

送入院の受け入れ制限を厳密に行いました。皆様方のご理解ならびにご協力を得て無事に病院移転が完了し

ました。お世話になった方々に心より感謝申し上げます。

当院は総合周産期母子医療センターとしてハイリスク妊産婦のみを受け入れる紹介型医療施設です。病床

はMFICU(母体胎児集中治療室)6床を含めて32床で、新病院において増減はありません。「LDR(陣痛。

分娩・回復室)」1室と羊水検査、羊水除去、胎児胸水除去等を行う「侵襲的検査処置室」l室が増設された

ため陣痛室2→1室､分娩室3→2室となり、外来と病棟が隣接しスタッフの動線が短くなりました。また、

産科専用手術室1室を有し､4D超音波断層装置が4台あり､2人当直制（第2当直の80%は院外医師が担当）

を行っています。そして、「近畿ブロック周産期医療広域連携事業」における兵庫県の拠点病院として他府

県からの母体搬送にも対応しています。

2016年の入院理由の上位は「切迫早産｣、｢胎児形態異常｣、「羊水過多･過少｣、「前期破水｣、「胎児発育不全」

です。近年高年妊娠の増加に伴い「羊水染色体検査」が増加しおりましたが、2013年の「NIPT(新型出生

前診断)」導入に伴い最近は減少しました(2016年：31例)。なお、当院はNIPT実施施設ではありません

ので希望者には実施施設である神戸大学病院、兵庫医大病院等をご紹介しております。

今年は病院移転の関係で外来ならびに母体搬送受け入れを必要な期間制限しましたので臨床統計は大きく

減少しております。病院移転に伴い産科看護スタッフ9人の入れ替わりや電子カルテの本格導入もございま

したので、病床稼働率が低めであったことで、高度のヒヤリハット事例や医療事故を免れることができたと

いう意見もございます。

2016年臨床統計：分娩数235（22週未満の単胎4例、双胎1例の死産含む)、出産数270、生産児数258、

死産児数12、多胎34（双胎33、品胎1)、帝切数140（率60.9％)、早産率54.3％、出生体重1,0009未満

の児数20（率7.6％)。病床稼働率66.3％、緊急母体搬送の受け入れ111件（受け入れ率73％)。

2010～2015年の厚労省周産期母子医療センター評価で6年連続産科、新生児科共にAでした。

当院は兵庫県の周産期医療の「最後の砦」として診療レベルの維持・向上に努め、また、空床がある限り

母体搬送入院を受け入れております。胎児機能不全等の適応があれば手術決定から15分以内の児の娩出を

目指す「超緊急帝王切開」を関連部門・スタッフの協力を得て行なっております。2016年の超緊急帝切は5

件でした。当院は「周産期新生児医学会専門医制度」の母体胎児研修の基幹施設であり周産期新生児医学会

専門医を育成しています。また、学会活動を奨励しています（研究業績参照)。

病院の公式の内覧会の日程が、「第68回日本産科婦人科学会学術集会」と重なっており、かつ、地域の先

生方からの要望もございましたので、4月30日に産科と新生児科で協力して「周産期医療センター内覧会」

を行いました。

7月3日に開催された「第90回兵庫県産科婦人科学会」において、中澤浩志フェローの「Journalof

ObstetricsandGynaecologyResearch」に投稿した論文「Factorsaffectingmaternalserummagnesiumlevels

durmglong-termmagnesiumsulfatetocolysismsmgletonandtwmpregnancy」が兵庫県産科婦人科学会の学

会賞を受賞しました。当科の切迫早産治療の臨床データをまとめたものです。

12月17日に兵庫県医師会館で「平成28年度兵庫県周産期医療研修会」が関係部署と協力して開催され、

東邦大学医学部新生児科教授の与田仁志先生に「新生児科医から見た双胎間輸血症候群の今と昔」の特別講
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演をいただきました。

神戸赤十字病院から末吉俊貴(8月)､長谷部仁美(9月)､浪花祥太(10月)､兵頭俊紀(12月)､松本直久(2016

年1月）（敬称略）の5名が臨床研修医（2年目）として1か月ずつ当科で研修を行いました。1ケ月という

短い期間ですが、大学病院のBSLでは経験できない貴重な研修ができたと思います。

病院移転ならびに移転と同時に始まる電子カルテの導入やそれに伴う運用の見直し等課題が山積みでした

が、産科スタッフならびに病院全体で協力して大過なく進めることができました。私は5年前から始まった

ヒアリング、書類、各種会議、電子カルテのコンテンツ作成（産科関連約130項目）等で1年前から多忙で

したが、40～50年の時間軸を視野に入れて未来の患者様ならびにスタッフのため限られた予算と時間の中

で勤めて参りました。

当科はこども病院に併設された周産期母子医療センターですので、他科のベッドを借りることができませ

ん。従って､当科が満床となれば搬送依頼をお断りし､他院を紹介せざるを得ないこともあります。そのため、

病状が落ち着いた方や、紹介元で対応可能な妊娠週数となれば、紹介元へ戻っていただいております。2016

年のバックトランスファー(紹介元へ戻れた方）は210名でした（外来レベルで行われたものも含む)。また、

産科以外の成人を継続的に診療できる常勤の専門医がおりませんので、母体合併症に関しては神戸大学医学

部附属病院や神戸市立医療センター中央市民病院等をご紹介しております。隣接する神戸市立医療センター

中央市民病院も総合周産期母子医療センターでありますが、中央市民病院は「母体合併症」を、当院は「胎

児。新生児」にフォーカスした診療のすみわけ、病病連携を行なっております。

人事:2016年は、船越徹周産期医療センター次長兼産科部長、佐本崇産科科長兼部長、喜吉賢二医長、

高松祐幸医長、牧志綾医長、南谷智之医長、森下紀医長、河崎あさひフェロー、中澤浩志フェローの9

人で始まりました。3月末に中澤浩志フェローが姫路赤十字病院へ、4月末に南谷智之医長が大雄会第一病

院（愛知）へ異動し、7人体制になりました。4月に河崎フェローが医長に昇任しました。7月に鷲尾佳一

専攻医が県立淡路医療センターから入職し8人体制になりました。
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1）平成28年(2016年)産科診療状況 2）紹介元施設所在地別入院件数

入院患者数＊

うち緊急母体搬送によるもの

率
一
班

大分類’ 地区 織
一
Ｏ
５
３
ｌ
８
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
０
ｌ
０
｜
妬
一
鎚
一
惚
一
８
｜
Ⅳ
｜
躯
９
’
０
｜
加
一
犯
一
調
４
’
３
０
｜
“
ｌ
１
０
８
ｌ
０
０
ｌ
０
９

率
一
脱
一
跳
一
班
一
班
一
晩
一
眠
一
眺
一
胱

大分類 地区

姫路市

二F播磨神崎郡

小 計

相生市

たつの市

赤穂市

酒播磨揖保郡
赤穂郡

佐用郡

宍粟市

小 計

豊岡市

美方郡

但馬養父市

朝来市

小 計

篠山市

丹波丹波市

小 計

洲本市

淡路市
淡路

南あわじ市

小 計

京 都

大 阪

他府県東 京

他

計

海外

院内紹介

計

中播磨

西播磨

但馬

丹波

淡路

他府県

緯
一
胆
－
０
哩
一
Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０

327

111

210

230

105

125

0

33

32

1

91

9

0

140***＊

264

115

尼崎市

紹介元へ戻すまたは他院紹介*＊ 西宮市

芦屋市

小 計

宝塚市

三田市

川西市

伊丹市

川辺郡

小 計

須磨区

中央区

西 区

垂水区

灘 区

0％

阪神南

％
％
％
％

２
０
０
０

分娩母体数（22週以降）＊*＊

正期産

早産

過期産

多胎妊娠

うち双胎

うち品胎

経膣分娩

うち吸引分娩

うち骨盤位牽出術

帝王切開術

0％

阪神北
0％

0％0％

既
一
既
一
唖
一
蝿
一
魏
一
跳
一
跳
一
螂
一
螂
一
魏
一
蛾
一
班
一
班
一
跳
一
螂
一
螂
一
螂
一
既
醗
一
既
一
眺
一
胱
一
泌

0 0％

0％０
ｌ
２
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
７
’
６
－
０
ｌ
０
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
５
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
阻
一
０
’
０
｜
”

0％

0%

出産児数(22週以降､死産含む)**＊ 0％

正期産児

早産児

過期産児

低出生体重児(2,5009未満）

巨大児(4,0009以上）

の他

22週未満死産児****＊

22週以降死産児

DIC

自己血貯血回数

0％

神戸市
東灘区149 0％

北 区

兵庫区

長田区

小 計

０
噸
－
０

跳
一
班
班
一
班そ

明石市6 0％

加古川市6 0％

東播磨 高砂市3 1％

｜
班
一
跳
一
眺
一
跳
一
甥
胱
一
隅
一
甥

加古郡

小 計

西脇市

三木市

小野市

加西市

加東市

多可郡

小 計

2

*入院患者数は2016.1-12入院した
もの

**紹介元へ戻すまたは他院紹介は、

外来で行なわれたものも含む

***分娩母体数、出産児数は2016.1‐

12に出産したもの

**拳窯双胎第1子経膣、第2子帝切1

例あり

*****単胎4、双胎1

北播磨

救急隊はその所属地域にカウントした
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3）取り扱い疾患（重複あり） 4）入院時間帯 5）入院時妊娠週数（母）

累積率週数 件数 率率
峨
甥
秘
蛾
岬
殴
皿
既
晄
既
秘
既
眺
既
螂
銚
班
班
班
班
班
跳
跳
跳
辨
眺
晄
班
晄
班
峨
鍬２

疾 患 名＊

切迫早産

高年妊娠(35歳以上）

胎児形態異常

羊水過多・過少

前期破水

胎児発育不全

多 胎

羊水検査

B群溶連菌保菌者

既往帝王切開

胎位異常

子宮筋腫合併

妊娠高血圧症候群

胎児機能不全

胎児水腫

甲状腺疾患合併

絨毛膜羊膜炎･子宮内感染

その他感染

胎児不整脈

子宮内胎児死亡

双胎胎児発育不均衡

胎児染色体異常

妊娠糖尿病

前置・低置胎盤

切迫流産

僻舗淀(GDM､甲総艤以外）

常位胎盤早期剥離

胎盤機能不全

心疾患合併

血 種

そ の 他

計

織
一
画
一
班
鉛
一
獅
一
妬
一
如
一
妬
一
瓢
一
詔
一
”
｜
型
一
幻
一
加
一
昭
一
鰹
一
昭
一
ｎ
ｌ
ｍ
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
６
－
６
ｌ
５
－
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
哩
一
稲

～21週 44 13％ 13％

22～24週 37 11％ 25％

25～28週 49 15％ 40％

29～32週 20％ 60％67

33～36週 20％ 80%66

37週～ 61 19％ 99％

不明 0 0％ 99％

産後 3 1％ 100％

6)分娩時間帯(流産､死産含む） 非妊娠 0 0％ 100％

計 100％327

7）帝王切開時間帯

8)分娩時妊娠週数(流産､死産含む） 9）出産時児体重（流産､死産含む）

率 累積率件数週数 件数 率 累積率 児体重

～21週 10 4％ 4％~49996 3％ 3％

12％22～24週 500～9999 22 8％7 3％ 6％

21％25～28週 1000～14999

1500～19999

25 9％20 8％ 14％

38％29～32週 46 17％25 11％ 25％

33～36週 25％ 63％2000～24999 6773 31％ 56％
-

100％ ’入院時､入院中に診断された疾患名 84％37～41週 ｇ
ｇ

９
９

９
９

９
４

２
３

－
－

０
０

０
０

５
０

２
３

58 21％105 44％

42週～ 30 11％ 96％100％0 0％

100％不明 3500～39999 12 4％0 0％ 100％

100%計 4000～44999 0 0％236 100%

計 100％270
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時間帯

時間内

平日日勤帯

時間外

平日夜勤帯

休日日勤帯

休日夜勤帯

計

件数

245

82

32

21

29

327

率

75％

25％

10％

6％

9％

100％

時間帯

時間内

平日日勤帯

時間外

平日夜勤帯

休日日勤帯

休日夜勤帯

計

件数

136

100

60

18

22

236

率

58％

42％

25％

8％

9％

100％

時間帯

時間内

平日日勤帯

時間外

平日夜勤帯

休日日勤帯

休日夜勤帯

計

件数

99

41

24

8

9

140

率

71％

29％

17％

6％

6％

100％



10）緊急母体搬送依頼電話受信状況 11）年次別搬送受け入れ不能状況

数誹
妬
過
皿
３
哩
哩
８
遁
Ⅳ
肥
ｕ
ｕ
３
哩

依 受|圦れ硫徽受|圦れ不能率

2 13％

9 69％

5 42％

2 67％

3 21％

0 0％

2 25％

2 13％

3 18％

10 56％

2 18％

1 9％

0 100％

41 27％

年

平成6年
平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

平成11年

平成12年
平成13年

平成14年

平成15年
平成16年

平成17年
平成18年
平成19年

平成20年
平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年
平成26年

平成27年
平成28年

依頼件数

66
240
312
340
324
326
362
328
394
367
298
285
316
285
259
279
276

256
225

232
221
160
152

件
ム

ロ

吋 数Ｂ
巳杯

哩
銘
だ
、
蠅
弱
血
帥
、
蜘
函
卸
哩
虹
妬
銘
妬
％
配
廻
刷
狸
型

受 入け 受I圦れ不能率 備考

18％ 10月開設（22床）
16％ 阪神・淡路大震災
24％

33％

32％

17％ フルオープン（32床）
28％ 総合周産期センターに指定
18％

28％

38％

42％

42% MFICU6床整備

39％ 空床情報ネットワーク整備
32％

25％

32％

31％

38％

37％

27％

32％

26％

27％ 病院移転､病床稼働率66.3％

フルオープン（32床）
総合周産期センターに指定

MFICU6床整備

空床情報ネットワーク整備

月
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
哩
纈
計

’

’

12）搬送依頼施設所在地別受信件数 13）搬送依頼元施設種類別

大分類 地区

尼崎市

阪縛南蕊
小計

宝塚市

三田市

阪神北鰯
川辺郡

小計

須磨区

中央区

西区

垂水区

神戸市薑曼区
北区

兵庫区

長田区

小計

明石市

加古川市

東播磨高砂市

加古郡

小計

西脇市

三木市

小野市

北播磨加西市

加東市

多可郡

小計

阪神南

阪神北

神戸市

東播磨

北播磨

崎
－
０
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
５
０
ｌ
０
０
ｌ
０
０
ｌ
０
ｌ
９
｜
訓
一
詑
一
１
’
７
’
６
｜
過
一
０
’
６
｜
皿
一
昭
一
２
０
’
０
｜
巧
一
１
０
９
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
ｍ

率
一
眠
湖
一
眺
一
班
一
晄
既
一
胱
眠
一
眺
一
眺
既
一
拙
班
既
一
説
螂
一
蠅
眺
一
螂
職
辨
一
跳
一
既
一
胱
一
峨
一
眺
胱
一
既
眺
胱
胱
泓

大分類 地区

姫路市

中播磨神埼郡

小計

相生市

赤穂市

宍粟市

雪播磨鰯市
赤穂郡

佐用郡

小計

豊岡市

養父市

但馬朝来市

美方郡

小計

篠山市

丹波丹波市

小計

洲本市

淡路裏鱒市
小計

大阪府

他府県鷲憲
小計

海外

院内紹介

不明

計

中播磨

西播磨

但馬

丹波

淡路

他府県

鶴
－
０
１
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０
０
－
０
０
ｌ
０
ｌ
０
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
１
０
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
２
２
３
ｌ
７
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
２
一
睡 ％

率
眺
眺
跳
眺
眺
眺
眺
胱
既
既
既
既
班
胱
胱
眺
胱
班
班
班
螂
班
辨
跳
班
泌
硴
眺
眺
跳
叩１

他府県の施設も含む

14）搬送依頼電話受信時刻

救急隊はその所属地域にカウントした
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施設種類

総合周産期医療センター

地域周産期医療センター

一般病院

診療所

助産院

救急隊

他

不明

計

件数

18

8

62

54

0

9

0

1

152

率

12％

5％

41％

36％

0％

6％

0％

1％

100％

勤務帯

時間内

時間外

不明

計

平日・日勤帯

平日・夜勤帯

休日・日勤帯

休日・夜勤帯

件数

84

32

21

13

2

152

率

55％

21％

14％

9％

1％

100％
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16）搬送電話依頼時妊娠週数15）搬送電話依頼時理由

妊娠週数 件数 率率搬送理由 件数

切迫早産 22週未満78 51％ 13 9％

前期破水 22～24週11%17 31 20％

胎児発育不全 25～28週12 34 22％8％

妊娠高血圧症候群 29～32週7 5％ 33 22％
I

胎盤早期剥離 33～36週3 2％ 23 15%

胎児機能不全 37～40週2 1％ 6％9

胎児形態異常 41週以降2 1％ 0 0％

前置胎盤 分娩後
一

不明

2 1％ 0 0％
I

切迫流産 2 1％ 8 5％

多胎 非妊娠1％ 1 1％1

計その他 26 100％17％ 152

不明 0％0

17）受け入れ可否返事所要時間計 152 100％

所要時間 件数 累積率主たる理由で分類

～1分 79％120

～3分 8 84％

18）受け入れ不能の理由 ～10分 14 93％

～20分 3 95％

～30分 96％1

～60分 0 96％

～120分 97％1

～240分 97％1

不明 4 100％

計 152 100％

その他：病院移転関連、当直医が手術中、

搬送受入中
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理由

NICU満床

産科満床

両方満床

対象外

その他

不明

計

件数

8

2

0

8

17

6

41

率

20％

5％

0％

20％

41％

15％

100％



26．放射線科

1 人事異動

2016年度は人事異動として4月1日付で上原栄理子医師が転出し、杉岡勇典医師が転入となった。また、

松永卓明医師がフェローとして採用となった。

従来通り放射線治療担当で副島俊典医師ががんセンターと兼務で週1回（金曜)、藤本雄介医師が月曜、

木曜の週2日超音波検査担当で応援していただいている。

2．2016年の動向

本年の最も大きな出来事は新病院移転であるが、大きな混乱なくスムーズに移行でき、将来数十年の変化

にも対応できる設備が得られた。システム上も問題なく超音波検査が施行でき、読影端末も応援医師、研修

医師の増加にも対応すべく配置されている。

新病院移転に際して検査件数は若干減少することが予想されたが、超音波検査とMRIが移転後大幅に増

えている。

超音波検査件数は年々増加を続けており今後もますます増えることとおもわれる。予約枠を大幅に増やし

た影響と外来ブース数増加の影響が考えられる。新病院移転後は2列から3列稼働で対応し、特別待ち時間

が長くなることなく検査が行えているが安定した人的資源の確保が望まれる。

また、新病院ではMRIが1台から2台に増え、読影件数がますます増加することが予想される。

新病院移転に際し、放射線科の院内呼称を“放射線診断科”と“放射線治療科''に変更した。放射線診断

科は3名（赤坂、杉岡、松永）で、放射線治療科は非常勤1名（副島医師）となる。

院内、院外の小児科医を対象とした放射線研修も軌道に乗っている。

放射線科読影件数（2016年）

CT 2623件

MRI 2580件

皿 270件

超音波5643件
透視 250件

放射線治療（照射） 16人
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研修医・専攻医指導記録

専攻医：上村和也（小児科）

研修科：放射線科

研修期間；2016.1.1.～2016331

指導医：赤坂好宣

読影件数

CT: 164

MRI :99

RI :0

透視検査：0

超音波検査：248

専攻医：山口宏（小児科）

研修科：放射線科

研修期間：201681.～2016.1031

指導医：赤坂好宣

読影件数
CT: 189

MRI :252

RI : 0

透視検査：0

超音波検査：287

小児科）専攻医：内藤昭嘉（尼崎総合医療センター

研修科：放射線科

研修期間：2015.12.1.～2016331

指導医：赤坂好宣

読影件数
CT: 149

MRI : 111

RI:0

透視検査：4

超音波検査：295

小児科） 専攻医：松田百代（市立豊中病院

研修科：放射線科

研修期間：2016.9.1.～20161031

指導医：赤坂好宣

読影件数
CT: 139

MRI : 87

RI: 17

透視検査：0

超音波検査；184

専攻医：谷澤直子（小児科）

研修科：放射線科

研修期間：2016.11.1.～2017131

専攻医：上月愛瑠（小児科）

研修科：放射線科

研修期間：20164.1.～2016.630

指導医：赤坂好宣

読影件数
CT: 137

MRI : 63

RI :0

透視検査:0

超音波検査：170

指導医：赤坂好宣

読影件数

CT: 108

MRI:66

RI :0

透視検査：0

超音波検査：287

専攻医：潮見祐樹（神戸中央市民病院小児科）

研修科：放射線科

研修期間：20166.1.～2016.8.31

指導医：赤坂好宣

読影件数
CT:222

MRI :316

RI :0

透視検査：0

超音波検査：344
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27．小児集中治療科

【スタッフ】

2016年4月に新たに小児集中治療科が組織された。2016年度の常勤医は黒澤寛史（診療科長)、長谷川

智巳、椎間優子、青木一憲、制野勇介の5名。フエローは楠本耕平、祖父江俊樹、染谷真紀、増井美苗、

神納幸治、高寺侑、平田旭の7名。ローテート専攻医（後期研修医）3名受け入れ。院外からの短期研修1

名受け入れ。

【診療体制】

5月の新病院移転時より、CICU8床、PICU/SICU4床、

係各科と連携をとりながら重篤な症例の診療に当たった。

常勤医1名とフェロー2名。

ICU11床の23床を担当し(CIosedlCU)、関

日中は常勤医2名とフェロー3～4名、夜間は

【集中治療室入室患者の内訳（2016年5月～12月)】

●入室患者数596例

●平均月齢 55ケ月

●予測死亡率(PIM3) 2.6%

●死亡者数 12例（2.0％）

●在室日数中央値(IQR)3日(2-8)、平均7.4日

●搬送手段

・院内（手術室、病棟など） 490例（82.2％）

・当院搬送チーム l例（0.2％）

・救急車（他院同乗） 33例（55％）

・救急車（現場直送、ER経由) 30例(50%)

・ヘリコプター 20例（34%）

・その他（独歩など） 22例（37％）

●入室理由

・術後管理

・呼吸不全

・循環不全

・中枢神経系の異常

・モニタリング

・心肺停止蘇生後

・その他

375例（62.9％）

80例（13.4％）

49例（8.2％）

40例（6.7％）

32例（5.4%）

7例（1.2％）

13例（2.2％）

●治療内容

・人工呼吸管理

･NPPV(非侵襲的陽圧人工呼吸）

･HighFlowNasalCannula(11月～）

・一酸化窒素吸入療法

･ECMO(体外式膜型人工肺）

・血液浄化療法／血漿交換

Ｉ州
刑
例
州
例
例

２
６
９
５
９
８
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●病棟別内訳

全体

(23床）

CICU

(8床）

PICU/SICU
（4床）

ICU

(11床）
病棟

入室患者数

平均月齢

畑
一
妬
一
郡

”
｜
銘
一
“

麺
一
沼
一
皿

596

55

2．6予測死亡率(%）

在
室
日
数

平均 10．0 8.4 3.9 7.4

6

(2-10）

5

(3-9） １３

２
－２く

3

(2-8）
中央値(IQR)

術後管理

呼吸不全

循環不全

中枢神経

モニタリング

蘇生後
その他

唖
皿
一
”
ｌ
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ｌ
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一
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一
調
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｜
過
一
喝
－
１
’
８

妬
一
帥
一
甥
一
如
一
犯
一
７
｜
週

入
室
理
由

心臓外科

循環器科

外科

脳外科

総合診療科

神経内科

血液腫瘍科

整形外科

形成外科

泌尿器科

新生児科

腎臓内科

眼科

アレルギー科

耳鼻科

哩
釦
四
一
２
’
１
－
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ｌ
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ｌ
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ｌ
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Ⅳ
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哩
一
ｍ
ｌ
８
－
６
ｌ
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ｌ
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ｌ
２
－
１

担
当
科

●県外から直接入室

・合計22例

・担当科別内訳

○外科

○心臓外科

○総合診療科

○循環器科

○脳外科

●地域別内訳

○北海道2、富山県2、

高知県1、福岡県3、

●居住地域別入室患者数

16例

4例

2例

1例

1例

愛知県1、滋賀県1、京都府3、大阪府4、広島県1、烏取県1、愛媛県1、

大分県2

(医事課統計より。複数回入室は1回と数える）
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地域織需灘
神戸市

阪神南

阪神北

東播磨

北播磨

中播磨

西播磨

鍵患者数
205

27

19

27

30

41

28

鰯
但馬

丹波

淡路

兵庫県

近畿圏

近畿圏外

総計

臘驚認'地域 ‘‘‘職,患者数 一’
2

3

4

386

30

45

461



28．病理診断科

病理診断科では，胎盤病理・死産児の剖検などの周産期の病理診断，ヒルシュスプルング病や襄胞性肺疾

患などの小児外科領域の病理診断，小児固形腫瘍の病理診断を主体として，小児期の病理診断全般を行って

いる．小児固形腫瘍は国立成育医療センターを中心とする小児固形腫瘍観察研究に登録・参加して，中央病

理診断や分子生物学的診断を受けている腎生検は，電子顕微鏡の所見を加えた最終診断は腎臓内科が行っ

ている．病理診断科では，検体のマクロ検索からミクロ検索までを一連の業務として取り組み，一例一例を

大切に丁寧に診断することを心がけている．必要に応じて免疫染色や特殊染色，外部委託や小児固形腫瘍観

察研究による分子生物学的検索他施設へのコンサルテーション依頼等を行い，客観的で再現性のある標準

化に則った病理診断を目指している．臨床カンファレンスを通じて，診断名のみならず所見の詳細を臨床に

伝えることで診療に病理診断結果を活かしてもらえるように努めている．また病理診断は一時期の病変部の

みの検索であるが，診療過程の全体を把握して病理診断にフィードバックしたいと考えている．大学のカン

ファレンスや全国の講習会や研究会に積極的に参加している．

2016年の動向

2016年に病院の移転があり，検査部病理および病理診断科の設備や作業環境が改善された．病院に電子

カルテが導入されたことにより，病理組織検査や細胞診検査や剖検の結果が電子カルテから閲覧可能とな

った．標本作成においても自動化がすすんだディスカッション顕微鏡が設置されたことにより，臨床医

や実習生と顕微鏡をみながらのディスカッションが可能となった．蛍光顕微鏡も導入され，腎生検凍結切

片の蛍光免疫染色を当院で開始するべく準備をすすめており, 2017年より開始する予定である．

2016年6月11日には大阪市立総合医療センターにて第75回関西小児病理研究会および小児腫瘍セミナ

ーの世話人を行った．2016年11月26日には，大阪府立母子保健総合医療センター病理診断科の竹内真先

生が世話人を務められ，当院講堂を会場として第76回関西小児病理研究会を行った．

2016年12月には当院の産科実習中の神戸赤十字病院の研修医のうち病理志望者1名が病理診断科の見

学を行った．

2013年から当院腎臓内科の主催で，神戸大学医学部付属病院病理部の原重雄先生を講師に招いた腎生検

カンファレンスを開催している．2016年も2回の腎生検カンファレンスが，3月と10月に行われた．

2016年3月17日にCPCが行われ，臨床報告は血液腫瘍科の二野菜々子先生が担当された．

2016年の件数

組織診断件数1033件（うち迅速有り44件，胎盤238件，腎生検21件，その他）

細胞診断件数139件

剖検件数 2件（産科死産児1件，新生児科1件）
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29．看護部

看護部理念

命を守り、育てることに努力し、安心と満足が得られる看護の提供に努めます。

看護部のスローガン

「小児看護」→「笑児看護（しようにかんご)」

「みる・まもる・つなぐ．つたえる」で、こどもと家族の輝く笑顔を引き出そう！！

看護部方針

●こどもの権利を守り、患者・家族の思いを尊重した看護を提供します。

●看護の質の向上を目指し、安全と安心に繋がる看護を提供します。

●患者を中心としたチーム医療の調整役として、主体的に行動します。

●真の優しさと暹しさを備えた人間性を養い、自己研鐙に努めます。

看護の体制

●より安全で質の高い看護を提供することを目的とし、パートナーシップ・ナーシング・システム(PNS)

看護提供方式への変更に取組み、全部署日勤帯でのPNSから導入を図っています。

●患者様が治療や検査を理解し、確実に行えるように、プリパレーションやデイストラクションを取り入

れた看護を実践しています。

●保育士と協働し、患者様の成長発達に応じた療育への支援を行っています。

●患者様に少しでも快適で豊かな入院生活を送っていただけるよう様々なボランティアの皆様と季節折々

の行事を実施しています。

●看護系大学との事例検討会や共同研究を推進し、看護の向上に向けて取り組んでいます。

看護部目標

★新たな創造「共働・共育・共創」

1．共働：互いを尊重し合うチームづくりと安全奈看護の提供

2．共育：教え育む力を発揮し共に成長

3共創:新システムにマッチした業務改善を変革

4．共働；在宅支援・地域連携の強化

看護部の活動

看護部

新病院では重症集中系病床の増床に伴い、看護師も増員となった。新規採用看護師の育成と定着促進のため

に、教育担当看護師長と共に精神リエゾン専門看護師や臨床心理士力精神的フォローを行う体制作りをした。

また、新病院での業務フローの変化や新システムに対応するべく、業務改善に取り組んだ。

5階西病棟

小児外科と泌尿器科を主体とした病棟であり、周手術期の患者が多く、病院移転後の新システムにスムー

ズに移行でき、安全・安楽な看護が提供出来るように取り組んだ。
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5階東病棟

在宅支援病棟として､在宅カンファレンス（多職種によるカンファレンス）の定期開催や､退院前後訪問(看

護師による自宅訪問）の開始、在宅支援訓練室の運用、医療評価入院の実施などに取り組み、患者・家族が

安全に、そして安心して在宅療養に移行出来る退院支援に務めた。

6階西病棟

循環器疾患主体の混合病棟として、新生児から移行期の入院患者に対して、安心・安全な看護が行えるよ

うベッドサイドラウンドを行うなどPNSの強化を図った。また、旧病院からの育児教室の継続など家族看

護の実践に努めている。

6階東病棟

PNSや夜勤チームの中で個人の思い込みがミスにつながらないよう、意識的にコミュニケーションを図

り患者の安全確保に努めた。内科、外科混合病棟の特性に合わせ、各科の医師とのカンファレンスの機会を

持ち看護ケアに活かした。

「移行期支援」は腎臓内科医を中心に、外来、他部門とも共に慢性腎炎の患者家族に対する親と子の教室

を開催した。

7階西病棟

今年度、小児がん拠点病院として、がん治療に伴うリスクを予測し予防的にケアを提供することで、患者

の療養生活の質の維持向上を目指して、がんリハビリテーションの導入･管理栄養士による栄養指導の充実・

歯科衛生士による口腔ケアを徹底した。また、抗がん薬曝露対策を実施すると共に、看護手順を作成、看護

の統一を実施して安全な抗がん剤投与に努めた。新設された血液細胞移植室の運営基準や患者の生活環境を

整え、2．6人／日の有効な病床利用ができた。人材育成ではPNS看護体制を確立するために看護の可視化、

伝承、伝達に努め、新人看護師11名の育成につなげることができた。

7階東病棟

新病院から新たに開設された病棟である。血液腫瘍科の患者が半数以上をしめ、その他の内科外科の患者

の入院の受け入れ、集中系からの転入の受け入れを病棟の役割として運用を行ってきた。化学療法を必要と

する患者が多く、曝露防止の必要性、特に排泄物からの曝露防止に対してのスタッフの意識が高まり汚物室、

トイレの環境整備に取り組み改善を行った。多数の新人に対する教育を計画、評価、修正を定期的に行い成

長に繋げることができた。

CICU

5月から集中治療科管理となり、集中治療医師・多職種・他部門との連携を強化したことにより新システ

ムの変更による混乱の解除をおこなうことができた。多数（10名）新採用者から､従来の教育体制を見直し、

フォロー体制の強化を行った。また中堅看護師の育成も強化した。 ICTと連携しデバイスサーベーランス

の導入・家族面会時の健康チェックの開始など感染対策を強化した。

PICU･ ICU

チーム医療を推進し安全なクリティカルケアの提供ができることを目指した。日々、医師とともにベッド

サイドカンファレンスを行ないながら個別性の高いケアを提供することができた。また、移転による病棟編

成の変更に伴いマニュアル類の整備を行ない、集中治療を要する患者に統一したケアを実施できている。

NICU

増床・増員に伴い年間パートナーで年間目標を立案し、ラダーチェック・評価を通して人材育成を図った。

また、分娩全例立ち会いに変更し、認定看護師を中心として、NCPR取得に向け取り組んだ。母乳育児支援・

プレネイタルヴィジット等産科・GCUとの連携を図った。
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GCU

受け持ち看護師の役割を通し、患者．家族によりよい看護の提供に努めた。24時間電話相談、外来や家

族支援・地域医療連携部との連携、養育支援ネットを用いた地域の保健師への情報提供を行い、退院後も継

続して育児支援を行えるよう取り組んだ。

産科

外来通院中から受け持ち看護師が関わり、入院･分娩･育児と継続した看護を実践している。母乳外来では、

当院だけでなく、他院で分娩した母親も対象とし、母乳栄養指導だけでなく母親の精神面での支援や、育児

不安の緩和に努めることができた。

手術室

WHO指針の手術室安全チェックリストを用い、安全な手術環境を整えると共に、看護師が主体となり他

部門と連携を図り、チーム医療の質の向上に取り組んでいる。また、周手術期の家族看護に視点を置いた勉

強会を継続し、術前・術中・術後訪問に繋げるマイマスク運動やプレパレーション活動を推進している。

外来

安全な外来診療・看護の提供を目標とし、教育や、ヒヤリハットの共有、再発防止の取り組みを行なって

いる。在宅療養支援では、他部署との連携の強化と、看護相談外来の拡大を図り、個々のニーズに合わせた

支援の取り組みを行なっている。

救急・HCU

高度集学的救急医療と同時に｢子どもと家族を中心とした救急医療」をテーマに「つなぐ看護」を目指した。

｢カンファレンスの定着」「重症初療シミュレーション」「PNS導入」に取り組んだ。

こども病院看護部教育方針

1.高度専門的な母子看護の知識・技術をもち、エビデンスに基づいた看護実践ができる看護師の育成

2こどもの権利を守り、患者家族の思いを尊重できる看護師の育成

3チーム医療の調整役として行動できる看護師の育成

4.研究的視点で看護実践の改善がはかれる看護師の育成

こども病院看護部継続教育の位置づけ
’ r
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小児ジェネラリストの実践家として役割を認識し行動できる

研究計画

キャリアアップ

ラダーIVチームメンバーの方向付けや育成を行い担当部署の目標達成
母
子

譲
窓
鐸
巽
溌
鐸
懇
罫
羅
薮

蝿

騨

溌

蕊

賎

港

；

港

艤

一

》

酢

》

恥

》

‘

職

怜

！

Ｉ

臆

Ｆ

‐

！

‐

！

“

典

；

‐

、

《

…

謹

奄

俗

辰

齪

‐

凸
。

に貢献するリーダーレベル

教育担当指導者

目標管理

ジェネラリスト

一

フ
オ

ラダーl11看護実践においてロールモデルとなり後輩を育成するレベル成するレベル

ｌ
胃
・
つ
Ｉ

指導者育成

アセスメントテップアップ

リスクマネジメント

ﾛ垂■■■■函
■

一一

ラダーl l 自ら自立し自律的に日常看護業務を遂行し新人指導まで行なうレベル導まで行なうレベル
｜

ア一
一 看護過程

ツ
ラダー｜ 自立に向けた指導を必要とするレベル

プ
研
修

新人（卒後1年目）
新任職員研修

リスクマネジメント

目標管理

看護を考える看護サービス実践 マネジメント



Ⅲ診療統計

看護部委員会

開催回数 活動内容と結果委員会名

＜目的＞

新病院で各看護単位の円滑な運営と看護の質向上を図る

く目標＞

1. PNSが定着、発展し安全、安心な看護の提供ができる

2．新たに導入されたルールや業務を円滑に行い、安全な看護が提供

できる

3．電子カルテの安全で効果的な運用ができる

4. SPDシステムの調整を行い、円滑な物品管理業務を遂行する

5．看護補助者と共働し患者の安全を優先としたケアの実施

6．インターンシップ、病院見学を開催し人材確保につなげる

く活動内容＞

1. PNSの定着に向けたラダー別の研修会の企画と運営

①ラダー別にパートナーシップマインド研修会を2回開催。参加者

の評価は良かった。PNS定着に向けた啓蒙活動を継続する。

②PNS院内評価基準の作成に向けたアンケート内容の検討と実
施

2．業務･手順委員会と連携し、業務業務の手引きの見直しを行った。

3．電子カルテの運用においてセキュリティを守りタイムリーな記録

ができるよう広報活動（ポスターの提示）と監査を実施。意識向

上が図れた。

4. SPDシステムの調整を行い円滑な物品管理業務の遂行に繋げるこ
とができた。

①薬剤運搬、受領と返品について病棟の現状調査を行いレイアウ

トの見直しを行った。

②物品管理のためモデル病棟を決め、円滑な物品管理の検証を行

い、院内統一の物品管理フローシートを作成した。

5．看護補助者と看護師の協働による看護補助者の安全な業務拡大

①看護補助者研修を6回開催し、内容の理解を得られた。

②看護補助者の勤務時間変更に伴うタイムスケジュールの見直し

を行った。

③次年度に向け、看護補助者のベッドサイドケア参加を検討。

6.インターンシップ内容を新病院用に修正し実施。病院のアピールポ

イントをまとめ病院見学時に活用した。参加者からの評価はよく9

割以上が小児看護に興味を持つことができた。

＜目的＞

看護職員のキャリア開発を支援するとともに、良質な看護を提供す

るための教育体系を整備、実践する

く目標＞

1．年間計画に沿って、集合教育を実施し、看護のおもしろさ・やり

がい感を発見することができる研修を企画する

2．教育委員が元気で、各病棟の教育支援ができるとともに、委員と

しての成長ができる

く活動内容＞

1．院内集合研修の企画・運営・評価

2. OJTとリンクした継続性のある教育の検討と実施

3．看護師個々のキャリアに応じた支援の検討と実施

看護師長補佐会 11回

看護部教育委員会 14回
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＜目的＞

新人看護師を支援する教育体制を整備し、実践する

く目標＞

1．新人看護師が現場に順応し、各自のペースに合わせて目標を達成

していけるよう支援できる

2．教育担当者が､新人看護師やプリセプターヘの指導･教育､研修企画・

運営、問題解決に関する知識やスキルを高め、成長できる

く活動内容＞

1．新人看護師の院内集合研修の企画・運営・評価

2．OJTでの継続性のある新人看護師教育の検討と実施

3．実施指導者。教育担当者の支援・育成

4．全スタッフで新人看護師を育成する風土づくり・体制整備

看護部教育担当者会 14回

＜目的＞

臨床指導者の育成と学生の効果的な臨床実習ができる

く目標＞

1．新病院での実習環境を整える

2．実習生を受け入れることで小児看護を目指す学生を育てるという意識

がもて、指導スキルが向上する。

<活動内容＞

1．新病院での実習指導要領を整えた。

2．スキルアップをはかる方法の一つとして積極的に研修会参加ができた。

対象の理解と学生の学びを支えるための支援者の姿勢などについて学

び、伝達講習会を開催し、学びを共有した。

3．学生カンファレンスへの参加や学生との振り返り時に、自分の看護観

を話す事で、学生に看護の楽しさややり甲斐を伝えるように努めた。

臨床指導者会 9回

＜目的＞

業務を見直し、当院で必要な看護業務基準・手順を作成し、安全で

安楽な標準化したケアを提供する

く目標＞

1．看護業務の見直しと改善策の検討

2．各委員会と連携を図り、看護業務手順の作成及び修正を図る

く活動内容＞

1．物品管理、他科との連携を見直すことで新システムでの業務をス

ムーズに行えるよう、看護師長補佐会と調整し、「業務の手引き」

の修正を行った。

2．新システムにあわせ食事に関連した看護手順を修正し、下膳に関

しては、ポスター作成を行い、周知できるよう啓蒙した。

3．安全委員と連携し、電子カルテによる認証業務の手順を作成し、

与薬システム（内服、注射)、輸血の手順を作成した。

4．新システムに関連した看護手順に関して10項目の修正し、周知
した。

業務・手順委員会 11回
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＜目的＞

1．各看護単位での感染対策の中心的役割を担う。

2．各看護単位の感染対策を検討・改善し、感染対策に関する看護の

質を向上させる。

3. ICC\ICT、ICNと連携し、院内の感染対策を推進する。

＜目標＞

1．感染対策に対するスタッフの知識・技術が向上する。

2．流行性感染症、耐性菌などのアウトブレイクが発生しない。

3．勉強会、研修会、学会参加などをとおして実践モデルとしての役

割がとれる。

<活動内容＞

1．スタッフが、感染対策マニュアルを視覚的に理解して使用するこ

とができるよう、標準予防策と感染経路別予防策マニュアルの可

視化に取り組んだ。

2．スタッフに手指衛生の正しい知識､技術が浸透し､実践できるよう、

直接観察法を用いて監査を行い、遵守率向上に向けて取り組んだ。

3．個人防護具の着用率の向上と正しい着脱方法が浸透するよう、チ

ェックリストによる評価と啓発ポスターの作成をおこなった。

4. ICTと密に連携し、問題発生時に早期対処した。

5．病棟の感染対策に還元できるよう、ICTラウンドに同行して自己

の学びを深めた。

6．リンクナースとして必要な知識、技術を習得するためチェックリ

ストによる自己評価を年2回実施した。院外研修会にも自主的に
参加した。

感染対策委員会 11回

＜目的＞

看護事故防止対策を検討し、全看護職員のリスク感性向上に向けて

取り組むことを目的とする

く目標＞

1．ヒヤリハット報告・事故事例を分析し対応策を検討することがで

きる

2．安全文化の醸成に向けた活動を推進することができる

3．安全な療養環境が提供できる

く活動内容＞

1．ヒヤリハットの情報共有

2．転倒・転落アセスメントシートの活用と環境ラウンドの実施KYT

分析を各部署で実施

3．安全な与薬に向け、内服手順の作成と周知を行う

4．安全な食事（ミルク）に向けて安全啓蒙活動と行う

5．委員会内でヒヤリハット事例のKYTを実施し、病棟へ還元する

安全対策委員会 11回

＜目的＞

病院情報スステムに必要とされる「真正性」「見読性」「保存性」

の3原則の確保のために、業務上看護が取り扱う情報を以下の3点に

基づき管理することを目的とする。

①看護過程に必要な情報を特定し、分析を行い看護計画に役立て
る。

②看護実践用のシステム（看護支援システム・病院情報システ

ム）を活用し、その改善に関わる。

③情報管理に関する法令遵守及び、施設のセキュリティーポリシ

ーに基づいたシステムの安全管理に関わる。

本会は前項の目的を達成するために次の事項を協議する

1．看護に必要な情報の適切な入力および適時の入力
2．看護の思考過程の記録

3．看護記録の量的・質的監査の実施

4．看護情報の2次利用

く活動内容＞

1．電子カルテにおける、看護記録の監査

2．電子カルテシステムに対応した記録要項の修正

3．情報管理上の課題の検討

看護部情報管理委員会 11回
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＜目的＞

在宅療養支援に関する院内外の現状を知り、地域連携推進に取り組
む

く目標＞

1．子供の健康生活を支援する地域関係機関との連携の充実を図る

2．在宅療法指導マニュアルの見直しを行う。

3．看護連絡票の必要な情報が記載できる。

4．退院支援システムを理解し、早期から院内連携を図り、スムーズ

な退院支援ができる

く活動内容＞

1．退院支援スクリーニングシートの具体的な記載方法を提示し、ス

タッフ全員がスクリーニングできるようにした。

2．訪問看護ステーションとの交流会を1回、事例検討会を1回行い、

地域との連携を図り在宅支援を考えることができた。

3．事例検討会を3回開催し、各病棟で情報共有を行った

看護部地域連携委員会 11回

＜目的＞

医療・看護の質向上に向け、専門看護師・認定看護師が連携して問

題解決への取り組みや支援を行う

く目標＞

1‘各専門・認定看護師の活動を共有し連携をはかる

2．各専門分野もしくは共通している問題について、ともに検討し解

決につなげる

3‘専門・認定看護師が協働して教育活動を行う

4．専門・認定看護師の支援体制を整える

く活動内容＞

1．各自の年間計画、月間・年間活動報告の共有

2．活動の中で発見した問題提起と検討、互いの支援

3．専門・認定看護師が協働する勉強会の企画・運営

4．活動に関する看護部との調整・交渉

看護部専門・認定看護師会 10回

＜目的＞

スタッフが看護研究を意欲的かつ適切に実施できるように、研究の

全過程にわたって支援する

く目標＞

1．看護研究の計画や実施において、スタッフが適切な倫理的配慮を

行えるよう支援する

2．スタッフが、看護に関して科学的方法を用いて探求し、新しい知

見を得るために、適切な指導と支援を行う

く活動内容＞

1．看護研究の倫理的配慮に対する指導・教育

2．看護研究の計画・実施プロセスにおけるスタッフの支援

看護部研究支援委員会 3回

＜目的＞

皮膚排泄における専門知識を習得し、ケアの質向上を図る
く目標＞

1．ストーマケア、失禁ケア、創傷ケアなどの専門知識、技術を共有
する

2．各部署におけるストーマケア、失禁ケア、創傷ケア、電子カルテ

での記入不備の現状や課題を検証し改善する

く活動内容＞

1．褥瘡対策に関する電子カルテの入力が確実にできるよう、入力手

順表を作成した。また、看護指示を活用するようにした。

2．体圧分散寝具の新病院での定数配置の調整を行った。定数表を修

正し、病棟間での貸借がスムーズに行えるようにした。

3. CIC・ストーマ保有者の災害時の家族用リーフレットを作成した。
今後、使用手順を作成し、家族指導に使用していく。

皮膚・排泄ケア部会 10回
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＜目的＞

1．呼吸障害における専門知識を習得する

2．呼吸障害におけるケアの質の向上を図る

く目標＞

1．呼吸障害における専門知識を習得し根拠をもって実践できる

2．各呼吸器に応じた安全チェックが統一して行える

3．新病院システムに即した物品管理を確立する

く活動内容＞

1.MEと協力し、呼吸器関連物品の管理方法の検討や統一、

2．呼吸療法マニュアルの修正と項目（新マニュアル）の追加

3．理学療法士の協力を得て、肺理学療法の勉強会の開催

4．感染科医師・歯科衛生士の協力を得て、口腔ケアの勉強会の開催

呼吸障害ケア部会 10回

＜目的＞

1．摂食に関する最新の知識を学び、共有する

2．事例検討を行い、摂食ケアの質の向上を図る

く目標＞

1．症例検討を通じて摂食ケアの考え方について学び、適切なケアを

提供できる

2．各委員が各部署における摂食ケアのレベルアップ方法を計画し、

実践できる

く活動内容＞

1．委員が、摂食ケアについての基礎知識を習得できるよう上半期計

画的に勉強会を行った。

2．毎月各部署から症例をあげ検討し、各部署での摂食に対する意識

の向上につなげた。

3．口腔ケアが確実に実施でき、摂食ケアに関する情報収集が行ない
やすいよう、看護指示や摂食ケアテンプレートの活用を進めた。

摂食障害ケア部会 11回
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灘議繍灘 研修会名繁:幾.〃蝿」i｡i銅程鐵粉糖間:灘ゞ':" ｡j…貢~湾~" ゞ､､譲鼠~"寧漁等畷扉‘ _:“←乎鷺'/"!f言琴辨;鯵加劉津 ･"$……｡講師〃 #上…譽［
凪次長、栗林Ns、大亀Ns、藤田課長、安
藤Ns、鳴滝CN、武田看護師長、西村補佐、
教育担当者

フォロー研修①子どもの看護・感染 4月6日(水） 1日 120名

120名鳴滝CN、教育担当者フォロー研修②感染・安全 4月7日(木） 0．5日×2

4月11日（月）
4月12日(火）

フォロー研修③与薬・清潔ケア 1日×2 116名 教育担当者

4月18日（月）
4月19日(火）

フォロー研修④輸液管理 1日×2 119名 テルモ、教育担当者

フォロー研修⑤呼吸生理・周手術ケア・小
児麻酔

坂本CN、木和田補佐、安藤Ns、轡Ns、
新井Ns、中谷CNS、教育担当者

4月25日(月） 118名1日

フォロー研修⑥吸引・吸入・NG管理 4月26日（火) l 0.5日×2 119名 l教育担当者

5月19日（木）
5月20日(金）

フォロー研修⑦救急蘇生 1日×2 119名 藤原CN、坂本CN、和久Ns、教育担当者必要な看護知識と技術を段階的に身につけることができる
同期との就職後の思いを共有し、今後の意欲に繋げる
看護実践について振り返り、自己の看護師像を明らかにし、次のステップ
への目標を見い出せる

１
２
３ 鎌田CN、森本CN、

栄養士、検査技師、
教育担当者

西川CNS、烏井管理
放射線科医師／技師、

フォロー研修⑧
権利・スキンケア・栄養・摂食

新人 6月17日(金） 1日 119名

7月14日（木）
7月15日(金）

フォロー研修⑨多重業務 1日×2 116名 教育担当者

福井薬剤部次長、鎌田CN、浅井CNS、中
田PT、板原Ns、末廣Ns、教育担当者

フォロー研修⑩家族看護・褥瘡・薬剤管理 8月8日(月） 1日 115名

フォロー研修⑪
継続看護・ストーマケア・静脈注射

鎌田CN、鳴滝CN、藤田課長、泊CN、中
川補佐、大亀Ns、橋本次長、教育担当者

8月29日(月） 1日 114名

フォロー研修⑫技術発表 9月16日(金） 0．5日×2 112名 ｜教育担当者

10月20日（木）
10月21日(金）

フォロー研修⑬看謹過程ｌ
骨
。
①
Ｉ

1日×2 107名 中谷CNS

2月28日(火）
3月1日(水）

フォロー研修⑭看護を考える 1日×2 107名 教育担当者

子どもの生理学的異常兆候を察知し、報告することができる
小児の救急蘇生場面において、迅速な役割行動をとることができる

１
２フィジカルアセスメント・救急蘇生研修 11～2月 各1日 107名 藤原CN、坂本CN、インストラクター他

先輩看護師や同期との交流を深め、リフレッシュの機会とする
自己の役割・目標を明確化する機会とする

１
２既卒者研修① 6月6日(月） O.5(PM) 15名 中村郁子看護部参事、寺田・夏川・工藤Ns

ストレスマネジメント方法について理解できる
抱えている悩みを解決する糸口を見つけることができる
3か月を振り返り、研修①で立てた目標の達成状況と、今後の課題を明確にする
同期との交流を深め、リフレッシュの機会とする

１
２
３
４

既卒者研修② 0.5(PM)8月24日(水） 13名 河野臨床心理士
既卒

小児特有の看護について知識を深め、実践の場面で役立てることで自信に
つなげることができる
同期との交流を深め リフレッシュの機会とする
半年を振り返り、研修①で立てた目標の達成状況と、今後の課題を明確にする

1

既卒者研修③ 10月11日(火） 0.5(PM) 茨木補佐13名
２
３

看護過程 6月28日(火） 1日 1個別性のある看護過程の展開を学び、日々の実践に活かすことができる ’ 52名 ｜中谷CNS

家族看護の基本的な考え方、理念を知ることができる
家族の抱える課題に気づくことができる
家族を看護の対象と捉えて、関わり方を見出すことができる

１
２
３

家族看護① 8月30日(火） 1日 52名 浅井CNS

1．子どもの権利・看護倫理を理解し、実践の中で倫理問題について気づくこ
とができる

看護倫理 9月29日(木） 1日 49名 栗林CNS

看護過程・家族看護・看護倫理を踏まえて、自分の大切にしている看護を
明確化することで考えを整理することができる
他者承認を得ることで、自身のモチベーションに繋げることができる

１
２

ラダー’ ケーススタディ発表 12月5日(月） 1日 48名 教育委員

パートナーシップマインドについて理解し、育て、活用することができる
自己の役割を理解し、日々の看護ケアの中でメンバーシップを発揮するこ
とができる

自己の課題を見出し、具体的な行動計画を立て、取り組むことができる

１
２
３

PNSマインド研修 12月13日(火） 0.5(AM) 32名 奈須補佐、鞠補佐、伊丹補佐

支援を受けて、後輩と関わることができ、自己の役割がとれる
支援を受けて、プリセプターとしての役割がとれる

１
２後輩指導 2月22日(水） 0.5(PM) 55名 佐藤看護師長



リーダーの役割を遂行し，リーダーシップについて自己の考えをまとめ、
自己の課題が明らかになる
実践場面において、状況に応じたリーダーシップが発揮できる

１
２

リーダーシップ発表会
(前年度県立病院リーダーシップ初級編受講者）

0.5(AM) 16名 教育委員7月26日(火）

8月までの自己の関わりを振り返り、課題や今後の方向性を明確にできる
プリセプテイの成長に合わせた関わりができる（プリセプター）
自己の関わりの中から、自分のプリセプテイに対する関わりの意味が理解
できる（プリセプター）
プリセプティ・プリセプターの成長に合わせた関わりができる（アソプリ）
自己の関わりの中から、自分のプリセプテイ・プリセプターに対する関わ
りの意味が理解できる（アソプリ）

１
２
３
４
５

32名 佐藤看護師長8月24日(水） 0.5(AM)ブリ・アソプリフォロー①

リーダーの役割を遂行し，リーダーシップについて自己の考えをまとめる
実践場面において、状況に応じたリーダーシップが発揮できる

１
２

ラダー11 24名 竹井看護師長9月23日(金）リーダーシップ初級編 1日

10月25日（火） ’ 1日 ’ 1 日々の実践の中で倫理問題提議が行え、解決策を導くことができる 29名西川CNS看護実践と看護倫理

自己の関わりを振り返り、課題や今後の方向性を明確にできる
プリセプテイの現状を把握し成長に合わせた関わりができる(プリセプター）
プリセプターや新人の現状を把握し必要なかかわりができる（アソプリ）
経験者の体験談を聞いて、自己の関わりを振り返ることができる

１
２
３
４

31名 竹井看護師長、野田・花房・林Nsブリ・アソプリフォロー② 11月29日(火） 0.5(AM)

リーダーシップ発表会
(H28年度県立病院リーダーシップ初級編受講者）

3月13日(月） 0.5(AM) l 日々の実践においてリーダーシップが発揮できる 22名 教育委員

リーダーシップ発表会
(H28年度院内リーダーシップ初級編受講者）

3月13日(月） 0.5(PM) 1 . 日々の実践においてリーダーシップが発揮できる 24名 教育委員

PNSの概念、こども病院における基本的な考え方を理解できる
PNSにおけるパートナーシップマインドについて理解することができる
PNSにおけるリーダー（ペアリーダー）の役割を理解し実践できる

１
２
３

34名 奈須補佐、鞠補佐、伊丹補佐9月13日(火） 0.5(AM)PNSマインド研修ラダーⅡ.Ⅱ’

11月29日（火) l 0.5(PM) 1 1. ファシリテーターの役割が理解でき実践できる 16名 ｜中井看護師長ラダーl1l ･ IVIファシリテーター研修

看護研究としての基礎知識を得ることができる
研究的視点で実践を見ることができる
支援を受けながら研究に取り組むことができる

１
２
３

Ｉ
』
つ
『
１

24名 中谷CNS2月22日(水） 0.5(AM)看護研究①看護研究

先輩看護師の指導を受けながら、教育担当者、アソシエイト・プリセプター
として新人看護師の支援と教育ができる
シミュレーション教育の知識を習得し、研修の企画運営に活かすことがで
きる

三宅一代先生
(にこにこハウス医療福祉センター）

１
２

32名教育担当者研修① 12月19日(月） 0.5(PM)

29名 井谷CN、梁CN、河南Ns教育担当者研修② 1月16日(月） 1日役割研修

名
名

７
６

３
３

三宅一代先生
(にこにこハウス医療福祉センター）

1月13日（金）
1月20日(金）

0.5(PM)
×2

1．若年看謹師の特長を理解し、相手に合わせた教育支援ができる教育研修

小児のストーマケアが適切にできるようになるために、小児のストーマ造
設をする疾患や術前術後のケア、ストーマ装具・皮膚保護材、スキンケア
の原則とスキントラプル、社会保障について理解する

1

5名ストーマケア① 0.5(AM) 鎌田CN

適切な病態アセスメントと情報の共有、報告のスキルを身につけ、患者へ
の適切なケアや治療につなげることで、児の急変や重症化、合併症を予防
することができる

病態アセスメントの視点と報告の仕方についてスタッフに指導することが
できる

1

0.5(AM) 6名 坂本CN集中ケア
2

7月27日（水）

9月28日（水）
1月24日(火）

スキルアップ

研修
1．新生児期の生理学的適応過程を理解し、必要な看謹について理解する
2．親子の始まりを支えるための看漣を理解する

3．母乳育児支援の実際について理解する
4デベロップメンタルケアやポジショニングなど、新生児の神経発達援助を

理解する
5．1～4をふまえ、疾病新生児の看護の実際について考えられる

１２３４

0．5(PM) 9名 井谷CN新生児看護

看護師の生理学的異常に対するアセスメントカ及び初期対応力を培い､もっ
て早期の治療介入・患児の状態悪化防止につなげる
役割モデルとしてアセスメント・急変時対応を実践、スタッフへの指導が
できる

１
２ 日

響
翻
雪
型

0.5(PM) 7名 藤原CN、坂本CN小児救急看謹



管理が難しい小児のストーマケア（尿路ストーマ、ストーマ周囲に皮膚炎
のあるストーマ､低出生体重児のストーマ､ストーマ合併症のあるストーマ）
を適切に行うために、ケアの特徴と方法について理解する

1

ストーマケア② 0.5(AM) 4名 鎌田CN

後藤CN
1 がん化学療法看護に必要な基礎知識や基本技術を習得し、抗がん剤投与に

おいて安全で確実な看護実践ができる
化学療法看護 0.5(AM) 5名

8月3日（水）
9月27日（火）
1月25日(水）

ラダーⅡ以上の看護師の感染対策に対するレベルが向上する
現場における感染対策の風土を改善する
受講者が、感染対策の基礎知識を基盤に、根拠を理解して看護ケアを展開
できる

受講者が、役割モデルとして感染対策を実践、推進、スタッフへの指導が
できる

受講者が、常に問題意識をもって行動し、感染防止対策の改善策について
考えることができる

１
２
３
４
５

感染管理 0.5(PM) 8名 鳴滝CN

スキルアップ

研修
摂食・嚥下の基本的なメカニズムについて知り、子どもにとっての食の意
味や食行動の理解を深めることができる
当院に入院中の子どもたちの摂食・嚥下障害の原因について理解・推測し、
必要時、看護計画を立案及び実施・展開することができる
各所属部署のリンクナース的役割を担い、必要時、認定看護師へのコンサ
ルテーションをし、共同して取り組むことができる

１
２
３

摂食・嚥下障害看護 0.5(AM) 5名 森本CN

7月25日（月）
10月17日(月）

2月6日(月） 糖尿病の病態理解に基づいた支援を行うために、血糖調節機構と異常を説
明できる能力を身につける
糖尿病の成因と病態を理解し、小児1型糖尿病の療養支援を実践できる自
身が持てる
小児1型糖尿病患者に成長発達段階をふまえた看護の実際を考えることが
できる

１
２
３

糖尿病看護 0.5(PM) 2名 泊CN

ｰ
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Ⅲ診療統計

30．薬剤部

1 薬剤部員異動

(平成28年4月1日付）

【退職者】課長補佐 赤松則子

【転入者】課長補佐 丁子江利

職員 岸本早百合

職員 由良沙央理

職員 研真梨子

職員 中西有璃

職員 野田有貴子

職員 乗松耕平

日付）

日付）

日付）

日付）

日付）

日付）

日付）

日付）

１
１
１
１
１
１
１
１

朋
月
月
月
月
月
月
月

３
４
４
４
４
４
４
４

年
年
年
年
年
年
年
年

８
８
８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２

成
成
成
成
成
成
成
成

平
平
平
平
平
平
平
平

く
ｌ
く
く
く
く
ｌ
く

県立尼崎総合医療センター

県立がんセンター

県立尼崎総合医療センター

新規採用者

新規採用者

新規採用者

新規採用者

2平成28年活動報告

本年の主な取り組み概要を下記に記す。

（1）病棟薬剤師業務の充実

新病院となり6名の増員を受け、電子カルテや最新の調剤機器も導入された。そのため、調剤業務の

みならず病棟での薬剤師業務の充実を図った。従来の薬剤管理指導件数の増だけでなく、 7月から病棟

薬剤業務実施加算1を取得し、一般病棟全てに週20時間以上薬剤師を常駐させ医療スタッフや患者か

らの問い合わせ・指導を行った。

（2）薬剤部内での医薬品に係わるヒヤリハット防止への取組

薬品取り間違い防止のための機械化の促進を図り、従来のダブルチェックに調剤機器を加えたトリプ

ルチェックが実施可能となった。また、増加している若手職員を中心にリスク防止対策等の研修会を実

施しリスク防止意識の醸成を図った。更に薬剤業務が適正に実施されているかを確認する目的で実践検

証を実施する等、部員全員でヒヤリハット防止対策に取り組んだ。

（3）治験への取組

院内治験審査委員会事務局として新規治験や継続中の治験の適否に携わった。さらに、小児治験ネットワ

ークを介した治験（中央治験審査委員会で審議）にも積極的に参加し、より充実した治験業務が展開できた。

（4）薬学生の長期実務実習及びレジデントの受け入れ

実務実習モデル・コアカリキュラムに基づき7名の薬学生を受入れ指導を行った。また、1名のレジ

デントの受け入れについては当院作成のレジデント研修マニュアル等で、病院薬剤師として必要な知識

等を指導した。

（5）部員の育成

薬剤部の活性化と個々の部員のモチベーションを高めるため、部内勉強会や薬剤管理指導症例報告会

を定期的に実施した。さらに学会等での発表等の支援を行った。

3今後の展望

医療事故防止対策の充実やチーム医療の促進という観点から病棟での薬剤師業務を更に充実させるた

め、集中部門や手術室への薬剤師を配備させるべく取組んでいく。更に、薬剤師個々の技術・知識を充実

させ院内の医薬品の適正な管理及び積極的な薬物療法の推進に寄与していく。
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(1)調剤件数

内用・外用薬 注 射 薬
区 分

処方菱枚数 調剤数 処方菱枚数 延本数

入 院 49284 95812 103690 621473

外来 6081 48661 7641 14481

計 55365 144473 111331 635954

一日平均 151．3 3947 304.2 1737.5

(2)薬剤管理指導関係件数

診療科 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月’11月 計12月

薬剤管理指導 369 375 273 158177 728 763 1 966 886 894 947 870 7406

麻薬加算 11 3 5 0 6 19 13 12 8 3 8 924

退院指導 53 48 45 36 15 62 86 85 79 108 112 88 817

(3)薬剤情報提供料件数

診療科 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 ’ 10月 計11月 12月

全科 464 445 5()5 420 349 350 302 330 277 299 291 1 318 14350

(4)無菌製剤調製業務

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計12月

抗がん剤 245 259 262 74 53 96 160 179 160 110 101 1800101

高カロリー 77 71 85 27 34 85 41 42 146 106 103 124 941

計 322 330 347 101 87 181 201 221 306 216 204 225 2741

(5)TDM件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 言I8月 9月 ’ 10月 11月 12月

バンコマイシン 2 0 0 7 4 6 7 6 1 1 6 10 5 43

(6)院内DI業務

①電子メールによる情報提供

送信日 件 名

医薬品安全対策情報No.251

医薬品安全対策情報No.252

2016．8．12

20169．28

医薬品安全対策情報No.2532016．10．28

医薬品安全対策情報No.2542016．11．28

医薬品安全対策情報No.2552016．12．26

②主な問い合わせ内容

問い合わせ内容

・注射薬配合変化について ・抗がん剤の適切な投与法について

･注射薬溶解後の安定性について ・医薬品の副作用について

･注射薬のフィルター透過性について ・血液製剤の投与法について

･食品と薬剤の相互作用について ・小児薬用量について

･内服薬の飲み易い飲み方について ・錠剤の粉砕可否について

･冷所保存医薬品の常温での安定性について ・注射薬の血管外漏出について
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Ⅲ診療統計

(7)院内製剤

①内用液剤

③外用液剤

製剤量（単位/mL)

4000

1440

65

38600

0

0

5

90

0

100

0

200

270

270

50

製剤名

アセモトール

1/2カプトドロップ

0.5％アトロピン点眼

25％グリセリン液

耳垢水

食塩重層液

20％硝酸銀

30％硝酸銀②軟
一
扇
弓

製剤量（単位/g)

77500

1260

1200

製剤名

バリアー

10％テストステロン軟膏

04%エストラジオール軟膏

40％硝酸銀

10％ピオクタニン青液

1％ピオクタニン青液

0.2%ピオクタニン青液

30％アルコール

50％アルコール

ツェンテール液

④予製剤

製剤量（単位/g)

12000

500

100

2400

300

3500

25

製剤量（単位/g)製剤名

(倍散→倍散）

0.01％ジゴシン散

(錠→散）

インデラル（×100）

グリチロン散

コートリル散（×20）

デカドロン散（×1000）

レバチオ散（×50）

製剤名

ベラプロスト（×50000）

ヒドロクロロチアジド散(xlO)

フラジール散（×4）

オキシブチニン散（×100）

メキシチール散（×10）

ロンケス散（×100)

イムラン散（×10）

1000

1000

900

1460

750

13590
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製剤名

内服用ルゴール液

01％ミダゾラムシロップ

製剤量（単位/mL）
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31。検査・放射線部（検査部門）

1 ．人事異動

【転出者】

担当課長補佐

【転入者】

担当課長補佐

課長補佐

課長補佐

職員

【再任用者】

主任

戸田照美 県立西宮病院へ (平成28年4月1日付）

宏
保
枝
明

明
美
珠
和

県立淡路医療センターより ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

付
付
付
付

日
日
日
日

１
１
１
１

月
月
月
月

４
４
４
４

年
年
年
年

８
８
８
８

２
２
２
２

成
成
成
成

平
平
平
平

く
く
く
く

平田

山崎

細川

亀山

県立がんセンターより

県立がんセンターより

新規採用

笹川のせ子県立光風病院より (平成28年4月1日付）

2．活動報告

本年の主な取り組み概要を以下に示す。

(1)院内感染対策

・感染管理加算I取得の継続(JANIS検査部門に参加）

・感染対策委員会事務局として、本委員会を定期開催（年12回）

(2)安全な輸血医療

・輸血管理料I取得の継続

・輸血療法委員会事務局として、本委員会を定期開催（年6回）

・アルブミンの一元管理を輸血検査部門で開始

．「輸血について」新規採用看護師フォロー研修にて講演

・輸血療法マニュアルの改訂（医療情報システムの更新に伴う）

・輸血用血液製剤の有効利用、赤血球製剤廃棄率の低減化の推進

赤血球製剤廃棄率は18％（目標20％）

(3)医療事故防止の強化

・医療安全目標の作成と推進

「未検査・未受付の確認」をテーマとし、日勤帯・時間外の業務終業前に未検査・未受付チェックを実施

･危険予知トレーニング(KYT)を実施

(4)検査委員会活動

・検査委員会を年2回開催

・日本臨床衛生検査技師会の「精度保証施設」認証を取得

外部精度管理に参加（日臨技臨床検査精度管理調査・兵臨技臨床検査精度管理調査）

・パニック値の見直し

・検査部研修会（院内全体研修）の開催

講演「細菌検査における炎症マーカーの有用性」
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IⅡ診療統計

(5)新病院での取り組み

・外来採血業務へ検査技師1名が参画

・遺伝子検査等、新規検査の導入

・各検査部門システムの新規導入や更新に伴うマニュアルの見直し

・基準値の見直し

・小児がん拠点病院に対応する臨床検査の充実

(6)人材育成

・学会（発表4名）や研修会へ積極的に参加し、技術や知識を習得した。

・県立病院の相互利用による研修を実施し、技術の取得や運用改善を行った。

・業務達成度チェックリストの活用

時間外検査・採血業務・各部門ルーチン検査の業務達成度について、チェックリストを用いて評価し

研鐙に務めた。

(7)検査技術科学専攻学生の臨地実習受け入れと指導

北里大学医療衛生学部医療検査学科 1名

神戸大学医学部検査技術科 2名

神戸学院大学栄養学部栄養学科 6名

行岡保健衛生学園 1名

<認定・資格〉

超音波検査士（消化器） 4名

超音波検査士（体表臓器） 1名

認定血液検査技師 1名

細胞検査士 2名

第一種衛生管理者 1名

衛生工学衛生管理者 1名

特定化学物質及び四アルカリ鉛等作業主任者

超音波検査士（循環器）

認定輸血検査技師

認定骨髄検査師

臨床工学士

有機溶剤作業主任者

名
名
名
名
名

５
１
１
２
１

2名

次年度の課題

・新病院関連

遺伝子検査など新規導入検査の知識・技術の修得

他部門との協力体制の強化による円滑な業務運用の構築

災害時・システムダウン時等、危機管理体制の再構築

・外来採血の技術の向上と患者対応を学ぶ。

・小児がん拠点病院に対応する臨床検査部門の充実（人材育成を中心に）

・輸血用血液製剤の有効利用、赤血球製剤廃棄率の低減化の推進

・チーム医療への積極的な参加

・診療材料や運用の見直しによる経費削減の推進

3
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(1)平成28年臨床検査実施状況 鯉メディスコードを用いた集計に琴重

1月 2月 3月 ’ 4月 ’ 5月 6月 ’ 7月 ’ 8月 合計9月 10月 11月 12月

般
一
液

2,880 2,737 3,084 2,291 1,927 2,407 2,703 3621 32,6402,728 2,790 2,596 2,876
一

血 12,984 11,954 12474 8,128 9,088 11,854 12,720 14,070 12,705 12,602 12,155 12,468 143,202

細 菌 2,350 2,358 2,177 1,229 1,088 1,664 1,748 1,962 1,672 1,884 1,951 1,967 22,050

血 清

生化学

5,536 4,920 3,4415,286 3↑849 4,586 5,317 6,118 59,3235,178 4,954 5,030 5,108

48,834 45,828 48,163 33,398 35,054 44,343 48,375 55,028 548,37047,718 46,964 46,338 48,327

病 理 150 142 139 72 105 120 128 173 153 128 1,618158 15(）

生 理 1,325 1,364 8341,732 1,231 1,172 1136 1,940 15,7161,325 1,221 1,106 1,330

職員検診 38 38 39 915 23 39 3，311 93 4,63847 44 25 26

外部委託 2,757 3,295 3,340 3,424 2,213 3,327 3,071 4,001 37,9673，361 3,284 2,666 3,228

合 計 76,854172,636 76,434 54,129 54,181 69,512 78,509 87,006 74,887 73,901 71,995 75,480 865,524

(2)平成28年時間外（日、当直）検査実施状況

1月 2月 ’ 3月 4月 5月 年度累計6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

項目数 3,231 2,651 2,546 1,204 1,971 2,937 3,164 3,037 3,425 3,320 2,943 3,261 33,690

対前年比 122.2％ 118.3％ 100.4％ 42.6％ 61.0％ 127.1％ 110.2％ 121.2％ 126.4％ 124,1％ 100.1％ 103.1％ 100.0％

患者数

対前年比

1,343 1,093 1,052 511 801 1,115 1,315 1,253 1,330 13,7481,427 1，311 1,197

1218％ 117.1％ 97．3％ 44.7％ 58.9％ 116．1％ 109．1％ 1211％ 1.28.2％ 119.2％ 97.9％ 99.1％ 98.4％

(3)平成28年血液製剤使用状況

製剤 1月 2月 3月 4月 5月 合計6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

単位数購入数 284 239 255 96 131 200 233 211 270 241 254 254 2,668

使用量 単位数 280 237 249 9(） 125 198 229 204 2,619268 231 254 254
RCC

廃棄量 単位数 4 2 6 6 6 Z 4 7 2 10 0 0 49

廃棄率 ％ 1.4 0．8 2.4 6.3 4．6 1.0 1.7 3.3 07 00 0．0 1.84．1

購入数 単位数 149 97 134 32 65 148 167 92 128 1 1,373167 86 108

使用量 単位数 148 95 134 30 61 148 165 92 166 80 108 128 1,355
FFP

廃棄量 単位数 1 2 0 2 4 0 2 0 1 6 0 0 18

廃棄率 ％ 0.7 4．0 6.3 6.20.0 0.0 1.2 00 0．0 1.31.0 7.0 0.0

購入数 単位数 1,020 770 820 460 290 510 865 9,120700 870 940 830 1,045
I

使用量 単位数 1,020 770 82(） 45(） 290 500 865 690 1,035 9,080870 940 830
PC

廃棄量 単位数 0 0 0 10 0 1(） 10 400 0 0 0 10

廃棄率 ％ 0.0 00 0(〕 2.2 00 2.0 0．0 1．4 1 0．0 0.0 0.0 1.0 0.4
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Ⅲ診療統計

耐性菌検出状況(H28年）細菌培養材料別検査件数(H28年）

雷鐸鷺鐙鳶電菌名ゞ ・
MRSA

S.pneumoniae(PISP)
S.pneumoniae(PRSP)
H.mfluenzae(BLNAR)
H.influenzae(BLPACR)
E.coliESBL

K.pneumomaeESBL
K.oWtocaESBL
Rmr2hilisESBL

Enterobacter sp. MBL
RaeruginosaMBL
RaeruginosaMDRP
K.pneumomaeAmpC

依頼件数一

525

97

870

686

1648

12

10

181

8

3

135

1

1

276

433

131

16

1

561

90

i 『 ” 材料

気管内採疾

喀出疲

気管洗浄液

咽頭粘液

鼻腔内

口腔内

その他（呼吸器）

便

胆汁

胃液

肛門(GBS増菌）

生検材料（消化器）

その他（消化器）

自然排尿

採尿カテーテル尿

留置カテーテル尿

カテーテル尿

尿道分泌物

膣分泌物

膣(GBS増菌）

子宮腔内

悪露

その他（泌尿器）

動脈血

静脈血（末梢血）

静脈血(cV血）

膳帯血

髄液

胸水

腹水

関節液

羊水

骨髄

心嚢水

その他（穿刺液）

開放性膿

閉鎖性膿

CV先端

耳分泌物

眼分泌物

皮膚

膳部

褥瘡

創部

その他

培養合計息《" ‘ 典ﾑﾏ…~蝿， ゞ‘‘:鳶＆

０
０
０
９
０
１
０
０
０
１
０
０
３

３
２

１

数件

重複なし

139
－

77

２
｜
畑

函
？
■
砂
吋

２
１
３
１
２
２
３
１
１
６
６
６
３
６
０
１
２
３
２
７
６
．
８
．

２
７
４
４
２
２
１
５
１
６
２
１
９
２
４
６
９

６
５
１
１
１
３
５

１
９

群

争

且

今

。

←
ワ
、
閏

串
湘
辨
“

翻

北

その他検査件数(H28年）

ウイルス迅速検査

ウイルス以外の迅速検査

932

81

2064

83

I

MRSA検査

PCR検査(H28.10～）

－115－



血液培養

材料 件数 陽性件数 陽性率（％）

静脈血（末梢血） 1622 94 5.8
I

静脈血(CV血） 571 54 9．5

動脈血 351 6 1.7

’ 血液培養検出菌ﾛ

》
岬 件数

CoagNegStaphMRS 22

S.epidermidis(MRSE) 13

S.pneumoniae(PSSP) 8

Staphylococcusaureus 8

ViridansStreptococcus 7

Bacillussp 7

CoagNegStaph 6

Staphylococcusepidermdis 5

GramNegativerod 5

Corynebacteriumsp 4

Escherichiacoli 3

Klebsiellapneumoniae 3

FInterococcusfaecium 2

GramPosrod 2

S.aureus(MRSA) 2

Streptococcusagalacdae 1

Enterococcusfaecalis 1

Enterococcussp 1

EcoliESBL 1

Rnterobactercloacae 1

Salmonellasp 1

HaemophilusmfUlenzae 1

Pseudomonasaeruginosa 1

Stenotrophomonasmaltophilia 1

Acinetobacterbaumannii 1

Campylobacterjajuni
Clostridiumperfringens

1

1

Tifichosporonsp 1

のべ件数（重複あり）
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細菌別薬剤感受性率(H28年）

グラム陽性球菌

菌名

Staphylococcusaureus
S.aureus(MRSA)
Staphylococcusepidermidis

織
型
型
“
型
鴎
銘
里
９
１

CLDMMINO

87 99

27 60

93 100

70 99

100 100

100 100

13

44

100

“
的
一
卯
一
Ⅷ
帥
一
皿
妬

鋤
布
一
ｍ
｜
帥
一
“
｜
師
一
蹄

恥
測
－
９
｜
帥
一
“
｜
師
一
蹄

”
部
一
記
鈎
一
羽
瓢
一
卵
一
兜
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32．検査・放射線部（放射線部門）

1 ．人事異動

【転出者】

【転入者】

平成28年4月1日付

担当課長補佐 大谷

課長補佐 中出

主査 田島

幸広

貴英

将行

加古川医療センターへ

がんセンターより

尼崎総合医療センターより

2．活動状況

1）放射線検査業務実績（表1，2，3）

平成28年の放射線検査実績は、総検査人数40,569人で、前年より292人減少していた。これは、新病

院への移転に伴い、入院患者を制限したり、外来診察を停止したりしたことによる。しかし、8月以降は

昨年度を上回っており、特にMRI検査は、6月15日から2台体制となり大幅に増加した。放射線治療は

8月から再開し、全ての装置が予定どおり稼働を開始できた。時間外検査は、準夜帯・深夜帯の検査が増

加している。また、診療報酬改定により、画像診断や放射線治療の小児加算が増加したため、収入は昨年

より増加している。

2）機器更新（表4）

新病院では、MRI装置およびポータブル撮影装置を増設し、放射線治療位置付け用CT装置、Cアーム

搭載型フラットパネルディテクタX線テレビ装置、X線撮影用フラットパネルディテクターシステム、パ

ノラマ・セファロX線撮影装置、X線骨密度測定装置を更新した。また、全脊椎や全下肢を一度に撮影処

理できる立位長尺フラットパネル装置や小児専用立位撮影装置などを全国に先駆けて導入した。

3）医療事故防止の取組み

患者間違いや撮影間違いは重大な事故に発展する可能性があるため、その防止に向けて取り組んでおり、

新病院では患者情報の取り込みにバーコード認証を導入したことで効果がでている。また、M画室へ磁性

体の持ち込みがないように、入念な確認作業や担当看護師に対して講習会を開催している。今後も、重大

な事故に発展する事がないように、他職種と連携しさらなる取り組みを実施する。

4）資質向上と教育

職員の資質向上を図るため、学会・研修会への積極的な参加と研究発表を行っている。また、新病院の

紹介について学会誌に執筆も行った。今年度からレジデント制度を開始し、一般撮影やCT検査を習得し

当直にも従事している。来年も引き続き幅広いモダリティの研修を行う予定である。

・学会・研修会発表 ：9演題

・学会・研修会等への参加 ：成育医療研修会（診療放射線技師コース)、全国自治体病院学会、小児放

射線技術研究会、磁気共鳴医学会、日本核医学技術学会、医療情報学連

合大会、兵庫県放射線技師学術大会、電離箱式サーベイメータ比較校正

実習、県立病院放射線技師部会

く認定資格＞

第1種放射線取扱主任者 1名 放射線管理士 1名

放射線機器管理士 1名 核医学専門技師 1名
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Ⅲ診療統計

医療画像情報専門管理士

臨床実習指導教員

第2種放射線取扱主任者

名
名
名

１
１
１

放射線被ばく相談員

日本DMAT隊員

第1種作業環境測定士

名
名
名

１
１
１

5）新病院開院に際して

新病院開設に伴う医療法や放射線障害防止法等の許認可や廃棄、備付け届け、および立ち入り検査への

適切な対応を行い予定どおりに検査が開始できた。開院に際して､機器の操作習得の時間が少なかったが、

大きなトラブルはなく放射線検査が実施出来ている。

3．来年度の課題

装置が新しくなり、患児や職員の負担が軽減している。今後はこれら装置を使いこなし、より安全に、

より被ばくの少ない検査を目指して研鎖を積むことが必要である。また、医療事故防止については、部内

の継続した取り組みに加え、今後も他部署との連携に着目した安全な検査を目指した取り組みを進めます。
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(1)放射線検査人数（表1）
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＊6月からMRI装置2台稼働
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(2)時間外時間帯別検査人数（表2）
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一
”
｜
“
｜
“
｜
ｗ
｜
釘
一
麺
皿

明
一
浬
一
卯
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睡
一
団
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｜
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一
弛
一
皿
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認
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皿
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妬
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唖
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噸

唖
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麺
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妬
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蝸
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噸
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一
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一
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皿
妬
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羽
Ｗ
｜
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狙
一
皿
一
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一
ｍ
｜
如
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配
一
狸
一
郷
一
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明
一
師
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弘
一
卸
一
詔
一
弱
一
肥
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一
棚

蜴
一
卯
一
配
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一
躯
一
過
－
７
｜
蠅
一
艶

明
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蠅
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印
妬
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詑
一
狸
畦

狙
一
却
一
妬
一
城
一
国
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舶
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”
｜
挫
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唖

日勤帯検査人数

業務時間（時）
準夜帯検査人数

業務時間（時）
深夜帯検査人数

業務時間（時）
検査人数（計）
業務時間（計）

(3)時間外検査種別検査人数（表3）
舗
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幽
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必
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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ｌ
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(4)新病院放射線機器一覧表（表4）

機器名 製造・販売業者

MRI装置 フィリップス
MRI装置 フィリップス

全身用CT装置(320列） 東芝メディカルシステムズ

放射線治療位置決め用CT装置(80列）東芝メディカルシステムズ
血管連続撮影装置 フィリップス
FPDシステム(12式） 富士フィルムメディカル

長尺FPD装置(2台） 富士フィルムメディカル
泌尿器用X線テレビ装置 東芝メディカルシステムズ

消化器用X線テレビ装置 日立メディコ
診断用X線撮影システム（2台） 島津製作所

医用画像システム 富士フィルムメディカル

パノラマ・セファロX撮影装置モリタ

ガンマカメラ GE横河メディカル

リニアック シーメンス旭メデイテック

治療計画装置 RT.RKIA
移動型X線撮影装置（2台） 日立メデイコ

移動型X線撮影装置（3台） 日立メデイコ
線量モニタリングシステム 米国SunNuclear
RI対応安全キャビネット 日本エアーテック

X線骨密度測定装置 HOLOGIC
アンギオ用動画サーバー ネクシス

超音波画像診断装置 日立アロカメディカル
超音波診断装置 GEヘルスケア・ジャパン
超音波診断装置 GEヘルスケア・ジャパン
外科用X線Cアーム装置 シーメンス

外科用X線Cアーム装置 シーメンス

造影剤自動注入器（アンギオ） シーマン
造影剤自動注入器(MRI) 根本杏林堂
造影剤自動注入器(MRI) 根本杏林堂
造影剤自動注入器(CT) 根本杏林堂
造影剤自動注入器(CT) 根本杏林堂

造影剤自動注入器(TV) シーマン
キュリ－メータ アロカ

分注器 安西

造影剤自動注入器(CT)
造影剤自動注入器(CT)

装置名

Inqenia1.5TCX

Achieva1.5TNovaDual

AqunionPREMIUM
AquilionPRIME
AlluraXperFD20/20
CALNEOSmart
CALNEOGL

Ultimax-i

CUREVISTA

RADspeedPro
VINCENT

Veraviewepocs2DB
In6nia

ONCORImpression
Xio

Siriusl30HP
Siriusl30HP

1137型ⅣD2
BHC-1307nA2-RI-s
HorizonW

NahriAQUA
Ascendus

LOGIQE9withXdclear
LOGIQS8

SIREMOBILCompact-L
ARCADISOrbic
ZONEMASTERMODELA

SonicShotGX

SonicShot7
DualShotGXV
DualShotGX7
ZONEMASTERSRFusion
IGC-7E

AZ-2000N

増設

移設

移設

更新

移設
更新

更新
更新
移設

更新
移設

更新
更新

移設

移設

更新・増設
移設

更新
更新

更新

更新
更新

移設

移設

移設

移設

移設

移設

更新

移設

更新

更新

移設

移設
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33．栄養管理部

1 人事異動平成28年4月1日付

（転出者）技師 友松憲一

職員 本澤俊浩

（転入者）技師 米田栄会

県立光風病院へ

県立明石学園へ

県立西宮病院より

(主な活動報告）

･NST(チーム医療）の円滑な稼働

･医療事故防止対策に関する取り組み。（ひやりはつと報告）

･褥瘡対策委員会及びクリニカルパス委員会への積極的な参画

･ IT化の推進（給食オーダーリングシステムの安定稼働）

･患者給食のサービス向上のための給食イベントの開催「クリスマス・ケーキバイキング食等の提供」等

･知識や技能の資質を向上させるための調理・栄養関係研修会への参加と課内研修会の充実

･栄養管理業務に関する研究の成果として学術学会等への積極的な参加と発表

2．これからの展望

平成29年に向けては、引き続き「安全な食事の提供」という栄養管理課の基盤業務と

更なる連携強化を図った栄養指導・相談を行うなど患者サービスの充実・向上に努める。

という栄養管理課の基盤業務と共に診療部門との
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Ⅲ診療統計

給食

調製乳・食事月別延数

患者

調製乳人数

■
、
、
１
１
ノ
ヶ

３
ｕ
Ｄ
① (単位人）

計区分 月別 12 ％1 2 3 4 5 ハ

0 7 8 Q
＄ノ 10 11

調乳のみ人員（人）1,412 1,624 1,144 1,212 1,529 1,830 1,968 19,354 7501,621 1,594 1,751 1,844 1,825

調乳食事人員： 調乳（人）’ 189 172 183 114 80 61 66 1,101 4．337 44 45 46 64

計小 2,034 20,455 79.21,601 1,796 1,804 1,258 1,249 1,573 1,639 1,797 1,908 1,905 1,891

調乳． 食事人員(食事） 466 382 5，361 20.8540 484 518 366 274 439 531 416 478 467

計 2,357 2,416 25,816 100.02,141 2,280 2,322 1,624 1,523 2,012 2,170 2,213 2,386 2,372

(注）調乳・食事人員・ ・ ・調乳（人)調製乳と食事が重複するもの

②調製乳種類及び本数 (単位本）

1 計種類 月別 12 ％2 4 〆

0 6 7 8 9 10 113

9,598110,15911,127 7,1591 5,4051 9,140110,56310,265110,3031 9,6841 9,156110,5871113,146 59.713％レーベンスミルク

2,540 2,130 28,484 15．03,228 3．517 2,609 1,836 1,725 1,733 2,065 2,108 2,634 2,35915%LW

813%LW 8

17%LW 180 2428 54

6％レーベンスミルク 18 18

8％レーベンスミルク 182 269 1,28116 265 270 279

9％レーベンスミルク 24 6436 4

10％レーベンスミルク 1616

14％レーベンスミルク 396108 36 90 162

15％レーベンスミルク 1,042 742 6,463229 339 568 748 1,073152 199 217 377 777

16％レーベンスミルク 1,01627 282 140 215 318 34

682 5,89417％レーベンスミルク 376 387 768 929527 642 508 348 237 287 203

18％レーベンスミルク 19635 161

19％レーベンスミルク 63 63

527 1,79013%ARミルク 40 190 224 224 56520

814%ARミルク 8

813%MA-1 8

Q
ロ914%MA-1

15%MA-1特
殊
乳

198 1,414296 196 16 169 15 90 51
『､

｡108 272

30 451517%MA-1

8%E赤ちゃん 1010

9%E赤ちゃん 99

10%E赤ちゃん 189 9

11%E赤ちゃん 99

12%E赤ちゃん
Q
“9

13%E赤ちゃん 476 465 3,337335 321 248 184 196 285 171 184262 210

14%E赤ちゃん 552431

15%E赤ちゃん 319224 95

16%E赤ちゃん 1,124180 270 279 215 150 3(）

17%E赤ちゃん 1010

010%エレメンタルフォーミュラ

5413％エレメンタルフォーミュラ 54

24315％エレメンタルフォーミュラ 216 27

5617％エレメンタルフォーミュラ 3224

368 590 7,175397 36614%MCTﾌｫｰﾐｭﾗ 700 6()0 675 182 4431,200 693 961

7715%MCTフォーミュラ 63 14

1754016%MCTﾌｫｰﾐｭﾗ 19 809 27
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17%MCTﾌｫｰﾐｭﾗ 27 110 40 177

18%MCTﾌｫｰﾐｭﾗ 型 191 299 270 279 270 18 1,381

15%8806(低ｶﾘｳﾑ中ﾘﾝﾌｫｰﾐｭﾗ） 4254 35 131

14％必脂MCT(721) 45 337 155 154 197 138 54 1,080

9％エレンタール 52 48 100

10％エレンタール 11 21 32

13％エレンタール 143 116 45 30 55 389

15％エレンタール 100 15151

16％エレンタール 27 16 15 6 64

17％エレンタール 42 42

18%エレンタール 16 2 18

20％エレンタール 112 30 52 2017

23％エレンタール 24 24

26％エレンタール 28 7 35

27％エレンタール 12 4 74 148 52 3 42 36 371

5％エレンタールP 29 29

6％エレンタールP 18 18

10％エレンタールP 9 54 69 16 42 135 9 3362

12％エレンタールP 9 9

13％エレンタールP 45 116 52 31 164 377 16 801
特
殊
乳

14％エレンタールP 9 15 9 63 96

15％エレンタールP 36 9 11873

16%エレンタールP 9 9 60 90 510 428 1,880774

17％エレンタールP 9 7 14 30

18％エレンタールP 6 99 96 35 236

19％エレンタールP 171 62 233

20％エレンタールP 16 6 11 12 25 132 231 433

21％エレンタールP 6 6

22％エレンタールP 6 6 12

23％エレンタールP 12 12

24％エレンタールP 14 12 32 49 107

25％エレンタールP 72 245 210 210 737

26％エレンタールP 0

27％エレンタールP 279 125 307 328 243 274 1,313

5％ケトンフォーミュラ 77

7％ケトンフォーミュラ 21 21

12％ケトンフォーミュ

ラ
6 6

14％ケトンフォーミュ

ラ
21 21

マクトンオイル 367 386 247 291 1,291

小計 3,772 3,590 3,877 3,905 3,075 3,107 2,046 2,977 3,559 4,374 4,542 4,467 43,559 230

リソースジュニア 0

濃
厚
流
動
食

GFO 46 45 45 2 138

アイソカルジュニァ 297 290 251 136 974

MA-8プラス

小計

郷
一
一
廻
鮨

硴
一
皿
幽

621
:＝＝＝＝

917

101

妬
一
一
ｍ
一
皿

函
一
一
秘
一
皿

０
｜
帥

０
｜
開

0

121

０
｜
鯉

０
｜
酒

０
｜
“

1．8
－

0．5

０
｜
、

０
｜
兜滅菌水

計 17,484118,395118,631113,612110,285 14,043 14,795 15,434 16,570 16,481 16,349 17,222 189,569 100.0

空瓶 大200cc 14，230 4,557 4,623 3,810 2,545 2,938 3,286 3,894 4,632 5,961 5,245 5,456 51177 46．0

空瓶 小100cc 5,808 5,472 5,400 2,496 1,776 2,848 5,088 6,096 7,008 5,880 5,845 60,149 54．06,432

計 10,038110,029110,023 6,306 4,321 5,786 8,374 9,990 11,640 11,841 11,090 11,888 111,326 100．0
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Ⅲ診療統計

③患者食事数 (単位食）

卜
一

参

口分区 2 4 6 121 3 『一

， 7 8 9 1(） 11

食2,272 2,437 2,352 1,335 1,079 1680
食1,777 1,448 1,467 282 457 1,212
計4,049 3,885 3,819 1,617 1,536 2,892
食2,637 2,539 2,403 1,757 1,995 2,874
食 574 339 375 494 677 975
計3,211 2,878 2,778 2,251 2,672 3,849
食 169 112 136 116 113 150
食 369 570 805 411
食
食 23 2 30 13 14
食 157 76 70 109 46 48
食 331 321 175 49 197 334
食

食 12 51 80 40 38 1
食
食

食
食 497 455 572 393 366 585
計1,558 1,587 1,868 1,131 760 1,132
食 195 177 171 204 255 110
食 108 113 269 146 56 186
食 134 48 133 88 129 194
食 32 10 5
食
食

）
食 296 119 12
食

食

食
計 765 467 585 438 445 490445 490438

学 童

妊産婦

小

幼児・離乳

軟菜・流動

小

ぺ－スト

アレルギー

自 由
口蓋裂

扁摘術後

移植対応
クローン病

低残査
肥 満

ケ ト ン

減 塩

その他特別

小

腎 臓

肝 臓

糖尿病
乳び胸

心 臓

低ナトリウム

検査食（加

妊娠中毒症

妊産婦糖尿病

妊産婦肝臓病
高尿酸血症

小

計

保 存
検
小

合計

皿
一
唖
一
》
｜
岬
一
理
一
》
皿

2,421

1,595

4,016

2,331

852

3,183

153

鍛
唖
一
皿
恥
皿
皿
岬
一
癖
０
蝿
一
埋
一
皿
０
｜
知
一
“
’
０
’
０
岬
呼
一
秘
一
脚
唖
一
叫
一
昭
一
０
０
｜
唖
－
０
’
０
’
０
秘
州
一
巡
迦
皿
皿

2.440 3,008

2,045

5,053

2,225

975

3,200

202

2,075

2,077

4,152

2,602

848

3,450

167

2,297

2,396

4,693

2,664

750

3,414

211

常
食

2.390

4.830

難：
2.835

1.082

3,917
-

123

調
一
帥
一
蛾

40

130

401

89 卸
一
蠅
一
盤

調
一
蠅
一
恥

109
一

535

123非
加
算
特
別
食

354

２
｜
髄

妬
－
２

７
－
師

７
｜
魂

39 ５
｜
妬

423

1,302

252

111

118

41

466

1,225

195

18

100

775 睡
一
画
一
郡
一
泊
一
妬
－
３

品
193

30

100

89

467

1』396

350

3

57

111

1.503

拓
一
蠅
一
沁
一
鯛

18加
算
特
別
食 41 1 215 1 124 1 74 1 98 1 106

437

8,861

186

188

374

9,235

595

10,098

186

188

374

10,472

620

9,464

180

182

362

9,826

5,413

186

188

374

5,787

8,363

180

182

362

8,725

397

10,647

186

188

374

11,021

528

10,432

186

188

374

10,806

536

9,429

180

182

362

9,791

5,437

180

182

362

5,799

9,583

186

188

8,8171 9,050
174 1 186食

一
食
一
計

検
食
等

’

176 188

350 374374

9．95719．167 9.424

④おやつ数 (単位食）

函~型 計1211106 7 8 93 4 51 2

1,972 23,2232,285 1 1,996 1 2,129 2,2162,354おやつ数 1,515 2,0572,173 2,2532,273

2）患者外（保育食）

食事数 (単位食）

惹蘋~型 計1210 116 ７
｜
噸

8 94 52 31

159 2,045146128 140 170保育児食 95 94 79250 269 4〔)6
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(2)栄養指導月別種類別件数 (単位件）

種類 合計月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1211

1型糖尿病 28 2528 32 31 30 32 31 32 38 34 34 375

2型糖尿病 16 25 15 15 10 20 14 21 19 19 15 23 醜
－
４妊娠糖尿病 0 0 00 0 1 0 0 0 0 2 1

肥満 10 9 7 4 6 15 10 8 14 9 8 10 110

腎臓病 2 2 6 2 2 3 1 F
D 3 331 1 5

妊娠高血圧症候群 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

心臓病 2 0 01 1 0 0 3 2 4 3 171

肝臓病 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 2 7

膵臓病 1 01 0 0 1 1 0 0 0 0 51

フェニルケトン尿症 0 3 0 3 1 3 2 1 3 0 3 0 19

ガラクトース血症 0 0 0 01 1 0 1 0 0 1 0 4

脂質異常症 2 3 4 1 1 2 201 1 2 2 1 0

高尿酸向拝 2 1 2 1 0 0 0 1 2 0 0 101 1

胃潰瘍食 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

低残濱食 0 2 0 1 0 0 0 00 0 0 1 4

小児食物アレルギー 11 24 7 3 5 戸

0 4 7 4 4 9 66

貧血食 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2

移植対応食 8 10 35 3 2 0 0 3 0 4 391

てんかん食(ケトン食） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

がん 0 0 00 0 5 5 11 7 3 2 407

摂食・嚥下機能低下 2 1 2 2 2 7 11 4 4 1 5 3 44

ミキサー食(冑ろう） 0 2 4 1 2 3 2 2 2 2 3 2 2 26

低栄養 0 0 0 2 2 7 3 3 4 4 4 3 32

調乳(標準ミルク） 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0

調乳(特殊ミルク） 0 0 2 01 0 0 0 2 0 0 0 5

調乳(高濃度ミルク） 1 2 0 1 2 1 0 1 1 2 1 0 12

その他 8 5 4 1 2 1 3 3 1 5 5 1 39

件数外来（件） 80 85 78 57 60 88 1 76 83 84 83 77 80 931

人数外来（人） 158 157 160 114 117 187 158 173 168 168 152 169 1,881
件数入院（件） 13 15 12 11 7 19 15 18 22 2916 18 195

人数入院（人） 27 30 22 22 14 38 31 34 42 35 59 35 389

合計（件） 93 100 90 68 67 107 91 101 106 99 106 98 1,126
合計（人） 185 187 182 136 131 225 189 1 207 210 203 211 1 204 2，270
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ⅡI診療統計

34．家族支援・地域医療連携部

l .組織

28年は、新病院への移転に伴い、組織および名称の改変を行った変動の年であった。

精神科の充実に伴い組織改変として、精神保健福祉相談員と心理判定員は精神科所属となり、当部署から

離れ精神科の業務に専念できるようにした。そして当部署の業務は、入院時から退院後の在宅生活の支援も

含めた活動に主眼をおき、看護師と医療福祉相談員が中心となって家族の支援に努めた。これを機に、病院

設立当初の「指導」という上から目線ではなく「患者・家族に寄り添い支援をする」という姿勢を明確に示

すために、「指導相談・地域医療連携部」改め「家族支援・地域医療連携部」に名称変更を行った。

部長

次長

看護師

宅見晃子（総合診療科医師）

橋本ひとみ（看護師）

渡邊千恵

藤定睦子

小橋諒子

松尾さおり（育児休暇中）

河野沙和子（がん相談担当）

医療福祉相談員

予約センターでは、委託業者が受診予約を担当している。

ll .平成28年活動

く28年の主な活動＞

1新たな紹介病院、診療所の登録

①病院訪問による紹介依頼

2．広報活動の推進（ホームページ更新、年報作成、広報誌「げんきカエル」作成）

3．在宅療養支援の推進

①訪問看護ステーションとの連携強化（カンファレンス開催・研修会開催）

②地域医療機関との連携強化（カンファレンス開催・病院訪問）

③制度活用支援・医療機器等の購入支援

④周産期センターからの退院児への支援

⑤在宅支援病棟での在宅支援の後方支援

4．院内各科の診療支援

①院内他部署への連絡調整・院外関係機関への連絡調整

②家族背景へのケースワーク

5．患者家族の不安への対応

①医療制度・福祉制度の説明

②在宅での医療資源・福祉資源の紹介

③各種手続きのサポート

④その他、治療や生活全般の不安に対する不安の解消への手助け
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6．発達支援・養育支援

①虐待防止活動（委員会開催、地域との連携、家族支援）

②事故予防活動（外傷カンファレンス開催、症例集積、地域との連携）

③発達相談、育児相談活動（評価、診断、関わり方指導）

7．教育支援

①教育機関とのカンファレンス

<今後の活動目標＞

①医療的ケアを必要とする児と家族が安

②高度専門医療機関としての役割の広報

③地域医療支援病院として、地域医療機

④疾病を抱えた子どもと家族の育児支援

⑤事故予防・虐待予防を含めた子育て支

⑥子どもと家族の不安の解消に努める

⑦小児がん拠点病院としての責務を果た

⑧広報活動を強化し、患者獲得に努める

医療的ケアを必要とする児と家族が安

地域医療支援病院として、地域医療機

心して在宅生活を送れるように支援する

高度専門医療機関としての役割の広報に務め、地域との連携を強化していく

関の研修に貢献するよう努める

疾病を抱えた子どもと家族の育児支援に努める

事故予防・虐待予防を含めた子育て支援に努める

子どもと家族の不安の解消に努める

小児がん拠点病院としての責務を果たすための支援に努める
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Ⅲ診療統計

表1 支援内容別業務統計

内 容

雛抑腿的‘齢的龍の瀞，謹鋤

退院援助

社会復帰援助

受診・受療援助

経済的問題の解決、調整援助

唄
一
知
塑
０
－
羽
一
型
一
Ｏ
ｌ
ｍ
－
０
４
ｌ
８
ｌ
５
ｌ
０
副
－
０
一
報

明
一
畑
一
型
－
２
｜
羽
一
躯
－
０
－
皿
－
０
加
一
８
’
０
’
０
｜
妬
－
０
｜
班

明
一
蝿
一
犯
一
０
｜
妬
一
銅
－
０
－
Ⅳ
’
０
’
８
｜
Ⅳ
’
３
’
１
｜
鏥
一
１
｜
鰹

4月5月6月7月8月9月10月11月12月

216 143 204215 172 134 167214217

39 19 16 23 20 27 47 42 67

1 0 0 0 0 0 0 0 2

29 12 19 15 11 6 5 13 6

17 33 47 27 32 34 52 37 43

1 5 5 4 2 7 22 2 2

総合診療科の外来に変更した

0 4 2 2 3 2 2 0 3

8 0 6 2 1 3 5 7 5

0 0 0 0 1 0 0 0 0

分教室になり直接で入級手続きができる為、介入終了

1 0 0 2 0 0 0 1 1

19 20 20 20 41 60 22 30 22

1 0 0 1 0 1 2 0 0

332236319 311 283274324346368

淵
一
塑
妬
－
５
｜
邪
一
畑
一
卵
一
切
岨
一
弱
一
弘
８
６
｜
”
６
研

2015年

5383

548

16

338

517

11

173

3

171

147

30

6

655

9

8007

１
－
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
加
一
ｕ
｜
哩
一
昭
一
皿

地域活動

発達外来

養育支援(虐待予防を省く）

虐待・虐待予防関連

発達・発育指導

わらび学級入級手続き

一時保護

がん患者の社会的問題の解決･調整

その他

合 計

表2関連機関カンファレンス

2015年

18

18

6

”
ｌ
３
ｌ
０
－
０
ｌ
３
ｌ
型
－
０
’
１
’
０
’
０
万

輯
一
犯
一
５
’
３
加
一
副
一
翠
一
、
’
３
０
｜
班

機 関 咽
－
０
’
１
’
１

2月3月

3 1

0 0

0 2

新体制～

新体制～

-1~rE

岨
－
１
’
０
’
０

明
－
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
８
ｌ
３
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
｜
皿

明
－
２
’
０
０
’
２
｜
哩
一
０
’
３
’
０
０
一
四

相
－
１
－
０
’
０
０
｜
廻
一
０
’
３
－
０
’
０
｜
妬

明
－
２
ｌ
０
ｌ
０
３
ｌ
８
ｌ
３
ｌ
０
－
０
０
－
焔

明
－
１
’
１
’
０
１
羽
－
０
’
１
’
０
０
－
Ｗ

唖
－
４
ｌ
３
ｌ
０
ｌ
３
ｌ
ｍ
－
０
ｌ
０
ｌ
０
’
０
－
卯

叩
－
３
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
９
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
｜
魁

被虐待児等症例検討会１
ｌ
２
ｌ
３
－
４
ｌ
５
－
６
ｌ
７
ｌ
８
’
９

外傷カンファレンス

施設入所カンファレンス

在宅病棟移行前カンファレンス

在宅病棟カンファレンス

外泊前カンファレンス ’ 2 38Ｏ
ｌ
２
－
１
ｌ
０
ｌ
４

退院前カンファレンス

教育機関カンファレンス ７
’
０
－
飯

０
’
０
－
４

１
’
０
－
５

１
－
０
’
９

臓器提供Aカンファレンス

合 計

表3電話相談件数

1月2月'3月'4月'5月6月7月'8月'9月10月11月'12月|累計
13 131 41 61 13 13 31 121 13 111 01 141 115

2015年

111
項 目

電話相談

表42016年1月～12月Aカンファレンス外傷（疾患）別処遇

合計一時保護 所
１
０
０
０
３
０
１
１
１
２
０
１
１
１
０
０
２

談
１

目方一
塁児 保健所 外来のみ

0

1

0

0

1

0

し
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

な一ロオフ

１
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
５
ｌ
０
－
１
ｌ
１
１
ｌ
３
１
１
１
１
ｌ
０
ｌ
０
－
Ｗ

くも膜下出血

頭蓋骨骨折十くも膜下出血

硬膜外血腫

硬膜外血腫十頭蓋骨骨折

硬膜下血腫

硬膜下血腫十頭蓋骨骨折

上腕骨骨折

膵臓損傷

腹部刺傷

ネグレクト

医療ネグレクト

顔面叩打

腹部叩打

薬物中毒

心肺停止

溺水

合計

０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
１
ｌ
０
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
－
１
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
２

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
０
ｌ
０
’
０

０
－
０

０
１
０
０
０
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
３
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ｌ
ｌ
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ｌ
Ｊ
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一
一
三
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６

一
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４
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上

''1．支援依頼

1 ．在宅療養支援の依頼

当部署に紙面またはコンサルテーションで依頼があった件数を表で示す。内容として、医療制度の案内、

施設の紹介等が多かった。

表5依頼件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 合計 2015年8月 9月 10月 11月 12月

コンサルテーション 7 3 3 611 10 6 6 2 9 6 8 77

内訳（外来）
■ー可争■今■一一■■‐写一一■ーー■一”一宇

（入院）

２
－
１

2
寄り

1

２
芯
４

１
》
６

５
》
６

６
蝿
４

３
－
３

３
写
３

０
－
２

３
－
６

２
－
４

３
函
４

３
唖
４

95４
和
４

*直接電話での依頼は集計に含まず

2退院支援の依頼

移転前は退院スクリーニングシートで依頼､移転後はチーム医療（退院支援）で依頼があった件数を示す。

表6依頼件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 合計 2015年8月 9月 10月 11月 12月

チーム医療（退院支援） 37 38 25 21 13 21 13 18 19 20 16 48623 264

表7診療科別退院支援件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 合計 2015年11月 12月

総合診療科（総合） 1 1 1 3 1 1 2 11 11

総合診療科（救急） 6 3 5 4 1 4 1 24

新生児科 20 23 9 8 5 9 8 9 11 12 9 14 137 292

神経内科 1 1 41 3

循環器内科 2 3 2 2 2 431 2 2 恥
－
０代謝・内分泌内科 １

｜
岨血液・腫瘍内科 1 1 2 1 5

小児集中治療科 1 1 2 541 1 2 8

小児外料 2 4 4 3 2 1 2 2 461 1 22

心臓血管外科 4 4 I q
し 1 3 2 111 2 21

脳神経外科 1 1 2 2 1 1 1 2 1411

形成外科 1 21 1

整形外科 1 2 51

泌尿器科 1 ２
－
０

1

眼科 1 1

合計 37 38 25 21 13 21 13 18 19 1 20 1 16 48623 264
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Ⅲ診療統計

表8退院支援加算

順月’7月 ’ 8月’9月 ’ 10月'11月’6月’7月 8月 9月 10月 11月1月 2月 3月 4月 5月 12月｜合計''2015年

加算1（600点） 診療報酬が変更された24 10 10 44 184

加算2（1200点） 6 66 18
7171

加算3（1200点） 一 ’ － ’ 20 1 4 1 10 7 10 21 11511 14 18

4月から退院支援加算2が退院支援加算3になった
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家族支援・地域医療連携部（予約センター）

1 ．業務内容

予約センターは委託職員が従事し、移転前は主に初診患者の予約業務と受診報告書の発送を行っていた。

移転後は再診予約も予約センター職員が行い、予約日変更や確認の電話が多くなり、通常業務に支障が出て

きた。しかし、医事企画課の他の委託職員の応援があり、後半は通常業務ができるようになった。

2015年延べ数 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計1月 2月 3月 4月

メール相談対応数 4 4 2 4 10 56 1084 7 5 5 1 5 5

(内訳)各科医師相談 ０
函
５

２
》
２

32０
《
７

１
雫
４

０
配
４

１
》
０

２
》
３

１
酌
１

０
串
４

１
印
９

１
》
４

10１
－
３地域医療連携で返答 46 76

セカンドオピニオン数 0 2 3 2 1 6 2 28 191 3 3 5 0

受診報告書発送数（紹

介状件数）
418 482 323 337 544 464 411 437 413 439 5256 5787417 571

返書率 65.6 84.197．2 91.1 937 93．1 87．1 91.5 86．8 89.2 897 91．8 88.4％ 93．8％

新患恥X予約受付件数 474 345 444 343 359 362 329

401 410 426 291 400 53586397

新患電話予約受付件数数 259 288 253 241 256 275 241

新患予約キャンセル受

付件数
9 12 8 9811 11 15 8 19 6 8 11 6 124

再診対面・電話予約受

付件数
3212 2853 2075 2252 2020 1795 1839 16046

その他（予約日確認な

どの電話件数）
140 929 1004 1147 752 731 807 5510

2．紹介元新規医療機関

紹介元医療機関の登録件数は199件あった。2005年から地域医療連携業務を行い、2016年12月末で累

計は4596件になった。

合計 2015年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

新規登録件 18 8 18 12 51 44 28 31 26 20 22 20 298 199

60

金50

／40

／30

／ 禮竺一一.ー20

厘10
、

0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月
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35. ME室

【スタッフ紹介】

主査横山真司体外循環技術認定士

秋元明日香

三坂勇介

簑田拓磨

秋山正太

立野聡

士谷海雲

井原智弘

吉本由衣

【業務実績】

医療機器管理業務

平均合計11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

院内修理 234 19.513 24 33 7 12 20 27 23 24 30 147

依頼点検 121 109 6 13 6 10 14 16 58 11 11 12

定期点検 12927 1077833 1071 797 766 885 1005 1341 1304 1279 1415 1493738

メーカー修理。点検 0.50 0 0 0 0 60 1 1 1 1 1 1

病棟ラウンド 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

アンビューバルブ点検 1680 140148 194 139 131 127 135139 138 118 77 161 173

その他 0 10 0.82 2 0 0 0 0 00 1 2 3

臨床業務

平均合計12月5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月1月 2月 3月 4月

体外循環 18 15 188 15．619 17 10 13 13 12 18 20 1617

1.31 2 162 0 0 0 4 2 2 1ECMO 1 1

13 1人工心肺'ECMOｽﾀﾝｲ 0 2 32 0 0 0 3 0 2 01

6血液浄化療法 16 733 0 3 6 0 5 8 023 6 3

自己血回収 18 16 190 15813 12 20 1719 17 10 13 1817

2 0.10 10 0 0 0 0 0 0 0 1MEP 0

0 5 0.40 0 1 0 1SPECTRA 0 1 1 1 0 0

各種委員会活動

仕様策定委員会

リスクマネージメント委員会

手術室運営委員会

呼吸ケア部会
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36．医療安全管理室

医療安全管理室は、医療安全部長を室長、管理局長、看護部長を副室長、副院長、診療部長、薬剤部長、

医療安全対策担当課長、実働メンバーとして8名の総括リスクマネジャーと総務部長、総務部次長で構成さ

れ、院内の安全管理を担っている。

主な活動内容

1 ヒヤリハット報告書に基づく評価・対策の検討

1）総括リスクマネジャー会議を毎週月、木曜日に開催し、送られてきたヒヤリハット報告書に基づき評

価・分析、解決策の検討を行った。

2）月1回のリスクマネジメント部会では、各部門が前月分のヒヤリハット内容と評価・対策を報告し、

院内で起こったヒヤリハットについて集約し検討を行った。

3）リスクマネジメント部会での報告・検討結果を医療事故防止委員会に報告した。

2．Morbidily&Mortaltyカンファレンスにおいては、1回開催し、次回の事前打ち合わせを行った。

3．コード99症例は、医療安全管理室よりメール配信し情報の共有化を行た。

4．院内ラウンドは、多部門での定期的開催はできなかったが、ヒヤリハットに応じてラウンドを行った。

5．ヒヤリハット報告

2016年のヒヤリハット報告件数は、2503件で前年度より81件の減少であった。レベル別報告数の割

合はレベル0が7％減少し、レベル1が5％増加している。また、レベル3bの医療事故報告が4件あった。

部門別にみると看護部からの報告件数が84％をしめ､診療部は4％と約1％（前年度より20件）減少した。

全体的に、ヒヤリハットレベルが高くなっている傾向があることにより、各部門のリスクマネジャーを

中心に重点課題を決め取り組み、リスク感性の向上と安全な対応ができることが求められている。また、

医療の基本である患者確認を周知徹底し、より安全な医療を提供できるように、医療安全対策室を中心に

教育を検討する。レベル0のヒヤリハット報告を推奨しポジティブな視点でヒヤリハット事例を検討する

ことも重要である。

1）レベル別報告件数

レベル0

719件（29％）

レベル1

1700件（68％）

レベル2

78件（3％）

レベル3a

6件（0.2％）

レベル3b

4件（0.11％）

2）部門別ヒヤリハット報告件数

診療部

107（4％）

看護部

2107(84％）

検査部

24（1％）

放射線部

185（7％）

薬剤部

54（3％）

栄養指導課

19(01%)

医事課

0（0％）

リハビリ

7（0.3％）
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6．主な改善に向けた取り組み

1）薬剤関連のヒヤリハット事例を「安全通信」に掲載し正しい処方の方法について周知した。又、医局

会メールを利用して情報を共有した。

2）麻薬の重症集中病棟への配置の要望に対して、薬剤部内での払い出し方法を変更し周知したことで、

問題となる事例はなく、定数配置にはいたっていない。

3）外来での患者の身長・体重測定の転記ミスについては、Wチェック、患者・家族との確認、システムで前

回値と比較することを周知し、ヒヤリハット件数は減少している。

4）ヒヤリハット情報より病院施設面での不具合について、写真の掲示、注意喚起を行い、施設面の修理

を依頼した（特浴室の排水用の溝のブタを設置、 7階浴室の浴槽の水道の修理）

5）アレルギー情報についてわかりやすく、また、安全性を考え表示マークの変更や造影検査におけるチ

エック項目を追加、変更を情報管理委員会と協議中である。

6）新病院への移転後は、院内統一の麻酔カートを配置した。

7．医療安全研修会、勉強会の開催

参加者開催日テーマ

各部門の安全への取り組み、“医療事故がおきたら”

NEO最強の医療安全フーラム

レジリエンスの観点からの医療安全、医療コミュニケ

ーション

名
名
名

１
６
０

５
２
６

１
２

3月8日

9月16日

10月21日

Morbidity&Mortalityカンファレンス

どうなる．どうする重症外傷
86名12月1日

新採用看護師安全教育

新採用医師安全教育

新採用補助者・ボランティア安全教育

120名

25名

約15名

4月6日

4月2日

採用時

8．医療安全情報の提供

1）日本機能評価機構からの医療安全情報の提供を月1回行った。

2）院内、院外での重要なヒヤリハット事例を、医療安全ニュースとして発行し情報提供を行った。
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37．感染対策室

感染対策委員会は委員長を副院長、副委員長を診療部長、看護部次長とし、委員を院長、総務部長、検査

技師長、栄養管理課長、看護部長、医療安全対策担当課長、感染管理認定看護師の他、診療部8名、看護部

4名、検査部3名、薬剤部2名、放射線部1名、臨床工学技士1名、リハビリ部門1名、医事企画課1名の

計31名で構成され、院内の感染管理を担っている。このうち診療部3名、看護部1名、検査部1名、薬剤

部1名の計6名が感染対策チーム(ICT)を結成し、実動部隊として活動している。また、2016年度より抗

菌薬適正使用チーム(AST)が発足し、薬剤部1名、診療部4名（委員会外から2名)、検査部1名、看護

部1名で活動している。

主な活動内容

1．定期的な会議、ラウンドの実施

1）院内感染対策委員会（毎月第2金曜日）

病原微生物の分離状況、抗緑膿菌薬の使用状況、ICTおよびAST活動などを報告、検討

2) ICT会議（毎週木曜日）

病原微生物の分離状況、感染経路別予防策を実施している患者の状況、ICTラウンド結果、その他

事項について検討

3) ICTラウンド（毎週木曜日）

環境整備を中心に、毎週異なるテーマでチェックリストに沿って実施

4)ASPカンファレンス(5月～毎週木曜日）

耐性菌の検出状況、抗緑膿菌薬の使用状況の情報共有、その他抗菌薬適正使用のための取り組み

5）デバイスサーベイランスカンファレンス（6月～毎週水曜日）

サーベイランスに必要なデバイス関連感染症の判定の他、感染対策の評価と改善策の検討をCICU

およびPICUスタッフとともに実施

6）細菌検査室ミーティング（毎日）

無菌検体（主に血液培養）陽性患者、その他の検体で病原微生物が陽性の患者、感染対策が必要な

患者について情報共有
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2職員教育

開催日

計3回

参加人数

3名

研修会

看護補助者オリエンテーション 「感染対策の基本」

平成27年度第2回全職員対象感染対策研修会

｢シンプルイズベスト！感染対策」
207名3月3日

新規採用医師感染対策オリエンテーション

｢小児専門病院の感染対策」
30名4月1日

平成28年度第1回全職員対象感染対策研修会

｢楽しく学べる感染対策の重要ポイント～耐性菌も含めて～」
287名7月5日

｢感染対策の基本」

｢窓口業務における感染対策」

蛯
一
媚

8月24日

9月23日

ボランティアオリエンテーション

窓口業務職員対象感染対策研修会

平成28年度第2回全職員対象感染対策研修会
｢あなたの水回りの耐性菌～今こども病院に必要なこと～」

225名10月18日

神戸ハウススタッフ向けオリエンテーション

｢感染対策の基本、吐物の処理」
6名11月18日

平成28年度第2回全職員対象感染対策研修視聴会

｢あなたの水回りの耐性菌～今こども病院に必要なこと～」

11月～12月

（計6回）
401名

3各種ガイドライン、マニュアルなどの作成

感染対策マニュアルの定期改訂作業中（5月～）

耐性菌の管理ガイドライン変更によるMRSAの入院時スクリーニングと入院患者の定期サーベイラン

ス中止（5月）

見学者と研修生の流行性感染症調査のルール変更（6月）

感染経路別予防策ガイドライン策定、感染症患者の入院病棟判断フロー作成（8月）

空気感染対策ガイドラインの策定（10月）

アウトブレイク対応マニュアルの作成、感染性胃腸炎患者の対応についてルール作成（12月）

4．各種サーベイランスの実施

CICUデバイスサーベイランス(6月～)、PICUデバイスサーベイランス(11月～）

一般外科消化器手術SSIサーベイランス、AURサーベイランス

5．感染症発生時の対応

新生児病棟:MRSAのアウトブレイク2回(7月～9月、11月）

感染経路別予防策が必要な患者の発生時、適宜対応した。

職員のインフルエンザ発症は56例。（アウトブレイクや患者への伝播なし）

6．感染対策に関する各種相談への対応

新病院移転に伴う感染対策に関する各種備品の準備・調整、感染管理システム導入に伴う準備

7．各種啓発活動

市中における感染症の流行（インフルエンザなど）や注目すべき感染症の発生時（麻しん、侵襲性髄膜

炎菌感染症）に、注意喚起のための情報を配信

抗菌薬啓発週間（11月)、2016年度よりマスク着用令は中止

8．ファシリティマネジメントとして、ファシリティ部門への助言と感染対策の強化

各種業務（清掃、リネン、滅菌）の定例会への出席、新病院移転に関する各種問題への対応

内視鏡管理の中央化（10月）
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9．職業感染防止の活動

1）流行性ウイルス感染症ワクチンプログラムとして、委託業務職員を含む全新規採用職員の抗体検査と

ワクチン接種を実施

【2016年に接種した流行性ウイルス感染症ワクチン】

新規医師

32名

19名

0名

6名

13名

1名

新規看護師

130名

60名

5名

5名

22名

19名

新規その他

42名

17名

1名

3名

14名

6名

委託業務職員

51名

18名

3名

6名

14名

8名

抗体採血

麻
一
水
一
風

疹
一
痘
一
疹

ムンプス

M R

2）職員対象のインフルエンザワクチンの接種（11月）

病院職員：908名、委託職員：200名

3）職員対象のB型肝炎ワクチンの接種

1クール（3回）接種：140名、ブースター（1回）接種：

4）血液媒介ウイルス感染防止を目的とした、針刺し・切創、

発生時の迅速対応

【2016年に発生した針刺し・切創、血液・体液曝露】

14名

血液・体液曝露についての啓発活動、事象

総件数：22件

内 容

発生部署

受傷者

針刺し13件｜切創3件
手術室 5件 病棟

医師3名 ｜看護師13名

咬創3件’
11件

検査技師

擦過傷1件 血液・体液曝露2件

採血室 3件｜その他 2件
4名 患者1名 その他1名

|瀞･ '雛!’輔｜雛’
縫合針

2件

翼状針

3件

留置針

1件

血液

2件

注射針

6件

その他

3件

ス
件

メ
ー

原因器材

10.院外活動

1）感染防止対策加算関連

加算1：2016年度より、①神戸大学医学部付属病院、②済生会兵庫県病院との連携に変更

相互ラウンド実施（10月に②から受審、11月に①を審査）

加算2：みどり病院と連携。施設間カンファレンス（11月・12月）

2）小児総合医療施設協議会(JACHRI)関連

小児感染管理ネットワーク多職種会議に出席（2月）

相互ラウンド実施（あいち小児総合保健医療センターを7月に審査、10月に受審）

3）県立病院感染対策会議出席（11月）

4）神戸市新型インフルエンザ等対策病院連絡会参加
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38．褥瘡管理室

褥瘡対策委員会は､委員長を形成外科医師､副委員長を看護部次長とし､委員として小児外科医師､看護師、

薬剤師、検査技師、管理栄養士、医事課職員により構成され、院内の褥瘡対策及び創傷ケアを検討し、トー

タルケアを行うことにより、創傷ケアの効果的な推進を図ることを目的としている。平成24年度より褥瘡

管理者を置き、褥瘡ハイリスクケア患者ケア加算を導入した。

主な活動内容

1．褥瘡対策状況

褥瘡対各委員会を月に1回開催し、褥瘡対策に関する報告、情報の共有を行い、褥瘡ケアの評価や対策の

検討をおこなう。

1）褥瘡発生率

2.8％（過去14年で3番目に低い値過去の発生率は2.6％～4.0％）

褥瘡発生率＝褥瘡発生数÷総新規入院数

2）褥瘡推定発生率

1.4％（過去10年で1番低い値過去の発生率は1．4～2.7％）

月の1日を調査日とし、

褥瘡推定発生率＝（調査日に褥瘡を保有する患者数一院外発生患者数）÷調査日の入院患者数

3）褥瘡リスクアセスメント実施数6569件（月平均547件）

4）褥瘡ハイリスク患者特定数967件（月平均81件）

5）褥瘡予防治療計画件数2336件（月平均195件）

6）褥瘡ハイリスク患者ケア実施件数1330件（月平均110件）

7）褥瘡発生詳細

褥瘡発生件数155件

褥瘡発生個数175個（体圧による褥瘡は47個、医療機器関連圧迫創は127個、不明1個）

褥瘡発生件数の多い部署

5月以降90件のうちCICU(29)、PICU・ICU(28)、手術室(7)、6東(7)、5西(7)

2褥瘡回診状況

褥瘡ハイリスク患者対象の「ハイリスク褥瘡回診」と週1回実施する褥瘡対策必要患者対象の「総合褥

瘡回診をおこなっていた。

平成28年5月より褥瘡発生者を中心に形成外科医師と皮層・排泄ケア認定看護師、褥瘡対策委員会のメ

ンバーと週1回「褥瘡回診」をおこなっている。 褥瘡予防治療計画書をもとに、褥瘡予防、治療方法を評

価・検討し、カンファレンスを実施している。

1）褥瘡回診回診回数48回患者数1159名（のべ）

2）カンファレンス実施数48回（月平均3．5回）

3．新人看護師対象の褥瘡講義の実施

4．領域別看護ケア向上委員会における事例検討と勉強会の実施

5．各部署カンファレンスや病棟会における褥瘡勉強会の実施
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39．がん相談支援室

がん相談支援室は、小児がんセンター長のもと、血液腫瘍科医師、

が小児がんに関する相談に応じている。

スタッフ

医師 石田敏章（血液．腫瘍内科医師）

看護師 中谷扶美（小児看護専門看護師）

医療福祉相談員(MSW)松尾さおり河野沙和子

医師クラーク 今吉春奈

小児看護専門看護師、医療福祉相談員

平成28年主な活動内容

1．院内外の小児がんと診断された子どもと家族に対する対面相談、電話相談

・小児がんの病態、標準的治療法等小児がん診療等に関する一般的な情報の提供

・地域の医療機関及び医療従事者に関する事例の情報の収集、提供

・小児がん患者の発育、教育及び療養上の相談

・地域における小児がん診療の連携協力体制の事例に関する情報の収集、提供

・その他の相談支援

2．小児がんの子どもと家族の療養環境の改善

・がんサロン（名称:nanaくつろぎサロン）の開催（計3回）

・復学支援カンファレンスの調整

3．院内外の医療従事者への小児がんに関する情報提供

･小児がん看護研修会の企画、運営（看護部、緩和ケアチームとの共同開催）

・近畿ブロック小児がん拠点病院相談員研修の開催（近畿ブロック5病院共催）

．問い合わせに対する相談対応

4小児がんを対象とする患者会との調整窓口

5相談支援室会議

・月1回開催、小児がんに関する情報の共有、相談支援室の活動の評価・検討

6．小児がん中央機関、その他の小児がん拠点病院との連携体制強化

・国立成育医療研究センター主催「小児がん相談員継続研修」の修了

・小児がん拠点病院連絡協議会相談支援部会への出席、メーリングリストへの参加

平成28年がん相談支援室相談対応件数

会議資料

相談総件数

卜数 1）対面相談
2）電話相談

院外電話相談

計

唄
一
如
詔
１
１
｜
伽

明
一
加
刀
’
３
’
０
両

明
一
妬
一
妬
－
０
’
０
｜
邪

岨
一
通
一
過
－
０
’
１
｜
焔

明
一
型
一
瀦
一
１
’
０
｜
型

明
一
犯
一
加
一
２
１
｜
詔

泪
一
哩
如
２
’
０
｜
躯

計
一
”
｜
班
一
昭
一
７
－
知

明
一
羽
一
羽
－
０
’
０
羽

明
一
弘
一
瓢
－
３
１
｜
弱

岨
明
一
昭
一
１
１
｜
別

岨
一
詑
一
釦
－
２
’
０
－
躯

幽
一
茄
一
躯
－
３
’
２
－
”

がん相談件数

（院内）
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40．院内学級（みなと分教室・わらび訪問学級）

1．体制

長期入院のため登校できない小中学生が、みなと分教室（小中学部）に在籍し、神戸市立友生支援学校

病弱部門の教員より教室で授業を受けられるようになっている。しかし､28年度は､ほとんどの子供がベッ

ドサイドでの訪問指導を受けている状況であった。

重症心身障害のある生徒（16～18歳）は、わらび訪問学級（高等部）に在籍し、ベッドサイドでの訪

問指導を受けられるようになっている。

当部署が、保護者への入級説明、小中学校との連絡調整、主治医との面談を行っている。

2．在籍状況

2016年度みなと分教室・わらび訪問学級在籍状況

2015年
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※その月に1日でも在籍していれば、1人と数える

※小中学部の4月・高等部の全月は、わらび訪問学級

3次年度の課題

子供たちが、病室（生活スペース）から離れ、教室で気分をかえて学習に励むことができれば、学力向

上だけでなく、治療に向かう意欲を高めることにもつながる。病室を離れることが可能な子供が、少しで

も教室で授業を受けられるようにするためには、教室で学ぶ子供を対応する看護師の確保など必要な条件

がいくつか考えられる。少しでも早くその条件が整うよう、これまで以上に、病院スタッフ等と話し合い

ながら、連携を強めていきたい。

訪問指導の状態が続いている間は、子供たちに少しでも多くの学習機会を与えられるよう、病室が離れ

ている子供たちを同じ時間に指導することを実践していく。

－141－



Ⅳ学会・研究・教育活動



1）書籍

｜開始頁|終了頁| 発行元 ｜発行年月
阜＝吋 画

。 喪籍名ﾃｰﾏ ． ｜ 所属科 ｜ 発表者名 |単蓉共著の別｜ ‘ ‘編者名
I脇P診断を気管内吸引

疲の定性培養で行うか
共著 志馬伸朗 救急・集中治療感染症診療 総合医学社感染症科 伊藤雄介 2016.7589 594

救急・集中治療小児の呼吸

器管理

小児のIMPは本当にバ

ンドルで回避できるのか
伊藤雄介 共著 植田育也 総合医学社感染症科 797 804 2016.10

笠井正志児玉和彦上

村克徳

HAPPY! こどものみかた

第2版

HAPPY!こどものみ

かた第2版
編著 日本医事新報社感染症科 笠井正志 381 201671

小児呼吸器感染症診療ガイド

ライン2017
協和企画第7章院内肺炎 感染症科 笠井正志 共著 尾内一信他 105 123 2016．11

小児呼吸器感染症診療ガイド

ライン2017
協和企画感染症科 笠井正志 共著 尾内一信他第6章､2新生児 99 104 2016．11

小児呼吸器感染症診療ガイド

ライン2017
共著 協和企画第16章､3新生児 感染症科 笠井正志 尾内一信他 225 2016.11224

第17章院内肺炎(人

工呼吸器関連肺炎、

VAP)

小児呼吸器感染症診療ガイド

ライン2017
共著 尾内一信他 協和企画感染症科 笠井正志 232 2016.11231

ｌ
骨
吟
餡
Ｉ

安達英雄、小野稔、坂本

喜三郎

心臓血管外

科
新心臓血管外科テキスト 中外医学社Ebstem病 大嶋義博 共著 446 452 2016

(公益財団法人）

日本二分脊椎・

水頭症研究振興

財団

キアリ奇形。脊髄空

洞症
長嶋達也、山内康雄 水頭症・二分脊椎必携脳神経外科 長嶋達也 共著 100 1()5 2016．531

(公益財団法人）

日本二分脊椎・

水頭症研究振興

財団

脳神経外科 共著 長嶋達也、山内康雄 水頭症・二分脊椎必携編集 274 2016．5311

乏
惟
恥
・
翠
開
・
鉾
珊
瑚
轡

先天性垂直距骨
一

踵足、外反扁平足

整形外科 薩摩眞一 ｜共著 士屋弘行など 今日の整形外科治療指針第7版’ 8171 817医学書院 2016

小児整形外科テキスト改訂

第二版

メジカルビュー

社
薩摩眞一 共著 日本小児整形外科学会整形外科 189 194 201612

日本小児整形外科学会

教育研修委員会

血液疾患白血病、

悪性リンパ腫

メディカルビュ

ー社
小林大介 共著 小児整形外科ハンドブック整形外科 283 290 2016．12．10

小児疾患診療のための病態生

理3－改修第5版一

骨、運動器疾患

分脊椎

一
一

小児内科編集委員会 東京医学社整形外科 小林大介 共著 657 661 201611．30

ナースとコメディカルのため

の小児科学

日本小児科医事

出版社
白木和夫、高田哲整形外科 衣笠真紀 共著先天性股関節脱臼 416 419 2016.4



蕊蕊 ゞ ｜開始頁|終了頁 発行元
蚕

テーマ

や

編者名発表者名 i単著､共著の別 書籍名 発行年月所属科

アデノイド増殖症・

扁桃肥大
医学書院耳鼻咽喉科 大津雅秀 共著 山口徹，北原光夫 今日の治療指針2016(デスク版） 1531 1532 2016．11

アデノイド増殖症・

扁桃肥大
耳鼻咽喉科 山口徹，北原光夫 今日の治療指針2016(ポケット版） 医学書院大津雅秀 共著 1531 1532 2016．1．1

日本小児医事新

報社

ナースとコメディカルのため

の小児科学改訂第5版
耳鼻咽喉科疾患 耳鼻咽喉科 大津雅秀 共著 白木和夫、高田哲 409 412 2016．4．5

小児に気管チューブ

を挿入する際、その

サイズはどのように

選択したらよいでし

ょうか。具体的な基

準と判断法を教えて

ください。

中外医学社麻酔科 香川哲郎 共著 上嶋浩順、青山和義 気道管理の疑問Q&A 56 58 2016．11

小児に用いる気管チ

ューブはカブ付きが

いいですか？カブな

しがいいですか？

気道管理の疑問Q&A 中外医学社麻酔科 香川哲郎 共著 上嶋浩順、青山和義 6159 2016．11

ｌ
昌
心
心
Ｉ

エビデンスで読み解く小児麻

酔
克誠堂術前の評価と検査 香川哲郎 共著 川名信、蔵谷紀文麻酔科 20 23 2016．11

Apatientwotha
novelpurlne-rich
elementbmdmg
proteinA(PURA)
mutation

0kamoto

Nobuhiko,Nakao
Hideto.Niihori

Tbtsuya,Aoki
Ybko

新生児内科 共著 CongenitalAnomalies 2016．11

日本二分脊椎・

水頭症研究振興

財団

性機能の問題（女性）

と妊娠・出産
船越徹 共著 山内康雄、長嶋達也 水頭症・二分脊椎必携産科 181175 2016．5

ペリネイタルケア2016年夏季

増刊号「正常の確認と異常へ

の対応を究める！妊婦健診と

保健指導パーフェクトブック」

胎児発育(BPDIAC/

FL/推定体重）①

ペリネイタルケア編集委

員会
メディカ出版産科 喜吉賢二 共著 124121 2016

ペリネイタルケア2016年夏季

増刊号「正常の確認と異常へ

の対応を究める！妊婦健診と

保健指導パーフェクトブック」

ペリネイタルケア編集委

員会

胎児発育(BPDIAC/

FL/推定体重）②
産科 喜吉賢二 共著 メディカ出版168 170 2016

気管チューブによる

気道確保

徹底ガイド小児の呼吸管理

Q&A第3版
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andHiroshi

Ybkozaki.

Collaborationofcancer-associated

6broblastsandtumour-associated

macrophagesfOrneuroblastoma
development.
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、
つ
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血液･腫瘍内科 JPathol 2 211 22324(） 20160ct

植村優､宮田憲二、

矢内友子､齋藤敦郎、

横井健人､二野菜々子、

高藤哲､神前愛子、

石田敏章、

長谷川大一郎、

川崎圭一郎､小阪嘉之、

河村淳史､長嶋達也、

副島俊典､赤坂好宣、

吉田牧子､小川淳

Vinorelbine+cyclophosphamideに

よる低侵襲外来治療にて長期無増悪

生存を維持しているsPNETの一例

2016, 1n

press･
日本小児血液･がん学会誌血液･腫瘍内洞



、 発行年月灘蕊 書籍名 ､ 、 ；
や W

い発表者名 一鵬
且

侭

＄亜
ｈ
配

Ｊ
ｆ
ｊ

撫
職

呵
鰡
副
出
岬
門

司
偶
Ｌ

恥
螺
４
口

Ｊ
璃

早
。
１
砥弾

マ
・

～
一
健

一
プ

ｆｈ灘
。
、
■

削◆
■

踊
柵

１
曲

’ 所属科
駕
溌
熟

、発行元第○巻 第○号 開始貰 終了頁

HiroshiYamaguchi,
『Ibshiakilshida,

′1hkehitoYOkoi,

ShinnosukeTsUji,
sukasa'Ihnaka,
MayumiKusumoto，

血液･腫瘍内科AzusaMaruyama,

HiroakiNagase,
DaiichiroHasegawa,
Hirokinlkeda,

YbshiyukiKosaka,
andYbshiyuki
Uemni_

血液･腫瘍内科

ClinicallyMildEncephalitis/
EncephalopathywithaReversible
SplenialLesionAccompaniedby
Epstein-BarrVirus
Hemophagocytic
Iymphohistiocytosis ACase
ReportandReviewofthe
Literature.

2016,m

press

JournalofPediatric

HematologyandOncology

NishikawaE,

YagasakiH,Hama
A,YabeH,OharaA,
KosakaY;KudoK,

KobayashiR,Ohga
S,MorimotoA,
WatanabeKI,
YbshidaNj
MuramatsuH,

TakahashiY;

KqjimaS.

doi:

10.1002

/pbc.
26305

Long-termoutcomesof95children
withmoderateaplasticanemia
treatedwithhorseantithymocyte
globulinandcyclosporine
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SakaguchiH,
WatanabeNj
MatsumotoK,Yabe

H,KatoS,OgawaA,
InagakiJ,GotoH,
KohK,YbshidaN
KatoK,ChoY;
KosakaY;

血液･腫瘍内科蝿kahashiY;

InoueM,KatoK,
AtsutaY;

MiyamuraK;Donor/
SourceWorking
GroupofJapan
Societyof
HematopoieticCell
'Iifansplantation

ComparisonofDonorSourcesm
HematopoieticStemCeU
nansplantationfOrChildhood
AcuteLeukemia:ANationwide

RetrospectiveStudyh

Pll:

S1083.

8791

(16)30360.
3

BiolBIoodMarrow'IiFansplant 2016Sep

ｌ
』
切
函
Ｉ

FukuzawaH,

ShiimaY;

MishimaY;

SekineS,MiuraS,

YabeK,YamakiS,

MoritaK,OkataY;

HisamatsuC,

NakaoM,YOkoiA,

MaedaK,KosakaY

Predictivefactorfbrintraoperative

tumorruptureofWnmstumom
血液･腫瘍内科 PediatrSurgInt 2016Nov

Pretransplantparanasalsmus
diseaseisassociatedwithahigh
mcidenceoftransplant-related
mortalitymhematopoieticstem
celltransplantationfOrchildren
Rndadolescents.

KishimotoK,

KobayashiR,
HoriD,SanoH,
SuzukiD,YElsudaK,

KobayashiK.

doi:

ieul219310,
1111

血液･腫瘍内科 Pediatr'Iransplant 20160ct

AnalysisofRiskFactorsfOr
HyponatremiaDurmgorFonowing
ChemotherapymChildrenWith
Cancer:AHospital-based,
RetrospectiveCohortStudy

KishimotoK,

KobayashiR,
SanoH,SuzukiD,
YasudaK,
KobayashiK.

血液･腫瘍内科 JPediatrHematolOncol 38 6 443 448 2016Aug
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植村優､長谷川大一郎、

横井健人､二野菜々子、

太原鉄平､田村彰広、

齋藤敦郎､神前愛子、

岸本健治､石田敏章、

川崎圭一郎､山本暢之、

森健､西村範行、

小阪嘉之

SuguruUemura,
DaiichiroHasegawa,
ThkehitoYbkoi,

血液･腫瘍内科NanakoNino,

TEppeimlhara,
AldhiroThmura,
AtsuroSaito,
AikoKozaki,

KeIjiKishimoto,
TbshiakiIshida,
KeiichiroKawasaki,
NobuyukiYamamoto,
TakeshiMori,

NoriyukiNishmura,
andYbshiyukiKosaka

B前駆細胞性急性リンパ性白血病と

診断された難治性小児Double-hit

lymphoma/leukemiaの治療経験

Refractorydouble-hitlymphoma/
leukemiainchildhOodpresentmg
asBprecursoracutelymphoblastic
leukemia

2016,m

press･
臨床血液

ｌ
樗
餉
四
Ｉ

成人先天性心疾患の心エコー

Follot四徴症術後一成人期の特徴と

心エコー評価のポイントー

第17巻 文光堂城戸佐知子 第2号循環器内科 心エコー 166 2016.21156

特集･川崎病一第40回近畿川崎病

研究会一

巻頭言

第7号城戸佐知子 36巻循環器内科 848 ライフサイエンス 2016.8.31ProgressinMedicine 847

ご
椛
恥
・
聿
淵
・
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全国心臓病のこども

を守る会

2016.9

月号
心臓をまもる循環器内科 城戸佐知子 2016.9.20心臓病患者と運動－その1 630 12 15

全国心臓病のこども

を守る会

2016.10

月号
城戸佐知子 心臓をまもる循環器内科心臓病患者と運動ーその2 631 10 12 2016.10.20

OgawaYBAibaT;
KameiN

TommagaK,
FujitaH,
MiyamotoY;
'Itm2k2n通doS

Coexistenceofcongenital longQT
syndromeandautonomic
dysregulationinchildren.

JapanPediatric
Society

Pediatrics

International
Departmentof
Cardiology

2016 58 672 674 2016．726
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ReproducibilityofcorrectedQTinterval
inpediatricgenotypedlongQTsyndrome

Departmentof
Cardiology

OgawaY; 'IhnakaT)
KidoS.

Pediatrics

International
JapanPediatric
Society

2016 58 1246 1248 2016．7．26

小川禎治､稲熊洋祐、

谷口由記､祖父江俊樹、

三木康暢､平海良美、

福田旭伸､亀井直哉、

富永健太､藤田秀樹、

田中敏克､城戸佐知子

Qr延長症候群を疑う際のknack

- (genotyped)QI延長症候群26例と
対照群91例

のdataから．

兵庫県小児科

医会報
循環器内科 兵庫県小児科医会2016 66 12 2016.9.110

1)循環器内科

2)神戸市立医

療センター中

央市民病院

小児科

3)リウマチ科，
4)心臓血管外
科

上村和也1),青田千恵2)，

富永健太1),瓦野昌大1),

谷口由記1),平海良美1),

亀井直哉1),小川禎治1)，

藤田秀樹1),田中敏克l),

城戸佐知子1),中岸保夫3)，

大嶋義博4）

径8mmの冠動脈瘤の破裂により死

亡した

川崎病の1乳児例

PROGRESSIN

MEDICINE
36 7 911 915 ライフサイエンス 2016.8.31

上村和也、

亀井直哉、

瓦野昌大、

平海良美

小川禎治、

藤田秀樹、

祖父江俊樹、

田中敏克、

谷口由記、

松岡道生、

富永健太、

城戸佐知子

ｌ
』
、
祭
Ｉ

心房頻拍が原因と考えられる、重

症心不全

を呈した心筋症の1乳児例

兵庫県小児科

医会報
循環器内科 兵庫県小児科医会2016 66 20169．119 22

IshikuraK,UemuraO,
HamasakiYINakaiH,
ItoS,HaradaR,
HattoriM,OhashiY;
TanakaR,
NakanishiK,

KanekoTII1imaK,
HondaM

InsignificantimpactofVURonthe
progressionofCKDinchildren
withCAKUT

腎臓内科 PediatrNephrol 31 105 112 2016

MoriT)TanakaR,
NishidaK,

YamamotoNj

HayakawaA,
NishimuraN,

NozuK, IUimaK.

nfansienthyperphosphatasemiain
threepediatricpatientstreated
withcyclosporine.

腎臓内科 Pedi"'-icslnternational 58 429 430 2016
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HiranoD, IshikuraK,
UemuraO, ItoS,
WadaN,HattoriM,
HamasakiY;
ThnakaR,
NakanishiK,
KanekoT;HondaM

Associationbetweenlowbirth

weightandchndhood-onsetchronic
kidneydiseaseinJapan: a
combinedanalysisofnationwide
surveyfOrpediatricCKDand
NationalReportofVitalStatistics.

腎臓内科 NephrolDialCnfansplant 31 1895 1900 2016

NakagawaTI
ShiratoriA,Kawaba
Y;KandaK,Tanaka
R

Efficacyofrituximabtherapy
againstintractablesteroidresistant
nephroticsyndrome

2016腎臓内科 Pediatriclnternational 58 1003 1008

森貞直哉､庄野朱美

野津寛大､叶明媚、

神田祥一郎、

井藤奈央子、

亀井宏一､伊藤秀一、

山本勝輔､里村憲一、

田中亮二郎、

西尾久英､飯島一誠

次世代シークエンサーを用いた先天

性腎尿路奇形(CAKUT)の原因遺

伝子解析

Comprehensivegeneticanalysisfor
CAKUTwithnextgeneration
sequenclng

発達腎研究会誌 2016腎臓内科 24 13 15

ｌ
胃
①
、
Ｉ

神田杏子､吉矢邦彦、

宮本幹､田中亮二郎、

原章二

腎臓内科領域の移行期医療の現状
について－成人科からの現状報告

腎と透析 454 2016腎臓内科 81 451

梶原伸介笠井正志｜中学校保健ﾆｭｰｽ
梶原伸介笠井正志｜中学校保健ﾆｭｰｽ

91少年写真新聞
91少年写真新聞

特集抗菌薬を正しく使うために第1回｜感染症科他
特集抗菌薬を正しく使うために第2回感染症科他

1671

1674

８
’
８

2016.11

201612

特集小児･新生児の抗菌薬適性

使用
医薬ジャーナル社佐藤公則､笠井正志 化学療法の領域感染症科 32 2 99 103 2016．3

波多江新平、

笠井正志､他
感染症科他 563 15 19 Clinicmagazine 2016.5｢ほこり｣と感染対策 Climcmagazme

ご
椛
恥
・
望
淵
・
鉾
叫
郡
轡

由良温宣､笠井正志、

他

スウェーデンの事例から学ぶ耐性菌対

策と抗菌薬使用量削減への取り組み
医事出版社診療と新薬感染症科他 53 5 17 31 2016.5

山之上弘樹、

笠井正志､他
診療と新薬 医事出版社感染症科他 53 6 23 35 2016.6感染症に罹らないための対策

2016年1月に発症したnon-typable

Haemophilus innuenzae心膜炎の1
例

神納幸治､笠井正志、

他
病原微生物検出情報 感染研疫学情報センター感染症科他 37 7 23 24 2016.7

オトナリの｢オトナ｣感染症科vol.1矢

野晴美先生
メラ今イカ出版笠井正志感染症科 INFECTIONCONTROL 25 4 6 7 2016.4
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オトナリの｢オトナ｣感染症科vol.2

岡秀昭先生
感染症科 笠井正志 メラ今イカ出版INFECTIONCONTROL 2016.925 9 6 7

オトナリの｢オトナ｣感染症科vol.3
本田仁先生

感染症科 笠井正志 メディカ出版INFECTIONCONTROL 25 10 4 2016.15

オトナリの｢オトナ｣感染症科vol4

倉井華子先生
感染症科 笠井正志 メ莞イカ出版INFECTIONCONTROL 2016.1125 11 72 73

YbshimotoS,
HarahapNI,
HamamuraX
ArRochmahM,
ShimaA,
MorisadaNj
ShinoharaM,
SaitoCCSaitoK,
LaiPS,MatsuoM,
AwanoH,

MoriokaI, I#maK,
NishioH.

Alternativesplicmgofacryptic
exonembeddedinintron6of

SMN1andSMN2.

NaturePubUshing
Group

臨床遺伝科 HumGenomeVar 16040 2016.123
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MmamikawaS,

YamamuraT;

NakamshiK,
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MorisadaN》

IshimoriS,

FUjimuraJj
HorinouchiT)
KaitoH,
NakamshiK,
Moriokal,

Taniguchi-IkedaM,
IWimaK.

TheJapanese
Societyof
Nephrology
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NozuK,NozuY;
NakanishiK,
KonomotoT)
Horinouchi ,I;
ShonoA,Morisada
NjMmamikawaS,
Yamamura'I;

FUjimuraJ,
NakamshiK,

NmchqjiT)KaitoH,
Moriokal,

Thniguchi-IkedaM,
VorechovskyI,
IImaK.

Crypticexonactivadonin
SLC12A3mGitelmansyndrome

臨床遺伝科 Sprmger-Verlag 2016.10JHumGenet

MorisadaNIoroiTI

Tamguchi-IkedaM,
JuanYeM,
OkamotoN
YamamotoT;

I1imaK.

A12p13GRIN2Bdeletionis
associatedwithdevelopmental
delayandmacrocephaly

NaturePublishmg
Group

臨床遺伝科 16029 2016．9HumGenomeVaI 3
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KamiyoshiN》

NozuK,FuXJ,
MorisadaNNozuY;
YEMJ,ImafilkuA,
MiuraK,

YamamuraT;

MmamikawaS,
ShonoA,

Ninchqjim
Moriokal,
NakanishiK,
YbshikawaN>
KaitoH, IIimaK.

Genetic,Chnical,andPathologic
BackgroundsofPatientswith
AutosomalDominantAlport
Syndrome

AmericanSocietyof
Nephrology

臨床遺伝科 1449 2016.8ChnJAmSocNephrol 11 8 1441
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NinchqjiT;
IwataniS,

NishiyamaM,
KamiyoshiN
NakagawaT;
'1hmguchi-IkedaM,
MorisadaN》

IshibashiK, 1UimaK,
IshidaA,Moriokal.

Clinicalfactorsassociatedwith

prehospitalexacerbationof
anaphylaxismchildren.

臨床遺伝科 MmervaPediatr Minervamedica 2016.6

NoguchiX
OnishiA,
NakamachiY;

HayashiN
HarahapNI,
RochmahMA,
ShimaA,

YanagisawaS,
MorisadaN

NakagawaT;
IWimaK,KasagiS,
SaegusaJ,
KawanoS,
ShinoharaM,
TbirakuS,Saitom
KuboY;SaitoK,
NishioH.

TElomericRegionoftheSpmal
MuscularAtrophyLocusls
SusceptibletoStructural
Variations.
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臨床遺伝科 PediatrNeurol 58 83 89 2016．5

IwafuchiY;
MoriokaT)MoritaTI

YanagiharaTI
OyamaY;
MorisadaN,

IMimaK,NaritaI.

DiverseRenalPhenotypes
ObservedinaSingleFamilywitha
GeneticMutationinPairedBox

Protein2.

臨床遺伝科 CaseRepNephrolDial 6 1 61 69 KargerAG 2016.4
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FuXJ,NozuK,

EguchiA,NozuY;
MorisadaN
ShonoA,

Thniguchi-IkedaM,
ShimaY;
NakanishiK,

VbrechoVskyl,
IijimaK.

XlinkedAlportsyndrome
associatedwithasynonymous
p.Gly292Glymutationaltersthe
splicingdonorsiteofthetypelV
collagenalphacham5gene.

TheJapanese
Societyof
Nephrology

臨床遺伝科 ClinExpNephrol 20 5 699 702 2016．10

森貞直哉､常石秀市、

田口和裕、

八木隆三郎、

西山将広､豊嶋大作、

中川卓､竹島泰弘、

高田哲､飯島一誠

､ﾊのR45に変異を認めたbeta-

propeller protein-assoclated
neurodegeneradon(BPHN)の1女性
例小児期の臨床症状と早期診断

についての考察

臨床遺伝科 診断と治療社脳と発達 201648 3 209 212

森貞直哉､庄野朱美、

野津寛大､叶明媚、

神田祥一郎、

井藤奈央子、

亀井宏一､伊藤秀一、

山本勝輔､里村憲一、

田中亮二郎､西尾久

英､飯島一誠

ｌ
］
史
）
１

次世代シークエンサーを用いた先天

性腎尿路奇形(CAKUT)の原因遺伝

子解析

臨床遺伝科 発達腎研究会誌 発達腎研究会24 1 13 15 2016

【多発性雲胞腎基礎と臨床のﾄビｯｸｽ】

臨床遺伝カウンセリングの実際
臨床遣伝科 森貞直哉､飯島一誠 腎と透析 東京医学社80 6 855 858 2016

小児神経科医が知っておくべき遺伝

学的検査シリーズ反復する熱性け
いれんと発達の遅れを認める女児

臨床遺伝科 森貞直哉 脳と発達 診断と治療社48 3 4 20161

遠藤耕介､福澤宏明、

三島泰彦､玉城昭彦、

森田圭一､大片祐一、

久松千恵子、

横井暁子､前田貢作

内視鏡下縫合法の基礎ポート部か

らの気胸・気腹漏れに対する工夫

と合わせて

小児外科 小児外科 東京医学社48 381 20163 377

、憲睦原

乙
畷

貴
司
作

嶋
欣
貢

田
森
田

小
横
前

小児腸疾患患者における尿中プロ

スタグランジンE2主要代謝物質
小児外科 東京医学社小児外科 201648 5 533 537
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薄井佳子､小野滋、

馬場勝尚､辻由貴、

河原仁守､前田貢作

小児気道異物の診断におけるCT検

査の有用性
日本小児外科学会雑誌 日本小児外科学会小児外科 52 927 932 20165

前田貢作､馬場勝尚、

薄井佳子､小野滋
気道異物 小児外科 小児外科 東京医学社48 9 928 932 2016

岩出珠幾､三島泰彦、

玉城昭彦､大片祐一、

森田圭一､遠藤耕介、

久松千恵子、

福澤宏明､中尾真、

前田貢作

当院で手術を行った腸回転異常症

の82例の合併症の検討
日本小児救急医学会雑誌 日本小児救急医学会小児外科 15 2 368 372 2016

【周産期医学必修知識第8版】

新生児編気道狭窄
前田貢作 増刊号 東京医学社小児外科 周産期医学 784 78646 2016

米倉竹夫､古村眞、

臼井規朗､家入里志、

高安肇､尾藤祐子、

藤代準､藤野明浩、

伊勢一哉、

佐々木英之、

下野隆一､寺脇幹、

岡本晋弥、

佐々木隆士、

照井慶太､永田公二、

江角元史郎、

平原憲道､宮田裕章、

渡辺栄一郎、

前田貢作、

日本小児外科学会デ

ータベース委員会

Ｉ
惇
①
』
Ｉ

NationalClinicalDatabase(小児外

科領域)AnnualReport20112012
日本小児外科学会雑誌 日本小児外科学会小児外科 52 6 1350 1359 2016

弓
椛
恥
・
翠
盟
・
簿
酬
郡
騨

精巣捻転との鑑別が困難であった

新生児副腎出血に起因する陰嚢血

腫の一例

和田佳子､福澤宏明

角健司､前田貢作

中尾秀人

日本周産期・

新生児医学会
小児外科 日本周産期・新生児医学会雑誌 52 2 1216 1219 2016

矢本真也､漆原直人、

前田貢作
周産期診療ワークブック 第2版 メジカルビュー社新生児外科系疾患2 胸部疾患 小児外科 439 444 2016

Biodegradablepolydioxanonestent
asanewtreatmentstrategyfOr
trachealstenosisinarabbitmodel

Kawaharal,

OnoS,MaedaK
小児外科 JPediatrSurg 51 12 1967 1971 F1,gEVIER 2016
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OkataZMaedaK,
BitohY;MishimaY;
TamakiA,MoritaK,
EndoK,
HisamatsuC,
FukuzawaH,
YokoiA.

Evaluationofthemtraoperative
riskfactorsfbresophageal
anastomodccompUcadonsafter
primaryrepairofesophageal
atresiawithtracheoesophageal
5smla.

小児外科 2016PediatrSurglnt 9 869 873 Springer32

JapaneseStudy
GroupofPediatric
ChestSurgeryl,
KurodaT;

NishWimaE,
MaedaK,
FuchimotoY;
HirobeS,TbzukeY;
WatanabeTIUsuiN

Perinatalfeaturesofcongenital
cysdclungdiseases: resultsofa
nationwidemulticentricstudyin
Japan.

小児外科 2016PediatrSurglnt 32 Q
Lノ 827 831 Springer

MoritaK,YOkoiA,
FukuzawaH,
HisamatsuC,
EndoK,OkataY;
TamakiA,
MishimaYI

OshimaZMaedaK

ｌ
骨
③
画
Ｉ

Surgical inteFventionstrategiesfor

congenital trachealstenosis
associatedwithatrachealbronchus

basedonthelocationofstenosis.

小児外洞 2016PediatrSurglnt 32 9 915 919 Springer

HasegawaTI
OshimaY;
MatsuhisaH,
OkataY;YOkoiA,
YOkoyamaS,
MaedaK.

Clinicalequivalencyof
cardiopulmonarybypassand
extracorporealmembrane
oxygenationsupportforpediatric
trachealreconstruction.

小児外科 PediatrSurglnt 32 1029 1036 Springer 201610
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YamotoM,

InamuraN'1℃ruiK,

NagataK,
KanamoriYI

HayakawaM,
TbzukeYIYbkoiA,

TakayasuH,
OkuyamaH,
FukumotoK,

UrushiharaN

TaguchiTIUsuiN.

Echocardiographicpredictorsof
poorprognosisincongenita
diaphragmaticherma.

小児外科 JPediatrSurg 51 12 1926 1930 ELSEVIER 2016

TakayasuH,
MasumotoK,

GoishiK,

HayakawaM,
TazukeY;YbkoiA,
TもruiK,

OkuyamaH,UsuiN
NagataK,
TaguchiT;Japanese
Congenital
Diaphragmatic
HerniaStudy
Group..

！Musculoskeletalabnormalities in

congenitaldiaphragmatichernia
survivors:Patternsandriskfactors

ReportofaJapanesemulticenter
fOllowupsurveyB

小児外科ｌ
〕
③
い
Ｉ

Pediatrlnt 58 4 877 880 Wiley 2016

TbruiK,NagataK,

HayakawaM,

OkuyamaH,
GoishiK,YbkoiA,

TazukeY;

TakayasuH,
YbshidaH,UsuiN

GrowthAssessmentandtheRisk

ofGrowthRetardadonin

CongenitalDiaphragmaticHernia

ALongTbrmFollowUpStudy

fromtheJapaneseCongemtal

DiaphragmaticHemiaStudy

Group.

小児外科 EurJPediatrSurg 26 1 60 66 Thieme 2016
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OkuyamaH,
OhfUjiS,
HayakawaM,
UrushiharaN》

YOkoiA,TakeH,
ShiraishiJ,

FujinagaH,
OhashiK,
MmagawaK,
MisakiM,NoseS,

TbguchiT

RiskfactorsfOrsurgicalmtestinal
disordersmVLBWinfmtswCase-

controlsmdy
小児外科 Wiley 2016Pediatrmt 58 1 34 39

YbshihiroOshima,

AyakoMaruo,
TbmomiHasegawa
andHironorl

Matsuhisa

Repairofunbalanced
atrioventricularseptaldefectwith
smallrightventricle

AsianCardiovascularand

ThoracicAnnals

I
心臓血管外科 24 1 78 80 SAGE 2016Jan

KanekoYIShinohara

G,HoshinoM,
MorishitaH,
MoritaK,OshimaY;
nlkahashiM,

YagiNOkitaY;
TsukubeT

ｌ
得
の
心
Ｉ

DOI

10.1007／
sOO246-

016‐

1527-z

IntactlmagmgofHumanHeart
StructureUsingX-rayPhase
ContrastTomographF

2016

Nov:30
心臓血管外科 PediatrCardiol2016 Springer

一
ShinoharaG,
MoritaK,
HoshmoM,KoY
TsukubeTI
KanekoY;
MorishitaH,
OshimaY;
MatsuhisaH,
IwakiR,
TakahashiM,

MatsuyamaT)
HashmotoK,

YagiN.

ThreeDnnensionalVismlizationof

HumanCardiacConductionTissue

mWholeHeartSpecimensby
High-ResolutionPhaseContrast
CTImagmgUsmgSynchrotron
Radiation

WorldJPediatrCongemt
HeartSurg

心臓血管外科 7 6 700 705 SAGE 2016Nov
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LeftSubclavianArteryPerfusion
DurmgtheNorwoodOperadonfOr
InterruptedAordcArchWith
AorticAtresia

心臓血管外科 圓尾文子 annalsofthoracicsurgery 101 1 764 766 Elsevier 2016.2

Three-dimensionalevaluationof

ductaltissuemcoarctationofthe

aortausingX-rayphase-contrast
tomographJM

IwakiR,Matsuhisa
H,HoshinoM,
OshimaY:

心臓血管外科 JThoracCardiovascSurg 152 1454 EIsevier 2016.65 1456

Shunsuke

Matsushima,
YbshihiroOshima,
andHironori

Matsuhisa

Aorticarchreconstructionusinga
Kommerelldiverticulumfbr

hypoplasticleftheartsyndrome
witharightaorticarch

TheAmerican

Associationfbr

ThoracicSurgery

TheJournalofThoracicand

CardiovascularSurgery
心臓血管外科 2016 152 2016.3.30e35 e37

ＪＨ
四
Ａ
氏
，

‐
Ｄ

Ｅ

ａ
・
皿
哩
血
郵
罪
迩
唾

血
酔
郵
唖
唖
如
罐
唖
血

恥
恥
睡
亜
沁
Ｈ
Ｋ
Ｋ

MedulloblastomawithsupraseUar

solitarymassivemetastasis!Case

report.

Ｉ
胃
③
、
１

脳神経外科 NeurolNeurochirPol 50 3 211 ELSEVIER 2016．2．1214

Thee伍cacyandsafetyofburr-

holecramotomywithout
contmuousdramagefOrchronic
subduralhematomaandsubdural

hygromalnchildrenunder2years
ofage.

MatsuoK,AkutsuN
OtsukaK,
YamamotoK,
KawamuraA,

NagashimaT

脳神経外科 ChildsNervSyst 32 12 2369 2375 Springer 2016.9.1

YamaguchiH,
YamamotoK,
AkutsuN,
KusumotoM,

KajiharaS,
YamaguchiY;
TakedaH,

KawamuraA,
UetamY:

弓
椛
妙
・
翠
洲
・
鉾
酬
諒
騨

Decompressivecraniectomyll6h

aftermalignantmiddlecerebral

arterymfarction.

脳神経外科 Pediatrlnt 58 622 624 2016.077
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経鼻内視鏡的下垂体腺腫摘出時の

NarrowBandImagingによる残存下
垂体の評価

谷口理章、

阿久津宣行、

甲村英二

日本内分泌学会雑誌脳神経外科 92 76 77 2016.07

Visualizationofthenorm月I

pituitaryglanddurmgthe
endoscopicendonasalremovalof
pituitaryadenomabynarrowband

申

lmaglng.

ｊＭ
Ｅ

Ｎ
趾
、

恥
唖
鋤

脳神経外科 ActaNeurochir(Wien) 1981158 10 1977 2016.10

Theefficacyandsafetyofburr-
holecraniotomywithout
continuousdrainagefbrchronic
subduralhematomaandsubdural

hygromainchildrenunder2years
ofage

MatsuoK,AkutsuNj
OtsukaK,
YamamotoK,
KawamuraA,

NagashimaT

脳神経外科 2375 2016.12ChildsNewSyst 32 12 2369

武岡由樹､薩摩眞一、

小林大介､衣笠真紀

ほか

近畿小児整形外科懇

話会

軽微な外力により頸椎不安定性を生

じた1例
整形外科 近畿小児整形外科雑誌 6 828 2015

ｌ
Ｈ
ｍ
ｍ
ｌ

I

ShinichiSatsuma,

DaisukeKobayashi,

MakiKinugasa,
YbshikiTakeoka,

RyosukeKuroda,
MFDRFIhiroKurosaka

ANewPredictivelndicatorby

ArthrographyfOrFutureAcetabular
Growth

FollowingConservativeneatment

ofDevelopmentalDysplasiaofthe

Hip

LippincottWilliams
&Wilkms,Inc.

整形外科 211JPediatrOrthopB 25 3 207 2016

先天性内反足においてPonseti治療

後の再発は新生児期X線像で予測

可能か

薩摩眞一､小林大介、

衣笠真紀
日本整形外科学会整形外科 日整会誌 90 486 4907 2016

TakuyaOtam､Tbhm

Futami,Shinichi
Satsuma,etal

Beatmentforunstableslipped
capitalepiphsis:Currentstamsand
futurechaUengeinJapan

整形外科 JOrthopScience 21 847 851 EIsevier 2016

茨木一行､薩摩眞一、

小林大介､坂田亮介

小児可僥性扁平足(nexibleflatfbot)

の手術療法
日本足の外科学会日足外会誌整形外科 37 1 324 327 2016

Salter骨盤骨切り術後の臼蓋後捻

長期追跡調査
南江堂小林大介 整形外科整形外科 548167 5479 2016

近畿小児整形外科懇話

会

外傷性大腿骨遠位骨端線損傷後の

変形短縮に対して治療を施行した2例
山本哲也 近畿小児整形外科整形外科 29 25 32 2016.12.31

近畿小児整形外科懇話

会
整形外科 山中理菜 近畿小児整形外科小児の大腿骨骨幹部疲労骨折の3例 29 33 35 2016.12.31
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複数回の手術を要し､治療に難渋し

た垂直距骨の治療経験

近畿小児整形外科懇話
,△
云

坂田亮介整形外科 近畿小児整形外科 29 40 42 2016．12．31

尖足を呈し､傍神経症候群が疑われ

た1例

近畿小児整形外科懇話

会
衣笠真紀整形外科 近畿小児整形外科 29 40 42 2016．12－31

頭痛の診かたQ&A眼科的疾患で

頭痛が起きることはあるか
眼科 野村耕治 小児内科 東京医学社48 8 1207 1209 2016.8.1

頭位性眼振に対するAnderson法の

治療成績

前田祥史､徳永敬司、

柳沢翠芳､野村耕治
眼科臨床紀要眼科 眼科臨床紀要会164 168Q

LJ 2 2016

当院における未熟児網膜症の発症な

らびに治療状況

柳沢翠芳､前田祥史、

野村耕治
眼科 眼科臨床紀要 眼科臨床紀要会9 4 345 351 2016

手術手技私が愛用する手術器具

バイポーラシザース
耳鼻咽喉科 阪本浩一 東京医学社JOHNS 32 5 661 663 2016.5

アレルギー性鼻炎に対するフェキソフ

ェナジン塩酸塩/塩酸プソイドエフェド

リン配合錠の投与法に関する検討

古閑紀雄､阪本浩一、

林拓二､梶本康幸、

原聡

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科臨床 耳鼻咽喉科臨床学会109 781 201611 786

伊藤壽一､守本倫子、

神田幸彦､麻生伸、

阪本浩一､新谷朋子、

中澤操､森田訓子

ｌ
骨
②
『
Ｉ

平成26年度｢人工内耳実態調査｣に関

する報告:平成26年度1年間のまとめ

日本耳鼻咽喉科学会

会
耳鼻咽喉科 日本耳鼻咽喉科学会会報 119 7 1086 1094 2()16

【聴覚異常感をどう診る．どう治す】学

童期の聴覚異常感
耳鼻咽喉科 阪本浩一 全日本病院出版会ENTOM 188 53 201658

小児心因性難聴の診断とその背景｜耳鼻咽喉科 ｜阪本浩一 耳鼻咽喉科臨床 1091 121 890 891耳鼻咽喉科臨床学会 2016

Clinicalcharacteristicsofa

JapaneseFamilywithhearingloss
accompaniedbycompound
heterozygousmutations in
LOXHD1.

MinamiSB,Mutai
H,NambaK,
SakamotoH,

Matsunaga'II

耳鼻咽喉科 日本耳鼻咽喉科学会AurisNasusLarynx 60943 6 613 2016

弓
椛
恥
・
翠
開
・
鉾
珊
瑚
轡

小児先天性水腎症(腎孟尿管移行

部通過障害)診療手引き2016V治

療2.外科的治療

日本小児泌尿器科学

会
泌尿器科 杉多良文 日本小児泌尿器科学会雑誌 25 2 27 30 2016.03.20

腎孟尿管移行部通過障害に対する

腎孟形成術

杉多良文･春名晶子・

賀來泰大
泌尿器科 臨床泌尿器科 医学書院70 12 918 923 2016.11.20

正本真子､大西広泰、

土居ゆみ､上北郁男、

香川哲郎

巨大胎児頚部奇形腫に対してE紅T

を行った一症例
麻酔科 麻酔 克誠堂65 6 610 613 2016．6
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小児用高容量低圧カブ付きチューブ

MicrocuHpediatricendotracheal
tube(MicrocufTPET@)の使用経験

舟井優介三浦由紀

子森悠香川哲郎
日本小児麻酔学会麻酔科 日本小児麻酔学会誌 220 2016.922 1 215

森悠､藤井智子、

世良田和幸、

香川哲郎

ネパール口唇口蓋裂医療プロジェクト

における医療支援体験記
日本小児麻酔学会麻酔科 日本小児麻酔学会誌 279 2016.922 1 281

兵庫県立こども病院の紹介および移

転時の麻酔科医の関わり
麻酔科 横田有理香川哲郎 循環制御 日本循環制御医学会37 3 220 222 201612

メディカ出版

メディカ出版

メディカ出版

メラ琴イカ出版

メラ今イカ出版

メラ今イカ出版

尿量から何が分かる？

胸部X線から何が分かる？

腸回転異常症

ヒルシュスフ9ﾙﾝダ病

鎖肛

消化管穿孔

新生児内科

新生児内科

新生児内科

新生児内科

新生児内科

新生児内科

芳本誠司

芳本誠司

玉置祥子

玉置祥子

大久保沙紀

大久保沙紀

ステップアップ新生児循環管理

ステップアップ新生児循環管理

ｹｰｽでみる．わかる新生児の画像検査

ｹｰｽでみる｡わかる新生児の画像検査

ｹｰｽでみる｡わかる新生児の画像検査

ｹｰｽでみる｡わかる新生児の画像検査

氾
一
妬
一
蠅
一
蜘
一
“
｜
函

75

89

129

133

138

143

分娩室内でのパルスオキシメータの

使用

母児間輸血症候群

大久保沙紀，

中尾秀人
診断と治療社新生児のブﾗｲﾏﾘケア新生児内科 108 109

ｌ
］
句
印
Ｉ

新生児内科 ｜生田寿彦,中尾秀人I貧血学,最近の診断･治療動向 ’ 75 11141 609 6111日本臨床

Okamoto

Nobuhiko,Nakao
Hideto,Niihori
rlttsuya,AokiYbko

Apatientwothanovelpurme-rich
elementbindingprotemA(PURA)
mutation

Conge血al
Anom31es

新生児内科 共著 2016，11

南谷智之、

金子めぐみ、

中澤浩志、

河崎あさひ､森下紀、

牧志綾､高松祐幸、

喜吉賢二､佐本崇、
船越徹

日本周産期･新生児

医学会

帝王切開術後における血中プロカル

シトニン値のカットオフ値の検討
日本周産期･新生児医学会雑誌産科 52 48 52 20161

金子めぐみ､佐本崇、

南谷智之､中澤浩志、

河崎あさひ､森下紀、

牧志綾､高松祐幸、

喜吉賢二､船越徹

胎児甲状腺機能低下性の甲状腺腫

に対し羊水腔内にレボチロキシン投

与を行い､治療評価に羊水TSHが有

用であった一例

日本周産期･新生児

医学会
日本周産期･新生児医学会雑誌産科 130 13452 1 2016
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中澤浩志、

金子めぐみ、

河崎あさひ､森下紀、

南谷智之､牧志綾、

高松祐幸､喜吉賢二、

佐本崇､船越徹

切迫早産で硫酸マグネシウム長期投

与中の母体血中マグネシウム濃度推
定式の妥当性

日本周産期･新生児

医学会
日本周産期･新生児医学会雑誌産科 2016866 86952 3

高齢妊婦におけるnulliparousterm

smgletonevertexcesarean
delivery(NTSVCD)ratesの検討

産婦人科の進歩編集室産婦人科の進歩産科 船越徹 2016326 32868 3

画像診断増刊号肝胆膵の鑑

別診断のポイント
秀潤社小児にみられる肝腫瘤の鑑別 放射線診断科 赤坂好宣 2016.3108336 4 80

画像診断増刊号肝胆膵の鑑

別診断のポイント
秀潤社放射線診断科 赤坂好宣小児にみられる膵腫瘤の鑑別 209 2016.3.1036 4 206

小児科臨床増刊Q&Aで学ぶ

小児の画像診断のポイント
日本小児医事出版社放射線診断科 赤坂好宣 2016.12.5小児のMRI 69 suppl 1927 1932

小児科臨床増刊Q&Aで学ぶ

小児の画像診断のポイント
日本小児医事出版社各論5泌尿生殖器 放射線診断科 赤坂好宣 201612.569 suppl 2463 2466

Ｉ
胃
α
①
Ｉ

肺保護換気の際に至適PEEPはどの

ように設定するのか
総合医学社小児集中治療科 黒澤寛史 救急･集中治療 2016928 9 683 689

医療関連機器圧迫創傷(MDRPU)

の予防配慮点と現場のコツ小児

の気管切開カニューレ･カニューレ固

定具

照林社看護部 鎌田直子 2016.11エキスパートナース 32 13 44 51
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椛
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・
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鉾
酬
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福原信一､石田悠介､楠元真由美､梶原伸介、

山口義道､竹田洋樹､上谷良行

日本小児救急医学会

学術集会

急性呼吸不全症例における超音波検査による肺浸潤

陰影一レントゲン･エコー･CTの比較
救急総合診療科 第30回 仙台 201．67．1－2

日本小児救急医学会
学術集会

新病院集中治療室における安全性を高めるための､事
前シミュレーショントレーニングのあり方

黒澤寛史､野澤正寛､清水淳次､椎間優子、

上谷良行
第30回 仙台集中治療科 2016．71－2

小児熱傷の外来治療経過;浅達性11度熱傷43例の検討｜救急総合診療科 ｜安田真人,松井鋭,植松悟子,辻聡 第119回日本小児科学会 札幌 20．16．5．15

MasatoYasuda, Ryuuji Sasaki, Satoko
Uematsu,Kennichi 'I℃tsuhara,SatoshiMatsui,

HiroshiFukumasa,SatoshiTsUii

Emergency
&General
Pediatrics

AsianSocietyfbr
PediatricResearch,

Associationbetweendepthsandcausesofburns ina
pediatricemergencydepartment inJapan

12th Bangkok 2016.11.10-11

兵庫県医師会小児初期
救急医療研修会

平成27年度救急集中治療科 上谷良行 神戸小児の重症度評価､軽度頭部外傷 2016.2.28

兵庫県医師会小児初期

救急医療研修会
救急集中治療科 平成28年度 姫路小児の重症度評価､軽度頭部外傷 上谷良行 2016.10.23

IntemationFII
Conferenceon

EmergencyMedicine

Achildcaseoffbreignbodyingestionaccompanied
byretropharyngeal abscess;howshouldwehave
F

roundit？

YbshimichiYamaguchi,Yosuke lnaguma,
MayumiKusumoto,HirokiTakeda,Ybshiyuki
Uetani,MasahideOtsu

ｅ
ｎ

Ｄ
１
ｗ

唖
恥救急集中治療科 16th 2016．4．18－21

林卓郎 楠元真由美松井鋭竹田洋樹

上谷良行有吉孝一

日本救急医医会総会学

術集会

小児病院が救急をすると言うこと

～一地方都市における小児救急医療事情～
救急総合診療科 第44回 東京 2016.11.17-19

Ｉ
胃
『
Ｃ
ｌ

"OMOTENASHI "Sushi,Tofu,Natto,Kobebeef

delicious&healthMbutsometimes toxicJapanese
fOod.

WorldCongressin

EmergencyMedicine
救急総合診療科 6th CancunTakuroHAYASHI 2016．11．16－19

WorldCongressm
EmergencyMedicme

Souvenir fromJAPAN-smallTIPS&Pearls in

EmergencyMedicmefromJapan-
救急総合診療科 6thTakuroHMASHI Cancun 2016.11.16-19

日本小児救急医学会

加賀百万石教育セミ
ナー

第7回日本小児救急医学会加賀百万石教育セミナー講師 救急総合診療科 林卓郎 金沢 2016．123－4

救急総合診療科 ｜林卓郎 第65回｜神戸市消防局 神戸神戸市消防救急症例研修会講師 2016.11.1

低リン血症性くる病における腎石灰化のリスク因子

についての検討

日本小児内分泌学会

学術総会
代謝内分泌科 R外祐理、尾崎佳代､郷司克己 第50回 東京 2016．11．16

日本小児リウマチ学会

総会･学術集会
急性腸炎(病原性大腸菌O1)後に発症したループス
アンチコアグラント陽性低プロトロンピン血症

菱谷好洋,笠井和子，中岸保夫 千葉リウマチ科 26 2016．10．22

中岸保夫,大嶋明,大原亜沙実，
古波藏都秋,佐々木恭介,戸澤雄介，
薮内俊彦

日本小児リウマチ学会
総会･学術集会

診断･治療方針に難渋した､分類不能結合織病(UCTD)

関連間質性肺炎を呈した一女児例
リウマチ科 千葉26 20161023

久保田知洋,清水正樹,安村純子，
中岸保夫,木澤敏毅,八代将登,脇口宏之，
山崎雄一，中堅小児リウマチ医の会

日本小児リウマチ学会

総会･学術集会
多関節型若年性特発性関節炎患者に対して初回導入し
た生物学的製剤の長期継続性予測因子に関する検討

リウマチ科 千葉26 2016.10.23

全身型若年性特発性関節炎におけるトシリズマブ投

与下での病勢評価と予後予測指標としての血清IL-18
値の臨床的有用性

水田麻雄,清水正樹,井上なつみ，
笠井和子，中岸保夫,谷内江昭宏

日本小児リウマチ学会

総会･学術集会
リウマチ科 千葉26 2016.10.21
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トシリズマブ治療中の全身型若年性特発性関節炎に

おける急性炎症反応評価のための血清Leucme-rich

q2-glycoprotein値の臨床的有用性

日本小児リウマチ学会

総会･学術集会

清水正樹,中岸保夫,高倉麻衣子，

井上なつみ,水田麻雄,谷内江昭宏
千葉リウマチ科 26 2016.10.21

水田麻雄,清水正樹,中岸保夫,笠井和子，
谷内江昭宏

日本小児リウマチ学会

総会･学術集会
全身型若年性特発性関節炎に合併した上腕二頭筋滑
液蕊胞の臨床病理学的検討

千葉リウマチ科 26 2016.1021

日本リウマチ学会総会

学術集会

若年性特発性関節炎における病勢評価と予後予測指
標としての血清IL-33値の臨床的有用性

清水正樹,石川さやか,井上なつみ，

水田麻雄,笠井和子，中岸保夫
横浜リウマチ科 60 2016．4．21

小児の膠原病および若年性特発性関節炎全身型若年
性特発性関節炎におけるトシリズマブ投与下での病

勢評価と予後予測指標としての血清IL-18値の臨床的
有用性

水田麻雄,清水正樹,井上なつみ,笠
井和子，中岸保夫

日本リウマチ学会総会・

学術集会
横浜リウマチ科 60 2016．4．21

千葉リウマチ科 ｜中岸保夫 41小児リウマチ研修会全身型若年性特発性関節炎治療 2016.2.28

日本小児科学会兵庫県

地方会
Campylobacter腸炎に罹患後､一過性の多関節炎を発
症した一例

菱谷好洋,笠井和子,中岸保夫,山根正之 姫路リウマチ科 269 2016.9.17

SERUMIL-18LEVELSASAMARKERFOR

DISEASEACTIVITYINSYSTEMICJUVENILE

IDIOIHIHICARTHRITISDURINGTOCILIZUMAB
THERAPY

MaoMizuta,MasakiShimizu,Natsumi lnoue,
YasuoNakagishi,AkihiroYachie

Genoa,
Italy

リウマチ科 23 PReSCongress 2016.9.29

TomohiroKubota,Masaki Shimizu, Junko
Yasumura,YasuoNakagishi,Toshitaka
Kizawa,MasatoYashiro,HiroyukiWakiguchi,
TsuyoshiYamatou,YuichiYamasaki, SyUji
Takei,YbshifUmiKawano

ｌ
昌
司
Ｈ
１

EARLYPREDICTIONFORSUSTAINEDLONG-

TERMEFFICACYOFTHE1STBIOLOGICAGENT

INPOLYARTICULARJUVENILEIDIOPATHIC

ARTHRITIS;AMULTI-CENTERSTUDYINJAIMN.

Genoa,

Italy
リウマチ科 23 PReSCongress 2016．9‘29

BICIPITALSYNOVIALCYSTASSOCIATEDWITH
SYSTEMICJUVENILEIDIOMTHICARTHRITIS:

CLINICALDESCRIPTION, SONOGRAPHICAND
MTHOLOGICALFINDINGS.

YasuoNakagishi,Masaki Shimizu,Mao
Mizuta,AkihiroYachie

Genoa,
Italy

リウマチ科 23 PReSCongress 2016.9.29

日本アレルギー学会学

術大会

創外固定器を用いた骨延長術後に発症した全身型金
属アレルギーの1小児例

笠井和子，中岸保夫 第65回 東京アレルギー科 2016.6.17

Yusukelshida,KazumiTomioka,Tsukasa
Tanaka,MasahiroNishiyama,KyokoFUjita,
DaisakuToyoshima,AzusaMal｡uyama,

HiroakiNagase,HirokiTakeda,YOshiyuki
Uemni

ArmualMeetingof
TnfhntileSeizure

Society

Barbituratecomatherapyforchildrenwithacute
encephalopathy

乏
椛
恥
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・
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神経内科 Thel8th Tbkyo 2016．71-7.3

山口宏､田中司､豊嶋大作､丸山あずさ、
永瀬裕朗

第119回｜日本小児科学会学術集会NCSEを伴うAESDの特徴を示した敗血症性脳症の一例 神経内科 札幌 2016.5.13-515

山口宏､田中司､豊嶋大作､丸山あずさ、

一瀬晃洋､永瀬裕朗

日本小児科学会兵庫県

地方会
眼瞼下垂の経過観察中に詳細な問診により明らかに

なった両側性腱膜性眼瞼下垂の一例
第268回 神戸神経内科 2〔)1．6．5．28

石田悠介､冨岡和美､田中司､西山将広、

藤田杏子､豊嶋大作､丸山あずさ、永瀬裕朗、
竹田洋樹､上谷良行

日本小児神経学会
学術集会

急性脳症治療における全身麻酔療法導入時のチアミ
ラール投与の検討

第58回 東京神経内科 2016.6.3-6.5
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匿筆

AST上昇を認めない重症熱性けいれん小児における

非けいれん性発作-長期予後の検討

丸山あずさ､石田悠介､田中司､西山将広、

豊嶋大作､永瀬裕朗 ．

日本てんかん学会

学術集会
静岡神経内科 第50回 2016．10．7－1().9

石田悠介､富岡和美､田中司､西山将広、

藤田杏子､豊嶋大作､丸山あずさ､永瀬裕朗、
竹田洋樹､上谷良行

急性脳症治療における全身麻酔療法導入時のチアミ
ラール投与の検討

神経内科 兵庫県てんかん研究会 神戸 2016.3.7

神戸てんかん治療

連携の会
小児救急･集中治療領域における連続脳波モニタリング 神戸神経内科 丸山あずさ 第4回 2016．728

TSCにおける地域連携
について

TSCにおける地域連携について 神経内料 豊嶋大作 神戸 2016.1012

てんかんと腎血管脂肪腫を合併した結節性硬化症へ

のエベロリムスの投与経験

～他科との連携を中心に～

和歌山結節性硬化症最

新治療セミナー
和歌山神経内科 豊嶋大作 2016．10．20

小児がんを取り巻く最近の動向一小児がん拠点病院
と新病院における小児がん診療について

兵庫県小児科医会小児

医学講座
小阪嘉之 神戸市血液･腫瘍内科 第65回 2016/3/26

血栓性血小板減少性紫斑病(TTP)/溶血性尿毒症症候
群(rmS)の病態と治療

日本小児科学会学術集
会教育講演

小阪嘉之 札幌市血液･腫瘍内科 第119回 2016．5．14

小児悪性新生物における小児慢性特定疾病情報
たちばな職員研修センター

兵庫県健康福祉局主催

講演会
神戸市血液･腫瘍内科 小阪嘉之 2016．5．22

ｌ
澤
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函
Ｉ

当院における血友病診療一定期補充療法導入につい

ての提言
小阪嘉之 札'幌市血液･腫瘍内科 第22回 北海道血友病研究会 2〔)16．7．23

NPO法人ふわり主催地

域ケア研修会
小児がんについて 神戸市血液･腫瘍内科 小阪嘉之 第3回 2016．730

小児造血器腫瘍の診断と治療一"こどもの白血病”と

"おとなの白血病”とどこが違う？
神戸市血液･腫瘍内科 小阪嘉之 第65回 日本検査医学学会 2016．9．5

植村優､斎藤敦郎､二野菜々子､高藤哲、

横井健人､神前愛子､石田敏章､長谷川大一郎、
川崎圭一郎､小阪嘉之,上原栄理子､赤坂好宣

全身の水痘様発疹と逵痛を伴う皮下結節を認めた
ALLの診断･臨床経過について

兵庫県tumorboard 神戸市血液･腫瘍内科 第9回 2016．1．15

植村優､斎藤敦郎､二野菜々子､高藤哲、

横井健人､神前愛子､石田敏章､長谷川大一郎、
川崎圭一郎､小阪嘉之,上原栄理子､赤坂好宣

寛解導入療法中に播種性Fusalium感染症を合併した
急性リンパ性白血病の一例

血液･腫瘍内科 近畿若手血液クラブ 大阪市 2016.2.12

神前愛子1)､川崎圭一郎1)､植村優1)、
高藤哲1)､二野菜々子1)､横井健人1)、
齋藤敦郎1)､石田敏章1)､長谷川大一郎1)、
三好健太郎2)､大藤剛宏2)､小阪嘉之1）

骨髄移植後の閉塞性細気管支炎に対し､両親をドナー
とした生体肺移植を行った1例

近畿小児血液･がん研

究会

大阪

狭山市
血液･腫瘍内科 第38回 2016213

横井健人､植村優､高藤哲､二野菜々子、

斎藤敦郎､神前愛子､石田敏章､長谷川大一郎、

川崎圭一郎､岩谷壮太､芳本誠司、中尾秀人、
小阪嘉之

急速な経過で死の転帰をとったperfOrin欠損型家族性
血球貧食リンパ組織球症の2例

血液･腫瘍内科 血液･免疫疾患セミナー 神戸市 2016．226
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造血幹細胞移植前処置強度が小児患者の身長発達に

与える影響

Effectofconditioningintensityongrowthafter
hematopoieticceUtransplantmchildren

植村優､長谷川大一郎､斎藤敦郎､二野菜々子、

横井健人､高藤哲､神前愛子､石田敏章、
川崎圭一郎､小阪嘉之

日本造血細胞移植学会 名古屋市第38回 20163．3血液･腫瘍内科

横井健人1）石田敏章1） 川崎圭一郎1）
大西美樹4）河村淳史2） 出水祐介5）
沖本智昭5）副島俊典3）長嶋達也2）
小阪嘉之1）
兵庫県立こども病院小児がん医療センター

血液腫瘍内科1）脳神経外科2）

放射線科3)看護部4）
兵庫県立粒子線医療センター放射線科5）

当院における小児がん患者に対する粒子線治療の試
み

大阪市近畿小児科学会 2016，3．6第29回血液･腫瘍内科

AImualMeetingof
theEuropeanSociety
fbrBloodandMarrow

'Iifansplantation

SuguruUemura,DaiichiroHasegawa,Aiko
Kozaki,NanakoNino,ThkehitoYbkoi,Satoshi
Takafuji,AtsuroSaito,Toshiaki lshida,
KeiichiroKawasaki,andYbshiyukiKosaka

V31encia

-Spain
Effectsofconditioningintensityongrowthafter
hematopoieticstemcelltransplantationmchildren.

20]､6.4.3-6血液･腫瘍内科 42nd

植村優､長谷川大一郎､斎藤敦郎､二野菜々子、

横井健人､田村彰広､神前愛子､岸本健治、
石田敏章､川崎韮一郎､小阪嘉之

小児Febrne

Neutropenia研究会
寛解導入療法中に播種性フサリウム感染症を合併し
たB前駆細胞性急性リンパ性白血病の一例

札幌市第6回 2016.5.14血液･腫瘍内科

西村範行1)､KhinbaemonThwinl),
山本暢之1)､森健1)､早川晶1)、
長谷川大一郎2)､川崎圭一郎2)､小阪嘉之2)、
西尾久英3)､飯島一誠1）

ｌ
』
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Ｉ

神経芽腫患者の微小残存病変モニタリング

Minimalresidualdiseasemonitormginneuroblastoma
patients.

札幌市日本小児科学会第119回 2016.5.13-15血液･腫瘍内科

小児急性リンパ性白血病(ALL)に対する小児白血病
研究会ALL-02治療研究最終解析結果

大阪市mCLS総会 2016.5.23-24第20回長谷川大一郎血液･腫瘍内科

植村優､長谷川大一郎､二野菜々子､横井健人、

太原鉄平､田村彰広､斎藤敦郎､神前愛子、
岸本健治､石田敏章､川崎圭一郎､小阪嘉之

兵庫県小児血液腫瘍症
例検討会

MRFCNS感染を契機に肺出血をきたした新生児期発
症のHLH一例

神戸市第32回 2016．6．3血液･腫瘍内科

岸本健治､小阪嘉之､植村優､二野菜々子
横井健人､太原鉄平､田村彰広､神前愛子、

斎藤敦郎石田敏章､長谷川大一郎、

川崎圭一郎､橋口充､阿久津宣行､小山淳二、
河村淳史､長島達也

2006‐2016年に当院で経験した頭蓋内胚細胞腫瘍症
例の報告

小児脳腫瘍治療研究会 東京都 2016.7.2第15回血液･腫瘍内科
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太原鉄平､川崎圭一郎､植村優､二野菜々子、

横井健人､田村彰広､斎藤敦郎､神前愛子、
岸本健治､石田敏章､長谷川大一郎､小阪嘉之

骨髄移植後の閉塞性細気管支炎に対し両親をドナー
とした生体肺移植を行った急性リンパ性白血病の一
例

神戸市第76回 白血病懇話会 2016．716血液｡腫瘍内科

植村優､長谷川大一郎、田村彰宏､齋藤敦郎、
横井健人､二野菜々子､太原鉄平､神前愛子、
岸本健治､石田敏章､川崎圭一郎､小阪嘉之

出生時に白血球増多､著明な肝腫大とDICを呈した新
生児の一例

大阪市近畿若手小児血液クラブ 2016.9.9第8回血液･腫瘍内科
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二野菜々子斎藤敦郎横井健人

川崎圭一郎

小阪嘉之(兵庫県立こども病院小児がん医
療センター血液腫瘍内科）

河村淳史（同脳神経外科）

大西美樹（同看護部）出水祐介
沖本智昭（兵庫県立粒子線医療センター
放射線科）

小児がん患者への粒子線治療

～当院と県立粒子線医療センターの医療連携～ 血液･腫瘍内科 第14回 兵庫県県立病院学会 神戸市 2016.9.10

齋藤敦郎､長谷川大一郎､二野菜々子、

太原鉄平､植村優､横井健人､田村彰広、
神前愛子､岸本健治､石田敏章､川崎圭一郎、
小阪嘉之

造血幹細胞移植後に非典型溶血性尿毒症症候群を合
併した家族性血球貧食性リンパ組織球症3型の1例

小児血液･がん学会教
育セミナー、関西

血液･腫瘍内科 大阪市 2016.9.25

SuguruUEMURA,DaiichiroHASEGAWA,
NanakoNINO, SatoruTAKAFUJI,Takehito
YOKOI,AtsuroSAITO,AikoKOZAKI,
'Ibshiaki lSHIDA,KeiichiroKAWASAKI,and
YbshiyukiKOSAKA

Aggressivedouble-hit leukemia/lymphomawith
t(14jl8)(q32jq21)andt(8j21)(q24jql1.2)

血液･腫瘍内科 第78回 日本血液学会総会 横浜市 20161013-15

AtsuroSaito,DaiichiroHasegawa, SLIguru
Uemura,NanakoNino,Takafuji Satoru,
'ItlkehitoYbkoi,
'1Eppei 'Ihhara,AkihiroTamura,AikoKozaki,

KenjiKishimoto,Toshiaki lshida,Keiichiro
Kawasaki,TakeshiMori,NoriyukiNishimura,
andYbshiyukiKosaka

１
円
『
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Reemergenceofatranslocationt(11jl9)(q23jp13.1)m
theabsenceofleukemi3.

血液･腫瘍内科 第78回 日本血液学会総会 横浜市 2016.10.13-15

岸本健治、田村彰広､植村優､長谷川大一郎、

斎藤敦郎､二野菜々子､横井健人､神前愛子、
石田敏章､川崎圭一郎､小阪嘉之

先天性赤白血病(M6b)の一例 血液･腫瘍内科 第77回 兵庫県白血病懇話会 神戸市 2016．11．12

植村優､長谷川大一郎､斎藤敦郎､二野菜々子、

横井健人､田村彰広､神前愛子､岸本健治､石
田敏章､川崎圭一郎､小阪嘉之

当院におけるPh-ukeALLの治療経験 血液･腫瘍内科 第77回 兵庫県白血病懇話会 神戸市 2〔)16.11.12

当科におけるacutemixedlineageleukemiaの治療経
験

兵庫県小児がん治療誰

演会
血液･腫瘍内科 横井健人､小阪嘉之 第3回 神戸市 2()161124

ToshinoriSoQjima,KayokoTsUjino,Ybsuke
Ota,YbkoMatsumoto,ShuheiSekii,Hikaru
Kubota,YoshinobuAkasaka,Yoshiyuki
Kosaka, KeiichiroKawasaki,Daiichiro
Hasegawa,Toshiakilshida

血液･腫瘍内科PalliadveradiationtherapyfOrneuroblastoma 第29回 日本放射線腫瘍学会 京都府 2016.11.25-27

太原鉄平､石田敏章､植村優､二野菜々子、
横井健人､田村彰広､神前愛子､齋藤敦郎、

岸本健治､長谷川大一郎､川崎圭一郎、
小阪嘉之

早期の一次定期補充療法導入後に頭蓋内出血を発症
した重症血友病A乳児例

■
竃
口
晶

。
ｍ
配

Ｍ
ｍ

鍵
唖

Ｂ
Ｃ

血液･腫瘍内科 第9回 神戸市 2016．12．3
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DaiichiroHasegawd,Toshihikolmamura,
KeikoYumura-Yagi,YoshihiroTakahashi,
IkuyaUsami, Soichi Suenobu, Shinichiro
Nishimura,NobuhiroSuzuki,YbshikoHashii,
TakaoDeguchi,AkikoSaito, KojiKato,
YbshiyukiKosaka,YbshihiroKomada,Akihiro
Iguchi,HirohideKawasaki,HirokiHori,
AtsushiSato,JunichiHara,andKeizoHoribe

Risk-amustedtherapyofacutelymphoblasticleukemia
canimprovesurvival ResultsofJapanAssociation
ChildhoodLeukemiaStudyGroup(JACLS)Protocol
ALL-02

AnnualMeetingof
AmericanSocietyof
Hematology

血液･腫瘍内科 2016.12.3-656th SanDiego

YbshihiroTakahashil,2,TbshihikoImamura2,
FumiyaUsami2,KeikoYumura-Yagi2, Soichi
Suenobu2,DaiichiroHasegawa2, Shinichiro
Nishimura2,NobuhiroSuzuki2,KeikoHashii2,
TakaoDeguchi2,AkikoSaitou2,Ybshiyuki
Kosaka2,KojiKato2,RyojiKobayashi2,
HirohideKawasaki2,HirokiHori2,Atsushi
Satoh2,JunnichiHara2,KeizoHoribe2

ArmualMeetingof
AmericanSocieWof
Hematology

TheoutcomeoflowriskchildhoodB-cellprecursor
ALLtreatedwiththeJapanAssociationofchildhood
LeukemiaStudy(JACLS)ALL-02trial.

血液･腫瘍内科 56th SanDiego 2016.12.3-6

So-ichiSuenobu, IkuyaUsami,Toshihiko
Imamu喝HirohideKawasak,KeikoYumura-

Yagi, ShinichiroNishimura,MakotoKaneda,
YbShihiroTakahaShi,DaiichiroHasegawa,
NobuhiroSuzuki,YOshikoHashii,Takao
Deguchi,AkikoSaito,KQjiKato,YOshiyUki
Kosaka,MikiyaEndo,Akihirolguchi,Megumi
Oda,HirokiHori,AtsushiSat,Tatsutoshi
Nakahata,ToruKudo, JunichiHara,Keizo
Horibe JapanAssociationofChildhood
LeukemiaStudyDepartmentofPediatrics,
OsakaUniversitMSuita,Japan

１
１
］
『
、
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１

Contmuous cytarabineplusdexamethasone in
consolidationphasetopatientswithchildhoodALL:
resultfromJapanAssociationofChildhoodLeukemia
Study--JACLSALLO2protocol.

An皿alMeetingof

AmericanSocietyof
Hematology

血液･腫瘍内科 56th SanDiego 2016.123-6

HirooUeno,MD,KenichiYoshida,Yuka
Yamashita,YusukeShiozawa,Tomomilshida,
HiroyukiTsukamoto,YUichiShiraishi,Hiroko
Tanaka,KenichiChiba,TakaoDeguchi,
AtsushiSato,YbshikoHashii,SadaoTokimasa,
JunichiHara,YOshiyukiKosaka,KqjiKato,
Toshihikolmamura, SatoruMiyano,Seishi
Ogawa,KeizoHoribeandMasashiSanada

AImualMeetingof
AmericanSocietyof
Hematology

LandscapeofDriverMutationsandTheirClinical
ImpactsinPediatricAcutelymphoblasticLeukemia

血液･腫瘍内科 56th SanDiego 2016.12.3-6

乏
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恥
・
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淵
・
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Takashi lshihara,KeijiNogami,Tomoko
Matsumoto,YasufumiTakeshita,Akitaka

Nomura, SatoshiOchi,Toshiaki lshida,

YbShiyukiKosaka,AkihisaSawada,Masami
Inoue,MidoriShima

AImualMeetingof
AmericanSocietyof
Hematology

Shift toAnti-FibrinolysisontheAdministrationof
L-Asparagmase(L-Asp)duringlnductionTherapyfbr
PediatricAcutelymphoblasticLeukemia(ALL)

血液｡腫瘍内科 56th SanDiego 2016.12.3-6

副島俊典，辻野佳世子，太田陽介，松本葉子，

関井修平,窪田光,赤坂好宣，小阪嘉之,川崎
圭一郎,長谷川犬一郎,石田敏章

第58回 日本小児血液･がん学会 東京都血液･腫瘍内科神経芽腫に対する緩和的放射線治療 20161215－17
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篭一塁
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田村彰広、長谷川大一郎、植村優1)、齋藤敦

郎1)､武岡恵美子2)､大久保沙紀2)､田中俊光
1)､、太原鉄平1)､横井健人1)、二野菜々子1)、

神前愛子1)､岸本健二1)､石田敏章1)､吉田牧
子3)､森貞直哉4)､芳本誠司2)､川崎圭一郎1)、
中尾秀人2)､小阪嘉之1）

Infantilepureerythroidleukemia 血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 東京都 2016.12.15-17

SuguruUemura,DaiichiroHasegawa,Akihiro
Tamura,AtsuroSaito,TakehitoYokoi,

NanakoNino, '1℃ppeiTahara,AikoKozaki,

KeIjiKishimoto,Toshiaki lshida,Keiichiro
Kawasaki,YbshiyukiKosaka

Successful combination therapyof liposomal
amphotericinBandcaspofunginfordisseminated
filsarmosiR

血液･腫瘍内科 日本小児血液･がん学会第58回 東京都 201612.15-17

KenjiKishimoto,KeiichiroKawasaki,Thkehito
YOkoi,NanakoNino,TeppeiTahara,Aiko
Kozaki, SuguruUemura,AkihiroTamura,
AtsuroSaito,Toshiaki Ishida,Dalichiro
Hasegawa,YbshiyukiKosaka

Preventionofchemotherapy-inducedvomitingin
childrenreceivmgmultiple-daycisplatinchemotherapy

血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 東京都 2016.12.15-17

DaiichiroHasegawa,Toshihikolmamura,
KeikoYagi,MakotoKaneda, Shinichiro
Nishimura,YbshihiroTakahashi, IkuyaUsami,
SoichiSuenobu,NobuhiroSuzuki,Ybshiko
Hashii,TakaoDeguchi,AkikoSaito,Kqji
Kato,YbshiyukiKosaka,YbshihiroKomada,
Akihirolguchi,HirohideKawasaki,Hiroki
Hori,AtsushiSato,JunichiHara, andKeizo
Horibe

JACLSALL-02研究における

prednisolonepoorresponderの治療成績
Theoutcomeofchildhoodhigh-riskB-cellprecursor
acute lymphoblasticleukemiashowingprednisone
poorresponseintheJACLSALL-02study

ｌ
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血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 東京都 2016.12.15-17

SuenobuSoichi,KeikoYagi,Toshihiko
Imamura, ShinichoroNishimura,Makoto
Kaneda,YoshihiroTakahashi,Dailchiro

Hasegawa, IkuyaUsami,NobuhiroSuzukij
YbshikoHashii,TakaoDeguchi,KqjiKato,
YOshiyukiKosaka,MikiyaEndo,Akihiro
Iguchi,HIrohideKawasaki,HirokiHori,
AtsushiSato,MegumiOda,Tatsutoshi
Nakahata,ToruKudo, JunichiHara,Keizo
Horibe

JACLSALL-02(HR)治療研究の成績：予後因子と

しての年齢と初期治療反応性JACLS-ALL-02(HR)

study:Olderageandpoorearlyresponsepredictpoor
outcomeinhighriskpatients

血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 東京都 201612.15-17

多賀崇､今村俊彦､中島健太郎､前田尚子、

渡邉輝浩､宮島雄二､藤村純也､佐野仁志、
長谷川大一郎､河崎裕英､足立壮一､高木正稔、

康勝好､真部淳､滝智彦､石田也寸志

本邦での骨髄浸潤を伴わない小児願粒球肉腫の後方

視的研究Retrospectivestudyfbrpediatricmyeloid
sarcomawithoutbonemarrowinVolvementinJapan

血液･腫瘍内科 日本小児血液･がん学会第58回 東京都 2016/12/15-17

高橋良博､今村俊彦､宇佐美郁哉､八木啓子、

末延聡一､長谷川大一郎､西村真一郎、
鈴木信寛､橋井佳子､出口隆生､齋藤明子、

小阪嘉之､加藤剛二､小林良二､河崎裕英、
堀浩樹､佐藤篤､原純一､堀部敬三

JACLSALL-02研究におけるstandardrisk群の治療

成績Outcomeofchildrenwithstandard-riskB-ceU

precursoracutelymphoblasticleukemiatreatedwith
JACLSALL-02protocol

血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 東京都 2016.12.15-17
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小児難治固形腫瘍に対するTMC大量化学療法

(Topotecan/melphalan/cyclophosphamide)の有効性
Theefficacyofhigh-dosetopotecan,melphalan, and
cyclophosphamideforchildrenwithadvancedsoUd
tumors:Asmgle-mstitutionexperience

石田敏章､岸本健治､太原鉄平､横井健人、

植村優､二野菜々子､田村彰広､齋藤敦郎、

神前愛子､長谷川大一郎､川崎圭一郎、
小阪嘉之

第58回 日本小児血液･がん学会 東京都血液･腫瘍内科 2016.12.15-17

大杉夕子､山口悦子､長谷川大一郎､今村俊彦、

早川晶､安井昌博､坂口大俊､堀司､嶋田明、
岩本彰太郎､橋井佳子､田村真一､力石健、

照井君典､金井理恵､佐藤篤､堀部敬三、
小林良二､足立壮一

JACLS参加施設におけるANLL91､AML99治療を受

けた白血病経験者の晩期合併症とQOLに関する後

方視的調査研究Retrospectivestudyoflateeffects
andQOLmsurvivorsofleukemiatreatedwiththe
ANLL91orAML99protocol fromJACLS

東京都血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 2016.12.1517

二野菜々子､齋藤敦郎､長谷川大一郎、

太原鉄平､横井健人､植村優､田村彰広、

神前愛子､岸本健治､石田敏章､川崎圭一郎、
小阪嘉之

小児における同種造血幹細胞移植後の眼合併症

Ocularcomplicationsafterallogeneichematopoletic
stemceUtransplantationmchildren

第58回 日本小児血液･がん学会 東京都血液･腫瘍内科 201612.15-17

太原鉄平､石田敏章､岸本健治､横井健人、

植村優､二野菜々子､田村彰広､齋藤敦郎、

神前愛子､長谷川大一郎､川崎圭一郎、
小阪嘉之

小児中枢神経外胚細胞性腫瘍79症例の臨床的検討

Clinicalanalysisof79childrenwithExtracramalgerm
cellmmor

第58回 日本小児血液･がん学会 東京都血液･腫瘍内科 2016.12.15-17

吉田牧子､石田敏章､岸本健治､横井健人、

植村優､二野菜々子､田村彰広､齋藤敦郎、
神前愛子､長谷川大一郎､横井暁子､福沢宏明、
前田貢作､赤坂好宣､川崎圭一郎､小阪嘉之

神経芽腫群腫瘍のリスク分類と組織分類の検討

AstudyoflnternationalNeuroblastomaPathology
ClassificationandRiskGroupinginneuroblastoma
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血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 東京都 2016.12.15-17

網膜芽細胞腫に対するvincristme,etoposide,
carboplatm併用療法(VEC療法）治療関連毒性の
検討,nfeatment-relatedtoxicities inpatientswith
retinoblastomareceivingvincristine, etoposideand
carboplatmcombmationtherapy

横井健人､岸本健治､太原鉄平､植村優、
二野菜々子、田村彰広､齋藤敦郎､神前愛子、

長谷川大一郎､川崎圭一郎､小阪嘉之

東京都血液･腫瘍内科 第58回 日本小児血液･がん学会 2016.1215-17

副島俊典､出水祐介､小阪嘉之､河村淳史、
鈴木毅､二野菜々子､石田敏章､沖本智昭、

長嶋達也

兵庫県における小児がんに対する陽子線治療施行体

制についてACoUaboradonSystemonProtonBeam
TherapyfOrPediatricPatientsmHyogo

第58回 日本小児血液･がん学会 東京都血液･腫瘍内科 2016.12.1517

三浦紫津､福沢宏明､関根沙知､矢部清晃、

山本聡史､三島泰彦､久松千恵子､森田圭一、

大片祐一､中尾真､横井暁子､吉田牧子、
石田敏章､小阪嘉之､前田貢作

当院での肝芽腫標準リスクの治療の現状Thepresent
situationofpreoperativechemotherapyforstandard
riskhepatoblastoma

第58回 日本小児血液･がん学会 東京都血液･腫瘍内科 2016.12.15-17
弓
椛
恥
・
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谷口由記､田中敏克､平海良美､三木康暢、

祖父江俊樹､福田旭伸､富永健太､佐藤有美、
城戸佐知子

GrahamNum弁の右室流出路狭窄に対しバルーン拡

大術を施行した2例
広島第27回 JPIC学会循環器内科 2016.1.28-30

田中敏克､谷口由記､平海良美､三木康暢、

祖父江俊樹､亀井直哉､小川禎治､富永健太、
藤田秀樹、

城戸佐知子

大動脈弁狭窄に対する経皮的バルーン

大動脈弁形成術の長期成縦
広島第27回 JPIC学会循環器内洞 2016.128-30

JPIC学会

ランチョンセミナー
第27回 広島循環器内科 田中敏克VsVshunt,APCAに対するAZURの有用性 2016.1.28-30

I ÷



亘演題名鯨: =ご:-:･ I 所属科 ． 、、発表者名’ ｜開催都市名｜ 開催年月日
一
＃

挙会名第○回
…

三木康暢､田中敏克､谷口由記､平海良美、

祖父江俊樹､亀井直哉､小川禎治､富永健太、
藤田秀樹、
城戸佐知子

肺動脈分岐部狭窄に対する上下葉枝への

kissingballoonangioplasty
循環器内科 第27回 JPIC学会 広島 2016.1.28-30

藤田秀樹､祖父江俊樹､亀井直哉､佐藤有美
田中敏克､城戸佐知子

カテーテル治療後の肺静脈閉塞と気腫性病変 循環器内科 第27回 JPIC学会 広島 2016.1.28-3(）

胎児心疾患により胎児死亡した症例の検討 循環器内科 佐藤有美､亀井直哉､田中敏克､城戸佐知子 第22回｜日本胎児心臓病学会
一
審 2016.2.19

小川禎治､稲熊洋祐､谷口由記､祖父江俊樹、

三木康暢､平海良美､福田旭伸､亀井直哉、
富永健太､藤田秀樹､田中敏克､城戸佐知子

ql'延長症候群を疑う際のlmack(-genotyped)QT
延長症候群26例と対照群91例のdataから

循環器内科 第267回 小児科学会兵庫県地方会 尼崎 2()16.2.20

径8mmの冠動脈瘤の破裂により死亡した川崎病の1
乳児例

上村和也､亀井直哉､田中敏克､小川禎治､富
永健太､藤田秀樹､城戸佐知子

循環器内科 第40回 近畿川崎病研究会 大阪 2016.2.27

Thetreatmentofpregnancyanddelivery
mwomenwithcongenitalheartdisease

循環器内科 城戸佐知子 第80回 日本循環器学会 仙台 2()16．3．18

胎児期に4CVの左右差にて発見された

卵円孔及び動脈管早期狭小の1例
循環器内科 佐藤有美 第2回 阪神胎児心臓病研究会 尼崎 2016.5.14

谷口由記､小川禎治､平海良美､三木康暢､祖

父江俊樹､田中敏克､城戸佐知子
失神を伴った右脚起源の心室頻拍の一例 循環器内科 日本小児科学会 札幌 2016.5.13-15
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上村和也､祖父江俊樹､亀井直哉、田中敏克、
瓦野昌大、谷口由記､平海良美､松岡道生、

小川禎治､富永健太､藤田秀樹､城戸佐知子

心房頻拍が原因と考えられる､重症心不全
を呈した心筋症の1乳児例

循環器内科 第268回 小児科学会兵庫県地方会 神戸 2016．5．28

フォンタン術後･自律神経調節障害疑いの失神例 ｜循環器内科 ｜小川禎治､田中敏克､城戸佐知子 第7回失神研究会 横浜 2016．7．2

亀井直哉､田中敏克､三木康暢､祖父江俊樹、

谷口由記､平海良美､小川禎治､富永健太、
藤田秀樹､城戸佐知子

総肺静脈還流異常修復術後の肺静脈狭窄を伴う単心

室における右心バイパス
循環器内科 第52回 日本小児循環器学会 東京 2016.7.6-8

患者支援を考える～医師の立場から～ 循環器内科 ｜城戸佐知子 第52回｜日本小児循環器学会 東京 20167.6-8

移行という医療者と患者の相互教育～

今からやり遂げたい50のこと～
循環器内科 城戸佐知子 第52回 日本小児循環器学会 東京 2()16．7．6－8

BlockedPACと誤診したぶ/blockの1例 循環器内科 ｜佐藤有美､亀井直哉､田中敏克､城戸佐知子 第52回｜日本小児循環器学会 東京 2()16．7．6－8

小児における､genotypedQT延長症候群症例
と対照群症例の､安静時と運動後のQTcの
再現性

小川禎治､亀井直哉､田中敏克､三木康暢、

祖父江俊樹､谷口由記､平海良美､富永健太、
藤田秀樹､城戸佐知子

循環器内科 第52回 日本小児循環器学会 東京 2016．76－8

谷口由記､亀井直哉､平海良美､三木康暢、
祖父江俊樹､小川禎治､藤田秀樹､田中敏克、
城戸佐知子

乳児期に発見された肺動脈大動脈起始症の2例 循環器内科 日本小児循環器学会第52回 東京 2016．7．6－8

富永健太､亀井直哉､田中敏克､三木康暢、
祖父江俊樹､谷口由記､平海良美､小川禎治、
藤田秀樹､城戸佐知子

兵庫県立こども病院小児心臓センターにおいて外科

的介入を行った13トリソミーの4例
循環器内科 第52回 日本小児循環器学会 東京 2016．7．6－8

藤田秀樹､富永健太､亀井直哉､田中敏克、

三木康暢､祖父江俊樹､谷口由記､平海良美、
小川禎治､城戸佐知子

アルブミン低下を伴わないフォンタン術後

の難治性腹水
循環器内科 第52回 日本小児循環器学会 東京 2016.76-8
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藤田秀樹､富永健太､亀井直哉､田中敏克、
三木康暢､祖父江俊樹､谷口由記､平海良美、
小川禎治､城戸佐知子

第52回 日本小児循環器学会 東京 2016.7.6-8循環器内科気道出血を呈した第ⅥI因子欠乏

平海良美､谷口由記､三木康暢､祖父江俊樹、

亀井直哉､小川禎治､富永健太､藤田秀樹、
城戸佐知子､田中敏克

先天性大動脈弁上狭窄におけるWiUiams症候群合併
の有無についての検討

第52回 日本小児循環器学会 東京循環器内科 2016．7．6－8

平海良美､谷口由記､三木康暢､祖父江俊樹、

亀井直哉､小川禎治､富永健太､藤田秀樹、
城戸佐知子､田中敏克

第52回 日本小児循環器学会 東京 2016.7.6-8循環器内科冠動静脈瘻を伴った単一冠動脈の2例

平海良美､谷口由記､三木康暢､祖父江俊樹、

亀井直哉､小川禎治､富永健太､藤田秀樹、
城戸佐知子､田中敏克

臨床症状よりNoon9n症候群と診断されている

症例の検討
東京第52回 日本小児循環器学会 2016.7.6-8循環器内科

田中敏克､谷口由記､平海良美､三木康暢、
祖父江俊樹､亀井直哉､小川禎治､富永健太、
藤田秀樹､城戸佐知子

AmplatzerVascularPlugllを用いた
動脈管開存閉鎖術

第52回 日本小児循環器学会 東京循環器内科 2016．7．6－8

三木康暢､田中敏克､谷口由記､平海良美、

祖父江俊樹､亀井直哉､小川禎治､富永健太、
藤田秀樹､城戸佐知子

閉鎖したfenestradon付心房中隔PTEFpatch

に対してNykanenRFwireで穿通し､バルーン
血管形成術を行った肺静脈狭窄の1例

日本小児循環器学会 東京第52回循環器内科 2016．7．6－8

ComparisonofQTcbyBazett'sFormulaand
Fridericia'sFormula; theResultofExerciseStress

Testingfor26GenotypedLQTSPatientsand91
HealthyControlsmPediatricPopulation

ｌ
』
司
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１

日本不整脈心電学会学

術集会
札幌小川禎治､田中敏克､城戸佐知子 第63回循環器内科 2016.7.14-17

兵庫県難病連

姫路市難病連

朝来

姫路

循環器内科

循環器内科

田中敏克

佐藤有美

2016.9.25

2016.10.1

フォンタン手術後に気をつけるべきこと

先天性心疾患～よくある日常の注意点～

CongressofAsia-
pacific
PediatricCardiac

Society

Departmentof
Cardiology

第6回 上海 201610．22SachikoKidoFontanProgramfbrAdolescence

EnvisionmgaFuture～大人になっていく
先天性心疾患の子どもたちのために知って
おくべき大切なこと～

症例から紐解く移行期･成人期先天性心疾患
～循環器内科医と共に考える～

総肺静脈還流異常の術後に発症した
洞機能不全症候群の1例

第2回 大阪城戸佐知子循環器内科 ChallengingHeartDay 2016.10.29

弓
惟
恥
・
翠
淵
・
鉾
叫
諒
避

大阪先天性心血管懇話

会
第9回 大|仮循環器内科 城戸佐知子 20161()29

平海良美､藤田秀樹､谷口由記､松岡道生、

亀井直哉､小川禎治､富永健太､城戸佐知子、
田中敏克

第21回 日本小児心電学会 名古屋循環器内科 2016.11.18-19

全国心臓病の子どもを

守る会兵庫県支部
神戸循環器内科 城戸佐知子大人になった先天性心疾患患者の日常生活

臨床的にAlagille症候群が疑われたが遮伝子解析で
NPHP3遺伝子変異を認めRenal-hepatic-pancreatic

dysplasialと診断した1例

2016.12.4

白鳥孝俊､中川拓､神田杏子､叶明媚、
森貞直哉､飯島一誠､田中亮二郎

第52回 近畿小児腎臓病研究会 大阪腎臓内科 2016．3．26
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NaoyaMorisada,Akemi Shono,Mariko
Taniguchi-Ikeda,KandaiNozu,KoichiKamei,
Kenii lshikura,Shuichi Ito,RyqjiroTanaka,
HisahideNishio,KazumotoWma

Thecomprehensivegeneticanalysisofcongenital
anomaliesofthekidneyandu血arytract (CAKUT) 腎臓内科
inJapan

第13回 国際人類遺伝学会 京都 2016．4．3－7

非ネフローゼ型FSGSはネフローゼ型FSGSと比較し
て寛解率が低い

腎臓内科 神田杏子､白鳥孝俊､中川拓､田中亮二郎 日本腎臓学会学術総会第59回 横浜 2016.6.17-19

小児･青年に対するフェブキソスタットの使用経験 ｜腎臓内科 白鳥孝俊､中川拓､神田杏子､田中亮二郎 第59回日本腎臓学会学術総会’ 横浜 2016.6.17-19

半月体形成性糸球体腎炎(CGN)を呈する小児IgA腎
症(IAN)の検討

臨床的にAlagille症候群が疑われたが次世代シー
クエンサーによる解析でNPHP3遺伝子変異を認め
RHPD1と診断した1例

非ネフローゼ型FSGSはネフローゼ型FSGSと比較し
て寛解率が低い

島友子､中西浩一､佐藤匡､向山弘展､浜武継、
野津寛大､田中亮二郎､飯島一誠､吉川徳茂

腎臓内科 第59回 日本腎臓学会学術総会 横浜 2016.6.17-19

白鳥孝俊､中川拓､神田杏子､叶明媚、
森貞直哉､飯島一誠､田中亮二郎

日本小児腎臓病学会学

術集会
腎臓内科 第51回 名古屋 2016．77－9

日本小児腎臓病学会学

術集会
腎臓内洞 神田杏子､白鳥孝俊､中川拓､田中亮二郎 第51回 名古屋 20167．7－9

日本小児腎臓病学会学

術集会
小児･青年に対するフェブキソスタットの使用経験 腎臓内科 白鳥孝俊､中川拓､神田杏子､田中亮二郎 第51回 名古屋 20167．7－9

先天性腎尿路奇形(CAKUr) と尿中neutrophil
gelatinase-associatedlipocalin(NGAL)の関係

日本小児腎臓病学会学

術集会
腎臓内科 中川拓､白鳥孝俊､神田杏子､田中亮二郎 第51回 名古屋 2016．7．7－9

ｌ
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ｌ

神戸市における3歳児検尿による先天性腎尿路奇形早
期発見の試み－1年間の前方視的研究一

日本小児腎臓病学会学

術集会
腎臓内科 田中亮二郎､白鳥孝俊､中川拓､神田杏子 第51回 名古屋 2016．77－9

島友子､中西浩一､佐藤匡､浜武継､向山弘展、

戸川寛子､貝藤裕史､野津寛大､田中亮二郎、
飯島一誠､鈴木啓之､吉川徳茂

発症時急性腎炎症候群を呈する小児IgA腎症(ANS-
IAN)の検討

日本小児腎臓病学会学

術集会
腎臓内科 第51回 名古屋 2016．7．7－9

森貞直哉､野津寛大､庄野朱美､忍頂寺毅史、
井藤奈央子､神田祥一郎､亀井宏一､石倉健司、

伊藤秀一､山本勝輔､里村憲一､服部元史、
田中亮二郎､西尾久英､飯島一誠

CAKUT及び原因不明の小児期発症慢性腎機能障害患

者への包括的原因遺伝子解析
日本小児腎臓病学会学

術集会
腎臓内科 第51回 名古屋 2016．7．7－9

AcaseofRHPDinvolvingamutationinthe
NPHP3genethatwasdiagnosedbynext-generation
sequencinganalysis inwhichAlagillesyndromewas
initiallysuspectedbasedonthepatient'sclinical
symptoms

Congressof
IntemationalPediatric

NephrologyAssociation

RTanaka,AShiratori,T.Nakagawa,K
Kanda,N.Morisada,K. IWima

腎臓内料 第17回 Brazil 2016．920芦24

Congressof
InternationalPediatric

NephrologyAssociation

YGShima,K.Nakanishi,M.Sato,K･Nozu,R

Thnaka,K. IMima,H.Suzuki,N.Ybshikawa
腎臓内科CrescenticlgANephropathymchildren 第17回 Brazil 2016.9.20-24

CAKUTを伴う先天異常症候群が疑われ次世代シーク

エンサーによる遺伝子解析で繊毛病の診断が得られ
た女児の1例

中川拓､白鳥孝俊､神田杏子､森貞直哉、
飯島一誠､田中亮二郎

腎臓内科 第53回 近畿小児腎臓病研究会 大阪 2016．101

ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群で病理所見の解
離を認めた1例

腎臓内科､病理診

断科

山口宏､白鳥孝俊､中川拓､神田杏子、

吉田牧子､田中亮二郎

日本小児腎不全学会学
術集会

第38回 岐阜 2016.10.27-28

CAKUTを伴う先天異常症候群が疑われ次世代シーク

エンサーによる遺伝子解析で繊毛病の診断が得られ
た女児の1例

中川拓､白鳥孝俊､神田杏子､森貞直哉、
飯島一誠､田中亮二郎

日本小児腎不全学会学

術集会
腎臓内科､遺伝科 第38回 岐阜 2016.10.27-28
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稲熊洋祐､白鳥孝俊､中川拓､神田杏子、
田中亮二郎

より強力なRAS阻害薬に変更することにより効果的

な降圧作用が得られた腹膜透析患者の一例
沖縄第30回 日本小児PD･HD研究会腎臓内科 2016．1125－26

感染管理認定看護師

キャリアディベロップ

メント講座

東京教育講演微生物と抗菌薬 感染症科 笠井正志 2016.1.9

431日本集中治療医学会 神戸笠井正志ProConセッション小児血液培養 感染症科 2()162．12

日本小児科学会静岡
地方会

浜松教育講演小児領域における抗菌薬適性使用 感染症科 笠井正志 2016．6．5140

シンポジウム新生児･乳幼児の抗菌薬･抗真菌薬の

投与設計
日本化学療法学会総会 神戸感染症科 笠井正志 2016.6.1064

兵庫県検査技師会微生
物研修会

神戸教育講演小児感染症の原則 感染症科 笠井正志 2016.6.1.62

名古屋

神戸

伊藤雄介

笠井正志

381日本呼吸療法医学会
｜若葉小児科臨床研究会

一般演題、脇Eサーベイランスの問題と限界

特別講演小児の病歴と身体診察

感染症科

感染症科

2016.716

2016．723

東海血流感染症セミ
ナー

名古屋シンポジウム血流感染マネジメントバンドル 感染症科 笠井正志 2016．7．309

IDATENインタラク

ティブケースカンファ
レンス

シンポジウム小児領域のAMR(抗菌薬耐性)アクショ
ンプラン

東京感染症科 伊藤雄介､笠井正志 2016．9．346Ｉ
胃
、
］
Ｉ

癖
一
癖

特別講演小児の病歴と身体診察

一般演題当院感染症科の役割

31横浜GPフォーラム

141県立病院学会

感染症科

感染症科

笠井正志

笠井正志､伊藤雄介､鳴滝由佳

2016．97

2016.9.10
■■

2016．9．18
外来小児科学会医学生
セミナー(SmP)

川崎教育講演小児の抗菌薬適性使用 感染症科 笠井正志 2

51 1大阪小児呼吸器談話会’ 大阪特別講演小児における抗菌薬の使い方 感染症科 笠井正志 2016.10.15

シンポジウム小児集中治療室における最近の肺炎

事情
富山伊藤雄介 日本小児呼吸器学会感染症科 2016．10．3049

小児集中治療ワーク

ショップ
東京教育講演小児感染症検査 感染症科 笠井正志 2016．11．524

221兵庫県小児疾患懇話会’ 神戸感染症科 笠井正志特別講演小児外来感染症診療 2016．11．12
弓
椛
恥
・
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兵庫県検査技師会微生

物研修会
神戸笠井正志教育講演小児抗菌薬のPK/PD 感染症科 201611177

481日本小児感染症学会総会 岡山教育セミナー小児細菌性髄膜炎 感染症科 山口宏笠井正志 2016．1119

神納幸治､笠井正志､伊藤雄介､梶原伸介、
竹田洋樹､西順一郎､蘭牟田直子

一般演題心タンポナーデを呈した無莱膜型インフ

ルエンザ菌(NTHi)による化膿性心膜炎の1例
日本小児感染症学会総会 岡山感染症科他 2016．111948

一般演題MorganeUaMorganiiによる骨髄炎を呈し
た基礎疾患のない1歳6か月女児の1例

上月愛瑠､伊藤雄介､笠井正志 日本小児感染症学会総会 岡山感染症科 2016.11.1948

三星アカリ、伊藤雄介､笠井正志､三浦紫津、

福澤宏明､吉田牧子､水野哲志､所正治

一般演題鼠径ヘルニア嵌頓と診断された腸管外ア

ニサキス症の1例
日本小児感染症学会総会 岡山感染症科他 2016111948
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’一般演題健常児に発症したnonWPPhoidal
SalmoneUaによる化膿性股関節炎の1例

感染症科他 大野茜子､楠本耕平､伊藤雄介､笠井正志 日本小児感染症学会総会 岡山48 2016．11．19

近畿小児救急集中治療

研究会
一般演題開胸術における抗菌薬使用 伊藤雄介感染症科 尼崎1 2016．11．26

新生児感染症管理予防

研究会
感染症科シンポジウム小児の人工呼吸関連肺炎 笠井正志 大阪8 2016．12．2

特別講演小児感染症の原則 感染症科 笠井正志 神戸小児臨床懇話会 神戸 2016．12．7

富井祐治､神田祥一朗､森貞直哉､滝澤慶一、
笹田洋平､薮内智朗､金子直人､佐藤泰征、

石塚喜世伸､近本裕子､秋岡祐子､三浦健一郎、
飯島一誠､服部元史

頻回の尿路感染症を契機に子宮膀胱瘻の診断に至っ

たHDR症候群の1例

日本腎臓学会

東部学術大会
臨床遺伝科 東京46 2()16．10．7－8

PAX2変異のある先天性腎尿路奇形に合併した後腹膜

成熟奇形腫にectOpicimmaturerenal tiSsueを認めた
一例

菅原典子､永野千代子､稲垣徹史､森貞直哉、

野津寛大､飯島一誠

日本腎臓学会

東部学術大会
臨床遺伝科 東京46 2016.1().7－8

遺伝性腎疾患 臨床遺伝科 ｜野津寛大､森貞直哉､飯島一誠 591日本腎臓学会学術総会I 横浜 2016．6．1719

ネフロン発生にかかわる遺伝子とその腎外での役割

と異常の検出方法
臨床遺伝科 森貞直哉､飯島一誠 日本腎臓学会学術総会 横浜59 2016．6．1719

菅原典子､永野千代子､安藤亮､遠藤尚文、

佐藤智樹､高橋立子､手塚文明､稲垣徹史、
佐藤篤､森貞直哉､野津寛大､飯島一誠

左後腹膜成熟奇形腫にEctopic immaturerenal
tissueを伴った左無形成腎･右低形成腎の一例

日本小児腎臓病学会

学術集会

ｌ
』
、
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臨床遺伝科 名古屋51 20167．7－9

神田祥一郎､森貞直哉､滝澤慶一、富井祐治、

濱浩隆､金子直人､薮内智朗､中野栄治､多

田憲正､石塚喜世伸､近本裕子､秋岡祐子、
三浦健一郎､飯島一誠､服部元史

女性先天性腎尿路奇形(CongenitJAnomaliesofthe

KidneyandUrinalrynact;CAKUT)患者の生殖器奇形
合併について

日本小児腎臓病学会

学術集会
臨床遺伝洞 名古屋51 2016．77－9

富井祐治､神田祥一朗､森貞直哉､滝澤慶一、

笹田洋平､薮内智朗､金子直人､佐藤泰征、
石塚喜世伸､近本裕子､秋岡祐子､三浦健一郎、

飯島一誠､服部元史

頻回の尿路感染症を契機に子宮膀胱瘻の診断に

至ったHDR(hypoparathyroidism,deafness, renal
dysplasia)症候群の1例

日本小児腎臓病学会

学術集会
臨床遺伝科 名古屋51 2()16．77－9

濱浩隆、神田祥一郎､森貞直哉､熊谷直憲、

滝澤慶一､富井祐治､薮内智朗､金子直人、

中野栄治､多田憲正､菅原典子､石塚喜世伸、
近本裕子､秋岡祐子､飯島一誠､服部元史

BOR(Branchio-Oto-Renal)症候群が確定した腎

移植の1例

日本小児腎臓病学会

学術集会
臨床遺伝科 名古屋51 2()16．7．7－9

中西啓太,忍頂寺毅史,藤村順也，

堀之内智子,南川将吾，山村智彦,神吉直宙，
石森真吾,野津寛大,森貞直哉,飯島一誠

次世代シークエンサーにて診断に至ったSDCCAG8

変異によるネフロン虜の女児例

日本小児腎臓病学会

学術集会
臨床遺伝科 名古屋51 2016．77－9

偽性バーター症候群を呈し次世代シークエンサーに

より恥X2遺伝子変異が同定された腎低異形成の,女
児例

波多江健，慶田裕美，桧山麻衣子，黒木理恵，

黒川麻里，山中一郎,森貞直哉,野津寛大，
飯島一誠

日本小児腎臓病学会

学術集会
臨床遺伝科 名古屋51 201677－9
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南川将吾,野津寛大，中西啓太,藤村順也，

堀之内智子,神吉直宙,忍頂寺毅史，

長野智那,後藤芳充,平野大志，

藤永周一郎,高橋英彦,森下高弘，
森貞直哉，田村雅仁,飯島一誠

日本小児腎臓病学会

学術集会

平滑筋腫を合併したアルポート症候群の臨床像と遺

伝学的検討
臨床遺伝科 名古屋51 20167.7-9

臨床的にAlagille症候群が疑われたが次世代シー
クエンサーによる解析でNPHP3遺伝子変異を認め
RHPD1と診断した1例

臨床遺伝科､腎臓

内科

白鳥孝俊､中川拓､神田杏子､叶明娼、

森貞直哉､飯島一誠､田中亮二郎

日本小児腎臓病学会

学術集会
名古屋51 2016.7.7-9

山村智彦､野津寛大､中西啓太､堀之内智子、
藤村順也､南川将吾､神吉直宙､忍頂寺毅史、

貝藤裕史､森貞直哉､中西浩一､吉川徳茂、
飯島一誠

日本小児腎臓病学会

学術集会
X染色体連鎖型Alport症候群女性267例の遺伝学的・
臨床的検討

臨床遺伝科 名古屋51 2016.7.7-9

森貞直哉,野津寛大,庄野朱美,忍頂寺

毅史,叶明婚,井藤奈央子,神田祥一郎，
亀井宏一,石倉健司,伊藤秀一，山本勝輔，

里村憲一,服部元史,田中亮二郎，
西尾久英,飯島一誠

CAKUT及び原因不明の小児期発症慢性腎機能障害患

者への包括的原因遺伝子解析

日本小児腎臓病学会

学術集会
臨床遺伝科 名古屋51 2016.77－9

冨岡和美､西山将広､松本真明､運崎愛、
豊嶋大作､粟野宏之､中川卓､森貞直哉、
高田哲､飯島一誠

当院における自己免疫性神経疾患に対するリツキシ

マブの使用経験
臨床遺伝科 日本小児科学会学術集会 札幌119 2()16.5.131.5

ｌ
胃
め
い
Ｉ

森貞直哉､加藤威､加藤神奈､島亜衣、

藤田花織､西村範行､西尾久英､和田博子、
飯島一誠

次世代シークエンサーによる重症心身障害者施設で
の原因遺伝子解析

臨床遺伝科 日本小児科学会学術集会 札幌119 2016.5.13-15

運崎愛､池田真理子､稲垣秀人､上田雅章、

森貞直哉､岡本伸彦､森岡一朗､戸田達史、
倉橋浩樹､飯島一誠

臨床遺伝科 日本小児科学会学術集会 札幌診断に難渋したtranscriptomopathyの3例 119 2016．5．13－15

森貞直哉､野津寛大､庄野朱美､忍頂寺毅史、
田中亮二郎､飯島一誠

次世代シークエンサーによる稀少ネフロン癖関連シ

リオパチーの原因遺伝子解析
臨床遺伝科 日本小児遺伝学会 東京39 2016.12.9-10

NaoyaMorisada,Akemi Shono,Mariko
Thniguchi-Ikeda,KandaiNozu,KoichiKamei,
Kenji lshikura, Shuichi lto,RyqjiroTanaka,
HisahideNishio,Kazumotolijima

Thecomprehensivegeneticanalysisofcongenital
anomaliesofthekidneyandurinarytract (CAKUT)
mJapan

mternationalCongress
ofHI]mgnGenetics臨床遺伝科 13 "oto 2016．4．3－7

弓
椛
恥
・
聿
闘
・
鉾
叫
艶
騨

NaoyaMorisada,AkemiShono,KandaiNozu,

TakeshiNinchqji,KqiiNagatani,Toshiyuki
Ohta, JunyaShimizu,TakahisaYbshikawa,

KenSaida, Shingolshimori,MasatoYasui,

ChmaNagano,KoichiKamei,Kenji lshikura,
Shuichi lto,Ryqiro'1Enaka,Kazumotolijima

Rarenephronophthisisrelatedciliopathyidendfiedby
nextgenerationsequencingintennon-consanguineous
families

AmericanSocieVof
HumanGenetics

臨床遣伝科 Vancouver 2016．1018－22

中部日本小児腎臓病

研究会
森貞直哉臨床遺伝科CAKUTとネフロン癖の臨床遮伝学 松本24 2016．91(）

次世代シークエンサーとアレイCGHによる神経発達
疾患の網羅的原因遺伝子解析

南阪神小児神経疾患

研究会
臨床遺伝科 森貞直哉 西宮 2016．9．29

■

臨床遺伝科 森貞直哉 27Dysmorphologyの夕べ 大阪Ciliopathyについて 2016．12．22
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当院の解離性知覚麻輝および感覚脱出の現状自閉
症スペクトラムとの関連

日本児童青年精神医学
会総会

第57回 岡山市精神科 玉岡文子､関口典子､長谷川弘子､松川悦之 2016.10.28

過去8年間に頭蓋内出血を契機に診断された胆道閉鎖
症のまとめ

日本小児科学会兵庫県

地方会

上月愛瑠､楠元真由美､竹田洋樹､上谷良行、

遠藤耕介､前田貢作
西宮小児外科 第267回 2016.2

玉城昭彦､大片祐一､尾藤祐子､武本淳吉、

森田圭一､遠藤耕介､岩出珠幾､福澤宏明、

横井暁子､前田貢作､永瀬裕朗､梶原伸介、
竹田洋樹

リチウム電池誤飲により、気管食道瘻､食道狭窄を来
した1令

日本小児科学会兵庫県
地方会

小児外科 第267回 西宮 2016.2

福澤宏明､三島泰彦､玉城昭彦､森田圭一、

大片祐一､遠藤耕介､久松千恵子､横井暁子、
前田貢作､藤本雄介､上原栄理子､赤坂好宣

小児膵・胆管合流異常症における共通管拡張は分流手

術後も残存する

日本外科学会定期学術

集会
小児外科 第116回 大阪 2()16.4

遠藤耕介､三島泰彦､玉城昭彦､森田圭一、

大片祐一､久松千恵子､福澤宏明､横井暁子、
吉田牧子､赤坂好宣､前田貢作

腸間膜対側からのアプローチで回盲部を温存し得た
腸管内突出型の回盲部腸管重複症の一例

日本小児外科学会学術
集会

小児外科 第53回 福岡 2016．5

玉城昭彦､福澤宏明､三島泰彦､森田圭一、

遠藤耕介､大片祐一､久松千恵子､横井暁子、
前田貢作

リチウムコイン電池誤飲により、気管食道瘻､食道狭

窄を来した1例

日本小児外科学会学術

集会
小児外科 第53回 福岡 2016．5

遠藤耕介､三島泰彦､玉城昭彦､森田圭一、

大片祐一､久松千恵子､福澤宏明､横井暁子、
赤坂好宣､吉田牧子､前田貢作

日本小児外科学会学術
集会

胆道閉鎖症早期手術症例における術前腹部超音波の

TCsignの有用性についての検討
福岡小児外科 第53回 2016．5

Ｉ
胃
、
心
Ｉ

久松千恵子､前田貢作､森田圭一､三島泰彦、
玉城昭彦､大片祐一､遠藤耕介､福澤宏明、
横井暁子､西島栄治

声門下腔狭窄症の治療における経口的パルミコート

吸入療法の有効性

日本小児外科学会学術

集会
小児外料 第53回 福岡 2016．5

三島泰彦､大片祐一､玉城昭彦､森田圭一、

遠藤耕介､久松千恵子､福澤宏明､横井暁子、
前田貢作

肺動脈スリング解除術のみを先行して行った先天性
気管狭窄症の予後に関する検討

日本小児外科学会学術

集会
第53回 福岡小児外科 2016.5

大片祐一､前田貢作､三島泰彦､玉城昭彦、

森田圭一､遠藤耕介､久松千恵子､福澤宏明、
横井暁子

C型食道閉鎖症に対する一期的根治術後の吻合部狭
窄･縫合不全の危険因子に関する検討

日本小児外科学会学術

集会
第53回 福岡小児外科 2016．5

森田圭一､横井暁子､福澤宏明､大片祐一、

久松千恵子､遠藤耕介､玉城昭彦､三島泰彦、

大嶋義博､前田貢作

気管気管支を伴った先天性気管狭窄症に対する気管

形成術

日本小児外科学会学術

集会
小児外科 第53回 福岡 2016．5

福澤宏明､三島泰彦､玉城昭彦､森田圭一、

大片祐一､遠藤耕介､久松千恵子､横井暁子、
前田貢作

小児膵・胆管合流異常症における共通管拡張は分流手
術後も残存する

日本小児外科学会学術

集会
福岡小児外科 第53回 2016．5

前田貢作､森田圭一､大片祐一､福澤宏明、

遠藤耕介､玉城昭彦､三島泰彦､久松千恵子、
横井暁子､圓尾文子､大l嶋義博

日本小児外科学会学術

集会
消化器疾患を合併する無脾症候群の治療戦略 小児外科 第53回 福岡 2016．5



一恥画j]: "…学会名; } ' {開燭市名［開催年月日 ？≦ 一 一一?』＝｜瀧科■1，"紅:､‘ 、 発表者名‘鱗 綴 蕊鍵 演題名

廣部誠一､中原さおり、横井暁子､浮山越史、
石丸由紀､杉山彰英､世川修､平井みさ子、

平川均､望月響子、日本小児外科学会ワーク
ライフバランス検討委員会

日本小児外科学会学術
集会

第53回 福岡 2016．5小児外科医を取り巻く労働環境の改善にむけて 小児外科

横井暁子､廣部誠一､中原さおり、浮山越史、
石丸由紀､杉山彰英､世川修､平井みさ子、

平川均､望月響子、日本小児外科学会ワーク
ライフバランス検討委員会

日本小児外科学会学術

集会
第53回 福岡 2016．5小児病院の研修システム 小児外科

浮山越史､廣部誠一､中原さおり、横井暁子、
石丸由紀､杉山彰英､世川修､平井みさ子、

平川均､望月響子、日本小児外科学会ワーク
ライフバランス検討委員会

日本小児外科学会学術

集会
多様なライフプラン少人数施設の問題点､地方施設

の問題点
福岡第53回小児外科 2016‘5

森田圭一､福澤宏明､横井暁子､久松千恵子、
遠藤耕介､大片祐一､玉城昭彦､三島泰彦、
前田貢作

消化管内視鏡にて整復後にラパヘルクロジャーを用
いて経皮的胃前方固定を行った胃軸捻転症の1例

日本小児内視鏡研究会 東京第43回 2016.7小児外科

榎本真由子､藤坂方葉､五條あい､水野洋介、

高野勉､牟禮岳男､高寺明弘､西野昌光、
吉井勝彦､横井暁子､前田貢作､芳本誠司、
中尾秀人

日本周産期･新生児医
学会学術集

入院経過中に胸腔内腫瘤をみとめpneumatoceleと診
断したVLBWの1例

富山第52回 2016.7小児外科

ｌ
』
ｍ
ｍ
ｌ

日本周産期･新生児医
学会学術集

樋渡勝平､野村美緒子､井深奏司､奈良啓悟、
曹英樹､前田貢作､臼井規朗

広範囲型気管狭窄症を伴った先天性横隔膜ヘルニア
の1例

富山第52回 2016．7小児外科

日本周産期･新生児医

学会学術集
生命倫理早産児の成育限界について早産児の成育
限界について外科の立場から

富山第52回前田貢作 20167小児外科

田附裕子､松浦玲､岡崎容子､望月響子、
白石淳､矢内俊裕､古川泰三､天江新太郎、

漆原直人､早川昌弘､横井暁子､大藤さとこ、

伊藤美春､奥山宏臣､極低出生体重児の消化

管機能障害診療ガイドライン作成委員会･シ
ステマティックレピューチーム

極低出生体重児の消化管機能障害に対するプロバイ

オテイクス投与の有効性に関するシステマティック
レビュー

日本周産期･新生児医

学会学術集
富山第52回小児外科 20167

皆川京子､三宅啓､望月響子､大橋研介、

三崎真生子､白石淳､矢内俊裕､古川泰三、

天江新太郎､漆原直人､早川昌弘､横井暁子、
大藤さとこ、田附裕子､奥山宏臣､極低出生体
重児の消化管機能障害診療ガイドライン作成
委員会システマティックレビューチーム

極低出生体重児の消化管機能障害の疾患予防に関連

した涜腸､注腸の有効性に関するシステマティックレ
ビュ

日本周産期･新生児医
学会学術集 弓

椛
恥
・
蟄
滞
・
鉾
叫
煎
浬

富山第52回 2016．7小児外科

江角元史郎､岩中剛､永田公二､落合正行、

田口智章､大野通暢､藤永英志､松沢要、

早川昌弘､望月響子、白石淳､漆原直人､横井

暁子､田附裕子､奥山宏臣､低出生体重児の消
化管機能障害に関する周産期背景因子の疫学
調査研究班

日本周産期･新生児医

学会学術集
極低出生体重児の消化管機能障害予防における母乳
栄養の有用性についてのシステマティックレビュー

富山第52回小児外科 20167
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松沢要､早川昌弘､横井暁子､田附裕子、

奥山宏臣､極低出生体重児の消化管機能障害
診療ガイドライン作成委員会システマティッ
クレピューチーム

極低出生体重児の消化管機能障害に対する母体ステ

ロイド投与に関するシステマティックレビュー

日本周産期･新生児医

学会学術集
小児外科 第52回 富山 2016．7

矢部清晃､福澤宏明､横井暁子､中尾真、

久松千恵子､大片祐一､森田圭一､三浦紫津、
山木聡史､三島泰彦､關根沙知､前田貢作

腫瘍出血で発見された機能性無症候性副腎皮質腫瘍

の1女児例
日本小児外科学会近畿
地方会

小児外科 第52回 大阪 201.6.8

三浦紫津､大片祐一､森田圭一､關根沙知、

矢部清晃､三島泰彦､山木聡史､久松千恵子、
福澤宏明､横井暁子､吉田牧子､前田貢作

稀な形態を呈した腸閉塞症の1例 小児外科 第76回 小児外科わからん会 大阪 2016.9

福澤宏明､關根沙知､三浦紫津､矢部清晃、
山木聡志､三島泰彦､森田圭一､大片祐一、
久松千恵子､中尾真､横井暁子､前田貢作

原因不明の上腹部痛を繰り返す小児膵・胆管合流異常
術後の1例

日本膵・胆管合流異常

研究会
小児外科 第39回 東京 2()16．9

Gastrqidunostomymbeが原因となった上部消化管出
血の2例

日本小児外科QOL研

究会
小児外科 山木聡史､森田圭一､鳥井隆志､前田貢作 第27回 倉敷 2016．10

山木聡史､横井暁子､中尾真､福澤宏明、

大方祐一､久松千恵子､森田圭一､三浦紫津、
三島泰彦､矢部清晃､関根沙知､前田貢作

当院における胆道閉鎖症の長期自己肝生存例におけ

るフォローアップの現状について

日本小児内視鏡外科・

手術手技研究会
小児外科 第36回 大宮 2016.10

久松千恵子､安福正男､大片祐一､森田圭一、

關根沙知､矢部清晃､三島泰彦､三浦紫津、

山木聡史､福澤宏明､中尾真､横井暁子、
前田貢作

ｌ
』
ｍ
ｍ
ｌ

人工肛門造設や小腸切除を行った乳児に対する尿中

Na測定の有効性
日本小児外科代謝研究
会

小児外科 第58回 大宮 20161(）

矢部清晃､福澤宏明､横井暁子､中尾真、

久松千恵子､大片祐一､森田圭一､三浦紫津、
山木聡史､三島泰彦､關根沙知､前田貢作

肝芽腫の腫瘍再発や肝内微小転移巣に対するICG蛍

光法の有用性
日本小児内視鏡外科・
手術手技研究会

小児外科 第36回 大宮 2016.10

Hirschsprung病に対する一期的tranSanalpun-
through('IHPT)の長期予後

前田貢作､久松千恵子､小野滋､馬場勝尚、

尾藤祐子 露36回|蒻學鱒鑿外科小児外科 大宮 2016.10

横井暁子､中尾真､尾藤祐子､前田貢作、
福澤宏明､久松千恵子､大片祐一､森田圭一、

三浦志津､山木聡史､三島泰彦､矢部清晃、
關根沙知

ヒルシュスプルング病に対する兵庫県立こども病院

の術式-Swenson変法
日本小児内視鏡外科
手術手技研究会

小児外科 第36回 大宮 2016．10

福澤宏明､關根沙知､三浦紫津､矢部清晃、

山木聡史､三島泰彦､森田圭一､大片祐一、
久松千恵子､中尾真､横井暁子､前田貢作

日本小児内視鏡外科・

手術手技研究会
腹腔鏡下胆道拡張症手術における肝門部胆管形成 小児外科 第36回 大宮 201610

森田圭一､前田貢作､關根沙知､三浦紫津、

矢部清晃､山木聡史､三島泰彦､大片祐一、
久松千恵子､福澤宏明､中尾真､横井暁子、

日本小児内視鏡外科・

手術手技研究会
十二指腸前門脈による十二指腸狭窄の2例 小児外科 第36回 大宮 2016.10

三浦紫津､森田圭一､福澤宏明､矢部清晃、

關根沙知､三島泰彦､山木聡司､久松千恵子、
大片祐一､横井暁子､前田貢作

消化管内視鏡にて整復後にラパヘルクロジャーを用

いて経皮的胄前方固定を行った胃軸捻転症の1例
日本小児内視鏡外科・
手術手技研究会

小児外科 第36回 大宮 2016.10

臼井規朗､米山知寿､塚田遼､當山千巌、

井深奏司､正畠和典､奈良啓悟舗曹英樹、
前田貢作

当施設における先天性気管狭窄に対するスライド気

管形成術の経験

日本小児内視鏡外科・
手術手技研究会

小児外科 第36回 大宮 2016.10
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望月響子､矢部清晃､中島秀明､北河徳彦、

新開真人､横井暁子､前田貢作､福本弘二、
漆原直人

日本小児内視鏡外科・
手術手技研究会

先天性食道狭窄の診断と治療こども病院3施設での

検討
第36回 大宮小児外科 2016.10

大片祐一,横井暁子,中尾真,福澤宏明，
久松千恵子,森田圭一,三浦紫津,山木聡史，

關根沙知,矢部清晃,荒井洋史,尾藤祐子，
西島栄治,前田貢作

先天性気管狭窄症に対する気管形成術後の縫合不全

への対応

日本小児内視鏡外科・

手術手技研究会
第36回 大宮小児外科 201610

森田圭一､前田貢作､横井暁子､中尾真、

福澤宏明､久松千恵子､大片祐一､三浦志津、
山木聡史､三島泰彦､矢部清晃､關根沙知

日本小児内視鏡外科・
手術手技研究会

ビデオ喉頭鏡下に経口的瘻管摘除を行った再発梨状

窩砿の1例
第36回 大宮小児外科 201.6.1〔）

關根沙知､前田貢作､矢部清晃､三島泰彦、

山木聡史､三浦紫津､森田圭一､大片祐一、
久松千恵子､福澤宏明､中尾真､横井暁子

日本小児呼吸器外科研
究会

当院で胎児期にCPAMが疑われた症例の出生後診

断と病理学的診断についての検討
小児外科 第27回 大宮 2016.10

三島泰彦､矢部清晃､關根沙知､山木聡史、

三浦紫津､森田圭一､大片祐一､久松千恵子、
福澤宏明､中尾真､横井暁子､前田貢作

日本小児呼吸器外科研

究会
第27回 大宮後天性声門下蕊胞の3例 小児外科 2016.10

総排泄腔遺残症のトランジション総排泄腔遺残の成

人例診療の課題トランジションと患者ニーズの点
で症例から明らかになる小児外科医の役割

尾藤祐子､會田洋輔､河原仁守、中井優美子、

橘木由美子､前田貢作

日本小児外科学会秋季

シンポジウム
第32回 大宮小児外科 2016.1(〕
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中尾真､前田貢作､横井暁子､福澤宏明、

久松千恵子､大片祐一､森田圭一､三浦紫津、
山木聡史､三島泰彦､關根沙知､矢部清晃

日本小児外科学会秋季

シンポジウム

当科で管理を行っている成人期を迎えたヒルシュス

プルング病類縁疾患患者の現況
小児外科 第32回 大宮 2016.10

尾花和子､八木責､深堀優､家入里志、
古賀寛之､佐々木英之､曹英樹､藤代準、

横井暁子､脇坂宗親､渡辺稔彦、日本小児外科
学会トランジション検討委員会

日本小児外科学会秋季

シンポジウム
小児外科におけるトランジション症例の支援と課題 小児外科 第32回 大宮 2016.1(）

山木聡史､横井暁子､中尾真､福澤宏明、

大方祐一､久松千恵子､森田圭一､三浦紫津、
三島泰彦､矢部清晃､関根沙知､前田貢作

当院における胆道閉鎖症の長期自己肝生存例におけ

るフォローアップの現状について
第43回 日本胆道閉鎖症研究会 新潟小児外科 2()1611

大片祐一､關根沙知､矢部清晃､三島泰彦、

山本聡史､三浦紫津､森田圭一､久松千恵子、
福澤宏明､中尾真､横井暁子､前田貢作

第78回 日本臨床外科学会総会18トリソミーに対する外科治療介入の効果 小児外科 東京 2()16．11
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森田圭一､前田貢作､福澤宏明､久松知恵子、

横井暁子､大片祐一､遠藤耕介､玉城昭彦、

三島泰彦

ビデオ喉頭鏡下に経口的瘻管摘除を行った再発梨状
窩疲の1例

第29回 日本内視鏡外科学会総会 横浜小児外科 2016．12

福澤宏明､關根沙知､三浦紫津､矢部清晃、

山木聡史､三島泰彦､森田圭一､大片祐一、
久松千恵子､中尾真､横井暁子､前田貢作

小児胃食道逆流症に対する腹腔鏡下手術当院の腹腔
鏡下噴門形成の変遷と現在の問題点

小児外科 第29回 日本内視鏡外科学会総会 横浜 2016.12

三浦紫津､福澤宏明､關根沙知､矢部清晃、
山木聡史､三島泰彦､久松千恵子､森田圭一、

大片祐一､中尾真､横井暁子､吉田牧子、
石田敏章､小阪嘉之､前田貢作

日本小児血液･がん学

会学術集会
当院での肝芽腫標準リスクの治療の現状 小児外科 第58回 東京 2016.1.2
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太原鉄平､石田敏章､植村優､二野菜々子、

横井健人､田村彰広､神前愛子､斎藤敦郎、
岸本健治､長谷川大一郎､川崎圭一郎、

森田圭一､吉田牧子､赤坂好宣､前田貢作、
小阪嘉之

小児中枢神経外胚細胞性腫瘍79症例の臨床的検討

(Clinicalanalysisof79childrenwithExtracranial
germcelltumor)(英語）

日本小児血液･がん学

会学術集会
小児外科 第58回 東京 2016．12

I

吉田牧子､長谷川大一郎､石田敏章、

岸本健治､神前愛子､斎藤敦郎､田村彰広、
二野菜々子､植村優､横井健人､太原鉄平、

横井暁子､福澤宏明､前田貢作､赤坂好宣、
川崎圭一郎､小阪嘉之

日本小児血液･がん学
会学術集会

神経芽腫群腫瘍のリスク分類と組織分類の検討 第58回 東京小児外科 2016.12

久松千恵子､前田貢作､三浦紫津､關根沙知、
矢部清晃､三島泰彦､山木聡史､森田圭一、

大片祐一､福澤宏明､中尾真､横井暁子、
吉田牧子

後腹膜奇形腫との鑑別が困難であった腎外性腎芽腫
の1例

日本小児血液･がん学

会学術集会
小児外科 第58回 東京 2016．12

I

福澤宏明､吉田牧子､關根沙知､三浦紫津、

矢部清晃､山木聡史､三島泰彦､森田圭一、

大片祐一､久松千恵子､中尾真､横井暁子、
前田貢作

日本小児血液･がん学

会学術集会
小児機能性副腎皮質腫瘍の3例 小児外科 第58回 東京 2016.12

KosakuMaeda, NorikoMorimoto,Eiji
Nishijima,TakaharuNito, GoroKoinuma,
NoriakiUsui

太平洋小児外科学会

(PAPS)
ClmicalfeaturesofCongemtal 'ITachealStenosis;The
6rstreportofNadon-widesurveymJapan

小児外科ｌ
］
“
⑭
Ｉ

Hawaii 2016.4

アジア小児外科学会

(AAPS)
小児外科 第24回 福岡PediatricAirwaySurgery KosakuMRP(JFI 2016.5

YuichiOkata,KosakuMaeda,YukoBitoh』

TomomiHasegawa,YasuhikoMishima,
Akihiko'Ihmaki,KeiichiMorita,KosukeEndo,
ChiekoHisamatsu,HiroakiFukuzawa,Akiko
Ybkoi

Theprognosticfactorofclinical severityof
tracheom刻MRia/tracheobronchomalaciaininfantand

children: thenovelbronchoscopicscore

アジア小児外科学会

(AAPS)
小児外洞 第24回 福岡 20165

AkikoYbkoi,MasahiroHayakawa,Naoto
Urushihara,JunShiraishi,KqjiNagata,broko
Mochizuki,HideshiFUimaga,KensukeOhashi,
ShintaroAmae, ToshihiroYanai,Taizo

Furukawa,YukoTazuke,KyokoMinagawa,
SatokoOhhji,HiroomiOkuyama

Surgicalfactorsassociatedwithmortalitymverylow
birthweightinfantswithmtestinaldisorders:Amulti-
institutionalretrospectivestudy

アジア小児外科学会

(AAPS)
小児外科 第24回 福岡 2016．5

KosakuMaeda, ShigeruOno,KeiichiMorita,
YuichiOkata,YukoBitoh,KatsuhisaBaba,
YbshikoUsui,YukiTsUji,InsuKawahara

LaryngotrachealreconstructionfOrthetreatmentof
severeacquiredsubglotticstenosis

アジア小児外科学会

(AAPS)
小児外科 第24回 福岡 2016．5

ヴェトナム小児外科学

会2016
PediatricAilwaySurgery 小児外洞 KosakuMaeda NinhB1nh 2016．9

圓尾文子､大嶋義博､長谷川智巳､松久弘典、
岩城隆馬､松島峻介､山本真由子

日本心臓血管外科学会

総会
PulmonaryCoarctationに対する肺動脈形成の検討 心臓血管外科 名古屋46 2016.2.15-2.17

大動脈弓閉塞病変合併例に対する

動脈スイッチ手術の遠隔成績と近年の取組み

松久弘典､大嶋義博､凹尾文子､長谷川智巳、
岩城隆馬､松島峻介､山本真由子

日本心臓血管外科学会

学術総会
心臓血管外科 第46回 名古屋 2016.2.15-17
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日本心臓血管外科学会
学術総会

松島峻介､大l嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、

松久弘典､岩城隆馬､山本真由子
完全型房室中隔欠損症に対するscoopindexを用いた
術式選択

名古屋心臓血管外科 第46回 2016.2.15-17

日本心臓血管外科学会
学術総会

山本真由子､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、

松久弘典､岩城隆馬､松島峻介
名古屋B型大動脈弓離断に対する大動脈再建方法の検討 心臓血管外科 第46回 2()162.15-17

松久弘典､大嶋義博、圓尾文子､長谷川智巳、

岩城隆馬､松島峻介､山本真由子
小川禎治､田中敏克､城戸佐知子

心臓血管外科､循

環器科

日本小児循環器学会、

近畿中四国地方会
第30回 大阪金属アレルギーと思われるペーシング不全の1例 2016.2.28

岩城隆馬､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、
松久弘典､松島峻介､山本真由子

日本小児循環器病学会
近畿･中四国地方会

第30回 大阪市20009以下の低体重児に対する肺動脈絞挽術の経験 心臓血管外科 2016.2.28

松島峻介､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、
松久弘典､岩城隆馬､山本真由子

日本小児循環器学会
近畿･中四国地方会

第30回 大阪先天性僧帽弁狭窄症の早期乳児例 心臓血管外科 2016.2.28

山本真由子､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、
松久弘典､岩城隆馬､松島峻介

日本小児循環器学会

近畿･中四国地方会

大動脈弁上狭窄症に伴う冠動脈狭窄に対する冠動脈

形成を要した4例
第30回 大阪心臓血管外科 2016．2．28

松島峻介､大嶋義博､松久弘典､日隈智憲、
岩城隆馬､村上優

第67回 兵庫県心臓外科懇話会 神戸単冠動脈に冠動静脈瘻を合併した一例 心臓血管外科 20166．3

第59回｜関西胸部外科学会 津症例報告先天性心疾患1座長 心臓血管外科 大嶋義博 2016．6．16

圓尾文子＊

松久弘典

山本真由子＊

大嶋義博

岩城隆馬
＊

長谷川智巳

松島峻介

村上優

胸部外科学会関西地方会 津大動脈弁上狭窄の中期手術成績 心臓血管外科 59 2016,6.16-17
１
岸
、
や
Ｉ

大動脈の圧迫に伴う気管軟化を合併した先天性心疾
患に対する外科治療

岩城隆馬､大嶋義博､松久弘典､日隈智憲、

松島峻介､村上優

関西胸部外科学会

学術集会

三重県

津市
心臓血管外科 第59回 20166.16-17

松島峻介､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、
松久弘典､岩城隆馬､山本真由子

関西胸部外科学会

学術集会
右大動脈弓の左心低形成症候群に対するKommerell
憩室を用いた大動脈弓再建

第59回 津心臓血管外雅’ 2016．616－17

松島峻介､大|嶋義博､松久弘典、日隈智憲、

岩城隆馬､村上優

肺動脈弁位感染性心内膜炎に対してホモグラフトを

使用した一例
神戸心臓外科研究会 神戸心臓血管外科 第61回 2016.6.29

圓尾文子､大|鳴義博､長谷川智巳､松久弘典、
岩城隆馬､松島峻介､山本真由子､村上優

新生児期複雑心奇形根治術におけるGrahamNunn弁
による右室流出路形成の治療成績

日本小児循環器学会総会 東京心臓血管外料 2016．6．752

松久弘典､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、

岩城隆馬､松島峻介､山本真由子､田中敏克、
城戸佐知子

日本小児循環器学会
学術集会

心臓血管外科、

循環器科
第52回 東京当院におけるグレン手術症例の変遷と課題 20167.6-8

弓
椛
恥
・
翠
酪
・
鉾
酬
郡
騨

日隈智憲､芳村直樹､青木正哉､廣野恵一、
小澤綾佳､伊吹圭二郎､仲岡英幸､市田蕗子

日本小児循環器学会
学術集会

VerySmanLAを有するTAPVCの治療経験に基づい
た当院の治療指針

心臓血管外科､循

環器科
第52回 東京 2016．7．6－8

プロスタグランディン長期投与が動脈管に及ぼす組

織的変化の検討

日本小児循環器学会

学術集会
第52回 東京心臓血管外科 岩城隆馬､大嶋義博､松久弘典 2016.7,68

松島峻介､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、
松久弘典､岩城隆馬､山本真由子

日本小児循環器学会総
会･学術集会

完全型房室中隔欠損症に対するscoopmdexを用いた
術式選択

第52回 東京心臓血管外科 2016.76－8

山本真由子､大嶋義博､圓尾文子､長谷川智巳、
松久弘典､岩城隆馬､松島峻介

日本小児循環器学会総
会･学術集会

先天性横隔膜ヘルニアを合併した先天性心疾患症例
の合併症と術式の検討

第52回 東京心臓血管外科 2016.76－8

松久弘典､大嶋義博､日隈智憲､岩城隆馬、
松島峻介､村上優

日本胸部外科学会定期

学術集会
第69回'mPVC術後PVO症例の検討 心臓血管外科 岡山 2016.9.28-10.1
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岩城隆馬､大嶋義博､松久弘典､日隈智憲、
松島峻介､村上優

岡山県

岡山市

Mid-termoutcomefOrsmall-sizedvalvedconduitbr

reconstructionoftherightventricleoutaowtract
心臓血管外科 第69回｜日本胸部外科学会 2016.9.28-101

右大動脈弓の左心低形成症候群に対するKommereU

憩室を用いた大動脈弓再建

松島峻介､大嶋義博､松久弘典、日隈智憲、

岩城隆馬､村上優

日本胸部外科学会定期

学術集会
心臓血管外科 第69回 岡山 2016.9.28-101

小児ECMO補助に対する当院の取り組み&長期補助
からの離脱を目指して

松久弘典､大嶋義博、日隈智憲､岩城隆馬、

松島峻介､村上優
心臓血管外科 第20回 心臓外科研究懇話会 蒲郡 2016．10．9

乳児特発性僧帽弁腱索断裂の術後10年目に判明した

心外膜下左室瘤の一例

松島峻介､大嶋義博､松久弘典、日隈智憲、

岩城隆馬､村上優
第68回心臓血管外科 兵庫県心臓外科懇話会 神戸 2016.11.18

純型肺動脈閉鎖症の成人期右心不全例に対する三尖

弁再置換十両方向性グレン手術

岩城隆馬､大嶋義博､松久弘典､日隈智憲、

松島峻介､村上優

神戸心臓外科研究会

(KCCS)
第62回心臓血管外科 神戸 2016.11.25

北六甲脳神経外科
カンファレンス

診断･治療に難渋した小児水頭症シャント機能不全症例 脳神経外科 小山淳二 第28回 神戸 2016.1.30

日本フットケア学会
シンポジウム

二分脊椎の病態と脊髄症状一脊髄髄膜瘤を中心に－ 脳神経外科 長嶋達也 第14回 神戸 2016．26

関西ニューロエンドス

コープ研究会
乳児に対するETVの経験 脳神経外科 阿久津宣行 第20回 大阪 2()16．2．13

小児脳腫瘍の初発症状について～自験例の検討から～脳神経外洞 第223回こども病院症例検討会 神戸山口陽二 20162．25

日本脳神経外傷学会

学術集会
ｌ
』
望
）
Ｉ

小児頭部外傷後の一過性硬膜下液貯留の検討 脳神経外科 阿久津宣行 第39回 仙台 2016.2.27

I
2012年から2015年の間に当院で経験した小児後頭蓋

窩腫瘍の特徴

日本脳神経外科学会近

畿支部学術集会
脳神経外科 山口陽二 第71回 大阪 2016．4．2

雷鳴頭痛後に脳血管狭窄による穿通枝梗塞を来たし

た小児の1症例

日本脳神経外科学会近

畿支部学術集会
脳神経外科 山口陽二 第71回 大阪 2016．4．2

InterNationf'l

SymposiumofPediatric
Neuro-Oncology

TheeffectofGammakniferadiosurgeryasthesalvage
therapyfbrtherecurrentpediatricependymoma

Dept・of

Neurosurgery
A・Kawamura 2016 Liverpool June12-15,2016

粒子線治療センターと連携した当施設における小児

脳脊髄腫瘍に対する陽子線治療の経験

日本小児神経外科学会

学術集会
脳神経外科 河村淳史 第44回 つくば 2()16.6.23-25

日本小児神経外科学会

学術集会
小児テント上脳室内腫癌の外科治療 脳神経外科 小山淳二 第44回 つくば 2016.6.23-25

術中ICG蛍光血管撮影を用いた小児pialAVFに対す
る直達手術

日本小児神経外科学会

学術集会
脳神経外科 阿久津宣行 第44回 つくば 2016.6.23-25

急速に進行する対麻癖を呈した脊椎ランゲルハンス
細胞組織球症の1例

兵庫県脳神経外科医懇
話会

脳神経外科 橋口充 第45回 神戸 2016．7．16

I

二分脊椎の脳･脊髄病態と褥糖

一脊髄髄膜瘤を中心に

日本褥瘡学会シンポ
ジウム

脳神経外科 長嶋達也 第18回 横浜 2016.9.1

急速に進行する対麻癖を呈した小児脊椎ランゲルハ
ンス細胞組織球症の稀少な1例

日本脳神経外科学会
近畿支部学術集会

脳神経外科 橋口充 第72回 大阪 2016．9．3

I
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日本脳神経外科学会

学術総会？
羅針盤セッション

Functional preservationinsurgeryofpediatric
mz'lignantbraintumors

脳神経外科 長嶋達也 第75回 福岡 2016.9.29-101

日本脳神経外科学会

学術総会
小児脳脊髄腫瘍に対する陽子線治療の展望 脳神経外科 河村淳史 第75回 福岡 2016.9.29-10.1

日本脳神経外科学会

学術総会
小児頭蓋咽頭腫治療 脳神経外科 小山淳二 第75回 福岡 2016．9．29－101

日本脳神経外科学会

学術総会
小児頭部外傷の管理 脳神経外科 阿久津宣行 第75回 福岡 2016.9.29-10.1

扁平椎と脊髄硬膜外腫瘍を呈した小児多臓器型

LangerhansceUhistiocytosisの1例
脳神経外科 橋口充 第74回 近畿脊髄外科研究会 大阪 201610．15

AmlualMeetingof
thelntemational

SocietyfbrPediatric
Neurosurgery(ISPN)

rnfeatmentoflnfantileBrainTumors:challenging&
rewardmg

Dept・of

Neurosurgery
'IRNagashima 44th Kobe October23-27,2016

AnnualMeetingof
thelnternational

SociebrfOrPediatric
Neurosurgery(ISPN)

The long-termsurvivoroftherecurrentpediatric
ependymomaaftergammakniferadiosurgery

Dept.of
Neurosurgery

A.Kawamura 44th Kobe October23-27,2016

ｌ
胃
①
房
Ｉ

AnnualMeetingof
thelnternF'tional

SocieVfbrPediatric
Neurosurgery(ISPN)

Malignant embryonal braintumorsoccupyingthe
cerebellopontineangle:reportoffbursurgicalcases

Dept.of
Neurosurgery

JuniiKoyama 44th Kobe October23-27,2016

AmlualMeeting
oflnternafion21

SocietyfOrPediatric
Neurosurgery

Efficacyof indocyaninegreenvideoangiographyin
directsurgeryofpialarteriovenous6smla

Dept・of

Neurosurgery
NAkutsI1 44th Kobe October23-27,2016

日本こども病院

神経外科医会
兵庫県における小児脳脊髄腫瘍に対する陽子線治療 脳神経外科 河村淳史 第34回 札幌 201611.5-6

合併する水頭症に対して第三脳室底開窓術を施行し

た大理石骨病の1例

日本神経内視鏡学会
学術集会

脳神経外科 阿久津宣行 第23回 東京 2016．11．17

弓
椛
恥
・
翠
開
・
鉾
叫
諒
騨

小児脳脊髄腫瘍に対する陽子線治療の経験 脳神経外科 ｜河村淳史 第34回日本脳腫瘍学会学術集会’ 甲府 2016.12.4-6

神戸大学医学部脳神経

外科同門会学術集会
新施設紹介～兵庫県立こども病院～ 脳神経外科 河村淳史 平成28年度 神戸 2016.12.11

小児脳腫瘍の治療 脳神経外科 ｜長嶋達也 第42回｜徳島脳神経外科談話会’ 徳島 2016.12.12

全摘出後に再発した小児上衣腫に対するサルベージ

療法としてのガンマナイフ治療

日本小児血液・

がん学会学術集会
脳神経外科 河村淳史 第58回 東京 2016.12.15-17

関西形成外科学会

学術集会
慢性膿皮症に対する再建法は皮弁より植皮が有効か 形成外科 杉尾勇太 第112回 枚方 2016．313

関西形成外科学会

学術集会
重度の薬物性歯肉増殖症をきたした一例 形成外科 池内光之介､大山知樹､進来塁 第112回 枚方 2()16.3.13
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衣笠真紀､小林大介､坂田亮介､山中理菜、
山本哲也､薩摩眞一

近畿小児整形外科懇話会 神戸尖足を呈し､傍腫瘍性神経症候群が疑われた1例 整形外科 第58回 2016．7．23

第57回｜近畿小児整形外科懇話会’ 大阪上腕骨外側頚ST.RRVE骨折の一例 整形外科 坂田亮介､小林大介､茨木一行､薩摩眞一 2016.1..23

複数回の手術を要し､治療に難渋した垂直距骨の治療

経験

坂田亮介､薩摩眞一､小林大介､衣笠真紀、

山中理菜､山本哲也
近畿小児整形外科懇話会 神戸整形外科 第58回 2016.7.23

坂田亮介､小林大介､薩摩眞一､衣笠真紀、
山中理菜､山本哲也

近畿小児整形外科症例

検討会
強い可動域制限を生じた肘関節周囲骨折の一例 整形外科 大阪第15回 2016.6.4

近畿小児整形外科症例

検討会

坂田亮介､薩摩眞一､小林大介､衣笠真紀、

山中理菜､山本哲也
第16回 大阪先天性骨盤形成不全の一例 整形外科 2016.12.9

坂田亮介､薩摩眞一､小林大介､衣笠真紀、
山中理菜､山本哲也

歩行開始後に診断されたDDH(脱臼）に対する治療
一当科における最近5年間のデータより‐

第55回 日本小児股関節研究会整形外科 岡山 20166．25

坂田亮介､薩摩眞一､小林大介､衣笠真紀、

山中理菜､山本哲也
日本小児整形外科学会 仙台垂直距骨の治療経験 整形外科 第27回 2016．12．1

薩摩真一､小林大介､坂田亮介､衣笠真紀、
茨木一行、

脊髄髄膜瘤患者の歩行能力とフットケア 整形外科 第14回 日本フットケア学会 神戸 20]_6.2.6-7

薩摩真一､小林大介､坂田亮介､衣笠真紀、

茨木一行、

日本創外固定・

骨延長学会
小児の創外固定治療で合併症をきたした症例の検討 第29回 金沢整形外潤 2016．3‘1819

薩摩真一､小林大介､坂田亮介､衣笠真紀、
茨木一行、

ｌ
』
の
函
Ｉ

先天性内反足治療における後内方解離術の意義 整形外洞 第89回 日本整形外科学会 横浜 2016.5.12-15

ShinichiSatsuma,DaisukeKobayashi,
RyosukeSakata,Makikinugasa,Ayana
Yamanaka,TbtsuyaYamamoto

Relationshipbetweendysplasiaoftarsalboneat
neonateandrelapseincongenitalclubfbot

整形外洞 第27回 日本小児整形外科学会 仙台 2016．12．12

臼蓋形成不全の自然経過
一片側性脱臼の健側を利用した検討一

日本整形外科学会

学術集会
横浜整形外科 小林大介､薩摩真一､衣笠真紀 89回 2016．5．12－15

小林大介､薩摩眞一､坂田亮介､衣笠真紀、

山中理奈､山本哲也

日本小児整形外科学会

学術集会
整形外科 第27回 仙台 2016．12．1－12．2CanWePredictContralateralSlipmSCFEPatients？

日本小児股関節研究会
ソルター骨盤骨切り術は臼蓋後捻の原因になる？ 整形外科 小林大介､薩摩眞一､坂田亮介､衣笠真紀 第55回 岡山 20166.24-25

小児整形外科医が考える小児から成人までのDDH
(臼蓋形成不全）

小林大介､薩摩眞一､坂田亮介､衣笠真紀、

山中理奈､山本哲也
整形外科 第43回 日本股関節学会 大阪 2016．11．3－4

山中理菜､小林大介､山本哲也､衣笠真紀、

坂田亮介､薩摩眞一
近畿小児整形外科懇話会 神戸大腿骨骨幹部疲労骨折の3例 整形外科 第58回 2016.7.23

山中理菜､小林大介､山本哲也､衣笠真紀、

坂田亮介､薩摩眞一

日本小児整形外科学会

学術集会
仙台当院へ紹介された疲労骨折の検討 整形外科 第27回 2016.12.1-12.2

山本哲也､薩摩眞一､小林大介､坂田亮介、

衣笠真紀､山中理菜
小児整形外科症例検討会 大阪偽性軟骨無形成症に伴う高度O脚変形の1例 整形外科 2016.6.4

外傷性大腿骨遠位骨端線損傷後の変形短縮に対して

治療を施行した2例

山本哲也､薩摩眞一､小林大介､坂田亮介、

衣笠真紀､山中理菜
近畿小児整形外科学会 神戸整形外科 第28回 2016.7.23
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山本哲也､薩摩眞一､小林大介､坂田亮介、
衣笠真紀､山中理菜

近畿足の外科症例検討

会
第58回 大阪 2016.8.20整形外洞足関節にインピンジメントを生じた骨腫瘍の1例

山本哲也､薩摩眞一､小林大介､坂田亮介、
衣笠真紀､山中理菜

日本整形外科学会骨系

統疾患研究会
点状軟骨異形成症に合併した両側外反尖足に対して
観血的治療を施行した1例

仙台第28回 2016.12.3整形外科

小松岳､住友亜佐子､都倉明乃､北瀬幸子、

金澤美佳､中田潔樹､細川泰徳､大津雅秀、
小林大介

リハビリテーション科新設への取り組み

～リハビリテーション実施計画書･総合実施計画書作
成の効率化～

神戸第14回 県立病院学会リハビリテーション科 2016911

住友亜佐子､大津雅秀､小林大介､小松岳、
都倉明乃､北瀬幸子､前田貢作

長期気管切開児に対する言語聴覚士の関わりについ

ての一考察
県立病院学会 神戸第14回 2016.911リハビリテーション科

小松岳､住友亜佐子､田中義之､阪本浩一、
大津雅秀

日本摂食嚥下リハビリ

テーション学会学術大会
離乳中期に頭部外傷により摂食嚥下障害を呈した乳

児例
新潟第22回 2016.923-24リハビリテーション科

日本音声言語医学会総
会･学術講演会

横浜住友亜佐子､田中義之､波多野博顕､阪本浩一 第61回 2016.11.3-4無舌症児の構音発達についての一考察 リハビリテーション科

明石医師会訪問看護ス
テーション

明石新生児姿勢･運動発達評価および新生児呼吸理学療法 リハビリテーション科 細川泰徳 201611．17

第39回｜日本眼科手術学会 福岡野村耕治 2016.1.29眼科教育セミナー:小児緑内障の診断と手術

乳児内斜視にみられる運動系発達の検討(視運動性眼
振の非対称性とその特徴）

横浜福永とも子､中野由美子､柳沢翠芳､野村耕治 第72回 日本弱視斜視学会 2016.6.24眼科

１
』
①
四
１

当科における心因性視力障害の臨床経過と内的要因
の検討~"一′‐~~~~~Ⅱｰ~~…－－~一ー

日本小児眼科学会 横浜柳沢翠芳､中野由美子､福永とも子､野村耕治 第41回 2016.6.24眼科
|眼科の検討

乳児内斜視における交代性上斜位の手術治療成績 ｜眼科 京都中野由美子､福永とも子､柳沢翠芳､野村耕治 第70回

平成27年度

日本臨床眼科学会 2016113

神戸市聞こえと言葉の

教室研修会
神戸耳鼻咽喉科 阪本浩一 2016.1.20小児難聴の診断と対策:新生児から学童まで

平成27年度｜明石市医師会学術講演会 明石 2016.2.4鼻アレルギーと喉頭アレルギー 耳鼻咽喉科 ｜阪本浩一

喉頭アレルギー鑑別診断の臨床?特に後鼻漏症候群の
合併例について

日本喉頭科学会 大阪耳鼻咽喉科 阪本浩一 第28回 2016.3.3-4

日本耳鼻咽喉科学会兵
庫県地方部会

当科における小児惨出性中耳炎鼓膜チューブ留置症
例の長期経過

西宮大津雅秀､阪本浩一 第182回 2016.03.27耳鼻咽喉科

GJB2遺伝子変異を有し優性遺伝の遺伝形式を示した
感音性難聴の一家系に対する遺伝カウンセリングの

経験

日本遺伝

カウンセリング学会
弓
椛
恥
・
謂
閉
・
鉾
珊
瑚
轡

第40回 京都阪本浩一､富永健太､松永達雄 2016.4.3-6耳鼻咽喉洞

急性喉頭炎を契機に発見された口蓋ミオクローヌス
の一例

日本耳鼻咽喉科学会 名古屋古閑紀雄､林拓二､阪本浩一 第117回 2016．5．18－21耳鼻咽喉科

一側性Auditoryneuropathyspectrumdisorder様症状
を呈した小児例の長期経渦

第117回 日本耳鼻咽喉科学会 名古屋耳鼻咽喉科 阪本浩一､大津雅秀 2016.518-21

第117回日本耳鼻咽喉科学会 ｜ 名古屋耳鼻咽喉科 ｜林拓二､古閑紀雄､阪本浩一 2016．518－21舌下腺摘出術を行った口腔底蕊胞性疾患の2例

中等度難聴児補聴器適合一新生児聴覚スクリーニン
グの現況､軽中等度難聴児補聴器購入費助成制度

補聴器勉強会 大阪第45回 2016．626耳鼻咽喉科 大津雅秀

当科における小児惨出性中耳炎鼓膜チューブ留置術

症例の術前聴力と長期経過
日本小児耳鼻咽喉科学会 徳島大津雅秀､阪本浩一 第11回 2016.630-71耳鼻咽喉科
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耳鼻咽喉科外来における絵画語蕊発達検査PVT.Rを

用いたスクリーニングの現況と補聴器装用における
有用性

耳鼻咽喉科 阪本浩一､大津雅秀 日本小児耳鼻咽喉科学会第11回 徳島 20166．30－7．1

小児心因性難聴にADHDが合併した3例

症候性難聴の2例

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

阪本浩一､大津雅秀

阪本浩一､大津雅秀

第5回小児多職種研究会

第26回日本耳科学会

輝
一
蕾

2016.7.30

2016.10.5-8

他覚的聴力検査が自覚的聴力検査閾値と乖離した2症
例の長期経過

耳鼻咽喉科 阪本浩一､勝沼紗矢香､大津雅秀 第61回 日本聴覚医学会 盛岡 201610．20－21

喉頭蓋嚢胞を伴う慢性咳嗽で耳鼻咽喉科を受診した

症例より
耳鼻咽喉科 阪本浩一､井口広義 第18回 日本咳嗽研究会 京都 2016.10.29

就学以降に難聴を疑い聴力精査目的で初診した児童
生徒の検討

日本耳鼻咽喉科学会兵

庫県地方部会
耳鼻咽喉科 大津雅秀､阪本浩一 第184回 西宮 2016.11.27

Freepreputialgraft
mposteriorhypospadias

Asia-PacificAssociation

ofPediatricUrologist
KI1別I鋤

Lumpur
泌尿器科 杉多良文 第17回 2016．1．14

Freegraftを包皮肉様膜にてサンドイッチ状に挟む尿
道下裂修復術

泌尿器科 杉多良文､春名晶子 第104回 日本泌尿器科学会総会 仙台 2016．4．24

先天性水腎症に対する手術Surgicalmanagementof
congenitalhydronephrosis

杉多良文泌尿器科 第53回 日本小児外科学会総会 福岡 2()16.5.25

包茎

停留精巣

泌尿器科

泌尿器科

杉多良文､春名晶子､賀來泰大

春名晶子､賀來泰大､杉多良文

第7'回|兵庫県泌尿器科医会
第7'回｜兵庫県泌尿器科医会

神戸市

神戸市

Ｉ
群
や
吟
Ｉ

2016.6.4

2016.64

日本小児泌尿器科学会

総会
当院における腹腔鏡下手術の現況 泌尿器科 杉多良文 第25回 京都 2016.6.28

日本小児泌尿器科学会

総会
総排泄腔遺残に対する根治術後の尿失禁に関する検討 泌尿器科 春名晶子､賀來泰大､杉多良文 第25回 京都 2016.6.29

尿道下裂術後疲孔に対する工夫 泌尿器科 賀來泰大､春名晶子､杉多良文 第25回 日本小児泌尿器科学会

総会

京都 2016．6．29

Freegraftを包皮肉様膜にてサンドイッチ状に挟む尿
道下裂修復術

日本小児泌尿器科学会

総会
泌尿器科 杉多良文､春名晶子､賀來泰大､中川賀清 第25回 京都 2016.6.30

日本泌尿器科学会中部

総会
卒後教育プログラム｢下部尿路通過障害」

尿道下裂術後痩孔に対する工夫

泌尿器科 杉多良文 第66回 四日市 2016.10.27

日本泌尿器科学会中部

総会
泌尿器科 賀來泰大､春名晶子､杉多良文 第66回 四日市 2016.10.29

重複腎孟尿管に合併した尿管瘤･異所開口尿管･VUR

の手術
日本泌尿器内視鏡学会

総会
泌尿器科 杉多良文､春名晶子､賀來泰大 第30回 大阪市 2016．11．18

当院における小児がん患者の口腔機能管理に関する
調査

日本小児歯科学会近畿

地方会大会
小児歯科 岩瀬美紀､曽根由美子､石原順子 第35回 大阪 2016.10.16

上北郁男，香川哲郎，大西広泰,池島典之，三
浦由紀子,高辻小枝子

小児における覚醒時興奮発症後の鎮静方法の検討 麻酔科 日本麻酔科学会 博多63 2016．5．26

小児の日帰り鼠径ヘルニア手術におけるアセトアミ
ノフェン静注液と坐剤の鎮痛効果の比較

藤原孝志，福岡明子，黒田光朗，森悠，末田
彩,鈴木毅

麻酔科 日本麻酔科学会 博多63 2016.5.27
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香川哲郎 631日本麻酔科学会 博多
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小児の術後鎮痛 麻酔科

小児整形外科手術に対する術後鎮痛法と末梢神経ブ
ロックの役割

神戸香川哲郎 近畿小児整形外科懇話会麻酔科 2016.7.2358

舟井優介,松波小百合,三浦由紀子，
池島典之,大西広泰,鈴木毅,香川哲郎

予定帝王切開での娩出直後に肺静脈修復術行った症

例経験
日本心臓血管麻酔学会 横浜麻酔科 2016．9．1621

加藤啓洋,舟井優介,三浦由紀子，
上北郁男,大西広泰香川哲郎

Norwood術後に右室肺動脈シャント吻合部仮性瘤を
合併し緊急手術となった乳児の一例

日本心臓血管麻酔学会 横浜麻酔科 2016.9.1621

劇症型心筋炎罹患後の完全房室ブロックに対するペー
スメーカー留置術の麻酔導入時に心室細動となった
一例

森悠､大西広泰､藤原孝志､三浦由紀子、

池島典之､鈴木毅､香川哲郎
日本心臓血管麻酔学会 横浜麻酔科 2016．9．1621

22 日本小児麻酔学会 横浜藤原孝志病棟での処置の麻酔 麻酔科 201610．8

小児におけるアセトアミノフェン静注液の安全な使
い方「兵庫の標語｣の提案

日本小児麻酔学会 横浜麻酔科 香川哲郎 2016‘10．822

池田真悠実､田中康智､森悠､三浦由紀子、
池島典之､大西広泰､鈴木毅

先天性気管狭窄症に対するスライド気管形成術後､縫
合不全を繰り返した症例

日本小児麻酔学会 横浜麻酔科 2016.10.822

横田有理､高辻小枝子､黒田光朗､藤原孝志、
藤野友里､京嶋太一郎､香川哲郎

横浜日本小児麻酔学会小児専門病院の移転に際しての麻酔科の役割 麻酔科 2016.10.822

高知香川哲郎 361日本臨床麻酔学会新生児の麻酔ぜよ食道閉鎖／気管食道瘻 麻酔科 2016．11．4ｌ
］
や
卸
！

武岡恵美子､生田寿彦､大久保沙紀､玉置祥子、
秋田大輔､坂井仁美､芳本誠司､中尾秀人

日齢0に頭蓋内出血と多臓器不全を呈し､GALDが疑
われた一例

札幌第119回 日本小児科学会新生児内科 2016.5.13～5.15

秋田大輔､生田寿彦､武岡恵美子､大久保沙紀、

玉置祥子､三村仁美､芳本誠司､中尾秀人
在胎25週未満の超早産児に対する予防的グルコース．
インスリン療法の検討

日本小児科学会 札幌第119回新生児内科 2016.5.13～5．15

芳本誠司、上月愛瑠､生田寿彦､武岡恵美子、
大久保沙紀､玉置祥子､秋田大輔､坂井仁美、
芳本誠司､中尾秀人

総合周産期医療施設における院外出生超早産児･超低
出生体重児の入院理由と転帰

日本小児科学会 札幌第119回新生児内科 2016.5.13～5．15

玉置祥子､生田寿彦､武岡恵美子､大久保沙組
秋田大輔､坂井仁美､芳本誠司､中尾秀人

先天性乳び胸に対するオクトレオチド投与適応につ

いての後方視的検討
第119回 日本小児科学会 札幌新生児内科 2016,5.13～5－15

上月愛瑠､生田寿彦､武岡恵美子､大久保沙紀、
玉置祥子､秋田大輔､坂井仁美､芳本誠司、
中尾秀人

日本小児科学会 札幌第119回両児間にHb差を認めたMD双胎例の検討 新生児内科 2016.5.13～5.15

弓
椛
恥
・
聿
瀕
・
鉾
酬
郡
廻

松井紗智子､秋田大輔､山内賞未､生田寿彦、
武岡恵美子､大久保沙紀､玉置祥子､李進剛、
三村仁美､芳本誠司､中尾秀人

日本小児科学会

兵庫県地方会
神戸新生児内科 第268回当院で経験した一過性骨髄増殖症13例の検討 2016.5.28

山内貴未､玉置祥子､武岡恵美子､大久保沙組

松井紗智子､秋田大輔､李進剛､三村仁美、
芳本誠司､中尾秀人

日本小児科学会

兵庫県地方会
第268回 神戸新生児同種免疫性血小板減少症(NAIT)の1例 新生児内科 2016．5．28
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生田寿彦､溝渕雅己､芳本誠司、五百蔵智明、

山根正之､森沢猛､片山義規､高寺明弘、
上田雅章､柴田暁男､前山花織､西村範行、

森岡－朗(兵庫県未熟児新生児懇談会）

極低出生体重児正期産相当時頭部MRIにおける側脳
室拡大と修正1歳6か月時歩行確立との関連性

新生児内科 第52回 日本周産期･新生児医学会 富山 2016.7.16-7.18

玉置祥子､生田寿彦､武岡恵美子､大久保沙紀、

秋田大輔､李進剛､三村仁美､芳本誠司、
中尾秀人

新生児慢性肺疾患における胸部

ComputedTbmographyを用いた肺傷害の重症度評価
新生児内科 第52回 日本周産期･新生児医学会 富山 2016.7.16-7.18

胎内で先天性肺気道奇形が疑われた症例の出生後経
過と病理学的検討

秋田大輔､生田寿彦､武岡恵美子､大久保沙紀、

玉置祥子､三村仁美､芳本誠司､中尾秀人
新生児内科 第52回 日本周産期･新生児医学会 富山 2016.7.16-7.18

未熟ヒツジ胎仔脳白質損傷モデルを用いた勝帯血幹
細胞治療の脳保護効果の検討

李進剛(Monash大学医学部胎児新生児研究所)、
芳本誠司､中尾秀人

新生児内科 第52回 日本周産期･新生児医学会 富山 2016.7.16-7.18

芳本誠司､生田寿彦､武岡恵美子､大久保沙紀、

玉置祥子､秋田大輔､三村仁美､中尾秀人
超早産児の適切な早期退院への課題 新生児内科 第52回 日本周産期新生児医学会 富山 20].6．7．16－7．18

玉置祥子､芳本誠司､山内貴未､生田寿彦、
武岡恵美子､大久保沙紀､松井紗智子、
秋田大輔､李進剛､三村仁美､中尾秀人

18トリソミー児の肺血流増加型心疾患に対する手術
介入時期に関する検討

新生児内科 日本新生児成育医学会第61回 大阪 2016.]､2，1－123

武岡恵美子､芳本誠司、山内貴未､生田寿彦、
大久保沙紀､玉置祥子､松井紗智子､秋田大輔、

李進剛､三村仁美､中尾秀人

出生体重5009未満児の修正18か月時予後 新生児内科 第61回 日本新生児成育医学会 大阪 2016.12.1-123

ｌ
」
Ｃ
ａ
ｌ

芳本誠司、武岡恵美子、山内貴未､生田寿彦、

大久保沙紀､玉置祥子､松井紗智子､秋田大輔、
李進剛､三村仁美､芳本誠司､中尾秀人

出生体重5009未満児の短期予後 新生児内科 第61回 日本新生児成育医学会 大阪 2()16．121－12．3

秋田大輔、山内貴未､生田寿彦､武岡恵美子、

大久保沙紀､玉置祥子､松井紗智子､李進剛、
三村仁美､芳本誠司､中尾秀人

縦隔偏位を伴う問質性肺気腫を来した超早産児の呼
吸管理

新生児内科 第61回 日本新生児成育医学会 大阪 2016．121－12．3

松井紗智子､山内貴未､生田寿彦､武岡恵美子、
大久保沙紀､玉置祥子､秋田大輔､李進剛、
三村仁美､芳本誠司､中尾秀人

当院で出生した超早産児の修正36週と1歳半の体格に
ついて

新生児内科 第61回 日本新生児成育医学会 大阪 2016.121-12.3

大久保沙紀､武岡恵美子､山内貴未､生田寿彦、
玉置祥子､松井紗智子､秋田大輔､李進剛、

三村仁美､芳本誠司、中尾秀人

胎児期にHLHLを発症した赤白血病の1例 新生児内科 第61回 日本新生児成育医学会 大阪 2016．12．1－12．3

玉置祥子､芳本誠司､山内貴未､生田寿彦、

武岡恵美子､大久保沙紀､松井紗智子、
秋田大輔､李進剛､三村仁美､中尾秀人

超低出生体重児における晩期新生児期の動脈管開存
症に対する治療介入が予後に与える影響

新生児内科 第14回 新生児循環管理研究会 福島 20165．21－5．22

ネオネータルドレーゲル

アカデミー2016m大阪
VN500の使用経験 新生児内科 秋田大輔 大阪 20161022

KiyoshiK,YbshidaA,UmeharaNISasahara
J, IshiiK,OzawaK, IchizukaK,TanakaK,
TbmohiroT;IshikawaH,MurakosMTIObaM,
SagoH

PrenatalriskfactorsofSGAshortstature inpreterm
SGAcohort:

aJapanesemulticenterstudy

WorldCongress
onUltrasoundin
Obstetrics

産料 26th Rome 2016.9.25-28
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WorldCongress
onUltrasoundin
Obstetrics

Fetal chestwalldeformityafter thoracoamniotic
shuntmguslngadouble-basket

MakishiA,KiyoshiK,
FunakoshiT

産科 26th Rome 20169.25-28

平成26年兵庫県周産期医療システム母体

紹介･搬送情報提供書集計結果について

近畿産婦人科学会日産婦医会

委員会母子保健部会
産科 船越徹 平成27年度 大阪市 2016．213

南谷智之､中澤浩志､河崎あさひ､森下紀、
牧志綾､高松祐幸､喜吉賢二､佐本崇、
船越徹

帝王切開術後におけるプロカルシトニン測定の有用性 産科 平成27年度 周産期医療事例検討会 神戸市 2()16．221

兵庫県周産期母子医療

センター･協力病院等

連絡懇談会

平成26年兵庫県周産期医療システム母体

紹介･搬送情報提供書集計結果について
産科 船越徹 平成26年度 神戸市 2016．2．21

平成26年兵庫県周産期医療システム母体
紹介･搬送情報提供書集計結果について

家族計画･母体保護法指導者

講習会に伴う伝達講習会
産科 船越徹 平成26年度 神戸市 2016．228

平成26年兵庫県周産期医療システム母体

紹介･搬送情報提供書集計結果について

家族計画･母体保護法指導者

講習会に伴う伝達講習会
産科 船越徹 平成26年度 尼崎市 20163．3

河崎あさひ､金子めぐみ､中澤浩志､森下紀、

南谷智之､牧志綾､高松祐幸､喜吉賢二、
佐本崇､船越徹

日本産科婦人科学会学術

講演会
羊水過多症における羊水除去術についての検討 産科 第68回 東京都 2016.4.21-4.24

牧志綾､金子めぐみ､中澤浩志､河崎あさひ、

森下紀､南谷智之､高松祐幸､喜吉賢二、
佐本崇､船越徹

ｌ
骨
や
『
Ｉ

日本産科婦人科学会学術

講演会
過剰発育児妊娠の臨床経過についての検討 産科 第68回 東京都 2016.4.21-4.24

子宮収縮抑制剤投与と早産児における脳性麻痩に関
する研究

日本産科婦人科学会学術

講演会
産科 船越徹 第68回 東京都 2016.4.21-4.24

南谷智之､金子めぐみ､中澤浩志､河崎あさひ、

森下紀､牧志綾､高松祐幸､喜吉賢二､佐本崇、
船越徹

周術期感染症の診断における帝王切開術後の血清プ
ロカルシトニン測定の有用性

日本産科婦人科学会学術
講演会

産科 第68回 東京都 2016.4.21-4.24

中澤浩志､金子めぐみ､河崎あさひ､森下紀、

南谷智之､牧志綾､高松祐幸､喜吉賢二、
佐本崇､船越徹

当科における過去10年間の羊水染色体検査の動向:前

後5年間を比較した時系列研究

日本産科婦人科学会学術

講演会
産科 第68回 東京都 2016.4.21-4.24

近畿産科婦人科学会
学術集会

兵庫県における過去8年間の緊急母体搬送の検討 産科 船越徹 第134回 京都市 20166．4－6．5

弓
惟
恥
・
翠
開
・
鉾
酬
郡
哩

過去8年間における｢兵庫県周産期医療

システム母体紹介･搬送情報提供書｣の分析

兵庫県産科婦人科学会

学術集会
産科 船越徹 第89回 神戸市 20167,3

森下紀､中澤浩志､河崎あさひ､南谷智之、

牧志綾､高松祐幸､喜吉麗二､佐本崇､船越徹

日本周産期新生児医

学会学術集会
当院における出生前診断された無脾症候群の検討 産科 第52回 富山市 2016716-718

河崎あさひ､喜吉賢二､中澤浩志､森下紀、

南谷智之､牧志綾､高松祐幸､佐本崇､船越徹

日本周産期新生児医学
会学術集会

胎児徐脈より母児ともにQT延長症候群を疑った1例 産科 第52回 富山市 2016．716－7．18

日本周産期新生児医学
会学術集会

当県における過去8年間の緊急母体搬送の状況 産洞 船越徹 第52回 富山市 2016716-7.18

喜吉賢二､中澤浩志､河崎あさひ､森下紀、
南谷智之､牧志綾､高松祐幸､佐本崇､船越徹

日本周産期新生児医学
会学術集会

出生前診断した胎児梨状窩褒胞の一例 産科 第52回 富山市 2016.716-718
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2006～2015年に当院で管理した

生殖補助医療(assistedreproductivetechnology:ART)
による妊娠について

日本生殖免疫学会

学術集会
神戸市第31回 2016.12.2-12.3産科 船越徹

河崎あさひ､鷲尾佳一､森下紀､牧志綾
高松祐幸､喜吉賢二､佐本崇､船越徹

当院移転後の産科症例の検討
一神戸市立医療センター中央市民病院との連携一

兵庫県周産期医療研修会 神戸市平成28年度 2016.1217産科

91兵庫県tumorboard
341周産期学シンポジウム

挿
一
挿

2016.1.15

2016．2．5

小児科医の放射線研修

smgleshot時代の胎児MRI

放射線診断科

放射線診断科

一
日
一
一
ヨ
ー

好
好

坂
坂

赤
赤

日本医学放射線学会関

西地方会
大阪赤坂好宣 20162．20小児の画像同一疾患:成人例と小児例の違い 放射線診断科 312

521日本小児放射線学会 東京放射線診断科 赤坂好宣､松永卓明､杉岡勇典､山口善道 2016．6．18小児の片側性大陰唇腫大の画像所見

JapaneseSocietyfbr
theAdvancementof

Women!slmagmg
神戸放射線診断料 赤坂好宣 2016．9．3胎児･小児の卵巣腫瘍 17

日本医学放射線学会秋

季臨床大会 蓉
一
識

放射線診断科 赤坂好宣 2()16．916小児泌尿生殖器の画像診断:先天奇形 52

小児救急シミュレー

ション金沢セミナー
第1回小児集中治療科 黒澤寛史 2016.1.9-1.1(）デブリーフィングの基礎

神戸市
一

福岡

第1回｜小児救急セミナー
第9回｜日本蘇生科学ｼﾝポジｳﾑ

小児集中治療科

小児集中治療科

黒澤寛史

黒澤寛史

2016.34

2016.5.27

PICUの活かし方

ALSと蘇生研究

ｌ
］
や
“
Ｉ 黒澤寛史､野澤正寛､清水淳次､椎間優子、

上谷良行

新集中治療室の安全性を高めるための､事前シミュ
レーショントレーニングのあり方

小児救急医学会 仙台小児集中治療科 第30回 2()16．7．1－7．2

第30回｜小児救急医学会 仙台小児集中治療科 ｜黒澤寛史 2016．7．1－7．2心拍再開後の集中治療

AsiaPacifcConference

onCriticalCare
Medicme

小児集中治療科 黒澤寛史 第19回 2()16.10.12-10.15バンコクTheRoleofhighflownasalcannulamPICU

市
戸

葉
神

千第'8回｜日本救急看護学会
第65回|神戸市救急症例研修会

小児集中治療科

小児集中治療科

黒澤寛史

黒澤寛史

2016.10.29-10.30

2016．11．1

小児のフィジカルアセスメント

小児のフィジカルアセスメントー呼吸編一

黒澤寛史､野澤正寛､清水淳次､神納幸治、

制野勇介､青木一憲､椎間優子､長谷川智巳

新設集中治療室において際重症患者受け入れ体制を

評価するためのシミュレーショントレーニング
日本救急医学会 東京小児集中治療科 第44回 2016．11．17－11．19

第1回CriticalKinkiKids 尼崎小児集中治療科 ｜黒澤寛史 2016．1126座長

小児集中治療ワーク
ショップ

東京都第24回小児集中治療科 黒澤寛史 2016.11.5-116座長(一般演題､循環）

’

若手小児科医のための

臨床研究セミナー～ど
う学び､どう伝えるか～

神戸市第1回小児集中治療科 黒澤寛史 20168.6留学経験を臨床に活かす

ロ

小児救急シミュレー
ション金沢セミナー

金沢小児集中治療科 第1回椎間優子 20161.9-1.10シミュレーションリサーチ

神戸市|小児集中治療科 ｜椎間優子 ’ 第1回神戸セミナー 2016．4．16論文の読み方
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若手小児科医のための

第1回臨床研究セミナー～ど

う学び､どう伝えるか～

臨床研究をやってみよう．読んでみよう

～良い研究.良い論文～
神戸市小児集中治療科 椎間優子 20168－6

小児集中治療ワーク
ショップ

臨床研究ハンズオンClinicalquestionからresearch
questionへ ～臨床研究よるず相談所～

東京都小児集中治療科 第24回椎間優子 2016－11．5－116

制野勇介､青木一憲､椎間優子､長谷川智巳，
黒澤寛史

こども病院における小児集中治療科の新設と病院移
転に向けた取り組み

第44回 日本救急医学会 東京小児集中治療科 201611．17－1119

小児集中治療科、

循環器科、

心臓血管外科

日本集中治療医学会
学術集会

長谷川智巳、田中敏克､大嶋義博､佐藤有美、
祖父江俊樹

下行大動脈血流VTI比測定による体肺動脈短絡術後
の急性期肺血流量評価(優秀演題）

神戸第43回 2016．212

小児集中治療科、
心臓血管外科

長谷川智巳、大嶋義博､松久弘典､岩城隆馬
松島峻介､山本真由子

日本心臓血管外科学会

学術集会
術後狭窄病変回避をめざした左心低形成症候群に対
するNolwoood手術

名古屋第46回 2016.2.15

小児集中治療科、
心臓血管外科、

循環器科

日本小児循環器学会

学術集会
長谷川智巳､黒澤寛史､大嶋義博､田中敏克 第52回 東京CardiacICUにて心肺蘇生を要した症例の検討 2016．7．6

日本小児循環器集中治
療研究会

長谷川智巳､制野勇介､青木一憲､椎間優子、
黒澤寛史

当院CICUにおける新病院移転と集中治療科新設に際
しての取り組み

第2回 大阪小児集中治療科 2016.1,1.12

小児集中治療科、

循環器科、
心臓血管外科

祖父江俊樹､長谷川智巳､制野勇介､青木一憲、

椎間優子､黒澤寛史､田中敏克､大嶋義博

日本小児循環器集中治

療研究会
頸部リンパ節炎を初期診断とした乳児特発性僧帽弁
腱索断裂の2例

第2回 大阪 2016.11.12Ｉ
祥
や
や
Ｉ 日本小児循環器集中治

療研究会
小児集中治療科 長谷川智巳 第2回 大阪一般演題3(座長） 2016].1，12

小児集中治療
ワークショップ

東京小児集中治療科 増井美苗､椎間優子､黒澤寛史､野澤正寛 第24回確定診断に時間を要した僧帽弁腱索断裂のl例 2016．115－11．6

淀川キリスト教病院

小児科勉強会
Non-typeableHaemophilus influenzaepurulent
pericarditis

心タンポナーデを呈した無茨膜型インフルエンザ菌

(NTHi)による化膿性心膜炎の1例

大阪小児集中治療科 神納幸治､笠井正志 2016．5．21

神納幸治､笠井正志､伊藤雄介､梶原伸介、

竹田洋樹､西順一郎､藺牟田直子

日本小児感染症学会

学術集会
小児集中治療洞 第48回 岡山 2016.1119-11.20

小児集中治療科染谷真紀 第30回｜小児救急医学会 仙台小児院内心停止症例に対するECPRの課題 201671

熊本大学小児救急集中治
療ネットワーク研究会

小児集中治療洞 黒澤寛史 第1回 熊本兵庫での小児救急･集中治療体制整備の取り組み 201612．20 弓
惟
恥
・
謂
開
・
鉾
叫
煎
騨

小児集中治療科

小児集中治療科

黒澤寛史

黒澤寛史

神戸市小児科医会総会

西宮市小児科医会

鏥
一
龍

重篤な小児をもれなく救いたい

重篤な小児をもれなく救いたい

2016.79

2016.12.21

小児集中治療

ワークショップ
西川菜央 第24回 東京PICUに入室している子どもの家族への援助 看護部 2016116

愛育会周産期医療研修
会mCU編

鎌田直子 平成26年度 大阪看護部低出生体重児のスキンケア 2016.2.10

日本ストーマ･排泄リ

ハビリテーション学会
皮膚･排泄ケア認定看護師による小児オストメイトヘ
の災害対策指導の実態調査

鎌田直子 第33回 甲府看護部 2016.2.20
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滋賀県立小児保健医療
センター二分脊椎症勉

強会･交流会

二分脊椎の排泄管理 守山看護部 鎌田直子 平成26年度 2016.3.5

日本小児ストーマ･排

泄･創傷管理セミナー
創傷管理の実際(褥瘡予防･治癒過程･ドレッシング材） 名古屋看護部 鎌田直子 第21回 2016.6.24

日本小児ストーマ･排
泄･創傷管理研究会

保育所におけるストーマ研修会の評価と課題 看護部 第30回 名古屋鎌田直子 20]､6．6．25

三木市立志染保育所ス

トーマケア研修
看護部 鎌田直子 三木ストーマケア 2016．7．2

学術委員会企画～MDRPUベストプラクティスのコ

ツ小児領域医療関連機器
看護部 第18回 日本褥瘡学会 横浜鎌田直子 2016.9.3

ランチョンセミナー:小児領域における医療関連機

器圧迫創傷(MDRPU)
横浜看護部 鎌田直子 第18回 日本褥瘡学会 2016．9．3

小児ストーマケア

低出生体重児のスキンケァの皮膚ケア

看護部

看護部

鎌田直子

鎌田直子

第38回｜関西ストーマケア講習会
第7回｜近畿小児WOCケア勉強会

神戸

大阪

201610.21

2016.1126

特別企画;たんぽぽの会のミッション～成り立ち､現在、

そして未来～たんぽぽの会に参加して感じたこと伝
えたいこと

近畿小児ストーマ・
排泄･創傷研究会

看護部 鎌田直子 第27回 大阪 2016．11．26

’
四
Ｃ
Ｃ
Ｉ

院内看護師による皮膚･排泄ケア認定看護師の活動に

関する評価

近畿小児ストーマ・

排泄･創傷研究会
看護部 鎌田直子 第27回 大阪 2016．11．26

コロプラストアドバン

スドセミナー
医療関連機器圧迫創傷(MDRPU)予防と実践方法 看護部 鎌田直子 大阪 2016．12．17

日本摂食嚥下

リハビリテーション学会
18トリソミーの児への経口摂取とその評価 看護部 熊谷麻美 第22会 新潟 2016．9．23～24

側脅症手術を受ける患児の体位固定に関するシミュ

レーション教育

日本小児整形学会学術

集会
看護部 第27回 仙台池田圭佑 2016．121～2

対応困難な小児1型糖尿病患者の子どもと家族の支援

～看護相談外来の効果～
看護部 泊菊子 第23会 日本小児看護学会 別府市 20177.23～24

院内看護師による専門看謹師･認定看護師の活動に対

する評価
兵庫県立病院学会 神戸市看護部 濱田米紀 第14回 2016．09．10

学童期の頭蓋底陥入症の児が治療に向き合う過程を

支える関わり
看護部 東哲也 第44回 日本小児神経外科学会 つくば市 2016.6.22～6．24

小児がん化学療法レジメン管理における

システム化の有用性
兵庫県立病院学会薬剤部 岸本早百合 第14回 神戸 2016．9．10

散薬調剤ロボット導入による

調剤業務の効率化
薬剤部 籾井佳奈 第14回 兵庫県立病院学会 神戸 2016．9．10

散薬調剤ロボット導入による

調剤業務の効率化
薬剤部 日本医療薬学年会 京都由良沙央理 第26回 2016．917
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頑張ってます1小児採血！

～検査部採血業務の取り組み～
兵庫県立病院学会 神戸市山岸真代､千田園子､松尾美也子 第14回検査部 2016‘9．10

千田園子､瀧本良実､野口啓子､松尾美也子 第14回兵庫県立病院学会 神戸市自動血液分析装置セラビジヨンDM9600の検討 検査部 2016．9．10

細川珠枝､山本美和､平田明宏､千田園子、
松尾美也子

神戸市第14回 兵庫県立病院学会新しい尿中有形成分分析装置UF-5000の検討 検査部 2016．910

大島佳那子､橋本恵美､山本正子､溝根尚子、
山崎美保､藤本惠子､山岸真代､松尾美也子

新しい聴力検査機器(Eclipse)の導入
～眠った子を起こさない1小児に優しい聴力検査～

第14回 兵庫県立病院学会 神戸市検査部 2016．9．10

第47回|兵庫県立病院核医学部会
第49回｜兵庫県立病院治療部会

尼崎

加古川

放射性医薬品の誤投与防止について ｜放射線部
こども病院における放射線治療~TBI･CSIを中心に～｜放射線部

北坂佳之

射場智美

20161．16

20165．21

兵庫県立病院放射線技

師研修会
カテーテルを留置しない小児利尿レノグラム検査に
ついて

神戸第46回放射線部 北坂佳之 20167．30

第14回｜兵庫県立病院学会 神戸放射線部 佐藤衣莉長尺FPD導入による使用経験 20169．10

小児頭部MRI検査におけるpediatricHead-SpineCoil
の使用経験

富山沼田憲作 第28回 令国自治体病院学会放射線部 2016.10.19-21

CALNEOGLの使用経験と効果およびポータブル無

給鍾用の有用性について

FUJIFILMMEDICAL

SEMINAR2016m神戸
神戸放射線部 田中千弘 201611．5

兵庫県放射線技師会

学術大会
小児頭部MRI検査におけるpediatricHead-SpineCoil
の使用検討

第56回 淡路放射線部 沼田憲作 2016.11.13ｌ
唾
Ｃ
］
Ｉ

第42回｜兵庫県核医学技術検討会’ 神戸放射線部 射場智美 2016.11.19兵庫県立こども病院施設紹介

弓
椛
恥
・
雪
開
・
鉾
酬
諒
騨



4）報道

報道年月日

20165．24

2016.5.31

2016．6．5

， テーマ － 、 所属科； 隠蔚・‘予一発表著名L J

I E ‘ - ＋ぶ

耐性菌 感染症科 笠井正志

抗菌薬適性使用 感染症科 笠井正志

子どもの心臓病病院の実力兵庫編100心臓血管外科 大嶋義博

欝簿識報道媒体篭 ｡ JN W %
6 守諸『r

MBS ちちんぷいぷい

MBSVoice

読売新聞

１
画
○
四
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5）実習生・研修生受け入れ状況

①実習生

診療部

実習生数 ’ 実習期間
1 128～2.16

実習場所

耳鼻咽喉科および形成外科外来

学校名

神戸総合医療専門学校

実習名

言語聴覚士学生実習

リハビリテーション科および耳鼻咽喉科外
来・病棟・手術室見学

言語聴覚士学生実習神戸総合医療専門学校 10.24～11251

歯科外来・他

歯科外来・他

小児救急医療センター

神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科

神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科

百年記念病院

歯科衛生士学生実習

歯科衛生士学生実習

初期研修医

4．31～6．24

7．5～7.29

1.4～1.29

１
’
２
１

小児救急医療センター・家族支援地域連携
部・薬剤部・検査部・看護部

神戸大学医学部医学科・保健学科
神戸薬科大学薬学部

1年次学生合同初期体験実習 9．147

看護部

実習場所

病棟(7E,6W,5W,HCU)

病棟(7W,7E,5W,HCU)産科病棟、GCU

病棟(7W,7E,6W,5W)産科病棟、GCU

病棟(7W,7E,6W,HCU)産科病棟、GCU

病棟(7W)6W,5WHCU産科病棟､GCU

病棟(7W7E)

病棟(7W,7E)

病棟(6E,5W)

病棟(6W,5W)

病棟(6W,6E)

病棟(6E,5W)

産科病棟

産科病棟

産科病棟

産科病棟

GCU

学校名 実習名

生涯広域看護

生涯広域看護

生涯広域看護

生涯広域看護

生涯広域看護

小児看護学（看護学科全日制）

小児看護学（看護学科全日制）

小児看護学（看護学科定時制）

小児看護学（看護学科定時制）

小児看護学（看護学科定時制）

小児看護学（看護学科定時制）

母性看護学（看護学科定時制）

母性看護学（看護学科定時制）

母性看護学（看護学科定時制）

母性看護学（看護学科定時制）

助産学科

数塗
蝿
沁
妬
型
妬
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６
４

実 実習期間

10.3～10.14

1017～10.28

10.31～1111

11.14～11.25

11.28～12.9

9.5～9.16

9.20～9.30

9.5～9.16

9‘20～930

1017～10.28

1114～11.25

9.12～9.16

9.20～9.23

10.3～107

10.11～10.14

105～10．7

’
四
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⑭
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兵庫県立大学看護学部

兵庫県立総合衛生学院

乏
椛
恥
・
聿
淵
・
鉾
叫
郡
轡



学校名 実習名

助産学科

助産学科

短期大学通信制課程

統合実習

こども看護

こども看護

こども看護

こども看護

こども看護

こども看護

ウィメンズヘルス看護

母性高度実践看護実習Ⅲ

大学院小児看護特講演習

保育学科

保育学科

こども保健学科

看護学科見学

看護学科見学

看護学科見学

看護学科見学

見学実習

皮膚・排泄ケア見学研修

数筆
４
３
６
６
５
５
５
５
５
５
型
１
１
２
２
２
型
獅
銘
仙
６
１

実 実習期間

1.11～1.13

1.18～1.20

8.15～819

8.22～9.2

10.3～107

10.31～11.4

11.7～11.11

11.28～12.2

1212～1216

1.16～1.20

10.3～10.27(2日間､3名ずつ）

105～2.24

10.3～3.31

8.22～9.2

9.5～916

2.6～2.17

8.17

8.26

1.31

2.24

9.6

11.25,11.28

実
６
６

場
Ｗ

習
ｊ
β

所
ｊ６

６
Ｅ
Ｅ

Ｗ
ＷＥ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

７
７

う
う
』

６
７
６

祁
耐
⑬
鋤
鋤
⑰
”
⑰
棟
肌
祁
恥

唖
唖
銅
銅
銅
銅
剛
銅
雨
剛
唖
鉾
記
翻
調
銅

兵庫県立総合衛生学院

神戸常磐大学

近大姫路大学

神戸市看護大学

兵庫県立大学

神戸市看護大学

川崎医療短大１
画
。
心
Ｉ

姫路濁協大学

四国大学

松江総合医療専門学校

平成淡路看護専門学校

阪奈中央看護学校

埼玉小児医療センター

杏林大学医学部附属病院

PICu救急外来

外来および病棟

薬剤部

学校名

兵庫医療大学

大阪薬科大学

神戸薬科大学

実習名

薬学生実務実習

薬学生実務実習

薬学生実務実習

数塞
１
１
２

実 実習期間 実習場所

薬剤部と主な部署

薬剤部と主な部署

薬剤部と主な部署

１
１
１

１
１
１

２
２
２

１
１
１

一
一
一

６
６
６

２
２
２

９
９
９



検査・放射線部（検査）

実習期間 実習場所数塞
１
１
２
４
２

実学校名

北里大学医療衛生学部医療検査学科

行岡保健衛生学園

神戸学院大学栄養学部栄養学科

神戸学院大学栄養学部栄養学科

神戸大学医学部検査技術科

実習名

御
一
癖
一
鋼
一
瞬
一
録

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

臨地実習

6．10

8．18

8.1～8.12

10．6

11．1～11.18

栄養管理課

実習場所数塞
４
２
２

実 実習期間

9.26～10.7

10.17～10.28

11.7～11．18

実習名

管理栄養士臨地実習

臨床栄養学臨地実習

臨床栄養学臨地実習

学校名

神戸学院大学

甲子園大学

甲子園大学

栄養管理課

栄養管理課

栄養管理課

②研修生

診療部

１
画
Ｃ
、
‐ 研修場所研修生数 研修期間研修科依頼元

神戸赤十字病院

卒後臨床研修委員会
産科病棟、外来、手術室など産科 1ヶ月ずつ5

読影室、超音波室、透視検査室など

読影室、超音波室、透視検査室など

放射線科

放射線科

3ヶ月

2ヶ月

神戸中央市民病院

市立豊中病院

1

1

看護部

数峰
１
３
３
２
２
２

研 研修期間 所場修

研
Ｕ
Ｕ
Ｕ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

棟
Ｇ
Ｇ
Ｇ

病

Ｕ
Ｕ
Ｕ

び

Ｃ
Ｃ
Ｃ

よ
Ｉ
Ｉ
１

Ｎ
Ｎ
Ｎ

稗
、
叩
科
料
科

外
皿
叩
産
産
産

研修名

皮膚・排泄ケア見学研修

NICU

NICU

産科・NICU･GCU

産科・NICU・GCU

産科･NICU・GCU

依頼元

杏林大学医学部附属病院
弓
椛
恥
・
翠
開
・
鮮
酬
蔀
浬

11.25.28

8.4～8.15

8.18～8.29

8月～9月

10月～11月

12月～1月

県立西宮病院

中国福利会国際和平婦児保健院



家族支援・地域医療連携部

学校名

日本医療マネジメント学会

実習名

地域連携クリティカルパス実習

実習生数 ’
’8．231

実習期間 実習場所

家族支援・地域医療連携部

１
画
。
α
Ｉ



6．研修（2016年）

1）公開研修会

院内

参加数

院外

参加数
発表者／担当 所属科名合計主催 開催日 時間 場所名称 テーマ

カンガルーの会

理事長
虐待連鎖を断ち切る～予防への取り組み～ 澤田敬2階講堂虐待防止委員会 10月29日講演会 13:00～16:00 24 51 75

｢形成外科診療～こどものためにできること～

早期治療を目指して』
第221回こども病院
症例検討会

池村光之介 形成外科研修教育委員会 研修室AB1月14日 21 2217:45～18串3(） 1

第222回こども病院
症例検討会

春名晶子 泌尿器科I急性陰嚢症Update』研修室AB研修教育委員会 1月28日 2217:45～18;30 20 2

｢小児脳腫瘍の初発症状について～自験例の検討から
～｣

第223回こども病院
症例検討会

山口陽二 脳神経外科研修室AB研修教育委員会 2月25日 17:45～18;30 15 0 15

第224回こども病院
症例検討会

｢糖尿病update」 日外祐理 代謝内分泌科研修室AB研修教育委員会 3月10日 17:45～18:30 25 1 26

『小児血液・がん患者における血流感染症の臨床的特
徴』

第225回こども病院

症例検討会
石田敏章 血液腫瘍内科2階講堂研修教育委員会 10月13日 17:45～18:30 33 2 35

第226回こども病院

症例検討会
『救急の時間！ 林卓郎 救急総合診療科2階講堂研修教育委員会 10月10日 24 4 2817245～18:30

’
四
。
『
Ｉ

『日齢49の発熱、痙筆～重症感染症の'IbdoorNotto
do～」

第227回こども病院

症例検討会
伊藤雄介 感染症科2階講堂研修教育委員会 11月24日 3617:45～18:30 31 5

第228回こども病院
症例検討会

『小児医療における臨床遺伝科の役割」 森貞直哉 臨床遺伝科2階講堂研修教育委員会 12月8日 13 2 1517:45～18:30

『小児の肝胆道疾患：緊急を要する疾患の対処につい
て」

山木聡史

福澤宏明
第229回こども病院

症例検討会
小児外科2階講堂研修教育委員会 12月22日 17 1817:45～18;30 1

小児がんの特徴と最新の動向

小児がんの代表的疾患と治療概論
小児がんの化学療法
小児がんの化学療法看護
晩期合併症と長期フォローアップ
小児がんの放射線療法

小阪嘉之

石田敏章

川崎圭一郎
後藤恵美

齋藤敦郎
副島俊典

看護部

血液腫瘍・内科
県立がんセンタ

ー放射線治療科

看護部

がん相談支援室

緩和ケアチーム

平成28年度
小児がん看護研修①

2階講堂8月27日 9:30～17:00 12 53 65

乏
椛
恥
・
翠
淵
・
鉾
叫
煎
騨

中谷扶美
塚田友紀
松尾さおり

矢内友子
関口典子

小児がん看護概論

小児がんをもつ子どもの症状マネジメント
小児がんの子どもと社会資源
小児の緩和ケア概論
小児がんをもつ子どもと家族の心のケア

看護部

医療福祉相談員
武田薬品工業株
式会社

精神神経科

看護部

がん相談支援室
緩和ケアチーム

平成29年度

小児がん看護研修②
2階講堂9月10日 19 53 729:30～17:00

社会福祉法人

芳友にこにこ

ハウス医療福祉
センター

高知大学准教授

看護部

がん相談支援室
緩和ケアチーム

小児がんをもつ子どもの補完代替療法

終末期にある小児がんをもつ子どもと家族の看護

三宅一代

松岡真里
平成30年度

小児がん看護研修③
2階講堂10月15日 15 41 569F30～16:45



1)NICU

2）産科
3）東邦大学医
学部新生児科教
授

1)新生児蘇生法一看護実践での活用について‐
2)当院移転後の産科症例の検討一神戸市立医療セ
ンター中央市民病院との連携－ 3)特別講演「新生
児科医から見た双胎間輸血症候群の今と昔」

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

井谷洋美

河崎あさひ

与田仁志

平成28年度兵庫県

周産期医療研修会
兵庫県

医師会館
産科・新生児科 12月17日 14:00～17:30 30 80 110

日本小児集中
治療研究会

JSPICCAHAPALS

大阪コース
大阪市立総合
医療センター

10月2日 小児二次救命処置講習会講師 林卓郎 救急総合診療科8:00-16;00 20 20

聖路加国際大

学シミュレー

ションセンタ

小児集中治療
研究会

JSPICCAHAPALS
東京都コース

10月16日 小児二次救命処置講習会講師 林卓郎 救急総合診療科800-16:00 20 20

日本臨床救急

医学会
ピッグパレッ

ト福島
PPMEC講習 5月13日 小児病院前救護処置講習会講師 林卓郎 救急総合診療科9:00-12:00 2020

大阪市立住之江中
学校BLS講習会

大阪市立住之

江中学校
大阪市立

住之江中学校
11月29日 一次救命処置講習会講師 林卓郎 救急総合診療科13:30－15130 120 120

第2回＃8000相談員

スキルアップ研修

小児救急医学情報
最新治療の学び

兵庫県
看護協会

小児電話相談窓口相談員を対象とした小児救急につ
いての講演

兵庫県看護協会 10月29日 救急総合診療科林卓郎14:00-16:00 40 40

小児感染症学会
ベーシックセミナー

小児感染症学
会

岡山コンベンシ

ョンセンター

100人

程度

山口宏

梶原伸介
11月19日 6人程度 細菌性髄膜炎 救急総合診療科8↑00～ 106

１
画
。
⑭
１

在宅医療関係者病
院見学会・交流会

看護部地域連

携委員会
10月22日 2階講堂 病院見学とグループワーク 知己連携委員会 看護部13:30～16:00 12 38 50



2）院内全体研修

講師／発表者’ 所属時間 場所 参加数名称 主催 開催日 テーマ

①放射線の人体への影響
②MRI検査の安全性について
③核医学検査について
④放射線被ばくについて
⑤放射線治療について

吉野朗

沼田憲作
射場智美

原誠
原誠

放射線部講堂平成27年度放射線安全研修会 放射線安全委員会 6月17日 15:30～17:0(） 126

放射線部8月5日’17:30～18:30 1 講堂 | 60 1アンギオ室での放射線被ばく管理 原誠循環器医師・放射線技師心カテ勉強会

各部門リスク

マネジャー、

田中亮二郎

各部門の安全への取り組み''医療事故が起きたら” 医療安全部長研修室医療安全研修会 医療安全対策室 3月8日 15117:3()～18:30

NEO最強の医療安全フーラム「日常診療に必
要なリスク管理-明日は我が身に医療事故」

東京海上日動
メディカル

講堂 山本貴章医療安全対策室医療安全研修会 9月16日 18:40～1900 26

レジリエンスノ観点からの医療安全・医療コミ
ュニケーション

上尾総合中央病院
情報管理部部長

講堂 長谷川剛医療安全対策室医療安全研修会 10月21日 26018:30～19:35

林卓郎

笠井正志

救急科

感染対策チーム

講堂

研修室AB

どうなる．どうする重症外傷

シンプルイズベスト！感染対策

MMカンファレンス ｜医療安全対策室
第2回全職員対象感染対策研修会｜感染対策委員会

12月1日

3月3日

師
一
”

17:30～18:30

17:30～18:30

小阪嘉之
鳴滝由佳

新規採用医師
感染対策オリエンテーション

研修室AB 小児専門病院の感染対策 感染対策チーム感染対策委員会 4月1日 9:30～9:45 30
ｌ
い
つ
や
Ｉ

楽しく学べる感染対策の重要ポイント
～耐性菌も含めて～

浜松医療センター講堂 矢野邦夫第1回全職員対象感染対策研修会 感染対策委員会 7月5日 18900～19:0(） 287

ブドウ球菌

モラキセラカタラーリス

キャンピロバクター

肺炎球菌

レンサ球菌

解剖・循環生理

笠井正志

伊藤雄介

伊藤雄介

伊藤雄介

伊藤雄介

松久弘典

感染症科

感染症科

感染症科

感染症科

感染症科

心臓血管外科

細菌検査室

細菌検査室

細菌検査室

細菌検査室

細菌検査室

2階講堂

感染症科

感染症科

感染症科

感染症科

感染症科

心臓センター

5月18日

6月15日

8月17日

9月21日

10月12日

10月14日

17:30～19:00

17:30～19:00

17:30～19:00

17:30～19:00

17:30～19:00

17:45～18:30

帥
一
妬
一
妬
一
妬
一
釦
一
帥

MicrobiorogyRound

MicrobiorogyRound

MicrobiorogyRound

MicrobiorogyRound

MicrobiorogyRound

ハートセンター勉強会1

北館2階教

育研究室
日隈智憲 心臓血管外科小児の補助循環ハートセンター勉強会2 心臓センター 10月28日 8017:45～18:30

弓
椛
恥
・
翠
酪
・
鉾
釧
諒
騨

小児循環器病に特徴的な病態・術後合併症

心電図読影法、小児不整脈

松島峻介

小川禎治

心臓血管外科

循環器科

2階講堂

2階講堂

ハートセンター勉強会3

ハートセンター勉強会4

心臓センター

心臓センター

11月11日

12月16日

17:45～18:30

17:45～18:30

、
｜
だ

メルボルン

小児病院
講堂 病棟間のギャップを埋める－アウトリーチ 中澤貴良佳小児救急センター院内講演会 10月24日 17:30 5(）

アウトリーチと呼ばれる院内患者安全のための
システムの紹介

メルボルン

こども病院
病棟間のギャップを埋める
~PICUwithoutboarders~

中澤貴良佳2階講堂小児救急医療センター 10月24日 4617:45～18:45

感染対策の基本

窓口業務における感染対策

鳴滝由佳

鳴滝由佳

感染対策チーム

感染対策チーム

14:00~14:30 1ポﾗﾝﾃｨｱ室
17:30～18:00 1看謹部会議室

ボランティアオリエンテーション｜看護部
窓口業務職員対象感染対策研修会’

8月24日
－

9月23日

４
｜
”



あいち小児保

健医療総合セ
ンター

あなたの水回りの耐性菌

～今こども病院に必要なこと～
第2回全職員対象感染対策研修会 感染対策委員会 講堂10月18日 伊藤健太17*30～18:30 225

I

恥P勉強会 看護部 看護師が主役の人工呼吸器関連肺炎予防11月9日 18:00～18:30 1スキルラボ 伊藤雄介 ｜感染対策チーム

神鋼記念病院
兵庫県赤十字
血液センター

看護師の立場からみた輸血医療の安全対策
血小板抗体による新生児血小板減少症(NAIT)他

松本真弓

荒木延夫
輸血療法委員会研修会 輸血療法委員会 講堂12月12日 17:45～18:45 82

神戸ハウススタッフ向けオリエ
ンテーション

鳴滝由佳
穂満茜

総務部 11月18日 神戸ハウス 感染対策の基本、吐物の処理 感染対策チーム14900～15:00 6

あいち小児保

健医療総合セ
ンター

あなたの水回りの耐性菌

～今こども病院に必要なこと～
第2回全職員対象感染対策研修視聴会 感染対策委員会 11月29日 講堂 伊藤健太14号00～15:0(） 45

第4回検査部研修会 検査部 12月2日’ 17:30～18:30 1 講堂 37 細菌感染における炎症性バイオマーカーの意義 ｜大井雅宏 ｜シーメンス

あいち小児保

健医療総合セ
ンター

あなたの水回りの耐性菌

～今こども病院に必要なこと～
第2回全職員対象感染対策研修視聴会 感染対策委員会 12月5日 講堂 伊藤健太17:30～18:30 100

’

あいち小児保

健医療総合セ
ンター

あなたの水回りの耐性菌

～今こども病院に必要なこと～
第2回全職員対象感染対策研修視聴会 感染対策委員会 講堂12月6日 伊藤健太14＄00～15500 65

3）複数科合同カンファレンス１
画
惇
Ｃ
ｌ

時間 ｜場所 ｜参加数名称 対象科 開催日 発表者/担当テーマ

50（院外
10含む）

第一回外傷症例検討会 全科 8月26日 講堂 救命できなかった重症多発外傷症例を振り返る 林卓郎18:0(）

救急総合診療科・
集中治療科

中央市民病

院
20（院外

10含む）

中央市民病院へ転送し血管内治療を受けた重症

外傷症例を検討
第二回外傷症例検討会 2月5日 林卓郎17:30

2016年度第1回届け出疾患連絡会

（保健所、環境衛生研究所）
感染症科・神経内科 5月30日 総務会議室 脳症、侵襲性肺炎球菌など16:00～17;00 笠井正志他15

2016年度第2回届け出疾患連絡会

（保健所、環境衛生研究所）
感染症科・神経内科 総務会議室11月9日 脳症、侵襲性肺炎球菌など16:00～17$00 笠井正志他20

麻酔科、心臓外科，
循環器内科，
集中治療科、看護師，
臨床工学技士

麻酔科・心臓外科・循環器科・集中治療科

合同カンファレンス
手術・麻酔

相当医
通年、毎日 当日の心臓外科症例についてのカンファレンス7:55～8:10 CICU 15

産科病棟
詰所

産科、看護師、薬剤部 毎日モーニングカンファレンス 当直報告と産科入院症例の状態報告、連絡事項8:30～8:50 12

産科、新生児科、

小児外科、病理診断科、

看護師、検査技師、
薬剤部

毎月

（月が休日の
場合は火）

新生児科カ

ンファレン

ス室1

周産期カンファレンス 未分娩妊婦の症例提示と新生児の経過報告16:30～16?55 18～21

毎金

（金が休日の
場合は木）

産科病棟
詰所

産科、看護師、薬剤部ウィークエンドカンファレンス 産科入院症例の状態報告16:00～16320 8～10



旧病院4階

会議室
小児集中治療科、
心臓血管外科、循環器科

患者申し送り、移転に伴う患者搬送時の注意点病院移転に向けてのICU患者打ち合わせ 黒澤4月19日 16;00～17*00 30

I

小児集中治療科・

心臓血管外科・
循環器科・救急科・
臨床工学部・看護部

ドクターヘリによる滋賀県・兵庫県間の緊急患

者搬送訓練

ヘリポー

ト・CICU
黒澤・青木4月21日 8:55～12:20 35ドクターヘリシミュレーション

小児集中治療科・
心臓血管外科・看護部

緊急ECMO導入Simulation 黒澤・青木11月14日 17:30～18:30 CICU 30ECMOシミュレーション

脳神経外科、整形外科

泌尿器科、作業療法士
皮膚・排泄ケア認定看護師

二分脊椎外来を受診した新規患者および要観察
患者の情報共有対象患者9名

整形外科ギ
プス室

二分脊椎外来カンファレンス 7月22日 15$30～16:25 9

揮
一
凍
一
猿
一
棟
種

ターミナル期患者の今後について

ターミナル期患者の今後について

ターミナル期患者の今後について

デスカンファレンス

デスカンファレンス

緩和ケアNs

緩和ケアNs

緩和ケアNs

緩和ケアNs

緩和ケアNs

多職種カンファレンス

医療者カンファレンス

多職種カンファレンス

多職種カンファレンス

多職種カンファレンス

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

8月22日

8月26日

8月31日

10月13日

10月20日

恥
－
９
｜
皿
一
泌
一
肥

14:00～15$00

14:00～15:00

14:00～15t00

17:30～18:30

17:30～18:30

総合診療科、脳神経内科、
精神科

精神科外来 症例提示 藤田杏子発達行動勉強会 9月1日 16:30～18:()0 10

総合診療科、脳神経内科、

精神科
摂食障害の一例精神科外来 関口典子発達行動勉強会 10月6日 16:30～18:00 10１

画
』
Ｈ
１

総合診療科、脳神経内科、

精神科
AD/HDの診断基準改定(WEB講演会）精神科外来 関口典子発達行動勉強会 11月16日 16:30～18:00 12

I

AD/HD児を取り巻く様々な職種からみたAD/HD
治療(WEB講演会）

総合診療科、脳神経内科、
精神科

精神科外来 関口典子発達行動勉強会 12月7日 16:30～18:00 12

乏
椛
恥
・
翠
淵
・
鉾
酬
諒
幽



4）部署別勉強会・カンファレンス

発表者／担当名 称 主 催 開催日 時 間 場 所 参加数 テーマ

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来 松井6月7日 7:30～8:00 9 オリエンテーション

救急外来

重症対応シミュレーション
救急総合診療科 呼吸障害 松井6月16日 救急外来7:30～8:00 10

救急外来

重症対応シミュレーション
救急総合診療科 救急外来 呼吸障害 松井6月22日 7:30～8:00 10

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来 呼吸障害 松井6月29日 7:30～8:00 10

救急外来

重症対応シミュレーション
救急総合診療科 救急外来 呼吸障害 松井7月7日 97:30～8:00

救急外来

軍旅対応シミュレーション
救急総合診療科 救急外来 気道管理 松井7月13日 7:30～8:00 8

救急外来

重症対応シミュレーション

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科

救急総合診療科

7月20日 救急外来 循環障害 松井7:30～8:0(） 9

’
四
胃
』
Ｉ

救急外来 循環障害 松井7月28日 7:30～8:00 7

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来 循環障害 松井8月5日 7:30～8$00 9

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来 閉塞性ショックレクチャー 松井8月10日 7:30～8:00 9

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来 循環障害 松井8月16日 7:30～8$00 8

救急外来

重症対応シミュレーション
救急総合診療科 8月23日 救急外来 不整脈アルゴリズム 松井7:30～8:00 8

救急外来

重症対応シミュレーション
救急総合診療科 救急外来 除細動器の使い方 松井8月31日 7:30～8:()0 7

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来 不整脈① 松井9月7日 7:30～8:00 4

救急外来
重症対応シミュレーション

不整脈②救急総合診療科 救急外来 松井9月14日 7:30～800 3

救急外来

重症対応シミュレーション
救急総合診療科 救急外来 不整脈③ 松井9月21日 7:30～8:00 3

救急外来
重症対応シミュレーション

救急外来 不整脈④救急総合診療科 9月28日 松井7:3()～8』0(〕 5

救急外来
重症対応シミュレーション

救急外来救急総合診療科 10月7日 骨髄針 幟
一
辮

87:30～8:00

救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来10月14日 けいれん7;30～8:00 8



救急外来
重症対応シミュレーション

救急総合診療科 救急外来 骨折固定 松井10月21日 7130～8:00 6

救急外来
重症対応シミュレーション

外傷診療レクチャー①救急外来 松井救急総合診療科 11月2日 7;30～8骨00 5

救急外来
重症対応シミュレーション

外傷診療レクチャー②救急外来 松井救急総合診療科 11月18日 7:30-8100 3

救急外来
重症対応シミュレーション

外傷診療デモ 松井救急総合診療科 救急外来11月25日 730～800 q
u

救急外来

重症対応シミュレーション
外傷診療 松井救急総合診療科 救急外来12月9日 7930～8:00 4

救急外来
重症対応シミュレーション

救急外来 外傷診療 松井救急総合診療科 12月16日 7:30～8:00 4
I

救急外来
重症対応シミュレーション

救急外来 縫合 松井救急総合診療科 12月21日 7:30～8:00 6

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

症候学勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

カンファレンス室3

カンファレンス室3

カンファレンス室3

カンファレンス室3

カンファレンス室3

カンファレンス室3

救急外来

カンファレンス室3

会議室

カンファレンス室3

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

「Coma」

「Pam:Scrotal」

「At2xi9」

「Edema」

「Foreign-bodymgestion」

「Cough」

「Hypertension」

「Seizures」

「Abdominaldistension」

「Hemamria」

骨折マニュアル確認

低血糖マニュアル確認

敗向朧マニュアル確認

プレゼンテーションマニュアル確認

腸重積マニュアル確認

縫合マニュアル確認

虐待マニュアル確認

喘息マニュアル確認

インフルエンザ診療指針確認

Vision/Missionについて

肝脾損傷マニュアル確認

虐待マニュアル確認

熱傷マニュアル確認

銅
一
酔
蜘
一
罐
一
蠅
一
趨
癖
一
叩
砿
一
癖
料
一
転
一
癖
一
林
叩
一
鍔
細
一
転
癖
一
林
叩
一
細
幟

8月24日

9月7日

10月5日

10月26日

11月2日

12月7日

1月25日

2月1日

2月22日

3月1日

8月19日

8月26日

9月2日

9月6日

9月13日

9月20日

9月27日

10月4日

10月11日

10月18日

10月25日

11月1日

11月8日
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０
０
０
０
０
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喘息・低血糖マニュアル確認

呼吸器ガイドライン2017紹介

メキシコ学会報告

フェロー教育目標確認

死亡診断書について

外傷に特徴的な画像所見

Greifと臓器提供

動物咬傷マニュアル確認

皮層接着剤について

Rh(-)輸血に関して

腸重積Studyについて

頭部打撲マニュアル確認

伝達講習

髄膜炎菌感染症について

縫合処置後の説明用紙について

インフルエンザについて

解離性知覚麻簿および感覚脱出

精神科医療倫理

児童自立支援施設

当事者との対話

小児の緩和ケア

身体疾患をもつこどものこころのケア

ADOS

こどもの司法面接

児童相談所・一時保護所

入院患者および重症患者の情報共有

毎日の麻酔症例についての検討

楠元

梶原

林

松井

竹田

山口

竹田

梶原

林

山口

竹田

楠元

松井

梶原

楠元

梶原伸介

玉岡文子

野呂朝子

玉岡文子

関口典子

藤井美有

関口典子

淀裕美子

野呂朝子

野呂朝子

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

救急総合診療科

感染症科

精神科

精神科

精神科

精神科

精神科

精神科

精神科

精神科

精神科

精神科

麻酔科

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

救急外来

PICUカンファレンスルーム

精神科外来

精神科外来

精神科外来

精神科外来

精神科外来

精神科外来

精神科外来

精神科外来

精神科外来

精神科外来

麻酔科医局

11月15日

11月22日

11月29日

12月6日

12月13日

12月20日

1月10日

1月17日

1月24日

1月31日

2月10日

2月17日

2月24日

3月3日

3月10日

11月1日

9月30日

10月14日

10月21日

11月4日

11月18日

11月25日

12月2日

12月9日

12月16日

毎週月曜日

毎日
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２
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救急スタッフ勉強会

救急スタッフ勉強会

度擢
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
焔

０１小児感染症科抄読会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科勉強会

精神科カンファレンス

麻酔科カンファレンス

ｌ
唖
』
心
１

麻酔科統括

新生児クリニカル

カンファレンス
在胎23週MD双胎 角健司新生児内科 1月5日 8:00-9:00 MCUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
芳本誠司新生児内科 1月12日 8:00－9:0(〕 NICUカンファレンスルーム Q

LJ ルーチン

新生児クリニカル
カンファレンス

武岡恵美子新生児内科 1月14日 トリソミー188:00－9:00 MCUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
CPAM症例の検討 秋田大輔新生児内科 1月19日 8:00-9;00 NICUカンファレンスルーム Q

、』

新生児クリニカル

カンファレンス
新生児内科 難治性乳ぴ胸 大久保沙紀1月21日 8:00－9:00 NICUカンファレンスルーム 9



新生児クリニカル
カンファレンス

ルーチン(HIE,乳ぴ胸） 玉置祥子新生児内科 1月26日 8;00－9:00 MCUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
ルーチン（低血糖） 生田寿彦新生児内科 1月28日 NICUカンファレンスルーム8:00－9:00 9

新生児クリニカル

カンファレンス
武岡恵美子新生児内科 2月2日 NICUカンファレンスルーム トリソミー188:00-9;00 9

新生児クリニカル

カンファレンス
玉置祥子副腎不全研究新生児内科 2月4日 8:00-9:00 NICUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
超早産児の退院時期について 芳本誠司新生児内科 2月9日 8:00－9:00 NICUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
緊張性間質性肺気腫 大久保沙紀新生児内科 2月11日 NICUカンファレンスルーム 98:00－9:00

新生児クリニカル

カンファレンス
乳ぴ胸合併した染色体異常の一例 生田寿彦新生児内科 2月16日 8:00－9:00 NICUカンファレンスルーム Q

J

新生児クリニカル

カンファレンス
BWSの一例 角健司新生児内科 3月4日 8:00－9:00 MCUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル
カンファレンス

VLBW児のMm側脳室拡大と予後の関連 生田寿彦新生児内科 3月9日 NICUカンファレンスルーム8:00－9:00 9

新生児クリニカル
カンファレンス

晩期循環不全 武岡恵美子新生児内科 3月18日 MCUカンファレンスルーム8:00－9:00 9

ｌ
西
澤
、
Ｉ

新生児クリニカル

カンファレンス
鎖肛 角健司新生児内科 3月23日 8日00－9:00 MCUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
胆汁うっ滞例の検討 大久保沙紀新生児内科 3月25日 8:00-9:00 MCUカンファレンスルーム 10

新生児クリニカル
カンファレンス

PDAの管理 玉置祥子新生児内科 4月8日 MCUカンファレンスルーム8:00－9:0(） 10

新生児クリニカル
カンファレンス

複雑心奇形を合併した18トリソミー 生田寿彦新生児内科 4月19日 NICUカンファレンスルーム8:00－9:00 10

新生児クリニカル

カンファレンス
GALDを疑う一例 武岡恵美子新生児内科 4月21日 NICUカンファレンスルーム8:00－9:00 10

新生児クリニカル

カンファレンス
血液型不適合妊娠 角健司新生児内科 4月22日 8200－9200 MCUカンファレンスルーム 10

新生児クリニカル
カンファレンス

乏
椛
恥
・
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開
・
鉾
叫
蔀
騨

TTNの一例 村田剛志新生児内科 5月17日 8:00－9:00 NICUカンファレンスルーム 9
I

新生児クリニカル
カンファレンス

PPHNの一例 村田剛志新生児内科 6月9日 NICUカンファレンスルーム8:00－9:00 9

新生児クリニカル
カンファレンス

山内貴未新生児内科 6月14日 NICUカンファレンスルーム O
qノ TOF8:00－9:()0

新生児クリニカル

カンファレンス
ELGANの凝固機能 松井紗智子新生児内科 6月16日 8:00-9:00 MCUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
外来フォローアッププロトコル 松井紗智子新生児内科 7月1日 8:00-9:00 NICUカンファレンスルーム 9



新生児クリニカル
カンファレンス

松井紗智子新生児内科 7月9日 MCUカンファレンスルーム 9 EUGR8:00－9:00

新生児クリニカル

カンファレンス
芳本誠司新生児内科 超早産児の退院時期についての検討7月13日 8$00－9:00 NICUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル
カンファレンス

新生児トキソプラズマ症 山内貴未新生児内科 7月14日 8:00－9:00 MCUカンファレンスルーム O
L』

新生児クリニカル

カンファレンス
村田剛志新生児内科 7月21日 PWSの一例8:00－9:00 MCUカンファレンスルーム 9

’新生児クリニカル

カンファレンス
山内貴未新生児内科 新生児ループス7月28日 8:00-9:00 NICUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル
カンファレンス

芳本誠司新生児内科 出生体重500G未満の児の予後8月4日 8:00-9:00 NICUカンファレンスルーム 9

新生児クリニカル

カンファレンス
松井紗智子新生児内科 肺低形成の死亡例8月10日 8:00-9:00 NICUカンファレンスルーム 10

新生児クリニカル
カンファレンス

生田寿彦新生児内科 重症FMHの初期管理8月16日 NICUカンファレンスルーム8:00－9:00 10

新生児クリニカル

カンファレンス

新生児クリニカル

カンファレンス

新生児内科 先天性甲状腺機能低下症 田坂佳資8月25日 MCUカンファレンスルーム8:00－9?00 10

松井紗智子新生児内科 外来フォローアップ研究8月26日 8:00-900 NICUカンファレンスルーム 10

１
画
骨
、
１

新生児クリニカル
カンファレンス

永尾宏之新生児内潤 8月28日 壊死性腸炎の一例8:00－9:00 MCUカンファレンスルーム 10

新生児クリニカル

カンファレンス
新生児内科 人工肛門造設後便注入 玉置祥子

山内貴未

9月2日 NICUカンファレンスルーム8200－9:00 10

新生児クリニカル
カンファレンス

新生児内科 胎児水腫9月13日 8:00-9:00 NICUカンファレンスルーム 10

新生児クリニカル
カンファレンス

生田寿彦新生児内科 9月23日 8:00-9:00 NICUカンファレンスルーム ECMO10

新生児クリニカル

カンファレンス
山内貴未新生児内科 研究10月7日 8:00-9:00 MCUカンファレンスルーム 10

新生児クリニカル

カンファレンス

新生児クリニカル
カンファレンス

乳児重症型ネマリンミオパチーの一例 生田寿彦新生児内科 10月11日 8:00－9:00 NICUカンファレンスルーム 1(〕

大久保沙紀新生児内科 GA30週のPDAの一例10月14日 8:00-9?00 NICUカンファレンスルーム 10

新生児クリニカル
カンファレンス

花房宏昭新生児内科 心臓腫瘍のまとめ10月20日 8:00-9:00 MCUカンファレンスルーム 1(〕

新生児クリニカル

カンファレンス
山内貴未新生児内科 10月28日 MCUカンファレンスルーム I強sling8:00－9:00 10

新生児クリニカル

カンファレンス
花房宏昭新生児内科 11月8日 MCUカンファレンスルーム GER8:00－9:00 10

新生児クリニカル
カンファレンス

芳本誠司500G未満児の予後新生児内科 11月24日 NICUカンファレンスルーム8:00－9:00 10

新生児クリニカル
カンファレンス

花房宏昭新生児内洞 12月22日 8:00－9:00 NICUカンファレンスルーム 10 DCH



産科抄読会

産科勉強会

看護師向け講習会

看護師向け講習会

看護師向け講習会

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

産科

産科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

毎金

年に数回

3月24日

3月25日

3月31日

4月5日

4月6日

4月7日

4月8日

4月8日

4月8日

4月8日

4月8日

4月11日

4月11日

4月12日

4月12日

4月12日

4月13日

4月13日

3月13日

産科カンファレンス室

産科カンファレンス室

旧病院ICU

旧病院ICU

旧病院ICU

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環鍔カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

英文医学雑誌から産科関連論文の紹介

医師による看護師に対する講義

ジャクソンリースによる人工呼吸

ジャクソンリースによる人工呼吸

ジャクソンリースによる人工呼吸

集中治療のゴールデンルール

メンターシップ

呼吸整理の基礎

モニタリング

モニタリング

人工呼吸器

鎮痛、鎮静、筋弛緩

ETCO2

気道抵抗とコンプライアンス

ショック

先天性心疾患の考え方1

リサーチイントロダクション

CHDFトラブルシューティング

脳平穏療法

集中治療医の条件

小児開心術と体外循環管理

8:20～8:40

17:30～18:30

14:00-15:00

14:00-15:00

14:00-15:00

9:00-10:00

9:00-10;00

9:00-10500

9:00-10:00

10:00-11:00

11:00-12:00

13:00-14:00

14:00-15;00

9:00-10:00

10:00-11500

9:00-10:00

10:00-11:00

15:00-16:00

9:00-10:00

10:00-11:00

11;00-12:00

８
画
－
，
８
－
８
皿
一
哩
蚫
一
哩
廻
一
廻
廻
皿
一
皿
一
廻
廻
皿
一
加
一
皿
廻
旭

I

黒澤

黒澤

黒澤

黒澤

椎間

黒澤

日本光電

フィリップス

コヴィディエン

黒澤

椎間

制野

青木

祖父江

椎間

秋元(ME)

丸山

黒澤

長谷川

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

１
画
』
『
Ｉ

I

青木、制野、

椎間

青木

循環器カンファレンス室 マスク換気・経口挿管・経鼻挿管実習集中治療講義 小児集中治療科 4月3日 13:00-14:00 12

9:00-10;00循環器カンファレンス室

10:00-11:00循環器カンファレンス室

侵襲的陽圧換気・非侵襲的陽圧換気

心臓術後の循環整理と治療

集中治療講義

集中治療講義

小児集中治療科

小児集中治療科

4月14日
－

4月14日

哩
一
烟 長谷川

青木、制野、

椎間
エコーガイド下穿刺実習集中治療講義 小児集中治療科 循環器カンファレンス室4月14日

－

4月15日

11:00-12:00 12

弓
椛
恥
・
劃
淵
・
鉾
叫
煎
避

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

循環器カンファレンス室

救急外来

呼吸器離脱と気管切開

患者搬送

先天性心疾患の考え方2

搬送を受ける時の注意点

ⅧPサーベイランスについて

姑息術とその術後管理

､MTEC

制野

椎間

祖父江

黒澤

伊藤

長谷川

林（救急）

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治臓科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

哩
一
哩
哩
一
哩
哩
一
⑫
８

9:00-10:00

9;00-10:00

10;00-11:00

11200-12:00

13:00-14;00

14:00-1500

13:00-14:00

I

4月18日

4月18日

4月19日

4月19日

4月19日

4月26日

集中治療講義

集中治療講義

集中治療講義



看護師向け講習会

看護師向け講習会

臨床疫学講義

臨床疫学講義

臨床疫学講義

リサーチカンファレンス

臨床疫学講義

看護師向け講習会

リサーチカンファレンス

リサーチカンファレンス

リサーチカンファレンス

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

小児集中治療科

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

6月20日

6月28日

11月17日

11月29日

12月1日

12月3日

12月8日

10月27日

12月20日

12月23日

12月23日

4月7日

6月22日

6月23日

7月6日

7月13日

7月20日

7月26日

7月27日

8月9日

8月17日

8月18日

8月23日

8月24日

8月31日

9月7日

9月14日

9月21日

9月28日

10月5日

10月12日

10月19日

10月26日

11月2日

ジャクソンリースによる人工呼吸

ジャクソンリースによる人工呼吸

研究デザイン「介入研究」

研究デザイン「コホート研究」

研究デザイン「ケースコントロール研究」

小児救急殻送「アンダートリアージ・オーバートリアージ」

研究デザイン「横断研究」

呼吸管理中の急変対応[DOPE]

小児救急搬送「重症患者のリスク因子」

小児救急搬送「バイタルサインの妥当性」

呼吸機能検査

製品勉強会「ネスプ」

製品勉強会「ボトックス」

製品勉強会「デイアコミット」

症例検討会7西

症例検討会7東

症例検討会6西

管理が必要な医薬品について

症例検討会5西

製品勉強会「ソマトロピンシュアパル」

症例検討会5東

製品勉強会「ガドビスト」

製品勉強会「ソリリス」

症例検討会ICU

症例検討会産科

症例検討会MCU

症例検討会7東

症例検討会7西

症例検討会6束

症例検討会ICU

症例検討会5東

症例検討会5西

症例検討会HCU

症例検討会6西

黒澤

黒澤

椎間

椎間

椎間

染谷

椎間

青木

高寺

増井

青木、染谷

14:15-15:00

17:30-18:30

8;45-9jl5

8;45-9;15

8;45-9;15

10;00-11;00

8:45-9:15

17:30-18j30

10:00-11:00

10$00-11:00

10:00-11:00

17:30～18:30

17;30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17;30～18＄30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17胃30～18:30

17:30～18:30

17号30～18:30

17号30～18:30

17:30～18:30

17:30～1830

PICU

PICU

CICUカンファレンス室

CICUカンファレンス室

CICUカンファレンス室

救急集中治療医室

CICUカンファレンス室

HCUカンファレンス室

救急集中治療医室

救急集中治療医室

救急集中治療医室

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

嘔
一
咽
一
ｍ
一
ｍ
一
ｍ
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薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

検査部控室

症例検討会産科

症例検討会7西

症例検討会ICU

製品勉強会「オプスミット」

症例検討会7東

症例検討会6西

症例検討会6東

UF5000(尿沈澄測定装置）について

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

薬剤部勉強会

検査部内研修会

鋤
一
蝿
一
》
一
鋤
一
鋤
一
坤
一
鋤
鍔

11月9日

11月16日

11月30日

12月1日

12月13日

12月14日

12月21日

2月8日

17?30～18:30

17430～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

17:30～18:30

16:30～17:15 シスメックス7

笠井正志
（診療部）

検査部控室 小児専門病院における感染症医の役割検査部内研修会 検査部 2月26日 16:30～17515 Q
J

アサヒバイオ

メッド
検査部控室検査部内研修会 検査部 4月28日 16;30～17;15 19 PHモニターについて

’マイクロ

バイオロジーラウンド
細菌検香室 亀山和明診療部・検査部 6月15日 20 モラクセラについて16:3()～17:15

7月29日’ 16:30～17:001検査スタッフ室 16 1遺伝子欠失を調べる 郷司克己検査部内研修会 検査部

山岸・千田・

細川・大島
検査スタッフ室 県立病院学会予演会検査部内研修会 検査部 9月8日・9日 16:30～17:30 10

マイクロ

バイオロジーラウンド
ｌ
圏
や
Ｉ

細菌検査室 肺炎球菌について 亀山和明診療部・検査部 9月21日 16:30～17:30 20

マイクロ

バイオロジーラウンド
細菌検査室 連鎖球菌について診療部・検査部 亀山和明10月12日 2016:30～17230

大津雅秀

（診療部）
検査スタッフ室 睡眠時無呼吸症候群について検査部検査部内研修会 10月14日 16:30～17;10 11

神田杏子
（診療部）

検査スタッフ室 ポタ採血について検査部内研修会 検査部 10月26日 16;0()～17:00 14

検査スタッフ室

検査スタッフ室

MRI室

MRI室

MRI室

放射線部

検査部内研修会

検査部内研修会

検査部

検査部

放射線部

TDMについて（ゲンタマイシンについて）

輸血療法マニュアル改訂点について

MR輸液ポンプ操作研修

MR輸液ポンプ操作研修

MR検査室内の清掃に関しての注意点

バーチャルグリッドの有用性

11月22日

12月20日

4月3日

4月4日

5月201ヨ

6月23日

16:30～17:00

16:30～17:30

16:30～17:30

16:30～17:30

16:30～17:30

16:30～17:30

哩
哩
粥
一
型
５
’
９

シーメンス

千田園子

沼田憲作

沼田憲作

MR室研修会

MR室研修会 放射線部

放射線部 弓
怖
妙
・
聿
器
・
鉾
叫
郡
響

沼田憲作

フジフイルム

MR室清掃担当者研修会｜放射線部

放射線部勉強会 ｜放射線部

画像診断のトレーニング＆スキルアップに役立つシステ
ムについて

放射線部 メディカル指南車放射線部勉強会 放射線部 10月13日 16:30～17:30 13



看護部部署内勉強会（2016年度）

名称 主催 開催日 発表者/担当時間 場所 参加数 テーマ

■

看護補助者オリエンテーション 看護部 感染対策室 感染対策の基本 鳴滝由佳5月16日 10:30～11:3(〕 1

看護補助者オリエンテーション 感染対策の基本 鳴滝由佳看護部 6月16日 感染対策室10:00～10:30 1

看護補助の皆様にこれだけはおさえてほしい1
感染対策の10か条

看謹補助者研修②感染防止 看護部 鳴滝由佳11月7日 15:15～15:40 スキルラボ

総務部前

会議室
トライやるウィーク講習 看護部 感染予防講習 鳴滝由佳11月8日 9:30～10830 8

看護補助の皆様にこれだけはおさえてほしい1

感染対策の11か条
看護補助者研修②感染防止 看護部 鳴滝由佳11月21日 15:15～15340 スキルラボ

１
画
画
Ｃ
ｌ

呼吸器ケア勉強会 感染症科 別棟2階 人工呼吸器関連肺炎予防 伊藤雄介11月9日 17:30～18:30

小児救急看護研修 看護部 小児救急7月27日 黒澤13:30～17:00 PICU 6

青木、増井、

黒澤
救急対応シミュレーション 7階西病棟 7西病棟 病棟急変時の初期対応9月5日 17:00～18:00 15

カンファ

レンスル

ーム

新人勉強会 6階西病棟 呼吸管理① 植山5月11日 8:45～17:15 8

救急蘇生勉強会 6階西病棟 7月21日 6W器材庫 小児のBLS胸骨圧迫・マスク換気・蘇生薬作成手技確認 前田17:30～18:30 11

カンファ
レンスル

ーム

急変リスクのある患者の病態とケア
（肺体血流バランス・スペル）

救急蘇生勉強会 中橋6階西病棟 9月30日 17:35～18:45 6

カンファ
レンスル

ーム

急変リスクのある患者の病態とケア
（呼吸管理患者・急変体験）

救急蘇生勉強会 藤井・林6階西病棟 10月26日 17:40～1900 5

救急蘇生勉強会 6階西病棟 6W器材庫 1V確保・挿管介助・ジャクソンリース取り扱い手技確認 前田・河島11月24日 17:30～18:30 9



6W観察
室

救急蘇生シミュレーション（協力医師4名） 前田・森本救急蘇生勉強会 6階西病棟 12月6日 17:45～18:50 15

6W観察
室

救急蘇生シミュレーション（協力医師3名） 前田・森本救急蘇生勉強会 6階西病棟 1月19日 1717945～18;45

カンファ

レンスノレ

ーム

森本シミュレーション振り返り.骨髄針留置介助手技確認救急蘇生勉強会 6階西病棟 2月17日 617:40～18:40

カンファ
レンスル

ーム

看護師：22
医師214

急変時対応について看護師、医師合同検討会 西川事例検討会 6階西病棟 8月24日 17:30～18:45

倫理事例検討会「身体拘束について」 田中6階西病棟 609号事例検討会 11月22日 17:30～18:40 8

看護部

会議室
倫理事例検討会「点滴確保困難な児」 安井6階西病棟事例検討会 12月21日 18:40～19:40

戸

｡

4A側
会議室

チューブ管理 辰巳5階西病棟 4月13日勉強会 10:00～11:00 10

Ｉ
函
画
］
．
’

蝿
》 胸腔ドレーン管理 辰巳5階西病棟 4月15日勉強会 10:00～11:00 10

蝿
》 カテーテル管理(泌尿器、外科） 能見5階西病棟 4月21日勉強会 10:00～11;00 10

4A側
会議室

能見1V管理5階西病棟 4月27日勉強会 10:00～11:00 10

カンファ

レンスル

ーム

気管切開 石川5階西病棟勉強会 6月17日 1017：30～18:30

カンファ
レンスル

ーム

救急蘇生 村上勉強会 5階西病棟 7月6日 17;30～18:30 10 弓
椛
恥
。
翠
路
・
鉾
叫
諒
騨

カンファ
レンスル

ーム

春名医師/阪
本竹村

膀胱拡大勉強会 5階西病棟 7月21日 2318:00～18:30

カンファ

レンスル

ーム

春名医師/阪
本竹村

尿道下裂5階西病棟 9月8日勉強会 17:30～18:30 20

カンファ
レンスル

ーム

富永医師/阪
本竹村

循環器疾患5階西病棟 9月15日勉強会 18:00～18:30 20



カンファ
レンスル

ーム

前田医師／

阪本竹村
勉強会 5階西病棟 気管系疾患11月4日 17:30～18:30 15

カンファ
レンスル

ーム

11月28日

12月7日

石川、辰巳、

能見
勉強会 5階西病棟 5名/4名 人工呼吸器管理17:30～18:30

病棟
授乳室-1

竹田、

大西ゆ、吉田
GCU1年目勉強会 直母指導について5月31日GCU 17:30～18:30 18

病棟
沐浴室-1

中谷、柏原、

吉本
GCU1年目勉強会 沐浴お話会、沐浴指導について6月17日GCU 17:30～18:30 18

病棟
沐浴室-1

森脇、古澤、
小谷

GCU1年目勉強会 7月14日 お話会についてGCU 17:30～18:30 22

GCU1年目救急蘇生勉強会 7月26日 救急蘇生 森脇、竹田GCU 17:30～18:30 スキルラボ 23

中谷、古澤、
佐竹

GCU1年目救急蘇生勉強会 11月17日 救急蘇生GCU 17:30～18:30 スキルラボ 17

１
画
噛
画
１

要、森脇、
吉田

GCU救急蘇生勉強会 2月9日 GCU病棟での救急蘇生についてGCU 17:30～18:30 スキルラボ 27

病棟

沐浴室1

杉森、柏原、

吉本
GCUベビーマッサージ勉強会 2月20日 ベビーマッサージについての知識の確認GCU 17:30～18230 12

NICU･GCU|合同勉強会 講堂6月23日 Dr芳本NICU・GCU 17串30～18:30 24 Let'senjoyNeonatal

NICU･GCU合同勉強会 講堂7月28日 母乳育児支援を始めよう 母乳支援GNICU･GCU 17:30～18:30 19

NICU・GCU合同勉強会 講堂9月27日 呼吸器についてNICU･GCU 17:30～18:30 Dr秋田35

NICU

ワーキングG
NICU･GCU合同勉強会 講堂10月20日NICU・GCU 17:30～18:30 32 SATOカームについて

NICU・GCU合同勉強会 講堂 黄疸について1月20日 Dr大久保NICU・GCU 17:30～18:30 28

病棟カン

ファレン

スノレーム

NICU

プリセプター会
MCU1年目勉強会 5月19日 胎外生活･TTN･RDS･CLD 石井、田村17:30～19:00 16



病棟カン

ファレン

スルーム

NICU

プリセプター会
呼吸管理中の児のケア 樋爪、京谷MCUO年目勉強会 6月17日 1617:30～19:00

病棟カン

ファレン

スルーム

和久・樋爪・

石井

NICU

プリセプター会
NICUにおける救急蘇生NICU1年目勉強会 7月14日 1617:30～19:00

病棟カン

ファレン

スノレーム

MCU

プリセプター会
外科疾患（鎖肛・下部消化管閉鎖） 和久NICU1年目勉強会 8月29日 1617:30～19:00

病棟カン

ファレン

スルーム

NICU

プリセプター会
入院受け 石井、田村9月16日NICU1年目勉強会 17:30～19:00 16

病棟カン

ファレン

スノレーム

NICU

プリセプター会
安全管理(KYT) 田村NICU1年目勉強会 10月20日 1617:30～19:00

病棟カン

ファレン

スノレーム

NICU

プリセプター会
樋爪、京谷11月29日NICU1年目勉強会 17:30～19:00 16 アセスメント

病棟カン

ファレン

スﾉレーム

NICU

プリセプター会
経験の少ない日常生活援助技術の習得2月28日 田村、京谷NICU1年目勉強会 1617:30～19:00

Ｉ
四
四
四
Ｉ

病棟カン
ファレン

スルーム

2年目処置勉強会(CLD) 2年目7月27日NICU2年目勉強会 9NICU 17:30～18:30

病棟カン

ファレン

スルーム

2年目処置勉強会（処置） 2年目NICU2年目勉強会 9月23日 17:30～18:30 15NICU

病棟カン

ファレン
スノレーム

2年目処置勉強会(MASTTTS) 2年目NICU2年目勉強会 10月19日NICU 17:30～18f30 9

病棟カン

ファレン

スノレーム

2年目処置勉強会(IAATGACOA) 2年目NICU2年目勉強会 1月24日 10MCU 17:30～18:30

弓
椛
恥
・
聿
酪
・
鉾
叫
郡
轡

病棟カン

ファレン

スノレーム

2年目処置勉強会(TOFDORV) 2年目2月22日NICU2年目勉強会 NICU 17:30～18:30 9

病棟カン

ファレン

スルーム

名 2年目処置勉強会（看護観） 2年目3月21日NICU2年目勉強会 MCU 17:30～18:3(）

病棟カン

ファレン

スルーム

3年目処置勉強会(アセスメント）9月26日 3年目NICU3年目勉強会 17:30～18:30 5NICU



病棟カン
ファレン

スルーム

NICU4年目勉強会 1月24日 3年目処置勉強会（アセスメント） 3年目NICU 17:30～18:30 6

病棟カン

ファレン

スノレーム

ラダー勉強会 11月18日 4～5年目事例検討 4．5年目NICU 17:30～19200 9

病棟カン

ファレン

スノレーム

ラダー勉強会 4～5年目事例検討 4．5年目1月24日NICU 17:30～19:00 6

病棟カン

ファレン

スルーム

異動者勉強会 10月27日 家族看護 異動者NICU 17:30～19:01 9

病棟カン
ファレン

スルーム

異動者勉強会 名 家族看護 異動者3月9日NICU 17;30～19:02

伝達講習会 手術室 5月26日 手術室SS 新生児看護研修伝達講習会 神代10:00～10:30 2(）

手術室新人オリエンテーション 手術室 5月27日 手術室⑦ 帝王切開術器械出しについて プリセプター9:30～13:30 11

ｌ
い
い
心
Ｉ

手術室新人オリエンテーション 手術室 手術室④ 外回り看護師業務について5月27日 プリセプター14:30～17:00 11

勉強会 手術室 手術室SS 半導体レーザーについて 新井7月6日 17$00～17230 20

勉強会 手術室 7月5日 手術室SS 新人：10 安全な手術室環境の提供～正しい環境整備の実践～ 穂満10:00～11:00

日帰り

手術室
勉強会 手術室 8月3日 標準予防策～個人防護具を正しく選択し着脱しよう～ 穂満17:30～18:30 18

勉強会 手術室 10月3日 ラテックスアレルギー患者への対応について 高山、宮下17;30～18:00 11

カンファ

レンスル

ーム①

勉強会 手術室 10月24日 プリマドを正しく使おう！ 藤原和、穂満20人17:30～18:00

手術室 手術室RR リカバリー室にて呼吸窮迫状態に陥った患者への対応12月27日 宮下、高山

勉強会 手術室 術中体位について 宮永



宮永カニユレーションについて勉強会 手術室

看護部
会議室

田原新生児手術室での横隔膜ヘルニア手術について手術室 2月20日 17:30～18:30 26勉強会

カンファ

レンス③
田原同上手術室 2月24日 22勉強会 17:30～18;31

カンファ

レンス③
事例を基に手術室の看謹を振り返る 橋口2月22日 20手術室 17:40～18:45勉強会

カンファ

レンス③
橋口手術室における家族看護について手術室 3月22日 17:15～18:15勉強会

看護部
会議室

河南・芦田グレン・フォンタン術後の看護救急HCU 12月9日 10勉強会 17:30～18:30

看護部会

議室
山田酸素療法勉強会救急HCU 7月21日 3317:30～18:00勉強会

カンファ

レンスル

ーム

ｌ
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画
、
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山田家族看護勉強会救急HCU 2月10日 17;30～18:30 17勉強会

金子、野間、
山田

看護部
会議室

CI強、痙璽、外傷勉強会異動者対象救急HCU 8月5日 17:30～18130 22勉強会

金子、野間、
山田

看護部
会議室

CI強、痙塗、外傷勉強会異動者対象救急HCU 8月12日 17:30～18:30 18勉強会

金子、他シミ
ュレーション

G
初療室救急HCU 9月13日 19 CIH17:30～1830初療シミュレーション

金子、他シミ
ュレーション

G
初療室 C恥救急HCU 9月26日 17:30～18:30 18初療シミュレーション 弓

椛
恥
。
翠
醐
・
鉾
酬
諒
響

金子、他シミ
ーォーレーション

G
初療室 痙箪救急HCU 10月11日 17:30～18:30 17初療シミュレーション

金子、他シミ
ユレーーション

G
初療室 痙蕊救急HCU 10月25日 20初療シミュレーション 17530～18:30

金子、他シミ
ュレーション

G
外傷初療室救急HCU 11月8日 17:30～18;30 14初療シミュレーション



金子、他シミ
ュレーション

G

初療シミュレーション 救急HCU 11月25日 初療室 外傷17;30～18:30 15

金子、他シミ
ュレーション

G

初療シミュレーション 救急HCU 1月24日 初療室 外傷17130～18:30 20

金子、他シミ
ュレーション

G
初療シミュレーション 救急HCU 2月24日 初療室 外傷17:30～18:30 20

金子、野間、
山田

外傷スキルトレーシンク 救急HCU 12月13日 外傷に特化したスキルトレーニンク17:30～1830 スキルラボ 10

金子、野間、
山田

外傷スキルトレーシング 救急HCU 12月22日 外傷に特化したスキルトレーニング17;30～18:30 スキルラボ 17

カンファ
レンスル

ーム

勉強会 救急HCU 1月20日 痙寧・熱傷の看護17:30～18:30 16 大田、野間

外来勉強会 外来 6月29日 採血室 リュープリンについて16:15～16:45 泊菊子15

’
四
四
α
Ｉ

外来勉強会 外来 7月6日 計測室 看護研究①看護研究概論16:15～16;45 中谷扶美17

外来勉強会 外来 7月19日 計測室 糖尿病看護外来16:15～16:45 泊菊子12

外来勉強会 外来 7月26日 計測室 ハイゼントラ投与を受ける子どもと家族の看護16:15～16:45 小澤一美14

外来勉強会 外来 看護研究②研究方法8月3日 16:15～16:45 中谷扶美15

外来勉強会 外来 8月24日 計測室 硝酸銀の取り扱い16:15～16:45 若林有美13

外来勉強会 外来 8月25日 採血室16:08～16835 18 シナジスについて 新宅佳子

外来勉強会 外来 8月31日 計測室 リウマチ看護外来16:15～16:45 辻田利香18

中谷扶美
辻田利香

小澤一美

泊菊子

外来勉強会 外来 9月7日 計測室 看護研究③事例研究16:15～16:45 17



計測室 在宅物品譲渡時の看護 川口陽子外来勉強会 外来 9月14日 16;15～16:45 19

計測室 看護研究④実態調査研究・支援委員会への提出方法 中谷扶美外来勉強会 外来 9月28日 2016:15～16:45

I

血友病の関節症計測室 業者外来勉強会 外来 10月19日 16:15～16:45 20

計測室 PDゆめの操作方法 業者外来勉強会 外来 11月17日 16:15～16:45 18

計測室 血友病家庭輸注を目指して 山本加奈子外来 11月30日外来勉強会 1316:15～16:45

計測室 19 1食物アレルギーの外来看護 中川真菜外来勉強会 外来 12月14日 16:15～16:45

計測室 ゾレア導入にむけて 業者外来勉強会 外来 1月16日 16:30～17:15 20

’
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四
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計測室 在宅看護外来一災害時の対応について一 松下久子外来勉強会 外来 2月1日 16:15～16:45 16

坂田医師／
教育チーム

6Fカンフ

ァレンス室
整形外科創外固定について6東病棟勉強会 6階東病棟 6月29日 l7a30～18:30 8

病棟 扁摘・アデノイドの看護 横山6東病棟勉強会 6階東病棟 7月26日 14:40～15:00 10

病棟 腎生検の看護 2年目看護師6東病棟勉強会 6階東病棟 8月31日 14:40～15:00 15

病棟 事例検討会（腎不全） 小林6東病棟勉強会 6階東病棟 9月28日 1440～1500 10

弓
椛
恥
・
頚
開
・
鉾
叫
諒
騨

教育研修
室

人工呼吸器（トリロジー）について フィリップス6東病棟勉強会 6階東病棟 9月29EI 17:30～18:30 21

病棟6階東病棟 事例検討会（腎不全） 小林6東病棟勉強会 10月25日 14240～15:00 8

2年目看護師・
栗林

5Fカンフ

ァレンス室
プリパレーション6東病棟勉強会 6階東病棟 12月22日 17:30～18:30 14



事例検討会（糖尿病） 奥井6東病棟勉強会 6階東病棟 病棟12月30日 14:40～15:00 6

日下医師/教
育チーム

6Fカンフ

ァレンス室
6東病棟勉強会 6階東病棟 糖尿病1月30日 17:30～18:00 16

病棟カン

ファレン

スノレーム

牛江産科1年目勉強会 産科 4月8日 10:45～1上45 CTG

産科
エコー室

森下Dr産科1年目勉強会 産科 13;3()～15t00 エコー

病棟カン

ファレン

スルーム

産科1年目勉強会 産科 切迫早産勉強会 牛江4月11日 15:15～16:15

病棟カン

ファレン

スルーム

産科1年目勉強会 産科 新生児勉強会 谷口4月15日 9:00～10230

病棟カン

ファレン

スﾉレーム

西峪産科1年目勉強会 産科 FGR勉強会4月15日 16:00～17:00

’
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病棟カン

ファレン

スノレーム

察産科1年目勉強会 産科 PROM勉強会4月22日 9:15～10:15

病棟カン

ファレン

スﾉレーム

佐々木産科1年目勉強会 産科 双胎勉強会4月22日 9:15～10:15

病棟カン

ファレン

スルーム

欧産科1年目勉強会 産科 産後勉強会4月26日 17:30～18:30

病棟カン
ファレン

スルーム

産科1年目勉強会 産科 5月18日 17:40～18:40 NCPR

病棟カン

ファレン

スノレーム

帝王切開術後の看護産科1年目勉強会 産科 6月17日 17:40～18:40

病棟カン

ファレン

スルーム

産科1年目勉強会 産科 羊水過多・過少7月15日 17:30～18230

病棟カン

ファレン

スﾉレーム

前置胎盤産科1年目勉強会 産科 8月19日 17:40～18:40



病棟カン

ファレン

スﾉレーム

弛緩出血産科1年目勉強会 産科 9月16日 17:40～18:50

病棟カン

ファレン

スルーム

PIHO産科1年目勉強会 産科 10月25日 17:35～18＄35

病棟カン

ファレン

スルーム

PIH②治療産科1年目勉強会 産科 11月25日 17:35～].8:35

病棟カン
ファレン

スルーム

PIH③看護産科1年目勉強会 産科 12月26日 17:35～18:35

大北前田

瀬尾
分娩進行中の産婦が羊水塞栓を起こし心肺停止事例産科 分娩室1 20名産科1年目勉強会 1月20日 17:30～18:30

超緊急帝王切開シミュレーション 田原大納手術室 20名産科1年目勉強会 産科 4月28日 10:00～12:00

病棟カン

ファレン

スノレーム

事例検討:CHD 網干井本9名産科1年目勉強会 産科 7月21日 18230～19:30

１
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や
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病棟カン

ファレン

スルーム

11名 事例検討：悲嘆 中村前田産科1年目勉強会 産科 11月17日 18:30～19:30

超緊急帝王切開シミュレーション② 新井増田33名手術室産科1年目勉強会 産科 11月24日 13:30～14:30

痛みの緩和について 塚田Ns24名勉強会（7西東合同） 血液主体病棟 9月14日 17:30～18:30 7F

痛みの緩和について 塚田Ns血液主体病棟 18名勉強会（7西東合同） 9月29日 17:30～18:30 7F

カンファ
レンスノレ

ーム

弓
椛
恥
・
至
酪
・
鉾
叫
諒
騨

輸液・薬剤管理 岸本・馬場新人勉強会 4月8日 13:30～17:15 10CICU

日本光電器材室 モニターについて新人勉強会 4月13日 10CICU 14:00～15:00

カンファ
レンスル

ーム

大塚・坂本循環管理・呼吸管理新人勉強会 4月18日 9200～12:00 10CICU

カンファ

レンスル

ーム

バイタルサイン測定・輸液作成 大塚・坂本4月18日新人勉強会 13:00～17:00 10CICU



河野・石塚

中井
勉強会 5月CICU 17＄30～18;30 CICU 37 HFNCについて

カンファ

レンスル

ーム

宮本勉強会 7月26日 BLS･挿管介助CICU 17*30～18?30 33

カンファ

レンスル

ーム

勉強会 感染勉強会手指衛生 村川・伊藤医師7月3日CICU 17f30～18:30 30

カンファ
レンスノレ

ーム

ME横山勉強会 9月29日CICU 17:30～18530 32 ECMO

カンファ
レンスノレ

ーム

勉強会 ECMO装着中の看護 岸本・林10月12日CICU 17:30～18:30 32

カンファ

レンスル

ーム

勉強会 重症度、医療・看護必要度研修会 大元・中井10月17日CICU 17:30～18:30 32

病室 ECMO導入シュミレーション 岸本・林勉強会 11月14日CICU 17:30～18230 30

１
画
四
つ
１

野田・岡田・

保田
勉強会 12月2日 災害シュミレーションCICU 17:30～18:30 CICU 32

カンファ

レンスル

ーム

勉強会 感染勉強会（デヴァイスサーベーランス報告） 村川1月26日CICU 17:30～17:45 30

勉強会 2月 ニロ（脳組織酸素飽和度測定器）勉強会 業者CICU 14:00～14:30 CICU 18

カンファ
レンスノレ

ーム

勉強会 急変時の対応(BLS) 岸本1月26日CICU 17:45～18:45 30

1月

カンファレンス
勉強会 DCの取り扱い･12誘導 中村・文野30分間CICU CICU 38

2月

カンファレンス
勉強会 30分間 退院支援について 宮本CICU CICU 38

カンファ
レンスノレ

ーム

RCA分析勉強会 1月 馬場CICU 17:30～18:00 9

カンファ

レンスル

ーム

勉強会 RCA分析 笠木・岡田1月25日CICU 17:30～18:00 9



カンファ
レンスル

ーム

野田・保田・

明石
摂食ケア20分間勉強会 2月1日～7日CICU 37

カンファ
レンスル

ーム

野田・保田
明石

30分間 口腔ケア3月 38勉強会 CICU

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

川畑・倉田・

辻
7階西病棟 4月22日 成長発達勉強会 1717:45～18345

7Fカンフ

ァレンス

ﾉレーム

化学療法概論 後藤CN7階西病棟 4月23日勉強会 17:45～18:45 17

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

白血病 倉田・武石7階西病棟 5月19日勉強会 17:45～18:45 16

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

、1

，二7階西病棟勉強会 5月31日 17:45～18:45 16 NBL

7Fカンフ

ァレンス
ルーム

抗がん剤暴露について 鈴木勉強会 7階西病棟 8月4日 17945～18945 17

１
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7Fカンフ

ァレンス

ルーム

脳腫瘍・悪性リンパ腫 川畑・住田7階西病棟 6月27日勉強会 17945～18245 14

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

発熱時の看護 住田7階西病棟 7月27日勉強会 17:45～18:45 16

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

全身麻酔看護 川畑7階西病棟 8月29日勉強会 17:45～18:45 15

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

多職種との連携がんリハビリテーション7階西病棟 金澤宗和9月23日勉強会 17;30～18:30 30

弓
椛
恥
・
劃
洲
・
蝉
叫
郡
轡

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

摂食障害の看護 近藤7階西病棟 10月15日勉強会 17:00～18:00 15

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

瘻痛緩和7階西病棟 11月10日 刈谷CN勉強会 17:30～18:30 14

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

7階西病棟 呼吸器管理 油野11月28日 17:30～18:30勉強会 13

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

血液細胞移植について7階西病棟 12月20日 辻勉強会 17:45～18:45 16



7Fカンフ

ァレンス

ルーム

勉強会 7階西病棟 1月20日 移植看護 木下・松野17:30～18:15 15

7Fカンフ

ァレンス

ルーム

勉強会 7階西病棟 2月24日 尿崩症看護 武石17:45～18:45 14

勉強会（7西東合同） 血液主体病棟 9月14日 痛みの緩和について 塚田Ns17:30～18:30 7F 24

勉強会（7西東合同） 血液主体病棟 9月29日 痛みの緩和について 塚田Ns17:30～18:30 7F 18

5Fカンフ

ァレンス

ﾉレーム

勉強会 5階東病棟 創外固定の管理 山中医師8月31日 14:30～15:30 9

スキルラ

ボ
勉強会 5階東病棟 9月29日 業者17,30～18:30 トリロジーについて15

5Fカンフ

ァレンス

ﾉレーム

勉強会 5階東病棟 10月31日 在宅支援に必要な制度 原田17:30～18:30 11

’
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5Fカンフ

ァレンス

ﾉレーム

勉強会 5階東病棟 在宅支援に必要な制度11月8日 原田17:30～18:30 4

5Fカンフ

ァレンス

ルーム

勉強会（デモンストレーション） 5階東病棟 8月10日 気管内吸引 石橋・薮・林15:05～15:20 6

石橋・吉永・
神保

勉強会（デモンストレーション） 5階東病棟 8月24日 病棟内 気切ケア14:30～15:00 5

勉強会（デモンストレーション） 5階東病棟 9月27日 病棟内 車椅子移乗 PT中田14:30～15:00 6

勉強会（デモンストレーション） 5階東病棟 10月11日 病棟内 呼吸器回路交換 林・薮・石橋15:45～16205 6

中屋・三宅
神保

勉強会（デモンストレーション） 5階東病棟 10月24日 病棟内 酸素ボンベの計算1430b～14:50 5

勉強会（デモンストレーション） 5階東病棟 12月13日 病棟内 カニューレ交換 全員1430～15:00 4

勉強会（デモンストレーション） 5階東病棟 病棟内12月28日 W介助 全員14:30～14:50 4



V ボランティア



ボランティア受け入れ状況（2016年）

ボランティアの状況

活動場所内容 活動人数 活動日ボランティア名

神戸市生活指導研究会

こども病院ボランティアグループ
看護用品、医療材料、保育材料の作成 6名 ボランティア室で数名がが交代で活動2回／月

子どもの遊び相手､本の読み聞かせ、

外来での患者･家族の受診介助(案内･移動の介助）
10名 毎週月～金 病棟・外来こども病院ボランティアグループ

イベントボランティアの状況

妊産褥婦のリラックスアロマセラピーマッサージ

（代表：田中美早）
2名 産科外来3回アロマセラピー

笑いやユーモアを届けるコミュニケーション

(NPO法人日本クリニクラウン協会）
12名 11回／年 病棟・外来クリニクラウン
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6名 講堂6月7日個人 オペラコンサート

公益財団法人神戸市市民文化振興財団

人形劇団ののはな
2名 講堂人形劇 10月26日

7名 講堂・病棟クリスマス会 12月22日ドナルドマクドナルドハウス

モーヴィー病棟訪問 6名 病棟12月15日ヴィッセル神戸

4名 講堂1月16日公益財団法人神戸市市民文化振興財団 コンサート

＜

弗
叫
碍
叩
へ
渕


